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発刊のことば

村 rl1 朔 げ
れ
ド
点
h
F

4月1日をもって知立20毘年を述えるにいたりました。

うことを呂的として，

昭和

に

， 3研究部門にすぎませんでしたが， 地震

地

にわ7こる16fi汗

107 :?:'.i, 

213名におよんでいます。

していましたが， ｛ことも

ない， も，

することができ，ますま

日みられるまで

るようになりました。

されるにいたりましたこと誌，故Hミ：当局およ

ごfミ力，

こ

と深く るとともに，

いたすところ

｛こたえません。

と ともいえますので，わ

多く，ま

また

ています

ありますc このよう

く，そのため，

にともない，それら立地上から

る

ません。

し

しつつ

く，

あります。

し,fこ？ミし＼？こ の

につづいて防災研

この期間の記録としてとどめるだけ

あります。おわ

るものであります。り

したものでありま

でなく，

り



所 感

棚橋

たのであった。

いものと云うつまらなL

さんされるときいてまことに感無量である。台1J

されお子つだいをした私も1111:

に主主も力をつくされた，

も二代自の時代になって来て！万る。

にうれしいことであった。

まとめられ，在、がこれを

あっ

設に力をつくさ

よ
も

く の

るものでもなく，これが火熱でくづれおちるために

あたえるものではないかふ現在法律が規定して11：・る

コンクワート

コンクリートはその窪を

コンクリート

コンク 1）ート造と

となるものではないから

きづつけるとか抱人の財産

いらないと主張し，

がないから

ゆづるべきもの

しも

うらづけたのであった。

る

たて込れない。そこ

してもらって，

にきびしくもしこ

こら｛土7こてらt1るだろうと

どの広さ；こまでなる：土ずで、あるからそ

になるであろう。

ことは私とし

しゅ〉ら地畏にあぶないものではないことをのべたが，

しなし1

う殺に改められ

ム
d
A
m

るまでには30年の

か与もう

いらないと云いほじめたのが忍が建築学会長になった

るまでにはもう20年は要するであろう。しかしその見本とし

ぎはに火事があって内部仕上げの可燃物はもえた

ら耐火被覆を除げば

ポ

ち巧！こなり，

あれ／

になる。こ る の



2 0年の感慨

防災問究明が昭和26年4月

た。いま，あちため

うに思われ，

うでもあり，長いようでもあり，

るのでありま

－第八代的災研究所長

速水領一郎

されましてから本年4月

わたくしの所

るのであります。

サこしまし

と，なん

は短いよ

るのか，人生にもつ時間の怠味について

いまは新！日交代の時代であるといわれております。

と

まさにこの時代を追えたようであります。活力

るのであります。と同時に老兵に対する

自己として意識されるも心，自己に対立する自然とし

であって，自己と告熱とを分離することはできません。告

自己を変動させるのであります。

ノレのj認知というのがあります。

もたらし，自

主／jに約20年のいわゆるヘ－

Silver Ju bi lee といって特別

るのは，およ りであって，そこに人間活動の一つの完結したパタ

ンが認めちれるかちであります。自

られます。わたくしは昭和6年上海自

出しましたが，

れ｛ままた，わ

それかち20年，

始めたこと

まして，わたくし自

いれません。

ンにもこれに対応したものが明らかに認め

として第 1

に入った時代でありました。

のでありましたが，

た時代でもありました。

ことはいざ知らず，世界が大きく

期にはまた 100年ぐらいのものがあります。

発見はこのi時代に築i二十iしています。そし

組織化， いのであります。

に入ってかちは，多くの分野を横断する組織化が進んできています

においても横断的な新しい総合への傾向が強いのであります。坊災科学，防災工学；まその典

型的な併でありまして，訪災研究所の設置はこの意味で画期的でありました。このよう

るには世紀前卒のJ思想を脱崩しなければなりません。これこそ，わたくしが新しい世代；こ

るところであります。そして，わたくしたち過ぎし20年の世代に生きた者は静かにそ

し，20周年の歓びを瓦；こ顔ち合いたいs人生の感激とはこのようなものでありましょう。



創立20年を迎えて

矢 野 ！務 正

II苦手Ll26年 さ

になることになって，

をけみすることとなった。

るまで約20年ここで，楽し

く じJ

したらのんびりと

ったところである。たった

ている。私の荷になっているのはこ

いろいろ多岐にわたっているが，

うち特定研究費の継続化実現への問題がある。

ωスタートをき

さえし

っている課題のーっとし

h

さ

されている。わ となっていることは現

いので，そういつまでも

ることは難しくなってきている。どの学問分野も何れもその重要なこと法我田引

くとも，それぞれの分野で強調されるところである。さりとであっさり継続をあきらめ

げる

主災害科学研究がおりてしまったのでは災害科学の明究は一大支障をきたすことになる

わけである。

この離し ガン静1：究と同じよう り して，

にしてもらうことが故もよい解決京であろうと

きたいとJ患っている。

にむかつ してい

しかしそのため

日迄の 3 ；~ 9 

としてどのよう

る。ここ

における

しっかりした してくれない。例へ

がったかとか，今話法された

IYj諮にしておく必要があるのであ

ける災当科学1iJf究と

しているのかといっ

さておいてもう一つの課題として，

どのよう

ili..'.:i主してみることにしたい。

この答へ iねな技術研

はこ

てもそ

われる

げている。たしかにその通りであっ

いであちう。しか

しがたいこともあり，応用研究といっても

まで立入ってくるのは当然である。：［，

的とし三つ

には可！或り大



rj］に応用研究1'1引討究のfil'i墳に入ってきざるを得ないことも事実である。そこでもう少

どについて強く探りを入れて考へてみることにしよう。この検討は現在総合研

れて咋昂〈昭.46. 8. 22）も討－論されたので，その時の皆さんの怠

見をここでとりまとめて記述することにしたい。第 1は上記したように大学におけ

的研究であることであるが，第2には大学：の研究は極めて先駆的な研究を掻進していることであ

る。そのこまかい説明は省略させて戴く。第 3（こは大学の研究は可成り長期的な研究をしている

ことである。特に災害科学の研究は長期の観測資料やいろいろのケースにわたって

て行われるので不断な気の長い研究が行われていることである。第4

分野の研究者の総合的な協力によって行われていることをあげることが出来る。第5に最も

なこととして研究の白！こ主！という特：質をもっていることである。以上要約すると大学における研究

とことなっている諸点は， L研究が基礎的学理研究で、あること， 2.研究が先駆的

ること， 4.総合研究である ζ と， 5.研究の自由性が確保されている

と，などをあげることが出来るのではないかと思われる。このような立場にたってわれわれの

りかへってみて，残された数多くの未解決な緊急研究課題を一つ一つ解明し

人類生活の保全確保への努力をつみかさねることが，われわれの技命であることを痛感する

次第である。



所 感

佐々

お立

になってから，本手で満20年になる。

がかかることを覚悟して，少しでも早くそ

えたものであった。ところが今日過ぎ去った20年の

に長かったという感じがしない。妙なものである。

初 3部門しかなかったのが， 16！ζ増し，そのう

9カ所に拡大し，所員定員もほぼ 150名になり，

る。これひとえに歴代所長辻じ

され，援秀な研：究成果を挙げて，学会ならび

す。今後とも引き続いでこのテンポで発

初我々

しかし現実にはζの期間

門相当の附属施設2カ

の仲間に入った。まこと

めお互によく協力

さ

展されるよう

にあり， しかも し

，
 

、B
｝じ‘

るため

しつづけている。それを更に向上させ

はかるより仕方がない。いきおい

にせまられ，地J号変形を伴なう ，地表条件の変化

よるもの

されているのに，自

された災害増；こ

にも，析しい地表条件の変化に起因する

ての自

る。しかしながらそ

するために，いろいろ

らびにそ

ば，

しておくことは

で明らかにしておきたいものである。

る く，そな自

れをJ哀ワ吋けるの

して，その間の

ことも珍らしくない。したがっ

しておく必要ーがある。かく考えると今迄のよ

ぅ；こ自 では，

る。

る。どうしても人文科学系の人々との評



く によってなされたのは明治24年（1891)10月滞日

る。その後大地震のたびに被害調査が，いろいろの専門家によってなされ

た。昭和30年頃には一応研究し尽くされたかの鋭があった。ところがその後新潟大震の擦に，

まで見落していた原因による災害がでた。その時につくづく思ったことは，自然災害の研究には

常に「自然に学ぶj心掛けで，謙虚に自然現象を見つめ続けるべきことであった。

最近東京都での震災対策のことがやかましく新聞などに出てきた。幸い震災軽減対；P:が立案さ

れ，そろそろその実施に攻り掛ったようである。それに刺激されてか他の都市で民災軽減対策の

としての基礎的調査研究が進められている。 しかし対策実施の段階ではいろいろ困難があ

る。例えば大震火災一つをとっても， 避難広場，避難道路， 延焼防止線等を整備しようとして

も，家の建て込んだ、指中では容易ではない。幸い大戦の空襲焼跡復興時に，あるいは疎開計画に

もとづいて広い道路や坊火用水を造っておいた者r~nrは今大いに助かっている。いづれにしても長

ある都高は実施しなければならない。

こで防災研究者は時期的にも経済的にも実現可能な方法を，とにもかくにも早急に研究しで

したいものである。

に防災研究所が200名を越え

lまむつかしいことであるだろうが，願わく

て，それぞれの職分に応じた協力を惜します＼

れるようお祈りします。

で，心をあわせて， しあうこと

ために，



所 感

－第九代防災研究所長

石原藤次郎

防災研究所が昭和26年4月京都大学；こ付置されましから，本年4月で満20均年を迎えました。

して， 3研究部門をもって発足したのでありますが，今日16研究部門と11

になりましたことは，まことに喜びにたえません。所長をはじめ

あげてこられた賜物でありますが，

によるところがきわめて多く，感謝の念を新たはじめとし

にしたいと思います

1J_ i河ありといいますが， いたるところあまりにも し，相次ぐ大災

にありました

り

しま

なやまされていました。大学にいたわたくしどもも，敗戦産後は全く

が，荒躍したllil土を前にして，わたくしどもの志欲を大きくもりたてたのは，

ました。佐々・部j橋・速水・

しずこのは， には， M団法人防災研究所

となり，

き司のもっともなつかしい思い出であります。こうし

る大阪を中心とした

あります。わたくし

しましたこ

による多く

とし

とし

とは，

て，

て，ま 多くの月！？員ととも にうちこんできましたが， lリj

の長きにわたり， この研究所と深いつながりをもつわけでありま

ることができましたわたくしにとって， i出災研究所はあまりにも関

ものがございます。

大」 ながめますと，限りなし

えますが，ときにわたくし かすめる

なかにおいてこそ，

々が過去20年のはなばなし

ります。 るlまクくけるのはじまり

ともいいます。とほしし

：アちれるようであります。

正しく

づけ

体的にある

つ

は，

ていただけばと思います。防災tiff・究所ではいつまでも若さをもちつ

なくするように，当初から学部との人事交流を円滑に行なうことを考え，

とられてきましたが，これかちは葎々の事情からかなりむずかしいよ

の他部局との人事交流，さちにこれを全国的摂野で法く行ないますこと

のために，とくに必要なことといわねばなりません。



研究所でありますが， とし1っ り， と設儲の し1

て，さらに検討すべき点も少なくないようであります。

防災研究所では，自然災害現蒙そのものの実体を解明す と，それに誌ずる有効適切

で経済的な防止軽減方法の研究を，各方面の研究者が一体となって総合的に行なってきました。

の選択も，関係者の総；まにもとづき柔軟性をもっていました。かくして多くの立派な所

員によって，優れた研究成果をつぎつぎとあげてこられたわけでありますが，

研究施設を設けることは容易なことでありません。新たな分野，とくに境界分野について，

るべき業績をつみあげねばならないと思います。所員の方々がそれぞれの部

されることは当然でありますが，構銀を新たにして，自然災害と関係のふかい環

なって， fl

た。こうし

も

にのり出していただけばと期待しています。急激な経済成長にとも

こなわれ，われわれの生活に大きい不安を与えるようになりまし

は，自然災害の社会・経済・法律的な立場からの研－究と相まって，わたくしど

といわねばなりません。

自然災害科学の研究体制の整備拡充について，政府に勧告しまし

た。その完全な実現はなかなかむずかしいようでありますが，

然災害科学特別研究が設定せちれ，かなり

た災害科学の中央資料センター

も当局によってようやくとりあげちれる

て，わたくしどもに明るい者間をいだかせるもωであちます。

ここに，創設20周年に際し

たいと，思います。

ら I~

ことになりました

し

と ら祈り



所 感

石 111奇 ,jg,i 
n又 雄

とし1う によって，長いようにも，また短かい

ることを思うと，けっ

とを比較することは，おかしな

自に，ようやく，

ようにも

し

ことではありま

たわけであります。 して，やはり

となっ

というものはその主体となる

じゅうぶんなことがしにくかったことを痛感し

も大きく揺れ動いたj選じがしたときもあました。

りましたが，

のときから，

れども，

から，

1にして，ほとんど，そのまま ることができました。そ

については，いまなお検討中

といったものは，大学全体，あるいは広く

ます。

らもありますけ

ることです

なところ，

くの部flfj,

それが今日のように16部門，

ておりませんでしたc

うかがって

る大き

ひもといてみま

おりますが，

になろうとは，

しでも，そ

みますと，

設，設｛J//f等，不じゅうぶん

し1ます。しかし，ある

なってまいりました。 20年も

きていることがわかります。これをふり返って

ような気がしますけれども，まだま

と思

しく

というようなものも出来かかっているといえ

ます。よい訟統は活かしていくべきことはいうまでもあり

くなってくると老齢化する額向が見られますG はじめに述べましたように，

く一人前になったところであり，これから，従来以上に活動すべき

によっては古

ょうや

いると思っており

念
品
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ll耐裂構造た験室

C 鋼構造’長大試験架構

D人為地震発生装置室

E 振動試験機室

京都大’、J'：防災 研 究所 正面
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置防災研究所本掠

前詰抱設

A ：大潟波j良線瀦月！？

3 ：穂高砂防湿潤月Fr

C: ！：宝地殻変動観測所

地殻変動組踊宗

1：約九 2：投下谷， 3：鎌fF11L1, 4：伊豆長問，

5：神間， 5：毘iH忌 18 : j出It筆

D : 二it［詮微小地震観測所

E ：宇治JI!;Jく恕実験所

F ：屯鶴峯地穀変動控鵠所

地殻変動殿前j京

7：行会， 8：上賀茂， 9：天ケ言語， 10 : JI：手，

11：志摩， 12：長九 13：紀州， 14：湖111111,

15 : EIJ良， 16：大浦， 17：生野

十 21: l]J良検討す！jfifr

G ：潮iUITIJ武力実験所

日：（J呉海象慰問月！？

I ：烏取徴／ト地震観rJJJljfr

地震知郷三ミ

a：京Jt, b：八木， c：妙見， d : ；待機，

e：志摩J11, f：上賀茂， g：氷上， h：泉，

i：大屋， j：三日月， k：船向

J : 徳島地すベ｛）鎚瀦所

K: 桜日火1Ji組誤HE丹

A 地震観測ネ：

れ：吉松， 0: 51ノ－，1,:, p ：小池， q : ;jヒ岳，

r：権現rLi, s：昭和出若， t : 黒子1¥1, u：鍋山，

v：池FU, w : !Jlolllll, x：鰻池

・地殻変動揺i誤恒三

19：下伊敷， 20：待腰

22：袴腰換静i犠主

橿：琵琶湖本文組問試験地
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第1章総 言見

1. 設立の趣

昭tf1241f，防災訴究所新設の賎述がill~厚となったときずi：られた趣意書は，つぎのようである。

防災研究所新設趣

本邦ほ 111：界的災＇J；＝［誌のーにして大地震， 71t波， j：百樹，洪水，暴！弘前，雷災及び凶 f'r，（辛子千沌災，.~：による損耗；;:t{f三々呂

額；己主する。古求災’吉の復IH及び救済並びに予防＼怪j戒はill＇.妥なる政詳の…；ごして従米政府のこれに ）］を尽したるこ

と非常にたなるものあるも災害の救済，？な！！！；このみ追われ，子防、保減権設には充分の対築を；蒋じfl:；られざるもさあり，

再j授の経済的ftmの見地よりするも，災吉子i広務減)7策に力を？l:がんか万三：.与の損耗を大いに減少し沿る筈なり。殊；こ

獄後i渓ちれたる資源にてjIIの再逮を関らざるをflJざる現時においてほ災J占の防i1b1よいよその必要作加近せらる。

＇［詑う；こ災：1

ぎ，その1mに綜介統一告欠き，長！って六日をフょう嫌あり。

本学においては思いを廷に致し，関係諸学一体となり，総合研究内；lilJl~l 然科学のー班と

なし既；こ多少の成立ミを挙げたり， mIして研究ますます多きを加え，災定予防に関する特殊事rr研究を必主：：とする部門

また多く，本学？追求のJ¥1ド7予を以てしては今後！二時の再建；こ必：誌なる災1；：の予防if烈成｝j策樹立：；こ応ずること五難なるを以

て，告に防災明究所を設立し刀、てf会話災主の［l}jJ上に貢献せんとす。

2. 沿

相手!126.4. 1 法1／！：おおりにより，災＼与に関する予見及びその応用の研究をつかさどる所として京認k~1さに防災明

究所が駒沢される。

災主のJ:11!..:T.学的主総研究部門

水主防禦の綜会的訪究部門

Orsi指）rrD

（沼 2 部r~D

震当！益者など防禦経減の綜｛'i'((J研究部門 GlB出？の

H{JffJ26. 6. 15 設買委員会誌協議員会続程（案）， 人三j.＼.ーなどを議決して解散，以後の運営は協議民会に静される。

nn和26.11. 8 防災研究所協議員会規程が制定される。

昭和28.8. 1 文部有令第19号；こより， nる。

m:r1t133. 4. 1 

昭和34.7‘9 

IIR Tfi35. 12. 26 

IIB手口36‘4. 1 

R召trJ37.4. 1 

昭和37.7. 1 

ff[l者］38.4. 1 

／／／／／／／／ 

日高有139.4. 1 

11B1NO. 4. 1 

：文；；右手？？令弟13ワにより？地かく変動研究部門が設択される。

文総行令第19ワ！こよ弘地すべりす：研究部門が設j討される。

文部行令第 l ワによっ，水文学研究部開および~；／；（出火1L111！え誤！！月号が設 iici: される。

文部f'.1令お15号によ：〕， 1ffit抵構造研究；百円おょっ、；ifij存災古：i持tl：研究部門が設円される。

文部再令第17号ーによ 1），地盤災’左前止研究部pr1が設罰され

研究主の一部が宇治市五ケ，rc教義部跡）に移転する。
文部門令t;l'Sllワによ：人地形土じよう災宮妨止研究部門および内水災当：，5Jj1］二研究；部門が設託されるc

従来の第1却門第2部門，第3；部門のぞI弥が九々地震動，河川，耐震構造に改称される。

丈部行令J~lO ワ. 1正Sl1ワにより，地盤震，i；：研究部門および鳥取徴／ト地震綾部所が設ii:lされる。

文部？守合第17ワ・第21ワにより，品、i誌研究部門地震予知iii'測研究；部門および上安地殻変動綴誤lj所
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~1 るの

昭和41.4. 1 文部省令Jf&22号・第24号により，災害気｛史研究部pr3なら

が設；t"i：される。

日？刊行42.6. 1 文部fl令um号・江＇H2弓ーにより， lf!H震拡略研究部内ならび、に屯鶴峯地殻変動組側所および穂高倒的
観1Wl所が設問される。

昭和］44.4. 1 文部符令第18号により， f忠白地すべ！？観測所および大潟波浪M！摂lj所が設託される。

昭和45.4. 17 文部i号令第12号・により，北龍微小地震観測所が設置される。

明和45.5. 16 防災研究所研究部お れる。

3.組織の変遷

(1）機構の変

初子r度（ll7Hri27年3月3111現在：）

所長 教授棚橋 諒

1部門

教授速水額一自15,fli：ノ〈 活字、］・ ~－六松下

助教授小沢泉犬

助 -;f:jl 11 J"ll犬， IL！日

Jnf ｛自己 fl｛｛凡小林年夫

2部11う（；J<);:1坊JI：の総介1'11:J研究）

教佼矢野 Jl~ti:E., XiJ京！！友次郎＊

i出教授畑中元弘

ll)J 足立照平

・不作
法
、一寸
λ

究部一；

3 ,\iSl1う（民災・風浪・火災および雷災写；~JJ1U怪読売の研究）

数民抑！；賠 訴し tl/tl己義；国本

JJJJ敦J交正；11有機瓦代近JI主文治＊

助手渡辺清治

務主任 iJ1I] 保夫

会計主任 ）11勝支太郎

員牧 義彦， t日~iiiJ 慈子

常勤労務者服部行！読

j見 :(r-: （昭和461rjミ10月 1LIJJUO 

3芳

教授村山崩自＼S

援動教 授古川宗治，三本 lli119:l*

所長

助 手後藤典俊， 入企孝次郎） 1[Jl1防長1日＊

事務官瀬）II 一志

技 r-:r 西 正男，小林 1rf犬
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かく変動 教 長岸本兆ブj

助教授 経

l1)J 培地和夫，加藤正明

務官討t.11！母 裕

技 津員長吉弘小泉 a或， j益見成光

小泉律子，細

Jjf:f芸能佐員牧野純子

Jマ士Yプ＇（，、 授 i：王国 ｝主夫， ！J＼れ 泉）去ネネ

l1)J 敦授 i土i1Jヨ寅jと

i出 手－，11・沢 ｛えし竹本経三

技 rJJ If! ll券

事務fit｛主員舟橋多w；，技能ト11H主主主，広野扶克
教 J交若林 丸品目己議員六堀内三郎料

助教長野中泰二郎

ぎj i:!:iH 式

事務詰flcFi t通口 陽子

！髭 設 柴田 設？後；誌尚ラ：｝＊

出j 教授 岐 ：，Jii

助 子大棋 iE紀，石黒良夫

']l：務トrlll!c品上位i邦己技能ト申告員 :kTr 尚立

経；長 f明f人. 段 南J/:1ミーri1s,1J、瞬鐸ニネ

fl1li 鳥；11} IW1ネネ＊

助 鈴木 ff，日T部

'JS 訪日西J!0 礼子

；支 -i1rn1 f言犬

X e号ぺ、、f: 教 石原総次郎久岩｛主義朗料

11JJ 教授 ftt!UJ 幸雄，！叫市議jヰネ

11JJ 友信 邦雄，ノト1完封宝機

務宮杉村

J支 観葉

技能お11注品今井 猛

i出 教 投芦田和男， JI：上頼輝料

助教授高構 ｛ミ：

出J 道上 .r1ミ短？史村 氏｛言

J支 吉l:f:I 義郎

事務描｛全員村田説子？技詑f1!1｛主員堀口正英

)II災 教 村本嘉雄

I!JJ 手ド品栄一

技 i：ド付行雄

米rnti紀子
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Jj<. !5之 教 J交角屋 i控

助教授問 太郎，講 自iff 盟国永次林ネ

助 手早瀬占雌

；支 内Ill 吉弘，水出敏治

~ 教 授土屋義人，岩出雄一向図示j秀lljj料

~j\J 前i桁j沼忠男＊料

劫 手 i川、j重：久， 111口 i丘陵

技能補佐民間本義夫

機災 教 授村山朔去IS，赤井浩一問中沢圭二林

ゴ再111 Wli 八木則男料ネ

国j 手松J;fij ヌじ，

j支 清水正吾

事務補佐員宇民雅子， i:pJI：節子

じよ 1う二Z 教 投与ミ出節夫

助教民指）毛義HB，堀江 jf治久

議 部 ）［主任！ 手ll:1C:林＊

出J 金！点誠…， jえ.llli

技 桃山政二

垢i千店；f・

すべり W1 g~ 通［えし ,hYJ llrli 漆jじ光春料本

日j 竹内館titrf1JII i(r:Y, 

・Ji: 務’b’fr1勾 j下f

」JJ：務r,n佐品品1:1:1 糸ゴニ

j長＼ t持J立 教 技石Iii主滋雄，！心不龍三郎内金多 辞｛ネネ

助教授光出 寧

出 古川裕三

j支 長j野淳介，芯政和）＼＇.：

iJi：務十1lH主品 ~tl)J5J 令子？坂本手IJj二

気侯 苓L 長中島11場太郎

助教授樋口 lljJ&:

W1 手出！こl:t .LIミII仏枝川治資

技 多河英雄，北｝！！ 吉男

若手務禎｛主品 f~I林多美子，技能補佐員， J11111主 博一

治験J11水所型 私it/. j交 ,LiJJf£ 女雄

助教校長尾 jf志，今本陸結，

pj~f fJrji 

i出 字誌 £，上野鉄丸芝野照夫

事務店｛以内汎 f, ll[tihlil オi

j立 ）三十JI：繁一，脱原 filf砧長谷川正隆

山口 恒二，！日打、J 器i
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思 i穿 ;111/tii I¥" j七

事務補注品雀部よし f

臨時用務員西村晃一，本島京子

所j勾 4'人 授占JII 久保寺本料

Jl)J 教詑｝J［］茂辛子h fllll:I Jf＆孝ネ

時j 江頭痛jふ西 潔， 小野 i寺尉ネ

菊地茂智矢 11111:i 良宗門須総指IYJ*

；：£ 中村 1~ifl, !~ii Ill fg惟

思惑 武 アツ

'Jf務補｛主主i l~ii Ill千｛去f

技術補佐員 1Vi11J 鉄朗，）II野 ！長志

j所ill 以以 民 ！芋本 :)15,):f 

i出教民同野地之助弐議 f:11i 宮腰if'/」－・立ISネネネ

出j 子見聖子和jふ［§Ill 良、i九平野 勇ネ

注瓦立IJ1茅＊

:M 務官矢部 ？正

；支 伊総務祥， Lj:iJ話節自IS

事務十rtJ性比一占賀光 f, 俊子

i也測殻支所 以払 J乏！字本兆)J

出j 土）／「 ）℃ 

事務＇［｝＼’和 111 'it.J;, fiJ 111 i寺夫

丹）fr 悦約／ 設イi:liさ綾kif!

出j 手森 HE；半

J支 f { ）己；Ii主寿秀，河内 ｛中治

l~11ill寺 J:l]窃H JJli 宇｛に

所猿 づiゲシ 長土！重義人

i詰 子凶 ！！芽・lli

j之 '!={ i吉本誌i私芹沢宝庫

'Ji：読十rHfli斗l Ii（島英知子

勤鶴f峯t立地測殻所 以η1 J交 i','.;jLU Jill)-:: 

立)j 手足上謙介

J之 1：，；版社1it.良

1i:j測砂所防 以協 投持LU F!J';JJ 

出j V¥Lll ".!111UJ 

志i五 _rE詮

誌ll寺用務員滝沢揮雄

2砂T ．特J 、 授吉JII宗治

Jl)J 子. l~l谷尊重孝

湊5c’髪己，小説利！と
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一大観病測Yl支所j良 拡知 1＇.況ぇ 義人

出j I~ ） I ・

技 '(K 内1-W 清

－北震陸観微測小地所 ,w 拡 授岸本兆fj

助 手渡辺邦彦

事務官平野志雄

事務長結城忠一

務 :tlト 品十 長石塚郁太郎

事務 木村治維，渋谷正i弘永野 節，稲i荷清子

用務員狩野俊子・7 臨時用務員松村かづ子

事務トlllf主員大木まゆみ，松ノ木富美子

品ト ；ょト 長岩111 善次

務官村）~ 紘一，大内 忠，高HJ 和代

4南 テ；？？千代進…？奥野 正

技 宮大持l1 AV! 

技能 1j:i JI I 手社長IS

事務補佐長橋本部j三事It谷良工C

：…b!Jl τピリり主し rn m‘ 谷 泰雄

7支 ~Ci LU ！！寿久

ミJi：務トrlH全品静野

・施設長＊併i壬料研究担当 料りド常勤

職 員数 官専任 72名， 1)f：任・研究担当 27名，非常勤 8名

務日 2471，技官 41名，その他 4名，非常勤 37名

大学i涜学生時土；型軽恕 3名，工 5名

｛底土課程主ll a名，工 18名

研究員等研修員 5名，受託研究員 3名，外国人研究員 1名

三1・ 107?1 

,11・106名

8 

27名

9名

合計 257名

(2) 土地および建物の変遷

ll計約141年度jくまでの変遷については防災研究所十年！とおよび十五河年小火に記救済であるため， 下表か色おll唱し

fこO

なお，本学の研究所等宇治構内移転総合計ill!i1とより，~！研究所についても 2 カ年計画による本館新営工事が45年度

末に完成したので，このことに伴ない従来からの宇治構内における妨災研究所の土地，建物関係については，相当な

変更があったことを特に付記しておきたい。



(i）土地の変遷
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26 ｛昔地

61 6 II 

6ラ377 6ヲ377
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氷字兵上観庫奥測県山氷畑室上川氷ヒ町小谷

25 13 12 ／／ 

13 13 ノ／

66 66 ／／ 

48 48 ノ／

135 135 ノ／

19 19 ／／ 

船i肖観測室は昭和46年9月 1Elより鳥取県八頭郡民i頭lllJ）じ子大／！1115苦手地へ移！伝子店

2,661 

443 

17 ヨ 8 ／／ 

23 I 23 ／／ 

86 l 84 ! 21 

15 15 i // 

60 60 i ノ／

312 i 230 ぷえのlh・ ス1?.l i // 

鎌長大田山野和炉観合〈須測室坂市大？坂同字
l, 129 I l, 129 

観奈測虫良所本県所北（葛本城館邸）香芝向穴
675 675 

774 774 ＇｛告J也

218 218 ノ／

251 251 ノ／

180 180 ／／ 
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本 部事務
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101 101 
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6 6 

661 49fi ! 166 

81 81 

4,099 4ラ099

7,779 7,779 

3ラ380 3,380 

16 16 
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2,047 2ラ047

3,292 3ラ292
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253 253 

77 77 

77 77 

48 

所桜品火山観測；；黒神観測室用ポンプ室 3 31 ノ＼ブ

3 

28 

28 

（公；

レ

7 7! ブ

7 7 

日月観測室 7 7i i // 

71 7 

氷上観測主 7 71 iノ／

7 7 

j 大j量観測主 7 7 I II 

7 7 

泉町観測室 7 7 

兵j車IJ¥＂加盟， IT河内町 7 7 

妙見組側室 8 81 ! // 
8 8 

京北観測室 7 7 I I ;; 

7 7 

八木蹴側室 ；／／ 

7, 

10 

（社）建物の変麗

名 I也所
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志津川観潤宗

語i誤lドーム

本日！？内に設問：

/i~t滞日号本所（本館）

奈良県北葛城郡香芝町穴!t

本号Frfl動車工i工F¥I
本所内に設計

自動車車塚

本所内；こ設武

観測所本所（本宣言）

Ii成車U¥t吉域1¥11上宝村中Te:

土品、特性試験主

本所内；こ設置

() .臼動車車庫

木所内！な受託

本部事務

の変遷 11 
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(3）定員の変

昭26. 4. 1 研究所設置に伴ない，

数段 3，助教授 2，助手 3，事務官 l，躍員 3，傭人 2，計14名

昭和261r:度行政経理のため？

1名減

昭28. 8. 1 水J11A実験所設置のため，

W1数段 l，助手 l，蕗呂 2，増；傭人 1，減計3名増

fl229. 4. 1 研究所快諾iのため，

l，劫手 l, J語以 2,HI・4名増

llヨ30. 7. 1 研究所怒儲のため，

i紅子 2,:11"'./ 

間31. 4. 1 i j-政終恕のため，

属片17,i成

flf333. 4. 1 地殻変動部門設問のため，

教授 I，助教授 L助手 2，技f;1，蕗員 2，計7名増

昭和33年度定員振詩その他のため，

ョr4
Iiiし

助教授 l，事務官 2，技官 l，麗此 l，増；雇員 3,i成 ,n-2名増

昭34. 9. 1 地すべり部門設1fせのため，

教授 I，助教庇 1，助手 2，履民 1, ;n, 5 1"1J官

昭和34年度定員振持のため，

2名増

昭35.12. 26 水文学部門設置ならびに桜島火山観測所設読のため，

教授 1，助教授 l，助手 3，腹員 2, ~t\-7 1"1増

昭和35咋度定員接替その地のため，

能人1

IIH36. 4. 1 lfii.J-J乱部i立；＼15[1うならびに海岸災害防止部門設試のため，

敦J受2，助教授 2，助手 4，鹿員 2，情人 2，計12名増

昭和36年度定員振替その他のため，

技官 l，雇員 7，増；雇員 1, ？，戚言1・7名増

照37. 4. 1 地盤災害訪11二部門設置のため，

教授 l，助教授 1, ll)J手 2，雇員 l，傭人 1，三1・6名塙

昭和37年度定員振詳その他のため，

事務官 3，震員16, ±曽；雇員 3，減計16名増

u百38. 4. 1 地形土壌災害防止部門および内71<災害防Jl:.l¥i）門の設註ならびに桜島火山観測所整f1誌のため，

教授 2，助教授 3，助手 4，雇員 3，傭人 2，計14名増

昭和38年度定員振替のため，

助手 1，増技官 l, i戚

昭39. 4. 1 地担額室主部門ならびに高取徴ノトj世震線開所設罰のため，



3. の変遷

教授 I，助教授 l, lJJJ子 3，技r,;1，濯註 4,i詩人 L ;n-11名増
昭40. 4. 1 秒前部門および地麗予知計測部門ならびに！二宝地殻変動製部所設何のため？

数段 2,llJJ教授 2，助手 5，技官 1, 4, ati4名i曽

昭41. 4. 1 災’占気投部門ならびに潮岬患力実験所およびFl？%海象観測所設；iそのため，

教；＇11, J1JJ数民 1,lJJJ手 4，技官 2，濯H4, ,fl-12名:Ltt

昭和41年度 j成長i配：jとより，

原良1お減

昭和42. 6. 1 耐震1却礎研究部門なちびに屯鶴峯地殻変動組側所および穂高砂防組関所設読のため

教授 I，助教段 l，助手 4, ｛＂主p;1，属品2, JI’9名摺

昭和43. 4. 1 j成員担ごうにより

品詩人1名減

13 

昭和44. 4. 1 1船三地すべり総測所ならびに大潟波浪観?Jlij円ifrの設計および桜島火山観測rfd斜計jと特殊装汽運転職員

惜のため

数段 1，助手 2,i主・1¥1, J詫H1, ,ii・5名増

llrl和441ド~定只削減により

助手 l，主！？人 1, ,ll" 2名減

fl?H1145. 4. 1 北陸徴ノト地震観測月！？設計のため？

ll)J手 1, t!Zf•; 1，計2'Yi増

駅手1145年度定艮削減により

在日人1r;減

nn rn46. 4. 1 宇治JII水J:tit実験所ならびに鳥攻微小地震観測所の誤認jおよ

め，

教授 l, 11)1手 l，技TT2, ,J 4名増

助教J受lfii戒

昭和46年度定見出減により，

助手 1，知人 1, ,it 2 fij域

j：記のような変遷の結果，現子i：り定Hは下記のようになった。

教校18，助教段18, 11)1手43, ・JH五日 6，技rm，，豆長49,ffrtf人 4, ,iiε149名

(4）予算の変

fl丹有135年度までの分については十年！とおよび十Ti.Ji,H-

小！とに記，I設されているので討絡した。

昭和3611 ＇－~ (II]) 

一般予算 75,713ぅ529

人｛午？を 24う678,780

物件てそ 51,034ラ749

職員旅授 1ヲ020ヲ310

教古研究旅費 935,650 

敦子？研究費 16,374,070 

特別事業費 14,745ラ000

1ラ328,970

?1-r;・火1L1説部設 1ぅ360,590

地球物班長え誤ijl11 L 951ラ140

I.G. Y. mヰセンター及び資料支tm
717ラ960

防災科学研－究すf業費 9,386ラ340

工場経費 lラ070ヲ000

！訂淀i志向増設設備費 10,000,000 

jnj;J-風鴇造研究部門 5,000,000 

海岸災害防止研究部門 5,000ラ000

研究用器機繋慌費 5,100,000 

L 600, 000 

岩捜溜内ff誤111'.f:＇総讃 i己主計 3ラ500,000
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庁費その他 1フ789,719 一段予算： 121, 451, 835 

営繕関係予算 14,888,000 48ヲ375ラ000

桜島火山観測所建物新営 5ラ852,000 物件費 73,076,835 
ノ／ 屋外電気投開j 1,182,000 職員旅'!Hl 471予830

酎｝弘明究宗模様子十 7,854,000 645,670 

科学研究費補助金 5,820,000 28,244,360 

機関研究 3,230,000 特別事業費 14,840,010 

各f題研究 280,000 地殻時造及び変動観測費 1,328,970 

総合研究 1,610,000 活火山知誤u費 1,360,590 

試験研究 700,000 地球物理ι観測費 1, 951, 140 

昭和37年度 〈円） I. G. Y.資料センター及び資料務理 717,960 

…殻予算： 105ラ728ラ470 i的災科学研究事業費 6,024,540 

人件費 35,941,410 鳥取微小地震国間所経費 3,456,810 

物件費 69,787,060 特殊装置運転費 2,181,780 

]fl設員旅~ 566,100 969,060 

教宵研究旅費 1,281,940 洪水流実験装器 1,212,720 

教官研究費 23,426,040 工場経費 995,100 

特別事業費 9,539,840 {iJf究部門i曽設5支部IJt 10,000,000 

地設構造及び変動観測賛 L 328,970 地Jf~土壌災＇;1；－防止研究部111] 5,000,000 

活火山観測費 1,360,590 内7}(災害防止研究部門 5ヲ000ラ000
地球物：!Ill観測費 1, 951, 140 特1J1m支出l£lj 9,585,000 

I. G. Y.資料センター及び主主料主主主ll 717,960 二と1:l:iiJiU5t,il・ 2喧550,000
4,181, 180 JIりな；；古語u期定住ii",: 3,520,000 

工場経費 1,070,00む l昭二f'i二波1！！€主主電話装 ii•'/: 800,000 

地盤災害防止研究部門増設設備1~ 5,000,000 オサヨ：:filil!'測装ii"t 915,000 

研究用器機務部i貸 5,800,000 L 800,000 

工作機械 3,200,000 
研究用器機臨時吏新費

ディジタノレトレーサー 2,600,000 
動ill誌1・ 470,000 

建物新営設備費 400,000 
移転Wl 2,400,000 

自動車購入費 2ラ990ラ000
建物新常設構費 488,000 

特殊J¥l 1,200,000 
学生当積算：校費 462,140 

乗用車 850,000 
！？費その也 2,292,945 

ジープ 940,000 
’・2；繕関係予算： 14,318,000 

微小地震観測設備費 16,320,000 
5,170,000 

特材z装置運転費 1,042,000 
4,525,000 

庁費その他 2,351,140 
2,700,000 

営繕関係予算 9,472,000 

激／ト地震規澱宰鳥取支所新＇Jg; 3,374,000 1,120,000 

／／ 八木，京二！と，妙見 1,642,000 地殻変動岩倉強測主坑道補｛r菱 803,000 
／／ 烏現支所附帯工事： 300,000 科学研究費補助金 25,050う000

防災研究所総合に伴う整硝 4,156,000 機関研究（特定） 16,730,000 

科学研究費補助金 10,980フ000 総合研究（特定〉 5,700,000 

試験研究 1,400,000 会｛翻斤究 320ラ000

機関研究 9,230,000 試験研究 2,300ラ000

各個研・究 350,000 

昭和39-t！：畏 (11]) 

昭和38年度 CPD 一殻予算： 182,290,251 
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人件費 59,515,000 特定研究明 3,200ラ000

物件費 122,775,251 試験研究 3ラ300,000

職員旅費 2宅439ラ811 会開研究 700,000 

教官研究旅費 793令880 機関研究掛 lう050,000

教官当杭努：j交費 41宅407ヲ900

12,878,620 fl託手fl40年夏 Cl弓）

地かく携造及び変動知識首 L 328,970 一般予穿： 243,533,490 

活火iL1?r主測費 1,438ラ710 ノ＼件費 75,009,000 

J!l!f.求物Jl立能誤ljyJl 2,000,410 168,524,490 

I. G. Y.資料センター及び資料格子1¥ 765,390 職員旅費 1, 830, 710 

3,888,330 教行研究旅法 978, 5むG

烏I良徴！］＼地震認測所将校 3,456,810 教rz当1i(l)';q交官 37,453,490 

特殊装；店主転費 5,028‘510 特別事業法 13,108,350 

969う060 地かく 1,437, 780 

洪水流実験装II'!: L 212,720 店火1L1観開設 1,462,890 

デ、ーター高速度数年計U~rrc L 27仏380 地球物fll.?iHJ誤ijfを 2,049,720 

大71＇｛振動什 1,576,350 812,820 
工場経ti( 995,100 

特別設儲百 11,200,000 
3,888,330 

データーレコーダー 2,700,000 
3,456,810 

i崩事宗；fieゴミ験装；n 5,791,110 
4,000,000 

969,060 
tr3f皮数分析·~ii 3,600,000 

1,212,720 
900,000 

1,270,380 

2,000,000 大引振動合 1,601,460 

737,490 

こぎ防止11弔減
1,200,000 

工場経費 995,100 

研究用設立な充実費
自動車購入費

58,900,000 
750,000 研究部門増設設／r//iflr 10,000,000 
601,460 砂防部門 5,000,000 
800ラ000 地震予知計測部門 5,000,000 

{iJf究所設端充実首
上宝地かく変動揺j摂IJ所新設設備r1t1 o, 390, ooo 

32,790,000 特殊部f究y11
5,000,000 

d、＇－J f'/J IL'EIミPJJs
fr茂その地 4ラ889,970

900,000 

12,765,000 研究氾機器臨時更新首

2,835,000 アスカニヤ.11t力変化，ii'経Jl![ 1,400,000 

4.000ラ000
特；Jim支店主r~ 16,287,000 

;i'1 ‘ 3,000,000 

344,000 地すべり研究用ボーリング設備 3,400,000 

フrア＂－：／しr一フ、lしr一行唱p：；、iし九乙ロbじiI 1,700, 000 
420,000 

2ラ000,000 

566‘000 ガレージ設F究費 387,000 

4,500ラ000 ジョブマスター 5,800,000 

地盤震：；芸部P!J電話設設 100ラ000 特殊経弐

科学研究茂諒助金 16,950ヲ000 宇治JillJ<現実験i昇格j世間話t1l 2,700,000 
特定研究（1) 8,700う000 建物新営；こ伴う設締法 L 490,000 
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804,450 構造物試験台 4,000,000 

庁費その他 5,495,780 

営繕関係予算 13,916,000 振動試験機 2,500,000 

1,200,000 災害気投部門増設設備費 5,000,000 

上宝地殻変動観測所新？：？ 5,766,000 特殊研究費

3,120,000 策内水に災関1す5のる予研知究iおよび防止軽減対 600,000 

上宝砂防組側室新？ 3,190,000 自動車購入費 2,000,000 

640,000 穂高砂防観測所用ジープ 1, 000, 000 

27,291,000 研（究地震用観予測知計自測動1京Ii~ 門） 1,000,000 

1¥fPll1iJfヲモ 1,089,000 特殊経費 5,500,000 

機関研究 8,732,000 白浜海象観測所整蹄費 2,000,000 

えを右足fヲピ（1) 8,200,000 宇治Jll水理実験所拡充用地理［＼＇［＿I整地 900,000

特定；;Jfヲピ（2) 5,400,000 諸島地すべり観測所土地造成 1,600,000 

総会研究 1,440,000 松代地震部査明究費 1,000,000 

i試験日f究 2,430,000 建物新営！こ伴う設備費 680,000 

学生当積算：校費 746,680 

昭和41年度 （円） 庁貸その他 2,695,121 

一般予算： 292,257,728 日繕i克［系予算 14,700,000 

人件費 89,297,591 
4,400,000 

物｛守二費 202,960,137 
2,000,000 

職員旅費 3. 836,416 宇治JI¥7]01lt実験｝！！？円安給水施設新設 4,000,000

教官研究旅技 1,481予930
ノ／ 主'}Ji，辺a路舗装 1,600, 000 

教官ごv1:J:H算j交問 60,274,670 
／／ 境界1m昨補接 900,000 

特別事業費 21, 602, 580 1,800,000 

地かく構造i叶究経費 1, 381, 980 科学研究費補助金 12,810,000 

地球物理観測経費 2,165,970 総合研究 1,600,000 

I.G.Y.資料センタ 904,890 特定研究11) 7,000,000 

4,037,130 試験研究 4,210,000 

びわ掃uく文おI測結・w 6,814,650 

l)H!tn研究抱投手芸＇C't 6,297,960 昭和42年度 （［可）

6,647,640 一般予算 340,407,804 

11'i: 969,060 人件費 111, 835, 584 

洪水流実験主主i再 1,212,720 物件費 228,572,220 

1,270,380 
職員旅yfj 5,393う240

教宮研究旅費 1,640,800 

大塑振動台 1, 601, 460 
教育当積算j交費 69,751,290 

737,490 
特5}1JJJJ業費 25ヲ684,350

高速資;pf処t!li装fi'{ 856,530 
地殻様造研究経費 1,392,210 

工場経費 995,100 
地球物理観測経費 2,212,470 

88,400,000 ンター及び 953,250 
河川災害総合基｛潜研究設備 60,300,000 

変プロ ~fトiン磁力計方式磁力差
琵琶湖水文学組関経費 6,851,850 

｛ヒ
14,000,000 

附崩研究施設費 14ラ274,570

階段式抵抗式波高計 4,100,000 臨時事業費

自動読取記録装置 3,200,000 ι517,940 

地すべり測定（，号 2,800,000 特殊装霞維持費 7,302,360 
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高速思洞水槽実験装畏 969,060 一般予算 298,262，臼6

1,268ヲ520 ノ＼｛牛費 127,296,633 

一高速度敬語化 L 270,380 物件費 170,966,013 

職員旅1主 3ラ897,488
大~11l振動台 L 630,290 

教l:Hi万うピ旅費 1ヲ896,190
737,490 

教·r~~ 当も＼3\l：校法 81,580,990 
856,530 

特別事業費 25,200,700 
プロトン破力JI・方式i磁方差変化計 570,090 

地殻鵠造研究経費 L 368,030 
工場経費 995ラ100

地球物思観測IJ4：業費 2,713,740 
研究用設備充実費

琵琶湖水文様測経費 6,693ラ700
51,900,000 

附照明究擁設経iを 14,425,230 
耐震基賂部門増設設部i費 5,00仏000

特殊装詑維持苛 13,669,530 
屯鶴楽地設変動観測所新設設fi/lf'llt 11ラ360,000

),:J1'J.愚両実験装；n 726,330 
穂、高砂防総領IJ!1fr新設設{1//f'?ll 10ラ000,000

;;'.;j,i主抵if引く摺実験談，，.. i'. 954,180 
特.rJIJ設結費 17,200ラ000

1,275う960
デ…タ一変換姑rn装；i''I 6ヲ000,000

河川災：i詩念会主主礎実験主主ii"i'. 5,939ラ370
手動i！＇.；踊；JI＇／.レーウイン装託 3ラ500,000

！武力実験装ii"i'. 526,380 
多点ヂジタノレj告すべり甜定装；；1:i: 4,500,000 

3,200,000 
ター高述度数｛広［ヒ L248ラ060

特fl1iJf究費 大柄振動イ？ L 609,830 

；夜持借11;,uをすべつの｛ザ［究 700,000 ロトン様力討）S式！語力走変fヒ計 558,000 

研究用機器諒時更新資 3,900,000 i',':jj主資料処J'.lll装 ii~i: 831,420 

fl勤塩分制度記録装店： 2ヲ700ラ000 工場経費 995,100 

乾燥装~.. ;:so K式 600,000 徳島地すべり長官測所新設設｛iii'!費 6,923ラ000

同；fit増11凶器 600,000 特珠研究費

持努i：経費 破砕帯上告すべりの研究 500,000 

リにおける地設
800‘000 

研究用機器諒時更新費 3,100,000 

三軸託縮試験機 1,750,000 
!'.=1動車購入費 オリベッティ r＼｛上計約：縄 1,350,000 
徳島地すべり組tll.Uffr月一jジープ L 000ラ000 特別設｛；泊費 20,400ラ000
設嬬充実費 6,900,000 観測挺 4,500ラ000
鱈環式流砂実験水路 3,600ヲ000 り；gし力r@:
有縁遠隔地震組関誌は 3、300ラ000

1,700う000

ミモU1l誌：芸q交？を 1,146ラ410 主力；n・ 4,200,000 

Jj工費その他 3,380,730 データ一変換処出主主汽 5,000,000 

営繕関｛系予算： 10,660,000 5う000,000

L 700,000 学生当官t:¥;jl：技？を L 383,570 

点浜印象接部所研究宝新営 7う410,000
！？党その佑 11, 419ヲ445

営繕関孫子努： 16,136ラ000
L 550,000 

屯鶴峯地殻変動続税所土地造二IJえ L 800,000 
科学研究費補助金 23,070,000 

／／ /Jf究主ブミ
各｛語研究 970,000 験主新営 7,630ラ000

特定研究ω 9,150,000 ラジオアイソト ブで実験主主fr't11; 4,516ラ000

特定研究（2) 9ラ300,000 190,000 

被関研究（B) 2,150,000 鯖江地殻変動観測宅用坑道整備 2,000,000 

試験研究 l, 500，む00 科学研究費補助金 37,830,000 

特定研究（1) 7,900,000 

昭和43年度 er弓〉 特定研究（＿2) 7,790,000 
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総合研究（同

試験研究

一般研究（必

一扱研究（継続〉

奨励研究凶

一般研究（C)

一般明先制

海外学術調］t

昭和44年度

…殻予算

人件費

物件費

職員旅貨

特別事業費

地殻構造研究経費

琵琶ー湖水文観測経費

約病研究施設経費

風力実験装ii"'.i:

ター高速度数

r’T噌 コモシ＇.・ vノ人
',jj J. Jγ‘ il<:c.＇.、

500,000 

950,000 

12,500,000 

1,090,000 

590,000 

1,060,000 

450,000 

5,000,000 

（円〉

353,940,366 

145,548,096 

208,392,270 

3,153,110 

1,977,220 

85,060,230 

24,945,780 

1,377,330 

6,632,220 

16,936,230 

17,404,020 

726,330 

954,180 

l, 2郎、840

9ぅ臼8,750

526,380 

1,248,060 

大型振動合 1,620,060 

プロトン磁力計方式舷力；f:変化；ll" 558,000 

高速資料処｝1I[装i?i: 831, 420 

工場経費 965,340 

｜臨時事業費

国際共同観測経貨

大潟波浪観測所新設設fiNi資

桜島火111線開耳！？整備投111/i'費

特殊経費

下伊敷諮i測＇-is.t号制i
i’l勤1!1購入費

桜島火山観測所用ジープ

特別設｛1/ll翌J

波形解析t幾

J}C i二アナログ計算機

1,064,850 

5,000,000 

2,500,000 

2,760,000 

を00,000

18,390,000 

4,500,000 

5,400,000 

7k位雨量束中記録装置 2,500,000 

lJレー式階段抵抗現波高三1・ 1, 700, 000 

風力指n員Ufrl·~~ 1,950, ooo 
超音波風速ril・JIJデーター処盟主主詑 585,000 

1~1 百己オ＜.｛立三j· 1, 755, 000 

特殊明究費

破碑帯地すべりの研究 300,000 

特殊装寵設備費

人為地震発生装置 41,650,000 

学生当店主q交賀 1,964,910 

庁費その他 456,810 

営繕関係予算 4,684,000 

桜島火山観測所吉松甑j慰安新官 4ヲ400,000

宇治JI!7J＜.理実験所海洋河口
実験施設谷樋補諺 172,000 
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びわ湖水文観測経費

洪水流実験談［泣

風力実験袋店

ター，f:j；主

大11;i1振動台（空気パネ）

ブ。ロトン｛滋力計方式｛滋去変化計

高速資料処理装置

海象観測装霞

工場経費

954、180

1,290ラ840

9,648,750 

526,380 

1う248,060

1,620,060 

558,000 

831,420 

709,590 

965,340 

53,000,000 

36,300,000 

16,700,000 
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建物新営；こ悼う設訴li費 21,019,000 宇治構内自転車1／霊場寂設 1,068,000 

移転資 3,863,000 学生当積算：校費 1,842ラ810

特別設備費 16,838,000 IJ"貸その｛虫 1,029,280 

2成分熱摸式流i主計 5ヲ000,000 科学研究費長lill)J金 27,300ラ000

万能試験機 4ラ500,000 奨融研究凶 1,070,000 

可離型データーレコ ダー 3,500,000 一較研究（B) 3,100,000 

3点主ll関設備費 3ラ838,000 特定研究（1) 11,300,000 

自動車購入費 特定研究f2) 7,500ラ000

屯鶴峯地殻変動観測所用ジープ 800,000 試験研究（1) 1,150,000 

環境控訴者費 2,058ラ000 試験研究12) 3,180,000 

桜島火山桜澱所道路舗装 990,000 

予算の変遷

Jき

i
 

ee

コロ

202,960 

14,700 

12,810 

5, 639 I 319, 768 

10ヲ660

23ラ070

16,136 

37,830 27,300 

467ラ270374, 138 I 352予229

5 00, 0 

1 00, 000 

総計

450,000 

400, 000 

350，む00

3 O ,J, GO 0 

5 O, CO 0 物 ｛守 霊堂

人 n 後

50, 000 

科学術究費

車議 蓄電
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(5) 職員の変

(i）所長

抑j 橋 託ご山与t
fl苦手2~ fl苦手u
2. 4. 21～ 28. 4. 30 

速水煩 長13 28. 5. 1～ 30. 6. 15 

う七 聖子 ！！芽 正 30. 6. 16～ 32. 4. 30 

；主；J<. j事i 日目 30. 8. 26～ 30. 9. 27 （事務代理）

j![.i j寸 英 32. 5. 1～ 34. 4. 30 

安f ！！芽 .LE 33. 7. 16～ 33. 9. 3 （事務代理）

担j] 縞 公；；，，じZ、I 町 34. 5. 1～ 36. 3. 31 

I~討 トi ；点 34. 11. 30～ 35. 1. 11 （事務代恕〉

住 1忌 36. 4. 1～ 38. 3. 31 

；正！！以藤次郎 38. 4. 1～ 40. 3. 31 

11~1 構 F,~…l 、4‘ 38. 8. 31～ 38. 9. 30 （事務代理〉

速水~~ Hi3 40. 4. 1～ 41. 3. 31 

石原藤次郎 41. 4. 1～ 43. 3. 31 

矢 聖子 JBt j:[ 42. 9. 4～ 42. 9. 21 （事務代:r~O

矢 里子 勝 43. 4. 1～ 44. 4. 30 

1¥1与 j護 封E 44. 5. 1～ 46. 4. 30 

矢 出f JJ穿 1ビ 45. 10. 17～ 45. 10. 31 

村’ LU 部j 自j) 46. 5. 1～ 

(ii）職員

昭和41年9月1日以前のことについては，防災研究所十年史および十五局年小Jえにすべて記哉されているので，同

日以前に転i壬または退職し，その後防災研究所と誌擦に関｛系を持たなかった各位については下表から者i壊した。

項 その後の移動

26. 4. 21；棚橋 諒（教授（工学部より配蹴） I ~~J: 1 
I/ II I石原藤次郎｜兼任教授（工学部）

5. 1 j小林年夫；工務員（採用〉

6. 1 I小沢泉

／／／／  ;:~:i Ill l思

II II I JE _¥l II日

ググ i横足義

6. 16 石 111主 i護

8. 16 山口真

10. 1 矢野勝五

27. 9. 1 林

36.4. 1技術品に配ii主換， 37.10. 1技官｛こ託’iミ（

32.6. 16理学部へ配置換， HH壬助教授（理学部）
39.4. 1 t珂先担当（理学部教授）

34.3.1助教授昇任， 40.4.1教段昇任

28.10. 
37. 7. 1 

28.6. 1教授（工学部より配置換）， 34.1. 1工学研究所へ
配置換， 34.2.1併任教授（工学研究所）， 39.5. 1非常
勤講師（名古屋大学）， 42. 4.160!：正教授（工学部）

28.4. 16助教授（神戸大学より配誼換）， 34. 3.1教授昇i壬
34.2. 16防衛庁へ出向， 38.4.1教授採用（防衛大学校助
教授より）， 46.3.31辞職

46.3.31退官

42. 3. 31 ill＇吉
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イメヤごI ヨエ その設の移動

期去15 辞任’教授（工学部〉 34.4.1教授（工学部より記置換〉

朗 詐i壬l!JJ手（工学部） 36. 12. 11:lt I壬ll)J教授， 39.4.1研究担
/J,,i, 

支雄 13t 

秀 IYJ 助手（採用〉

鬼 併託非常勤講師（；~t.←ふ~D
!ifl兄、 作業員（採舟〉

淳之 fl：業員、（採用）

6. 1 ；岩垣雄 辞任ll)J教授（工学部）

II II ¥ I j＼堀鐸 併正ll)J教授（工学部）

7. 1 小泉信

30. 4. 1 赤井；告 り

31. 4. 16 合ん、 泰雄 作業員（採用）

5. 1 戸時雄 11H壬講師（翌1l学部〉
i二3l.Jl1"!.JY-c, ι士よ．

7. 1 角川 弘 ifr:業員（採用〕 36. 1. 1麗昇正， 37.10.1技官に任官

32. 2. 1 古川圭 り 32. 6.16 Jl)J手昇任， 37.5. ll!JJ教授界託， 44.6.1教授昇ぽ

／／ ／／ Ill 村純夫助手（採用〉 37l31 
授， 42. 

;n （大i夜中‘立大助教

4. 1 村俊造 邸時作業員（録用〉 32. 7. 1作業員採用， 36. 1.1濯昇任， 38.1.1技宮に任官

6. 1 本兆方 併任助手（理学部） 換33;4.1 39. 1. 1理学部へ記寵
40. 

6. 16 JI l宗治

11. 1 I津島！日］ :Jこ 臨時技能員（採用〉 15i技.6能.1員0採改姓用， 3小4. 7.9 
4 （谷），

33. 4. 1 I北村俊 ソ践し｝ 38.4. 1助手；こ昇｛:E, 43. 3. 31退官

／／ 11 I I IJ J 11 日IS 幼子〔疎開j 40. 10. 1 1:5.f~＼壬1助9手H壬解伝在！注学部〉
4. 16 詩的吉男 り 36.4. 1技術員に配置換， 37.10. 1技宮に在官

5. 1 健 35.4. 1 助教授界庄（理学部より）

6. 1 -im 正男 34. 7. 1技官に在官

10. 1 乙： i話 DH壬助教授（工学部〉 43.6. 1 併i壬解［~~

34. 1. 1 [ ;J＼椋 '.¥I主 臨時用務長（採用） 3姓6. 4 .. 1 37.4. 1技能よ二L 40. 10.5改

3. 1；苅握 i控 助手（採用） 35.4. 1助教授昇i五 39.1. 1教技昇正

4. 1；金多 潔；助教授｛ り f支9)4.1工学部へ記誼換， 40. 10. 1研究担当（工学部教
／／ グ ii丑 l:p 笠場手（採沼〉 I ~~－ 4.1 HJ：正ll)J手（理学部〉， 45.3.31 

／／ か ！菊池茂智 wJ手（採毘〉

／／ グ； j寸 ヰξ，立iム－－ ；臨時用務員（採用〉 I 38. 1. 1 Ij-f.務員， 42.1. 1事務宮；こ在官
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；氏 名 項 -ぢ」’ の 1長 の 干多 動

6 引久保寺 :q,: 併i壬i出教授（理学部） 39. 1. 1併任制治， 40.12. 16研究担当（理学部教授）

7. 1 11J III ！］券； i即時用務員（採用） 36.＼ヨ1技能十！日投均史民換， 37.4.1技能員， 43.1.1技官
； ：こ任
っと A 1 

9. 1 I野田英明 助手（採用〉

10. 16；樹村富土夫 臨時事務員（採用）
＼＋埠』q_i....JノでEムJ・τE・ムV'J'..-L...>'..:C.ιJI＇＂＇＇＇－－日 L.lと•.Jノ』

35. 3. 16 I柴出 徹
り H.8. 1併任助教授（工学部）

42. 10. 1 

4. 1；叫：木 ッ（ り 3学6{1諒島大学。i：へ任配解除置換， 36. 10. 1非常勤講師（大阪大
45.3.31 

／／ 11 I ・，＼；五 tl与］家）.！~ 助手（採用） iお削4教1授助在授学昇部i壬）, 39. 3.1工学部へ配置換， 39. 4.1併
／／ か；おIi 1i日忠クJ 助手（採用） 41. 9. 30辞職， 41.12. 1非常勤講師（J'L命大助教授）

／／ 11 I Ill riJ 寅夫 助手（採用） I 40. 4.1助教授昇任

5. 1 I北川 ヲJ 1r≪;11寺技能員（採用〉 36. 2. 16技能員配置換， 43.1. 1技官に任官

3工6学.4部.1へ助配教置授換i名2.1古0屋.1工併業託大助学教よ授り 42. 10.1 
8. 1 土 義ノ＼ 43. 10. 1 

10. 16 力I] 茂幸介 併｛壬W1手

12. 1 松尾成光 臨時技能員（採用〉

36. 1. 1 i!tl1 Ill 忠悦 臨時技能員（採用〉

2. 16 ，松村｛it f 臨時技能員（採用〉

2. 26；辻 :4＼；行雄 臨時技能比（採用） 43. 1. 1 技官；こ｛壬，~；. 43.5.25 

II グ！永 lll 敏治 臨時技能以（採用） 37.4. 1技能員に配i泣換， 43.1. 1技宮lこ任官

3. 1 i支 l蕗直次長rs 非常勤講師（採用〉 44. 3. 31 :il説法

4. 1 南井良一郎 助教J父イ（工換学部より 41. 4. 1教授昇任

／／ ／／ 山 え竜三郎 併｛壬助教授（理学部） 40. 7. 16研究担当（理学部教授）

／／ グ！狐 tiな長現 i出手〈採用） 36. 7. 1理学部へ配illii:換， 38.10. 16{)1：託助手（態学部）

／／ 11 I 11岳部大 ii：日助手（採用〉 3＼酔1i旬職， 39. 4. 
""s.! Li＇ミ只 14神.3戸.3大lfJ学H:f解（助除教

／／ 11 I橋 m道郎 助手（採用） I vo・吐・よほゴー口I) 、隠しIE!.1:fと， w・せ・よ品川.. （恕学部より配j百

／／ 11 I西 勝塩 助手（採用）

／／ グ；井上雅夫 助手（採用〉 43. 3. 31辞職（関西大学〉

ノ／ グ IJ保 II] 健男 事務員（採用〉 37. 10. 1事務官に任官， 45.9.1経理部に配位換

8. 1 I羽野淳介 技能員（採用） 43. 1. 1技官に｛壬官

かか 光出 額 助手（］浬学部より配置換〉 39. 4.1助教授昇正

9. 1 人見哲犬 技術品（採用〉 40. 10. 1 J支告にff＇吉， 44.12. 31kt勺識

10. 1 芦田和男 併｛壬助教授（工学部〉 37.4. 1 l出教授（工学部より配目換）， 40.4. 1教授界記

／／ ／／ fJ! Ill 節夫 間五i三柑 38.4. 1助教授 Cl治j111大学より配近換）， 39. 1. 1教授界fl:

12. 16 I岡野健之助 1Jj:f壬Jl）］教授（理学部〉

かか 木 II吉男 併任教佼（理学部）

／／ か！和国ょti. 彦 併任講師iC理学部〉 ! 39. 4. 1 11ほ助教授（理学部〉
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氏 名 項 -マ、ー の 後 の 移 動

II I/ ＇昆 jfil （~ミ 砕｛壬助手（理学部） 38.4. 1助教授昇任 (J珪学部より〉

37. 3. 16 渋谷正拐 38.4. 1事務官；こ任官

4. 1 田中佑一朗 り配置換〉 45.4. 1舞鶴工専（助教授）へ出向

／／ II , t主 im:r 治 助手（採用〉 42.3. 1 へ/J:lrむ 42.4.1併任非常勤講
B司i, 46. 

／／ // ！長 Jee 志 助手（採用） I 40. 4.1助教授界記

／／ ;; I江頭！よ幸夫 助手〈採用）

／／ グ；史認 夫 助手（採用）

ノ／ グ！西 劫手（採用）

::i. 1 木村治 ソ，1-J I 41. 6. 1宇治事務室へ記i丘換， 45.5.附務tlJIこ所属換

7. 1 森 （採用〉 45. 12. 31時職

7. 2 村 111 小夜子 事務許ll佐員（採用〉 42. 5. 31 ;l;c$ll設

7. 16 野！日j 如代 l技能flC採用） 38.11. 9 
43. 1. 1 

8. 1 丸 Ill 義雄 42.4. 16 

II ,1 I式 アツ

9. 1 I原 _f: ft 臨時用務員（採用〉

10. 1 z＝林 軍 1:)1: i壬助教授 : 39. 4.1 助教授（工学部より詑i宣投）， 39. 12.1教授界告

38. 2. 1 矢野｛ミミクj 技能捕佐員（採用） I 43. s.15辞職

3. 1 神谷キミヨ 事務接投員（採用） I 46. 3. 30退職

4. 1 井上 之，1主1主1． 助手（採用） 41. 4. 1助教授昇｛五 45.10.1大阪大学へ配置換

／／ ／／ 中 村 久 助手〈採用〉

／／ ;; I八木知男；劫手（採用〉 41. 9. 1助併教缶授非昇常任勤，講46自.10.1金沢大学へ配置換，
46. 10. 1 師

／／ 11 I後藤典

／／ i1 I 古沢

／／ 11 I J詰池和

／／ // i大橋 n
／／ // I I吉j Lil Elli 

／／ // I福 hi:

／／ グ：；任問；k

／／ か；；fta ~ .tE 

／／ が iij:i H 

／／ グ： {HI J主

／／ 11 I .li LU 

企 ｛子j

5. 1 i 綾 jf/,\J一長I~

5. 16 I余越正郎

6. 1 谷口数雄

出j手（採用） I 43. 4.1変援大学（助教授〉へ出向

助手（目指大学校より採） 1 4o. 4. 1場教授界伍 46.4.1 

見？？品（採J:H)

;JJ：務担Hf主共（採用〉

見習品（採用〉

り）

43. 10. 1 

43. 1. 1技官！こHJ!

42. 1. 31辞職

42. 3. 31 j迂i識

43. 3.3u退職

41. 11. 30 辞ii誌

41. 4. 1 
46.4. 1 

42.3.31退i設

10. 1 

43.12. lHI二；王JIミ’お勤講rw



24 

主主 名 事． 項 z、．， の f灸 の 移 動

6. 11 大森結行 事務補佐員（採用） 42. 10. 7辞i識

6. 16 石井義明 技官（採用） 45. 3. 1-ll)J手昇iム 46.4. 1呉工専：（講師〉へ出向

9. 16 文字縫 44.5.16農学部へ配置換

10. 16 ！村本嘉 助教kポ／（工昇学任部講師より｝） 46.8. 1教授昇任

かか山絞征 42.3.31辞認識

11. X 42.3.31辞職

39. 2. 晃

3. 1 河英語｛； j 41. 4. 1事務官！こ佐官， 45.7. 1技官｛こ配ifil：換

•1. 1 jj: 村長 I 45. 4.1農学部へ配誼換

II ／／ 金！或減 助手（採用〉

／／ グ！中川博次！助教筏（書官雪量在研究） I 44. 4.1工学部教授に昇任
／／ か！竹内鰐雄 教務員（採用） j 40. 4.1助手昇任

／／ // ！横山）京一 技術員（採用） 43. 1. 1技'f：°＇；；こ任）

II II I j度 i立 晃 併任助手（理学部） 45. 3. 31 {)I：正解！詰

／／ か！平野 勇！併任助手（理学部）

／／ か！熊谷 I iJf務補佐員（採用） i 41. 5. 31所職

／／ か 1,1:1 村マ •Jf::J：針111佐ll （採用） 44. 3. 30 .ihll段

4. 16 ｛以内汎

4. 25 J 11 井 i建戯 見習員（採用〉 41. 12. 31辞職

5. 1 大畑 勲 技能員（採用〉 43.5.1 

／／ ／／ 芝 野照夫 技術員（採用〉
40.9. 1 43. 7. 1教務員（技官）に配i喧換
46.4. 1 

／／ II I茨木芳 Jjl：務補佐員〈採用） 44.3.30 j曇i識

6. 1 力11 Jiti .iE I YJ 助手（採用） I 40. 4.1 40. 6.1 fJHI幼子 46.4.1 JJJ月三

／／ ／／ 久 米治子 事務担11佐員（採用〉 41. 3. 31退職

／／ II l河内伸治 事務員（採用〉 43. 1. 1 事務官にf:11~；， 46. 7. 1技’自に記官換

7. 1 矢部 :tIE 事務員（採用〉 43. 1. 1事務官に正吉

7. 8 勝木喜久夫 見習員（採用〉 42. 10.31辞職

8. 1 伊藤勝祥 技官（理学部より配置換〉

／／ ／／ 西 1!1な 巌 事務補佐員（採用〉 1 41. 4. 30 li判織

II ti I今 jj: 3iiiL 見習員（採用〉 i 43. 4.1 1文能補佐員｛こ配泣換

8. 31 I狩野俊子 用務員（採用）

ググ主11c: ill鳥 拍 ミド務員（採用） 43. 1. 1 ~Ji務古に任官

9. 9 平井正雄 見習員（採用） 43.4. 1技能補註員iこ配躍換， 45.7.31辞職

10. 1 鈴木 有 助手（採用）

／／ ／／ 藤 間 進 見習員（採用〉 • 43. 4.1技能補佐員に配置換， 44.3.30退職

II // i羽田 正 見守l （採用） 43.4. 1技能補佐員｛こ配置換， 45.3.23辞職
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氏 名 項 戸ー、、 の f変 の 移 動

12. 1 桧井千秋 り配置換） I 43. 4. 1九州Hf：大正学解除（講師）へ出向， 43.8. 
44.3.31 

40. 2. 1 野中泰二郎

II ノ／ 西 貴史事務補｛主員（採用） 41. 9. 30 :i基i設

2. : I近藤孝江闘員制） 44. 4. 45.3.30退耳設

4. 1 見野和夫 1JJJ手（採用〉

42.4.1 42. 7.16 {)j:f壬講部II が Ii：ミ橋 保助手（採用〉
43.4. 1 

II ／／； l:EI 1JJJ手（採用〉 46. 10. 1 

II ノ＇I I え）（ 助手（採用） 44.6.30死亡

II II i竹本修 助手（採用〉

II II I織的耕一！＇. JR 事務員（採用） I 43. 1. 1事務目l［｛工日， 44.3.31辞職

ノ／ II iよ i五弥 ；事務員（採用） 42. 4.1 :j｛務官に任官， 43.4.15辞職

ノ／ かい詰 j毎 勲i併託非常勤制（突き）
ノ／ II I塩谷正雄：非’市 i 42. 3. 31退職

／／ II I湊元光春： （採用）

II I/ , 11J Ill .t1ミ j二 j事務補佐員（採用） 42.3.31 j誌j識

／／ II l吉・ fl 光

／／ II I羽桜！日 ｛言 事務：補佐員（採用〉 ' 43. 12. 15辞職

／／ II 村 井 （採用） 41. 6. 30退職

II ／／！ （採用〉 42.3.31退職

II II I宮 J11 喬 （採用） 41. 8. 31退戦

II 11 I苦議論 （採用〉 41. 3. 31退職

II か； i当手弁 i滋子 事務補佐員（採用） 41. 8. 31退職

II グ i浅沼翠子 事務補佐員（採用） 41. 12. 31退職

II グ i；新 洋子 事務補佐員（採用〉 46.3.30退職

／／ II 小松原淑子 事務flttf全員（採用〉 42. 12.31退職

5. 1；担l I]] 夫元 事務員（採用） 43. 1. 1事務官；こf:Fiif

ググ水島ちづj二 事務縮｛主員（採用） 42.2.28退職

II II I木 Ill Jぷ子 事務1/IJ佐員（採用〉 43. 4. 30 J;'j':J設
l ・Zcl子、

5. 16 央付式｛言

6. 1 I －＇ド野志挽 事務員（採用） i 43.1.1事務官；こ任官

6. 21 ' Jjミ 11! ；禁 ・J1：務補佐MC採用） 41. 9. 30退職

7. 1 I西武照雄 。i：任三，ミ常勤講師（＼宅／＼建＿J 45. 3. 31 {)HI:解；；~t
か 11 1J1 ILi f言 fj- 見｛雪／品（採用〉 43.3.30退職

／／ I/ ！関本宕雄 事務組H主員（採用） 44.3.30 退職

s. 1 I上林礼 f 事務補佐~ C採用〉 41. 3. 1 

かか；小西利火事務補佐員（採用） t~:4. 1 43.4. 1技術梼佐誌に配霞

8. 16 j鴇

44. 

テ寺： Y}f務員（採用） 43. 1. 1 Yjf務吉に在官
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氏

かか i杉村寿子；事務員（採用）

9. 1 ［羽倉純子；事務補佐員（採用）

か 71岡本義夫 j見習員（採用）

10. 列島津克彦 i見習員（採用）

41. 2. 1 I上田 均i見習員（採用）

3. 1 i高木不折）併任助手（工学部）

ググ：中山滋美子！見習員（採用）

ググ渡辺経雄；見習員（採用）

グ ,, I坂田梓子［事務十限（採用）

II II I野口輝英 jミjt＼務補佐員（採用）

かか！天野 潔；見習員（採用）

か か i上田かほる i事務補佐員（採用）
4. 1 I吉谷尊彦；助手（採用）

かが i花涛龍男（助手（採用）

II II ! 道上正知！助手（採用）

II II ！宇民 正 j拍手（採用）

か か； 1J1 JI! f'* I技術品（採用）
II II I内野 総；技術品（採JU)

M か j燦 y乙豪己 j教務品（採J=H)

がか！大内 忠 l事務自（採用）
II II I j江藤君子 i用務員（採用）

かか i堀江正治；併任助手（理学誌の

かか I 北野 政｜

かか！羽倉妙子 j事務t1llfti:員（採用）

ググ；おll

かか j吉 i卦禿

II II ，古（ JI! 

事務長引主員（採用）

事務補佐員（採用）

技能補佐員（採用）

かか：黒江良子i事務補佐員（採用）
II II I宮本菊代；事務補佐員（採用）

グ か i夏 JiI事 J'. i事務長11佐員（採用）
グ II I杉政和光i技術補佐員（採用）
II II I村品悦子.i事務補｛在員（採用）

II II I神本 日出男 l技術補佐員（採用）

4. 16 I日下部 馨；助手（採用〉

項

か か j中島暢太郎 i教授（理主区気象台よ）

ググ； i嶋田 互；事務員（採用）

I/ II l塩 J11 i建男；事務十lllf主品（採月j)

その後の移動

43. 1. 1 

41. 2. 28退職

43.4. 1技能補役員に配霞換

41. 6. 30退職

43.4. 1技能補佐員に配置換， 45.1. 28砕職

41. 5. 1併任講師（工学部）， 42.3.31併任解除

41. 7.16用務員！と配置換， 43.1.18改姓 Cl現出〉
45. 10. 15辞職

42.6.30退職

42. 12. 9退職

46.8.31辞職

41.12. 31退職

42. 10.5辞職

43.4. 1恕学部へ配i設換

42.4. 11支’i立にf::ff¥,44. 3. 31 ;fj宇J~故

42. 4. 1 t!tl~＼に佐官， 43.4. 1助手！こ界H:44.3. 31辞職

42.4. 1技官にi壬官

43.10.1 m：任助教筏（理学部〉
45. 3. 31 {H：ぽ解除

44.3.30退職

42.4.1 
43. 1. 1 

43. 7.30退職

42.5.16技能討に配置換

45.9.1木材研究所事務官に配置換

44.8.31辞職

43.8.31辞職

42. 5. 16技官に配i置換， 43.1. 31辞職

41. 9. 1技術品に配誼J丸 43.1. 1技官にfJ:{i

43. 7. 1 Jill学部へ配置換

41. 4. 30王￥11撤

43. 1. 1事務官’｛こ任官

45.6. 1 
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民 名 項 ；、，戸ー 0) ？を の 移 動

／／ か I il出 事務補佐員（採用） 44.3.30 退職

5. 1 t fを lllJ llJJ手〔理学部より記i再換） 44. 10. 1 

／／ グ；没；iii 尚男 j研究担当（工学部教授） 42. 4. 1 1）［：任教民（工学部〉

／／ // ！河野 Jin 事務tlH佐fl（採用） 42.3.31 退日誌

5. 16 I雀部よし j三 42. 4.1 :Ji：務補段員に配ill:換

／／ グ；芹沢主 技術補｛主員（採用〉 41. 9. 1技術員に配［罰換， 43.1. 1技官：こ任吉

／／ // I 谷 i事 41. 9. 30辞職

6. 1；松村 43. 11. 1 Jl！［学部へ配Ii'／：換

／／ か；耳 Jil ｛；変 j七 事務長n佐兵（採用） I 42. s. 31退職
／／ グ ；滝沢梅雄 臨時沼務員（採用〉

7. 1 国 111 助手（EH学部より記1i'i'.換）

’F ／／ ！己主主帽子 JF務トT¥Jf主HC採用） 45. 12. 12改姓（持！tJTiO,46. 3. 30退職

／／ II Iノト 民（ 千'rIIF 事務tltlf.生員（採}11) 45. 12. 19改姓（踊）

7. 16；米村陽太郎 事務員（採用） 43.1.1 :m：務官；こff:fL44. 7. 31 li判段
／／ か I :J!r 村 技能員（採用） 46.8. 1 1支店’にff円

8. 1 i·~ 期信忠附非常勤講師（惣） 44. 3. 31 f)j：任解除

II II ！？？橋多 ilt 事務補佐員（採HJ)

／／ II I久 Ill 明美 事務補佐員（採用） 44. 7.31詐敬

8. 16 活水｛込 i守主 技術員（採用） i 43. 1.1技frに｛壬日

9. 1 ！造的寿禿 事務員（採用） 43. 1. 1 ・]:f.務？！？に任千人 45.7.1

10. 1 中村智恵子 事務補註員（採用） 42.3.30退職

II ／／ I- JT1 英子 事務補佐員（採吊〉 42. 12.31辞職

II II I Iii量子1: f京 43.3.30退職

JO. 16 1i1i? 42. 10.3 li宇職

11. 16 手i IIl 43.4. 1工学部へ記泣換

42. 2. 1 /;,) ITI 糸

II II ti i 両雄治 j 44. 3. 30退職

4 . 1：栗原足立夫 助手（採用） I 46. 1. 31辞職

II グ： ！J＼葉11r l立機 ll)J手（採吊〉

II II I出入淑！と 劫手（採用） 43.3.31 li字職

I/ II I Wi ,1; ヨ>J HJ主 助手（採用） 45.3.1昂根大学へII¥111J 

II か；宮）II 久 42.4. 1文部技官にHf：任， 44.4.1米子工王寺：教授に配夜換

／／ II I jと！己域 事務員（採用） 43. 1. 1事務官！こfFr}; 43. 2. 15 fit職

／／ か： rjJ i）ミ
J ’吋V ；／、J／』／

か；太 rn 駐次郎 j I 46. 3. 31酎
／ 

II 

／／ II 金 丸 i明治 1)f：花非常勤講師（鶏） 44.3.31併i壬解i設

／／ グ！平井栄子事務補佐員（採用） 44. 1. 31辞職
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氏 名 j 項 戸ヲ、』 の 後 の 移 型j

m 千佐子 事務鵠佐員（採用） 46. 3. 13改姓 Cl羽田）

1L1 鉄朗 tH持補佐員（採用）

掛かをり 事務十Iii佐員〈採m) 43. 8. 15 ；昨i段

オぇ 話b 技術補佐員（採用〉 44.3.30退職

l~J J1I¥ 美 事務補佐員（採用） 43. 3.30退職

JI I和 事務補佐員（採用） 44. 7. 31王＂＇（：月殺

／／ ti I ;Jj: 見守／員（採用） 43.4.1技能補佐員.45. 7.11対職

／／ 11 1 Nr、本百合子 事務長n佐員（採用） 42. 12.28辞職

／／ // i Ij1 1：、j 賢次 見官員（採用） 42. 10.21町職

II ／／； トl羽i 事務補佐員（採用〉 46.3.30退職

4. 16 ! ＂＇本 ¥1な J会H計長（1終iト政長部か経ら理配課置換契約L／ 45.5. 16 

／／ グ；千代進 事務員（採用） 43. 1. 1事務1す｛こ任日

／／ か I fl! iLl i寺犬 事務長H佐員（採用） 45. 7. 1事務口に配問換

ノ／ グ i原町恵子 JJ1務補佐員（採用） 42.8. 31辞職

5. 1いさ野 正 事務員（採用） 43. 1. 1 ヲJTf:lfrfIこ｛工・y,;

がか志 Fn iE 雄 技能補佐員（採用） 42. 6. 16技1ie:Hにt'ii.1.WU雪ミ， 43. 1. 1技f，；：ゴ壬n
!/ it I水野 l'f 見習員（採用） 42. 6.15 fif:職

6. 1 I増田 rl1紀子 43.2.20 l；和政

グ万五百良 子 ~fl：務補fir:L::l C採用） 42. 12. 20 ;fj宇11故

6. 16 I fJI- j能誠 技術員（採用） 43. 1. 1 1支店；こ任日 46.5.31 辞職

ググ藤野Ij長良 技手fl員（採用） I 43. 1.1技fflこ｛ぞ！？；

7. 1；尾上謙介 劫手（採用）

かか穂積 徹 見現員（採用〉 i 44. 3. 30退職

8. 1 松尾和子 技術争点ft~fl （採用） 46. 3.30退職

II ／／ 梅田春次 見官民（採用） 44. 10. 11 5手職

9. 1 ！沢 lfl 1~1 明j 助手（採用）

II II r:IJ Jち節郎 技術員（採用） 1 43.1.1技’f:TIこ任日

10. いこと ii改憲 助教k什l、協3工＇.｝占学部から配i町) 

／／ II l；谷口雅子 事務十TH佐員〈採用〉 j 44. 6.19改定I:C字民）

10. 16 大野尚直技能補佐員〈採用）

12. 1 高橋君子 臨時用務員（採用〉

43. 1. 1 田河勝 J:!:/J手（工学部から配置換） I 43. 11. 30辞職

／／ グ i；合内洋子 ら転）

2. 1 橋本鮪子 事務補佐員（採用〉

4. 1 森 武雄 助手（採用） 45.3.31砕職

II ／／ 行友 ｛告 助手（採用） 45.3.31辞職

／／ グ i問 太郎：劫手（採用〉 45. 12. 1助教授昇任
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項 --ザ、司 の ？支 の 移 重b

／／ か i入合孝次郎 助手（採用）

／／ グ［木村 晃 助手（採用〉 44.3.31 fi手職

II II ；奈良JI：務 lJJJ手（採用） 45. 12.31辞職

／／ グ If主野説一 助手（採舟） 45.3. 15計ll設

／／ II ；村 Jニ｛二 J: 助手（採用〉 44.4.1工学部へ配1f'°（換

／／ '/ I r! i 村 武 助手（採用）

／／ か： r!1 JI I 鮮 助手（採吊〉

I/ か；元 J寺／11 事務ト1¥H宅呉（採用〉 44.3.30退職

／／ II I内政英探j七 事務主Ii住民（採用〉 45. 10.31 王手職

I/ グ IJ 11 iiiな 11!号 技能補佐民（採HJ)

ノ／ ／／ 沢田英fl;;j七 事務トT¥1往左l（採用） 45.3.30 j邑］ij設

4. 16 百 Ill 義 Jllj J支’；守（採間）

II II li 111 R喜久 技行（採JTJ)

／／ が； i!1 )II 手lj 立IS 技能HC採用）

ググ jM 京湾見汗fl（採用） [ 45. 4.1技能十献上1,46.3.3随段

かか坂 正時技能トfllft員〈採JI]) I 44. 3. 30 退111設

5. 1；広誕ゑみf i；臨時用務£－1（諮問） I 44. 11. 1工学部用務員に町民換

／／ 川「1井 1jJ 助手（蜘J)

// か森昆；下 ；見~l千員（採用〉 46.2.28五和識

／／ グ； li :JI：詩自IS 技fif,itri1佐員（採用） 43.9.1技'FiIこ記；ft換， 45.3.31 fi手i設
／／ か；藤原清司 技術tfll佐員（採用〉 43.9. 1技千円ご配1itt換

／／ ／／ 鎌 111 美紀子 事務tfllf主員（採用） ; 44. 4. 30 fi手職

6. 1 ，堀内 郎：研究拘さ'i（工学部教段〉

／／ か： i掃討のり子 事務ト帯住民（採用） 43. 11. 30 辞~~

7. 1 ）ミミ f変 事務補佐員（採用）

7. 16 ；梅元照 子 事務長tH全員（採用） : 46. 3. 21死亡

8. 1 京社谷良江 事務主11佐員（採用〉

／／ ／／ 美智j亡 事務長n佐員（採沼） I 44. 2. 20苦手i設

Jj1：務トrt日正員（採用）

10. 16 木原敦 事務；rn住民（採用） I 44. 1. 1 ni学部へ紀泣換

／／ υ；馬場ギ暢 {Jf:f壬非常勤研究員（出／＼！山ゴJI 44. 3. 31 m：任解除
: ，－.－λ恥比 j円 c;'.ccl'¥ I 

11. 1 石塚郁太郎

12. 1 :Fi 渠良夫

12. 16 ~l鳥 美知子

44. 2. 1 111 口 敏 事務長5佐員（採用〉 144. 3.お改姓（繍）， 45.3.30退験

3. 1 今本 i寺控 り

4. 1 守旧有秋 劫手（採用〉 ! 44. 12. 31辞職
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氏 名 項 ，ザ－♂、」-. の 後 の j亨 動

II グ i帯i能邦雄 助手（採用） 45. 12.9改姓（友ね）

／／ グ I1L1 口正経 助手（採用）

／／ か 1上野鉄男 助手（採用）

／／ II I牧野純子 事務十HJ佐員（採用） 46. 9. 30辞職

／／ ／／ 111 口ナナ子 事務補佐員（採用〉 45. 3. 30退職

4. 16 山：掃討子 事務補佐員（採用） 45.3.30退職

5. 1 出ILI 1E 見｛13／員（採用〉 46. 4.1技能補段員！こ配買換

5. 16 ；永野 ・Fr:古川＇(2よ＆班り配解析i円換研究所L） 

7. 1 lb （採用） 46. 7. 1 

ノ／ II 千Ji；司良子 事務補佐Il（採！日） 44. 10. 1工学部へ配置換

／／ グ； JI"- J：頼輝 併｛壬助教授（：仁学部〉 46. 4.1研究担寸（工学部教授〉

s. 1 1内 ill t奇 技指補佐員（採用〉 45. 9.1技千円こ配ftを換

ググ本島京子 臨時用務員（採用）

9. 16 1:1::i ill烏美代子 事務補佐員（採用〉 45.3.15昨i胤

10. 1 二七店 ]IC 助手（採用）

11. 1 自 Ill 良平 助手（採用）

12. 1 松本、J・ かづ子 臨時用務員（採用）

45. 1. 1 四｝.！~礼 事務店（原田）

／／ ／／ 技 J11 尚

4. 1 I掘内梓 J 146. 4. 1架’｝：（'ii；へ配円
／／ II I森 征洋

槙正紀 助手（採用〉

II ／／； JI I祐三 助手（採用）

正隆 技官（採用）

／／ II ' 子：j I.庁布［！ 技H I 45. 6. 30王将殺

／／ か；小野 i寺尉 併任助手 CJm学部〉
II か； m ヰl 良 ;ff! ｛｝！二任助手（毘学部）
／／ グ i須藤錆事j 併任助手

／／ グ； 1;11 ;J.5J 令

／／ ノ／ 坂本和

／／ II I JJ j 野辰

5. 16 i岩田

ググ渡辺邦

6. 16 山口恒

7. 1 大木

9. 1 間 J11 刊チl拘補佐員（採用） I 46. 3. 30退職

／／ ／／ 杉野充
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--ザ、ー の f支 の 移 動

46. 4. 1 早期

民栄

II II 料開

II グ；清 7Jく iE.

II グ！瀬 JII 

／／ ／／ 長！；域忠

II II ) ｛主友期

II グ ITI'ii 

II ／／ キJ

／／ グ；ヰi j本

／／ 11 i J: m 事務補佐員（採用〉

II が；米 IJ1 事務長IH全日（採用）

／／ ／／ 松ノ木 Ij工務トtfl性員（採用〉

／／ ／／ 中 井節子：事務長n住民（採用〉
!'1'／，，判，，aoJ・1士γ7γ

8. 1 稲田j

9. 1 T!f JI! 

4. 諸 規 程

京都大学妨災研究所協議員会規程 （昭和2印
昭和27'.tf：占5丹28臼改正

tn一条
第二条協議員会誌，

2 所長が特に必要と認めたとき立，協議員会の議を経て学部教段に協議員を委嘱することができる。

第三条所長ば，協議員会を語集し，議長となる。

るため，防災誹究ffr協議員会を汽く。

2 pfr長に事故あるときは，年長の協議員が｛切立する。

第四条 協議員会ば協訟久的過半数が11・,w：しなければ開会できないo

tf1五条議事の万法は協議l士会で定める。

第六条協議員会に幹事を泣き， Jr務FTrJ:iより所長が命ずる。

2 幹事は，所長の指部をうけて会務をつかさどる。

京部大学：防災研究所・委託研究規程 （昭和311rf.l丹10日制定）

第一条 本所り研究に関誌のある学理11':1問題の解明を委託しようとする者があるときは，その研究の委託に応ずるこ

とがある。

第二条研究を委託しようとする者ば，所長を経て総長に顎い出なければならない。

第三条委託研究の頗／！＼を受諾するとき｛ま，所長はその訴究担当者，研究j制弘明党費及び研究Hi去を定めて委託者

に通知するものとする。

第四条委託者ば，委託研究に要す 人件費その｛告の経費を指定の期間内に前納しなければならない。但し
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ると認めたときは，分納を許可することがある。

2 指定の期間内！こ研究費を納付しないときは，研究受託は，取り消すものとする。

第冗条一旦納付した研究費は，返還しない。

2 天災その他不可抗力の理由！とより研究を完遂し得ないときは，研究費の一部または全部を返還することがあ

みn・J ・／辺
!,jJ／＇＼えミ

る。

ることができる。

したときは，所長は研究成績を委託者に通知すると共に研究担~I/I 者のごれを以て公表す

第七条 この規程施行に関する絹員I］は，総長の認可を得て所長が定める。

5. 刊 行 物

として， Bulletin of the Disaster Prevention Research InsLitute, lrf 

報および記念論丈宋を刊行い園内および庄！外の主要大学並びに関係諸機関に寄贈している。なお，男lj途に京都大学

問j災研究所十年！と，防災研究所十五周年小Jとが刊行されており，当研究所のあゆみを知ることができる。また防ー災研

究所要覧が刊行されていて，当研究所の沿革・予算・定員・組織・研究活動などの概要が一覧できる。

(A) Bulletin of the Disaster Prevention Research Institute欧文， B 5）坂， 昭和初年から昭和39年までは

不定期刊行で， Vol.13.論文番号 No.70まで刊行。昭和39年以降昭t1]43年まではlrf4 [fllf!J1j"，内 1!illは抄録

集で， Vol.17. Part. 4.論文番号 No.129まで刊行。昭和43年以後は年引11ff1Hl, r1す1 fr1Jは抄録保，昭和46

年10月l臼までに Vol.20. Part. 1. 論文番~｝ No. 186まで刊行

加）京都大学i坊決研究所年間

和文， B 5）坂， 1r1 rm刊行v昭和3211＇・かち昭和 1461ド10)]1 IIまでにtl'H4号（掲；1主総論文757編） を刊行
(C) 防災研究所f:1JSL5周年記念論文集

和文， B5版，昭和31年11月に刊行（掲載論文28編〉

（ひ）京都大学訪災研究所十年史和文， B5坂， i昭和36年11月に刊行

倒防災研究所十五周年小史

手n文， B5）民昭和41年10月にごflJfj-

（刊京部大学防災研究所要覧

和文， B 5）坂，昭和29年， I昭和39年以降は隔年に刊行
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第2章組 織

1. 事務

じくして開始された事務部も昭和27丹1月京都大学吉1Ilキャンパス（現経済研究所の

所在地）；乙 27.Dlの木造平屋建の独立した建物を訂正採し，事務品会議お所長室，宿政室等も整縞され一応事務室

としての様相を主：したのである。その後スタップについては幾多の変遷を来たしながら昭和36年になると，事務長

以下10名の人員となり， 9研究部門・ 2I討民櫨設の亨務を総JTHする境摸になったのである。

昭和39年秋， lOff有余の歴史を刻んだ建物を抜けIL＼して，防災現究所If！地設変動研究本跡の〈古Illキャンパス西南

限〉，現在では京都大学かちtt[を；111しつつある， 明治色設かな亦レンガ造りの建物へ移転したのである。移転を一つ

のエポックとしてと与えるなら，その時；ふ 12研究部門・ 3！~1民漉設の、戸時を処践しており，またーブJ，昭和37年度

より訴究室の一部が，宇治五ケrr.C教義l~-S鯨〉にIIIIi次移転を進めるとともに，事務の能率化をほかるため， 2 :f';の:tJt

務職員が増員されて宇治事務主として発廷し屯話交換業務・ 11t：額の接受等に携わり

果しfこのである。

さill寺の状況をエピソード誌に記録するなら， JlR：下部地球物館系の統究部門会f宇治：こ，

でのi市，その機能を

が，京都T!Ttた見区Wt大路の宇治JiI水斑実験所i今に，また河建築学：系の訴完結門誌，工学部建築教宅舟と云うように，

3カ所に分散していたのである。したがって研究部はもとより，事務上の連絡を密；こするためにも， こり時連絡車が

購入され，古11]から宇治・伏見へと待日 2HJ支の連絡寵が運行されるようになったのである。我々も事務連絡のた

め，よくこれを利指したものである，おそらくこの市ほど防災研究所の職員同のコミニュケーションを密；こする役目

を果したものは｛出こなかったであろう。

昭和43よl'-1月，従米かるの庶務出，会計Htlこ続いて，極投出が増設された，それまで会計掛で担当していた建物並

びに諸設会誌に関する業務を引継いでゴj:務を開始したのである。

昭和45年5fj161ヨ，防災問究所20年の麗史のIpで最も注自すべき行事がi了なわれたのである。 （このこと｛土地の項

でくわしく述べられているであろうが）予てから京都大学的毘の5研究所が宇治に統合されるためり建設が進めちれ

ていた。防災研究所に関しでは，一応の完成を見たのがこの！時であった。吉ITlキャンパス・宇治）1111＜現実験所内及び

宇治構内IF！建物にあった研究結門が，挙って新館に移転すると同時に， V務宗も宇治権丹市建物へ一旦落ちついたの

である。それから約4カJJi/11],{l在衰の間だけではあったが，夏特有の＇ 1／；緒の中で実！と牧歌山な日常業務を行なったの

である。

本館1E1百1塔の完成を廷で，残暑冷めやるぬ扶の初；こ，再疫の亨i芳主移転を行ない，

る。

に現｛［の迩を担えたのであ

ト＂r~とから転記すると， 3明究部rr1, 定員14:?1, 予算550万円，ヲ工務窓要員41"1と記されて

いる。それが現在では16Uf究部門， 11附属撮設，定員149名であり，防災研究所を支えている職員数ば200名を越える

大世帯である。また昭和46年度当初予算も入門士費22,600万円，：i対｛牛費17,000万円の研：究所に発展した。

事務宗について見るなふ庶務出10名（内4名；土庁舎清掃要員），会計社H1名？ }jを設掛3?;, 地；こ図書室員として

11-,71の人員でもって， iうこの事務分掌競韓；こ基づいて日常業務を遂行しているのである。

京都大学［115災研究所事務分掌規設

第1条 [ljj災研究所事務室に庶務H＋，会；ll-1卦および姥設掛を置く。
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江~2 条庶務掛においては，次の事務をつかさどる。

(1）公印の管守に関すること。

(2）協議員会その他諸会議に関すること。

(3）諸規陸の制定，改廃に関すること。

(4) 出張に関すること。

(5) 宿日直l乙関すること。

(6）公文？！？：獄の接受，発送および保存｛こ関すること。

(7）調査，統計その他諸報告に関する乙と。〈会計掛および、施設mの所撃に属するものを除く。〉
(8) 1刑霞凡文部省内地研究員等に関すること。
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｛こ関すること。

ること。

総定員！こ関すること。

総職員の兼業および兼職！こ関すること。

（凶職員の眼務および勤務評定に関することο

服勤務時期および抹ll援に関すること。

鱒人事記録ピ関すること。

(17) 職員の給与に関すること。

よびii&職手：＇.＇.＇1に関すること。品

切

川

町
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品

川

W
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ること。

凶職員証その他諸証明に関すること。

凶寄贈図書に関すること。

（ぬ その他会計出および施設Hれこ崩しないこと。

郊3条会計Htにおいては， J欠の事務をつかさどる。

(1) 子gjl：および決算：に関すること。

(2) 契約に関すること。

(3) 人件費，物件費および旅費の経玉虫に関すること。

(4) 共済組合に関すること。

(5）所得税に関すること。

(6) 奨学寄附金の経理に関すること。

(7）科学研究費の経政に関すること。

(8) 物品の管理に関すること。

(9) ること。

(10）会計に関する諸帳簿の記帳に関すること。

(11）会計に関する調査，統計その他諸報告に関すること0

~H条施設掛においては，次の事務をつかさどる。

(1) 建物および設慌の新設および模様替の実施計画ならびに予算資料の作成に関すること。

(2) 部局施工にかかる営鱗工事の設計，誤算，施工駅督および検査に関すること。



1. 

(3）建物ならびに給排水，電気，ガスその他の諸設構の誰持菅理に関すること。

倒 的罷工場ーの運営に関すること。

(5）前4号の事務にかかる調査，報告等に関すること。

第5条各掛；こ掛長を翠く0 tU長は，事務長の命を受け事務を処理する。

附長IJ

この混在は，昭和41年4JH日かち施行する。

的立1J

この改正規程は，昭;f1J43年1月1日から適用する。
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また，他に宇治全体の研究所における，共通業務としての大型討算機センターむ連絡要員2名も当所において分担

しているのである。

なお最終的移転とi司時に発足した図書：室も，前述の如く 1名の要員ではあるが，和主：約3,900冊，洋書：約6,000時，

雑誌約500種類の図書数をそなえて， 逐次整告Itされつつあり将来の充実が期待される。

現在防災研究所のその廷とんどが一堂に会してかち， 1年の過日になるが，今後とも研究部と，事務部とのコミニ

ュケーシ三ンの一層の深まりをもって， 日常事務業務の

ろう。

ことが大なる課題となるであ

各研究部門の研究計調にもとづく諸観測計器，澱定装置，実験計器等を自主製作

する為の工場施設がなく， （現経済研究所｛立霞〉を措用してその作業を行なって

いた。

昭和37年3月，研究部刊の一部が宇治市五ケ庄（教義部部〉への移転計画が進められると共に，工作室の新設，控

訴主計画も関｛系教官等の努力によって実現の運びとなり，その；ti・画に着手したが，昭和38'年6月には宇治工場として発

足し，昭和初年9月に研究所本館の竣工と共；乙現在の場所へ移転したものである。

宇治工場として発足するまでには，突に12年開の長きにわたる開｛去りの状態が続いたのであるが，そのll号多大の｛~ll

理解とf{fj］支援を賜わった理学部地球物盟学教室関｛降、各｛立には， ここに吏めて翻礼をlllし上げる。

本工作主における主な設備・製作品を示せば下記のとおりである。

（設構〉

TS-60型 1合

KSL-6GW l II 

精密ベンチレース F百B-LI型 l II 

横フライス盤 KM叩Sl.5主さ l II 

SANKO D白381 II 

卓上ボーjレ盤 D-13, D-6, 5 4 II 

1110頭グラインダー 日立ABT型 l II 

バンド研磨機 KT“11型 l II 

万能割出し機 200“1H l II 

油圧式金切鋸盤 No, 170 l II 

小型直結帯据機 l II 

スーパー型コンプレッサー 日立 l II 

金属材料切断機 金剛式 l II 

木工程工作機 各種 l:i:.1ミ
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ニッケルメッキ装置

（製作品）

凍土用圧縮試験装E

// 引張試験装罷

// i担げ試験装置

細ボーリンク、、孔用採；j(器

光電濁度計

光電式堆積ai岸

WT砧歪rtl・

水、V・振子JW傾斜Erl

二重振子IS1傾斜計

水管傾斜計

tr& 2 

差動トランスf臣官三振子型傾斜計

地震計（長；;i3J担，中周間，埠渇期）

差動トランス盟主豆地震計

長期巻ブロマイド式記緑器

2日之さペン書記録器

6601Nぺン占言己録：（，号

1式

電気式土壌水分計

触針式水位言j・

実験用小型風杯~；，；＿鼠速計

京大式風圧計

水中音波受波器

坑中三成分地震計

Bow-String 型スーパーインパール俸伸縮計

水晶管伸縮苦言1・

差動トランス型伸縮討

磁気偏角変化計

重力変化計

なお最近の研究？，:fr製jの活発化に伴い， こ！：；昨室の技術活動も多緑化している尉状にかんがみ， 将来計画として事務

；弘写真部，電気f百九機械工作llj），木工！をほ部f手を備えた工務部と云うべきような総合工場の新設計画がある。

2. 地震動研究部門

本：諮問はさ当初， 京都大学に防災研究所が付置されるにあたり？第一部門と称し，
可炉

弓ど

することを自的として発走し地震学，地質学，駿水学 J毎j竿学などの諸方面の3工場から，

なうとともに，そのi怒必史：な持々の計測器ならびに計測方法を特別に設計考案して災害の本質の究明に努めてきた。

その後， 33年；こ地かく変動研究部門， 34年｛乙地すべり研究部門， 35年に桜島火山観測所， 3割引こ地形土じよう災害

研究部門， 40年に地麗予知計測研究部門の新設後は，それぞれの細分された研究題目を取上げるようになった。

本部門は新設時は速水頒一郎教授が専：｛王として担当，後に西村英一教民が存在，佐々窓三教授が併任として担当し

た。昭如37年古川宗治助教授が教授に昇圧し部門を担当することになり，高i士i理夫助教筏は地すべり研究部prjに転じ

た。 IIHRl38年｛こはi昭和36年より当部門で研究を行なっていたr:jJ聖子JE吉助手が大阪工専に出向，島iffifi~がJIU~1：品幼〉ら転

じてJJ)J教授に，後l保典俊が助手となり研究に加わった。また，この年から部門名は地震動研究；~，s111J と改fJF された。昭

如43年には阿武山地震観測所勤務の北村俊吉助手が定年退官し，代って入倉孝次郎が助手となった。 llf3.fll46年島は地

すべり11if5門に移った。なお現在，三木晴男教授，狐th寺長誤射J手が1JH壬として本部門の研究に協力している。

当部門では主として破壊的大地震の際の地震動の諸特性の究明を目的とするが， これを大別すると（1）地震波の発生

と伝播。（2）災害に関係する地質の応用地震学的研究。（3）震動と地下構造の関孫。（街地震動の地域的特性の4つにな

る。
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(1) 地震波の発生と伝播

吉川〈宗〉は人工地震波j誌としての火薬のJ爆発のi民嬢波点近傍の地震波を観樹し？記録された波を解析して，波動

の発生！幾撲や減衰あるいは披壊との関係を明らかにするための実験的研究を進めている。

磁々の振諒モデルといろいろな地下構造の場合にどのように変化するかを理論的方法により求め，実擦の人為地震や

自然地震のi擦の地震と対比させる方法を見出した。 －｝f入念らは宇治市近辺における露出店ーやトンネル内で、の自然地

援を観測し，測定点近くの地形的な影響がどのように震動スペクトノレに表われるかをi持ちかにした。また， この観測

を継続してさらに正帯域にわたる波動特性を求めることにより，震源領域の物理的性質や，地震発生；こ至る過程が地

震動｛こ及ぼす影響および， 地震の規模がことなる場合の類似、体を検討するための資料を得るため， 実験を進めてい

て7
/_;:J 0 

(2) 災害に関係する地盤の応用地震学的研究

P波およびS波による物理探査の結果と，それがトンネJv，ダム，原子）J

び完成設の紡災的諸問題特にi尉護問題とどのように関連して考えるべきかをいろいろ

の実例に基つやいて究明する方法を研究している。後！践は弧崎との協同研究で従来の物理探査をさらに進めて，謹々の

方法による物理探査法の方法および言l・:¥9iiの開発を行なっている。とくにボーリング坑における P波およびS波検！忌

tube ,vaveの計測を結替に実施し， 求められた地盤の諸常数が地震工学上どのような意味を持っかをほかり徴勤澱

も関連して応用地震学的説明を試みようとしている。

(3) 震動と地下構造との関係

古）ii（宗〕，昆入合， f麦i躍らはl1・沢 ｛与し小野博婦らとも！志向して新潟地震・松代地震・えびの地震後の地下七時造と

しおベた。これらの地域のうち，一部では起掻機による人為地震による地盤の挙動も測定し，地下時造

およびその構成物質の物理的性質がどのように地盤震動に影響するかを検討している。また昭和初年皮特別装還とし

て地震応答計測装置が付寵された。この装置は地盤麗寄部門と共同研究で測定が進められているが，震度工から部分

的には震度羽までの地震が地下50mの深さの斑点から地上およ おける士吉

れるようになっている。この測定結果かち地震時の建物および地上での観部結果と地下

構造との関係を対比させて解析できる筈である。また後総， 1!llill告ちによって宇治地区のかなり広範IJMにわたって地下

構造が弾性波探査により明らかにされたが， 今後入金，吉JII（宗）らによってこれらの地点での白熱地援の観測が進め

られる予定である。

一方地盤震寄；~1）丹，地震動部門， i耐震基礎部門の共同施設として人為地震発生装置が45年に完成したが， 今後この

して種々の地盤の震動特性をそデルにょっ究明する予定であるO

(4) の地域的特性

古川（京）は近畿地方とく し，大阪・京都・神戸・奈良等における将来

震災を起す可能性のある地表の地域的分布および，その特生について検討している。とくど近畿地方のように地援措

が器地部および紀伊半島沖にことなった様式で存在する場合法それぞれの地震とその伝播経路また各都市内での表層

構造との相互関係により予想される振動は非常に複雑になることが予想されるが，それらの因子を綿々に検：討し，総

合的；こ対袈となる地点の地震II寺入）Jを求める作業を進めている。
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また入倉・吉JII（宗）ら と震源モデル，組摂i点と霞il京の相対位霞すなわち伝

すことにより，強震動の性質を究明する手がかりを得たが，今後さちに進

めて，強麗［91の入力波が問題となる地点での一段的方法を解明するための明究を進める予定である。

3. 地かく変動研究部門

本研究部111］は，元米地袋予知を最終の百的として， 地震発生に伴なう地強変動の性状を研究するために，昭和 33

年度設遣されたものである。京都大学においては，地展予知を目標として，額斜計や伸縮討による地穀変動の研究が

i現ピ昭和10年代， －西村英ーによって始めちれた。こり試み｛ま，極めて先駆者的な

ものであったが，昭和18年の鳥取大地震の時，約80km離れた生野鉱山の観測主において，地箆発生；の直前に異常な~頃

斜変動が観測されて， ζの全てが正しいものであったことが立証されたのである。この発見は，世界最初のものであ

って，地震予知の可能性について一つの拠り所を与えたものといって過言ではない。この五万究はその後も精力的に続

げられ， 10カ所以上の観測室が近畿地方を中心として設置されるに到った。それに押なって，その後む数多くの大地

震や中規模地震の前設にもi司じような異常な地殻変動が認められるに到り，地震発生に関連する兵l!殻変動の存在は益

々その基礎を由めて行った。その間昭和26fj三に防災研究所が設立されると，それまで地球物理学教室で行なわれてい

た地殻変動観測の殆どがi坊災研究所；こ移され，防災研究所の事業として行なわれることになった。昭和30年度に誌，

地殻変動観測に対する特組事業費の交付を受け，次いで昭和33年，地殻変動の耕究を強力に控進するため，当部門が

設寵されて，防災研究所における地強変動観測態勢が出来上った。

本部門が設註されると，当初は西村英ーが教授として観浪！！？研究の指導；こ当り，岸本兆方・三雲縫の1¥ld名が助教授

としてそれを助けた。昭和］37年一戸時堆が専征教授となったが，昭和39年西村教授が不幸にして病没したので，翌40

年，一戸教授が恕学部に転じ，岸本理学部助教授が転じて，地かく変動諮問の専任教授となり現在に到っている。昭

和40年度における携成は h教授岸本，助教授三雲，助手犠尽道良l~ .尾池和夫であったが，その投44年震に橋m~まj誌はi

じヲその後任に鳥取徴／｝＼地震観測所場手見野和夫が部門劫手となった。 4的必度見野は再び鳥取徴小地

震観測所（掻徴小地震移動観誤ll斑担当〉助手となり，加藤正明が談i壬D,）］手となった。昭和46年度現在，教授jミt::ij,,:,JJJJ 

教授三翠， JJ;J手話地・加繰らが主として研究にあたっている。

前述のように，本部門は当初は専ら地殻変動の研究を行なっていたが，その後li]f究の進展や， n耳石140年度；こ充足し

た「地震予知研究言1・1ぬiJの出現などにより，現在では，地殻変動のみでなく？多方面に及んでいる。主な研究分野を

列挙すれば，（l)i毒殺変動，（2）徴小地震， (3）地震発生機構， （街地殻および地球内部講造となり， これち；ま， 究極的廷

は， 地震予知の研究として統合されるべきものと考えているO 次｛こ上の項自について， やや詳しく説明を加える

と，

(1) 地殻変動の研究：部門設立当初jから昭和30年代半ば；こか；アては，大地震発生とそれに伴なう異常な地殻変動の

検出に主力が誌がれ，多くの業績が挙げもれた。昭和30年代半ば以後詰鵠々の大地援に｛半なう地殻変動の異常のみで

なく，むしろ地麗系列全体とその地域における地殻変動との自己系統的な関連性を見出し，その流れの中で大地麗発

生：こ関する地殻変動の異常を考えようとする誹究がなされている。これは，地設変動の系統的，更にほ定量的訴究へ

の前進というべきものである。現在も上室 e 屯鶴峯両地設変動観測所と協力して，この方向の説先を推進するとと

もに，地殻変動観測量i・ifi・方法のlまME，地殻変動の理論的研究；こも力が注がれている。また，南米ペノレ・チワ 1ili}霞と

の｛日jで，地殻変動国際共同観測が続けちれている。この研究辻主として岸本・加藤・ j長池および主活光〈上宝地設

変動観測所）が担当し，出中 立（連学部）が鴇力している。

(2) 微小地震の研究：鳥取・北陸再徴小地震鋭部所と協力して3中国地方東部，近畿地方内品：3 北陸地域；こおける

る。近畿地方内帯｛こついては，震源分布や発援機構
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などの基礎的研究が完了したので， よち詳しい註笠の追求ゃー Tectonophysics としての取扱いに重点を泣いてい

る。北陸地域辻開始投日が浅いが，ここ l～2年のうちに基礎的研究を完了する予定である。この研究は主として，

岸本・西国良平・見野和夫（鳥取微小地震磁混j所〉および渡辺邦彦（北陸徴小地民総額i所）が担当している。

(3) 地麓発生機構の研究：特に地震波動解析によ dislocation theoryによる，震源モデルの

曜論的研究，趨；民周期韻；i或の解析による地袋発(:l時の地殻ひずみの動力学的l'iMtなどが主要なものであり？地震予知

明究と併行すべき地震の本性探究に力をいれている。この硫究は主として三三雲・尾池が担当しているO

(4) 地殻および地球内部構造の研究：地箆発生の場である地球内部鴇造および性質の研究誌，それ自悼としても？

また地殻変動，地震発生機捧その他の訴究のためにも重要な問題である。この意味で，主として地援実体波及び表面

波の解析など種々の方法を用いて，地殻及び地球内部の弾性的およ

して三雲が毘当しているa

している。この研究は主と

これらの研究は，究極的には，すべて地震予知の方向に統一されるもので，従っと本部門で辻種々の地震学分野か

ら地震予知実現を呂指して研究活動を行なっているといえる。

4. 地震予知計測研究部門

研究所会Jj設fl寺，第一（現地震動〉部門では「地鼠予知に関する基礎研究jを研究の一つに選び，佐々憲三三・西村英

一教J交をi!:i心；こ，地殻変動の連続組誤ll，地援の精密国誤ll,＿.；主力・地磁気・放射能などの測定 地球内部構造や発震機

誌の研究号地震に関する地笠学的萌究など総合的な立場－から研究を進めてきた。昭和33年には地かく変動部門が新設

され五月究の一部が分担された。このような紡災誹究所におけるfrJf究とは別に？昭和30年代後半から前災的な見地より

地震予知研究の機運がたかまり，地震学者有4志が地震予知計画研究グルーフ9を結成し，翌37年HJには H地震予知一

現状とその推進計iぜ’を刊行公表した。昭和3~三日本学出会議はこれの実施を政府：に勧告，昭和39年に起った新潟地

震はこれの予算化を促進し，ヨ£40年に；立地震予知研究の予算の一部が認められ，第一次五カ年計画が発足した。

この計画の一頭として昭和40年4JJにi奇麗予知計開研究部門が設i召され？教授高Ill盟犬・ WJ手吉沢保；土地すべち

部門かふ：出教授！日：！J農夫は地かく変動部門からここに転じ， ついで，昭和41

年度かちJ1.立学部む小沢泉夫教授が研究担当となり，本部！？うの研究に協力した。

当部ドI］で辻，地震予知心理論とその方法を確立するための計測学的研究を行なうことを醤擦に，（1）地震の前駆現象

の研究，（2）地震予知に関する計測器の開発，（3）地震エネノレギーと発震機構の研究，（4）地殻変動の研究，（5）地盤変動の

研究などを主な研究課題とし研究を行なってきた。

地震の直接原因である，地下における岩石の破壊が起こるためには， これに必裂な区大なエネルギーが地殻内部；こ

蓄積され， これにW－ない喪失j[f:くの地表どは前駆的な現象が現われるはずである。これを捕えれば地震予知の有力な

手段りとなるだろう。 i託UJ(l1!!）は井手・岩念に加わえ，昭和40年；こ屯鶴峯（昭和42年屯鶴峯地殻変動説測所となる。〉，

昭和41:ifに天ケ瀬の地殻変動説調室を設け， 各部の伸縮計や綴斜計による総測を始め， 問中（撰〉は大浦・秋葉山地

ら気口1・気温・ i；；手雨ゃ酎j[cjf！｝±或の諒fj告変化などで起される擾乱徐去についての萌究を行な

い，竹本もまた宕念総誤ll室の記録から気象の影響を求めることを試みている。小沢辻地殻潮汐や人為的な影響による

変北などの説先を行なってきた。このように地殻変動の連続鋭部を通じ諾設の援乱を除去し，地震の前駆現象を検

出して地震発生との関係を究明することに努力してきた。また？高Ill（恕〉・ l五中〈箆〉らは，地下観部室で観挺される

地殻変動と誤llt官学的店法で検出される地殻変動との関連を究明するため，近畿.t:j］国・

設け測量を操り返し行なってきた。

地震予知研究を間的とした各種計誤tliliの開発や改良，新しい鋭部方式の研究も行なわれている。古沢は高出（理〉・
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し，地殻変動記録の遠隔 digital記録化をi湿り？竹本はレーザー伸縮計の試作を計

掘している。古沢はまた，自動巻取装；遣を内！試したドラムをもち長期間自動連続観測できる地震計記緑器を製作し観測

を行なっている。このような新しい計器の開発と共；乙 自動化・ digital fヒなど観蹴の省力化にも力を注いでいる。

また，地震エネノレギーの蓄積と解放の過程，発震機構，地殻構造， これら相互の関係などの明究から地震の本性解

明jへの努力もなされている。古沢は短］，~期地震計による観測記録を！よい dynamic rangeにわたり波動解析し，発

援機構や地下携造について明究してきたが， さらに天ケ瀬観測量三の長児期地震計aで観測した記録の波動解析からも発

展機構の研究を進めている。竹本は高田（理）と岩倉・天ケ瀬・屯鶴峯などの地殻変動記録の地震時の strainstepか

ら破壊過程・断層発生・残留'ill場などの研究を行なってきたが，屯鶴峯・天ケ瀬の歪地震計の観測をも加え，さらに

っている。天ケ揃地殻変動観測主では，光波測量，伸縮計・傾斜計による地殻変動観測，三匡地震計..

N:J,';jJ辺地麗言i像による地震観測に加え， ，tV,z・竹本らは短HDJl:tJ地震計による常時観関や随時三点精密（i｝！測を行ない，組
側主近傍の地援活動・地殻締法・破壊強度などに関する研究を行なっており，長い／.＇ tlJ足立の地殻変動かち短周期地震ま

で広い dynamicrangeの変動を観樹し解析して，総合的な；立場かち地震発生に関する研究を行なっている。

これちのffu；乙災害：閉鎖！の立場から地盤変動に関する研究もなされている。 i有国（迎い竹本ちは断層を挟む携造物

の基礎地障の変動や地形変化・荷重変化に伴なう地盤の変形などの研究を行なっているO また，高EB（斑〉は地すべり

地の地下探査や伸縮計・傾斜計による群列観測などかち地表面の滑勤や地すべり機構の先i見地表頂ひずみかち地す

べり予知の研究を行なっており，古沢は尾上らと地すべり地内外で組側した常時徴動の波動を解析して， crack群や

地塊滑動との関係を求め地すべり予知を試みようとしている。

以上現在までの研究の機略であるが， 今後各種観測誌1·~注の遠隔：IJIJ1tlll, 記録の述i括京！日！こ1化・ l~l 動；lll,Jmfヒを［>g＼ると共

：乙模型実験により れに先行・する前！転現象の研究を行なうなど尖襟の組問とそデjレ地震学：のrrhj)Jから

していく：；1-fHliである。

5. 地盤震害研究部門

地盤侵害部門は，耐震工学の分野に関して，第3部門，耐震構造部門を通じて，最も重要な課題のーっとして採り

上げてきた f地盤の勤特性と講造物の誤寄の関連性Jの問題を究明し，さらに，構造物とその基礎地盤を一体の動力

学系として扱うことによって？それちの地欝応答性状を正しく把握し，

ることを主な目的として， 昭和39年4)j tこ新設され， ノト堀鐸二教綬， 南）1：良一郎助教

校，井上輩出j手が， i酎震構造部門から当部門に配置換えとなって， この研究を担当することになった。同年10)1Iこ

は，鈴木有助手がほ用され，また，翌年4片から福井大学の鳥海勲教授が非常勤講師として研究組織に加わった。そ

の後，昭和41年4月， Jj＼堀教授は，工学部への配誼換えに｛半なって研究担当教授となり，新しく日下部馨助手がi壬m

されて，専任は，南井教授，チ！二j二上りJ教授，鈴木助手？ 日下部出手の構成となった。なお？昭和45年8凡から，小堀教

授は併i壬教授として研究を行なっているが，同年10月，井上助教授は，大坂大学工学部に転出した。

当部門は，設置以来，本部門のfiH・'!Jt,が，最終的に目標とする措法物とその基礎地盤のi耐震設計のための基礎的研究

をう一貫して動力学の観点から実胞しているが，主な研究課題ιそれちに関する研究活動の概J廷は， lTれこ述べる
とおりである。

(1) 地震外乱の性質と地盤の動特性

地盤－構造物系の地麗応答解析のための地麗外乱群の妥当な想定i去を得ることを主目的とする研究である。一紋

；こ，地震外乱群の性質は，建設地！こ応じて問題とすべき地域の地震活動性，長＇i以の性質，震源から建設地iこ至る地震
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波動媒｛本地盤の物性と地震構成などに依存するが，特；乙地震波のtt寺詣嬰数としてのランダム性と，そのスペクトル

性状：こ強い影響を及ぼすと考えられる表麗地盤の波動伝達特性に重点を泣いて研究を行なってきた。また，これらの

研究に基づいて， 地盤’性状；ζ応じて， 将来の地震外乱群の確率統計的性質を予測するとともに， 地造工学的観点か

ら，設計対象としての地盤一鴇造物系の櫨波特性と ることによって，妥さきな地震JG答解析

思模擬土ti!,震波を得る方法について掛究を行なっている。

(2) 基礎および地盤－構造物系の動特性

地盤と fttJ造物i自の~lji塑性領域ピ.§る動的,j;§互作舟を考慮して，地盤一構造物系の地震応答解軒における合理的な述

ることを主目的とする研究である。現在まで，主として，半無限ないし成層粘弾性地盤上の

育界韻j或を方IJ振する場合の地表面および地中の力一変位伝達関数の解析的研究を行なってきた。また，これらの基礎

その勤特性に関する研究なちびに非定常地震応答解析の

ため る研究を行なう｛出，；釘j：長安：宗法によ

どを行なっている。

(3) 地盤一構造物系の復元力特性と

動的繰返し〉言動をw.なう地盤…構i毒物系各部の詰所的粘dlli塑ttr支JUJi戒議特性と し，それら

の知見；こ基づいて，地震応答解析用の連成動力学モデルの統一的構成法を導くとともに，各部の地震応答として採用

すべき耐震安全性の尺度の選定法と安全性の評揺・判定j去を沿ることを主間的とする研究である。現在まで，特に建

築上部架構を対訟として， t!i）材，接合部などの鵠j主要来の塑性域における応力と奈の担立干渉と歪硬化を考議した弾

塑性履歴特性と関連する耐震安全性の尺度から建築構造物全体の動力学モデルdの安元力特性とi前震5記全性の判定法を

導く方法足ついで研究するととも｛こ， i副震安全性の一般的な尺度として，仮サイクノレ疲労による損傷度を採り上げ，

種々むランダム要閣の影饗を受ける地盤一構造物系のi耐震支全註を，安全の確率として統一的に詳揺・判定する；）j法

について研究している。

(4) 地盤－構造物系の地震応等性状

地上構造物，地下室，基礎地業，潟沼地盤，ならびに波動媒体地盤からなる地盤一構造物系を対象として，研究（1)

～（3）の結洪に基づいて合王室的な地震応答解析j去を導き？それを用いて各部むltl!,援，応答性状をlljJ百互にすることを呂的と

する研究である。現在まで， 地震応答の基本的’ti質で、あるランダム性， 非線形性および非定常性；こ重点を置いて地

盤一構造物系の地震応、答解析法；こ関する研究を行なうとともに，広範なパラメータ領域で地麗応答を数犠 Jj':J；こ評価

し，！長造物およびその基礎地盤の動的樹震設討の基｛設資料を集積しつつある。また， 自然地震による実在地盤一構造

物系の地震応答の，ii"開問先を行なっている。

(5) 構造物とその基礎地盤の動的耐震設計

研究1）～協は，最終的；こは，合理的な地盤…構造物系のiiat展設計j去の確立を詔指している。現段階では，地震発生

頻度の大きいi…ドないし強罷外乱群には5単位許容忠答設ll・法‘頻度の小さい？！！Jないし激震外乱群には弾塑性接対応答設

計j去をニ段｛こ適用することを原則として，主として，確率統計的な読点と弾塑’控経局設計の立J~・；こ力点を置いて，方

法論的な研究を行なっている。地方，特：；乙初期構造設計のための適正弼震設計資料の誘導法と設計された構造物と

その基路地盤の？詳細な立±J!1ーからり樹罷解;j{r法ならびに各部の動力学特性の適正化のブJ法；こ関する研究を行なってい

る。
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以上，要するに，本部門は，地盤と矯造物を一体の動力学系として扱うことにより，構造物とその基礎地盤の謀者

を防御軽減する方策を確立すべく，研究組織全員の協力のもとに，基礎的な諸患の研究を実施するとともに，それち

して総合するための方法論的な研究を行なってきた。今後， これらの研

究を，さらに進展させるとともに？実験・計測的な研究の結栄を併せ考慮い動的i耐震設計法の具体化を計る積りで

ある。また，今後，個々の地盤一構造物系を対象とするのみなちず，都市において典型的なごとく，地盤で連結され

る研究を実施したいと考え

ている。

なお， るために， 写真－2.1

；こ示すような人為I自ら突発生装丘が当部門と地震動部i31J，耐震

革路部門および工学部土木系教京ならびに建築系教室の関連

によって設置されている。この装置は加振振動数範関

心水平2方向！こ問JI寺力II振のできる勤電式と積載荷重が

く，大振l隔で加振可能な油圧式の2

かちnえっている。

(b) 勤電式振動発生装誼

6.語H震構造研究部門

くの震f告を経験し，

1 人為地震発生装i泣

(a）建物外観

び地震学を午、j起こ進める契機となった

が，その後に起った幾つかの大地震は多くの人（＼＇－J，経済的被害を惹起し，また段々の新しい現象をわれわれに謀長jえし

た。震！書簡禦！怪減に関する綜合的研究はII日花126年に坊災研究所第三部門として発足以来，当部門の主な研究課題とな

っている。第三部門では多くの頻度でわが国に被害をもたらす台毘その地による風災に関する研究もりなったが，

の研究は昭和36年に新設されたj[JjJ風構造部門に引継がれ，同時に部fllj名はi尉震構造部門と変更された。さらにわが出

で多くの人命を奪っている火災に関する研究も今日に到るまで行なっているO

して，当初より主缶教認で昭和28年から42年まで併任教授であり，初代および第5｛＼の所長

をつとめた棚橋 諒による地震の破壊力の尺度はその速度であり，捕造物の耐震安全性はその強疫ばかりでなく靭性

に左右されるという理論に基づいた研究が行なわれた。この研究は後に昭和36年に助教民となり，

任となった小堀鐸二，昭和34年にJJ)J教授となり， i射風構造部門の発足とともに同部丹に記誼換えとなった金多 潔，

昭和36年かち昭和39年まで助教授であった南井良一郎らによって非線型振動論，応答解析へと発展せしめちれ，その

きた。これらの研究は小堀・南井ちによってさら
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論へと発畏したが，この研究は昭和39年に発足し南井が部門主在になっ きつがれ？小堀も同年工

学部へ配置換えとなった。

ffR和39年に若林実教授が部門主日となってからほ昭和40年に劫教授となった聖子r!J泰二郎，昭和39年から昭和43年ま

でよりj手で、あった桧JI：千？九昭和43{f：に助手となったr!:i1守 武ちによって主とし2てfl!Uニ詩造物

状に研究の主力が向けるれた。すなわち鉄骨高層建築物が水平力を受けたときの復元カ特性！こ関し，また摂返し荷主

を受けたときの罷歴特注；こ関し，実大の骨組を含めた多くの実験なちびに解析が行なわれた。また鉄筋コンクりート

および鉄骨鉄筋コンクワートの部材ならびに骨組に破壊的な単調ならびに繰返し荷重が作用した；場合の実験的研究が

行なわれた。これちは今後動的絞返し力11力実験へと進畏させ，摂動台を用いた振動実験との対比を行なっていく予定

である。

また前述の朝JJ構のrn論に茶づき，詩造物の耐震？？：を計る尺度として，構造物が密撃荷Z立を受けたときの塑悦変Jf； ~ITT:

が重要であるという考えかる，衝撃を受ける骨組の塑性変形；こ関する斑論的ならびに実験的研究が行なわれてきた。

なお鏑構造物を対象とするi設り，応昂；こ関する茶礎的な研究が重要であるので， lji材および組立材の曲げ座開なら

びに樹げ摸れ感！詳し トラス，立体ラーメンなどの立｛本渡1:iしはり材の談時間などについて多くの実験的研究がfj・なわ

れてきた。さらに総長i刊に志望な部分である接合部についても実験的研究を行なってきた。これちは単に構造物の怜

状を担保するに止まらず，具体的な耐震設計指針を諮るよう研究を進めていく予定である。

前述したように地授の経験はわれわれに多くの知見を与えるものがあるので？地震被害の調査ならびに被災構造物

の解析も木部門の重要ーな課題となっている。

風災に関して；ふ昭和28年から昭和34年まで主日教授であった横号表質，日日和26年から兼i壬助教授，昭和28年かち

助教授を務め昭表134｛！ミから主正教授となった石崎譲雄および会多らによって1武力の提言関技術の目前乙構造物足加わる

愚正力，嵐による塔状詩造物の振動十i：状などが研究されたo :::fiJIIおま昭和39年に耕民権；車部門へ移り，横尾はnn和39主J:c

写真一2.2 部震構造実験室および100トン長柱圧
絹試験機

写真一2.3
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から｛ま非常勤講師，昭和42年からは併任教授として酎器

部造部門の研究に加わった。

火災に関しては昭和33:｛ドから昭和43年まで出：缶11)1教詑

であった若尚古－・，昭和36ザーから明手1144年まで卦1常勤，i,YJ

師であった安藤前：次郎ちにより，火災予防，；j'j火ならび

；こ延焼防j上；こ関する；iJf
、

内三郎が｛珂究11:1.与f/1教J交としてTJY街地；こお；アる防火ならび

；こ避難｛ζ関する；冴究を行なつている O

巧：｝~t-2.4 来日立式加力枠
現在?:Y1部門｛こ設置されている主な実験設捕を写真1～

3に示す。写真一2.2は紺震構造実験主および民主に設

れている100トン長柱日新i試験機である。写真一2.3は鴻造物試験台，写真一2.4はおlf正式加力枠である。

7. II討風構造研究部門

わが！tl；こ；ま1if

風など；こよつて主l－：じる強！乱：こ対して構造物を安全かつ合理（1:11乙設計’するというi：司題；こついて；土，いまなお不明なこと

がらが多い。さらに最近になって構造物ほますます大型｛ヒ，軽量化されるようになり，構造物の安全性に対する認の

重要性は大きくなり，また従来考えられなかったような新しい問題さえ生じつつある。このような事柄に関連し，墳

の性状やそれによる講造物の挙動などの解明を行ない，風災？？の防止ii烈戒のための研究を進めることが本部fllJの課題

である。

IBit愚問題は本研究所設立ごとi初，第三部門において鮒援問題とともに研究が行なわれたが，その問題の重要性かふ

昭和36＇￥震に独立した部門を設けて研究を進めることが認められ，オ（；l{SP~が弐I］設された。その！漂は教授石1!1，号機雄，。f:

任教授横尾義寅，助教授金多潔，併任助教授は｜元龍三三郎，非常勤講師畠山直i也助手Ji！付純夫および光田寧という研

究者の構成であった。このうち，石111奇，横尾，島[Jj，金多， J11村は主に構造学の立場からrnH風七店主の研究をJillめ， i11 

ヌじ， ら外的条件である思の研究を進めるという研究体制をとった。その後，昭和311rr, Jil,Hは

大！枝市大！こ転出したが，非常勤講師として引続き昭和43年まで研究に参加している。同年，開明治が助手となって風

7Jri］実験による研究を始めたが，昭如43年にはは島大！こ転/l'i，非常勤講師となった。昭和391ド，横！おま非常勤講師とな

り，長11LLIは，htfliliを辞した。また同年，金多が工学部！こlj岳山し，光田が助教授に昇任した。顎昭和4osr【には山元が理学

部教段昇任に伴ない研究J貝当となり，京国達郎がll)J手！こ採用され実物建物を用いる実験を開始した。昭和43年には蘇

武就が助手に探用されたが，昭和45fド！とはカナダ移住のため辞職し，その後任には古川佑三がよりj手となって現在；三五

っている。

本部門で現花行なっている研究の主なものほ次のようなものである。

(1) 風災害の実状に関する研究：嵐による被害が生じた場合の現地調査あるいは文献に基づいて成多主主の実状を

明らかにするための努力を常に行っている。

(2) 強風の性質に関する研究：構造物に作用する外力条件の下で切らかにするための計測，摸期実験など。

(3) 構造物に作用する嵐圧に関する研究：実物の建物または模型を用いて， その表面， 内部；こ作用する思圧の性

質を明らかにする。

(4) 構造物の風力！こ対する応答に関する研究：構造物に現が作用した場合にそれがどのような挙動を示すかとい

うととは酎風構造を考えて行く！こで最も基本的な問題であるが， これを実験および珂論的に解明する。
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(5) 構浩物の闘鼠性iこ関する模型実験：上の2つり問題を模別によ勺て明究しようとするのであるが， 模7＼そが現

実の状態をどのように代表しているかについての研究を同時に進めねばなちない。

(6) 強j琵の原因となる気象現象！こ関する研究：風災古に対する対策を立てるためには， どうしても強！誌の原国と

なる台思したつまきなどの支象現象を解明せねばならない。

(7) 大気乱流に関する基礎的研究：思の特色はそれが時間的？空間i刊に非常に迩雑な変動を示すということであ

り， この変動をJllt併しなければ，その作用についても解明することが出来ない。

(8) 構造物に作用する副次的自然現象に関する研究：白熱環境を考える叫に！誌のfl：用を向llおこ考えねばならぬ現

象，たとえば空気密度，古？？践に運ばれるi蒋などの問題やニ次（（Iな構造物白身によって生じる抵の問題などの研究。

(9) 人工的なj毘｛こ対する防災対策に関する研究：人工的な抵たとえばジェット掩のエンジンによって生じる風や

写烹－2.5 裂病の実験部分と計部会ミ託

人工j金支むこよって： L：.じる muこよってi；宗主が~！~じないよ λ

にする対荒を沼i：究する必要が社会の設雑化とともに生じ

て米た。

(10) 構造物の酎嵐対葉：すべての問題がこれに関係

していると一三えるが，特に号、l災害の対策を立てるための

茶準となる条件がどのようなものであるかということに

ついては別な立場ーからの研究が必要である。

i：に述べたような研究を実擁するために特別な設縞

して次のようなものを本部門では現在民泊している。

すなわち，）忍71ft］実験設｛！詰（1氏き日 1×1m，最大感速50

m/sec, ゲッチンゲンJN), 感動実験設備（風力の実誤IJを行うための特別な計開システム）およびデータ処班装誼

（実験で得られた非常に多量の実験結果を悶または滋気テープっから計算機で処Jlll/111来るような形の紙テープを作る）

などである。

これらの問題はいづれも主要な問題であり平ネピ解決が望まれているものであるが，いづれもその研究は未だなか

ばまでしか進んでいなし＇ o i追って， ここしばらくは新しし、問題に行手するよりは，現在の問題を解決するための努力

しなければならない状態である。そして能率良く研究を進めることが出来るようにするための手段を開発すること

に努力せねばなるないが，同ll寺；乙全肉的にこ

あるので研究宥の養成ということも将来問題になって来るとjよLわれる。

8.災害気候研究部門

京都大学Jtl[''y：部地球物J-11[守：教京の（liJ始者である志fJ]l!ij'f教民は平くか

張していたが，防災研究所においても教J乏速水額一部が気投変動に関する研究を行なって来た。

して気象が走廷であること辻勿論であって， 7主f;,ヨ｛系の:;s.；、＇H:

しているという状態に

ら主

水災害の原因と

しかしこの詩の；リ？究を統一してfJ°なうrn)111Jの必11：ゐ-t'I：カユら昭和41年；こようやく災！喜気候f{i：門の設設がみとめられた。

設立当初jの組織立教授中島i陽太郎，助教授樋口llJ:J生？助手後町幸雄，問中正昭で研究が開始された。縄自は宇治JI!

7}G1R実験訴かちij豆じたが，中島；立大阪管区：気象台から転｛壬，後町，田中はま虫学部かち配置換となった。

した全国的な気投変動研究グループの運営が中島！こ引きつがれ，現有ま

で毎年1同気象学会と共慌で訴究会が開かれそり成果は「気設変動研究ニュースjとして1iJ:年発行されている。

中島と後町は IH D琵琶湖本文；観測事業；こ参加し大戸Jll流域の降高分布の調査かる｛まじめて，昭和42年からは鈴鹿

し琵琶湖流域南部の持罰の地JI~う由来の研究をつづけている。
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中島；ま最近急Jこ社会問題化

よび大限府の大気汚染防止対策に協力し，

和初年から田中も ζの研究に加わった。

来日 議

ることから， 市お

った0 nR 

樋口は昭和42年春にプレモンスーンJlJ]の氷河の気設学的調査のために東部ネパールを実地騎査し，中島は同43年冬

に南米ノマタゴニヤの氷河の気候学的調査のために現地諦査を行なった。これらの担査結果を茶礎として昭和44年！こは

して気候変化と氷荷の研究グループを組織した。

擬口は有明海，鹿島港， 71<島法見辺，松川浦の水理摸TI1を宇治J11水ffQ実験所内に駅次作成して潮流による拡散の研

究をつづけ，その実績をもとにしてさらに大規模な水理模型実験を企問中である。中島，樋口？問中は溺戸内海をあ

らゆる商から総会的に研究すべく全国的な研究組織をつくりつつある。

問中｛まま官学部主I：：籍中からひきつづき海部から大気中に放出される海塩粒子の陸上への輸送過程のfiJf究をつづ、け基本

的な研究が一段落したのでさらに謡や大気汚染の研究へとそのrMc:を拡張しようとしている。
昭和44年助教授に昇持して水文学部門へ配置換となって，その

i主任助手として昭和何年から技JiI尚資が降扇の研究に従事している。

昭和42年HJの呉，神戸地区， 8月の羽越地[R，同44年8月の富山地区，向45年8月の高知地区，同46年7月の話

路地区の大雨については水関係の各部門と共同して現地謂査に行き，それらの研究成！おま中島，後llむらによって豪雨

のfvf・究としてまとめられた。

災害気候研究部門の主要研究課題ば次のとおりである。

(1) 気候変動に関する研究

災害｛こ突発的なものと抑f；主主的なものがあるが，前災の長男J,il・111ijをたてるためには長期的な考えがきわめて重要で、あ

り，水資源や環境変動の〉工場から，全地球的な班論的気候変動の研究をさらに進めて行きたい。

(2) 局地気候に関する研究

日本のような複雑な地形では災害の様相辻場所によって著しく異なる。さは桁IIJでは集中豪雨の段構をメソ挺乱のな

；場と地形効果の立場から研究を進めその実態をIv］らかにして来た。 －｝j，大気汚染のような漸進的；こi'/J'rヵ、に進む現訟

に対しても局地気候の立場からその詑格を解明して来た。今後さらに総合的にfiJl'fEを体系｛ヒしてitく子定である。

(3) 降雨に関する研究

上述の研究テーマとも深い関係にあるが，特－にこの部門で重点がiRi：かれている研究課題である。純気象学的な研究

だけではなく名程の水災害と持雨の性質の関連性にも重点が符かれて来た。

(4) 海塩粒子の大気中での輪送と拡散の研究

言語で大気中に放告される海塩粒子は農作物や送電線｛こ；損害を与える一方降雨の生成に対しては主要な役割をしてい

る。基礎的研究からさらに応用冨へと進めたい。

(5) 治岸海洋に関する研究

海象と気象とほ密接な関係がある。瀬持内海を実験場として大気と海洋の相互作用を総合的に研究して行く予定で

ある。
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9. 水文学研究部門

水害に関する水文学的探究ば，研究所設立当初よりFE学部および工学却の関｛系研究主と密接な協力のもとに，主と

して石原総次部数段（現工学部），速水類一郎教授（現東海大学）らを中心として強力に権進されてきたが，水文学部

門が設iiせされたのは昭和351f.であった。初年度は教授岩国段ー， ilJJ教長石原文＇Wl，助手；〔;j；持琢馬および柿沼忠男であ

ったが， 36年g[海岸災害部内の設訟に1,rって，持出教授，事liicl助手が新部門に移：J,

｛こ界1守し，米村ii:.己を劫手として，新しい態勢を摂えた。その後昭和37千f.（こ長足正志が場手として加わり，また，昭

和39年にお~1申立｝］教段が工学部に転じたので，仁l:iJi I i研？くが助教授となったが，同40年；こ宇治J11水1111実験所に移り，長足

が助教授に昇格した。その後？昭和42年に小葉竹宅提が助手として加わり，高木不折講師を併託とした。 44年にj乏足

助教授が内水災害；＇｛ i)P'JIこ転じた後， fJ.ITi能邦説（現姓友杉）がll)J手として加わり，向1rj＇.災害気設部門より

格して助教授となった。なお，工学部，石原（藤〉教授， ｛;j~ll)J教授をちi：任；乙同計｛主義郎教托を研究相当（45年度ま

で）！こ追えて現｛I：己主っている。

本研究部門は洪；J<iiiW＼の実態担保とその水文学的研究キ遂行するとともに，合照的な治水計11!1jや洪永謡部のあり）T

を研究することを自記！としており， とむために下記のような明究を行ない，かつ実施1:1:iである。さらに，昭和40年よ

り始ったユネスコ主催のi司祭水文学十年計測 (IHD）にもi榊~nなに参加し京都大学における研究の中心として活動

している。関連部局および本研究所関連部門との協力の下で，びわ潮流域を対象とした総合的な水文観測事業を強力

るが，本部門でほとくに野洲JII支流に試験地を設け，流出現象に関する実証的観測研究を続ける一方，

河川災害総六芯礎実験施設を使用して1iiUl11シミュレーシ 2 ンの実験的抗究を行ない，それらの組問良IJを確立しつつあ

る。さらに野間JIIおよび愛知川行却こ当たる鈴鹿山脈！？王立でほ災害気候部門と協力して降雨観測を実擁しており， こ

れまで知られていなかった多雨地域を見出し地形の影響も考題して気象状況と の関｛系を指揮

しつつある。以.1：のような継続中の研究も合めて現従つぎのような研究を行なっている。

(1) 降f再現袈；こ関する研究として；ふ降雨の予知，降雨の地域l{J・時間分布特性およびその平均化のスケーノレなどに

ついて検I討しており， ？？をレーダーによる雨量測定！こ関する基｛世的な研究も行なう予定である。

(2) 流出現象に関する研究で｛丸小iriff或の試験地を設け） j清水の損失機構，洪水の発11.：機構，また大河JI!を対象とし

て洪水の介ifitなどについて訴究を行なっており，さるにこの試験地の 1/100の模引を作以；Mtl＇，機構のシミュレー

ション：こ関する水理学的研究を行なっている。

(3）；地下水の水文学的挙動に関する研究で辻，長期間流出成分における河JI！と地下水帯のはの惨；111，渉入の効果と，

雨水の惨透捷椅と地ド ・J＜伎の関係について研究を行なっている。

(4) 流出解ザ？と洪水子知：二i到する研究では，分割モデルを用いた洪水解析を行なう－・）J，通常のHi去をHJいた豪罰と

洪水流出の予知のも：n支について研究を行なっている。

日洪水語部に認する研究では，洪水災占の防御・怪減を目的とし，または自i下jのー…・1¥iSとするダム計；J＜油群の柔軟な

最適操作庁式の/JYI：立のため¢主主礎的な研究として，数f!II,/1-illliiよの一つであるDPを利用することを検芯している。

守fをこの成込と1), 12), （引の成洪を総子干して，気象・水文情報の刻々の増加とともに連忠i:Jt＇；ζ（（；Jに許水泡群の設作

を行なうIJ式を確立するための訴究を行なう。

(6) ;J<収支に関する研究は，洪水をも合めて＊資源開発の水文学i有およひ、討mu学的明究を自（r'.）としており，忠義にほ

fJrT項までのすべてが基礎となるものである。現ι前記のびわ崩流域における観器研究とともに，地下本流出の機
樺および二，三の河川を対象としたUIJl!!Jt!fF 71<の推定法あるいは雨水浸透に関する実証的研究をnなっている。今

その開？去に関して，人文・社会構造との関連をも考えながら，；／j和i学i’i守な研究をも進展させ
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(7) 水文統計とその水工計画への路用研先では，水文現象｛こ舟ぞとする統計法則を理論的，実証的に検討し，河J11 JI・商

－計調高水流量の決定にi察し，関連する諸要因の間のバランスを計るために， OR 的手法・

どを研究しているO 今後以上の研究を継続発畏させるとともに，こうした統計的手法と前項ま

での研究を総合して， 71<系一貫した河川計慣iおよび、治水計目立の基礎理論を確立する。

10. 砂防研究部門

河川災害の防止軽減！と関連する研究は， 民Jj災研究所設立さ当初より，主と

なって進めてきたが，近時のたび兎なる洪水災害において，単［こ／U水だけの被害で；まなし多量の土砂流出にもと

く按， t~：が顕著であることから，この分野の研究を強力に推進する必要性が強調されてきた。昭和40年度に五り， ill

の土砂の！J：誌と流出の現象を究明し，それに起因する災害の防止対策を萌究することを呂的とする砂防研

れた。初年度における研究員の構成は，教授矢野勝正，助教授土屋義人，劫手奥村武信をJ,1'j：任とし，

非常勤講fli!iとして，昭和43年度まで工業教員養成所助教授大間淳之であったが，昭和41年度より，助手道上正規，非

常勤，Ii引iiiとして，昭和43年度まで高瀬信忠（金沢大・工〉助教授を加えた。その後，日日平［142年度！と土屋助教授が工学：

昂へ， ！？ミ村助手が穂高砂時観測明へ配器換となり，助手沢IJ:l:JMll別を専任に，工学部より！？五橋保講師を併任｛こがiえた。

昭和431f度には高橋講師が昇任して助教授となり，沢田助手が権高砂防観測所へ，戸奥村ll)J手が砂防部門へ配置撒とな

り，さらに，角野稔助手が加わった。昭和44年度には角野助手が砕験し，工学部助教授井上頼輝を静任に追jえた。そ

の後，昭和46年度からは矢野教授の定年退官｛こともなって，芦田和児教授が相当することになり， jj:

教授に昇格するとともに研究JEl.当となった。また，大！切手j：立i¥'.:irHkl司教J交を非常勤清志Iiに迎えて現｛I：にヨミっている。

本部門の主たる研究課題の1つであるILi地流域における土砂の生必とi刻:ti1の究明に辻，その実態の観測が必要であ

るので，昭和401f.度に神i品川上流~HWIJII 流域；こ，穂｛：j砂防総開i況を設計して， LU昂流域における出水とそれにともな

う土砂の生産・流出の現地観測を実抱してきたが， n召和42主｛ド二度のIW災Ti庁究所！5f，；属施設としての1守i白!J施行後も密捷なf窃

力のもと｛と観測研

本研$究｝唱P号｛ζおける現手i：の主斐研究課題は次のようである。

(1) 土砂流出に関する研究

IJ二えられた地fl,地形などの条件のもとで，降雨や流出最といった水文条件と土砂流出との関連を究明することを

目的として，現地での観測研究と実験的研究とを進めている。 1i拐の洪水を対象とする持続IIな現地組側は穂高砂防観

測所との協力のもとに行なっているが，その他黒1z.f)}II，有国JI！および比良Jllをモデル流域として，比較的長時間の流

出の研究を行なっている。この研究は芦田，高橋，道上，奥村，大同が犯当している。一方，人工降i清装置を用いた

操地｛三食に関する実験的研究を主として奥村が担当して行なっている。

(2) 土砂輪送に関する研究

湾問および道上は混合砂礁の浮遊および掃討i輪送について，見論！＇ Iヲ，実験的検討を加え，この結栄をもとにして，

報々の境界条件下の河床変動機構を解析している。また，矢野，芦田，高橋，道上らはi奇妙、量測定装授の開発研究を

行なってきており，比較的高性能の装障の試作に成功した。

(3) 土石流に関する研究

土石流は 20°～30° の急こう配の渓流で起り， 下流地帯に重大な災害をもたらすが， 矢野および大同はその発生機
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；詳，非ニュートン流訴えとしての流動機鵠および堆前提講について理論的，実験的に検討を加え，多くの成果を時た。

また，焼岳における頭i虫記！測を大関および見付が分担している。

(4) 洪水流に関する研究

i可j遣を流下する洪水流が碍：々のi可道条｛牛や境界条件：のもとにとる特ば二を票日論（IZJ，実験的に解明した。また，移動床

上における洪水の挙動や洪水時の土砂輸送についても研究している。これらの折究は主として高橋が担当している。

(5) 貯水池の堆砂に関する研究

最近，貯水池が異常な速さで思没して行く関が多く見ちれ，その按砂機増と土砂のrmt定率をiりjらか；こすることが重
要である。流砂および浮流砂による堆抄機構について研究が進められ，堆ftc過程の実用的解軒法も11，られてきている

が描捉係数について辻，まだ不明の点が多いので実験的研究を進めるべく装伐の準｛r/tfrわである。この研究は主として

芦間がれ当している。

(6) 土砂調節｛こ関する研究

土砂災',Jfの防止i淫減対策として砂防ダムが菜泣されるが，その本理機能辻十分に解明されていなし＇ o土砂謁節の機

能を十分に発揮させるためには， どのような締造が最適であるか，貯水池の排砂の開題をも含めて，実験的に究明す

るべく現在準111/f中である。この研究法主として芦田および、高橋が担当する。

11.河川災害研究部門

この部pi主主＊研究所会lj設時に水害i詰禦の総Dfl':1研究を行なうことを印有とし， 「第二部PI]Jの名称で充足した。し

かし，その研究課題ほ側めて広汎にわたり，未解決の開臨も多く，研究組議の拡充がfflJ設当初から要望されていた。

さらに当時，連年のごとく河Jllおよび海岸のえ災害が続き，研究促進北の必要性が高まって，昭和35年に水文学部

門？見36年！こ海芹：災害部門が設問され，本部門誌民381-ド4J1；こ現｛I：の名手i；：こ改正されたc また，昭和38年に内7k災＇；t::

部門同40fJ斗こ砂防部門が設読されたので，従来，本部門でitなってきたこの方面の訴究はそれぞれの部門に引継が

れ，本部門はこれちの11<15t占関｛系の諸部門と密謀な協｝］のもとに河Jll災’書の防止軽減に努めている。

この／lj)fiうの教日定員｛ま（＂jlj設当初］より教夜，助教授， 11)1手それぞれ 11うであって，矢野！！券正教廷がug者126｛！~以来部門

を相当してきたが，民40咋砂苅部門に配託換えとなり，後任として芦田和男助教段が昇格した。；i召f1]45年矢野教段の定

年退行後，芦田教民が砂訪部門をm当し，同46千f.助教授村本帯雄が昇格して現（1:／と云っているO ll~教；受として｛ま，昭

和26:1fから同301fまで知jr/::ijc弘，引続きi心'Lil丹、｛えが拘当したが，足立助教授は同371ドz'iiJ-1騒k学教授に転属し，そり

後i司44"-！さまで非営動議長ijjとして1iW先に協力した。昭和37年から同40年まで芦田和男，引続き間461rf.まで村本語離が助

教設を相当した。助手として法昭和26年から同451,jミまで込立昭－，1九金丸昭治，大同j浮之＇ I日1/:1佑一郎，／；j構｛去がそれ

ぞれ初当し，宇治JII水｝11[実験所助手であった宮井宏，塩入淑史，奈良井諺二が本部門の研究に協力した。昭和461rfよ

り下品栄一助手が；IJ.,11，して，現主に烹っている。以！二ば専任教完であるが，対立当初この部門の併i壬教段であった石

原藤次郎は昭和36年本文学部門に転属し，時時！と第一部門より友近背教授を迎えたが間39.11ミ逝去された。また，会I]立

当初より， ill国彦児教J芝， :7:-1寂安雄11)1教校，奥田節夫助教疫が本部門の非常勤講師を担当した。

本部門の研究はこのように非常に多くの人々によって推進され， 11＜災害を坊Jl二軽減するための某礎が築かれてきた

が，最近10年における研究のうち主なものを挙げると矢野，大関は土石流に関して一連の研究を行ない，土石流の非

ニュートン流体としての特性，土砂流内の組お移動視界などを究明した。また，矢野，芦rn，高橋らは下流端の水｛立
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条件，狭さく部や複断面のような河道条件など積々の境界条件下における洪水流の伝播，変形に関して系統的な研究

を行なった。さらに，ダム堆砂の問題！こ関して矢野，芦田，大同，問中らは基礎実験と多くの実例にもとづいて考察

し，掃流砂および浮流砂形式の堆砂機構を明らかにするとともに実用的解析法を示した。－JS，芦田らは河道断面変
北部の水理特性と河床変動について研究するとともに問中，奈良井と協向して河床形態の統計的構造と抵抗特性の解

明に努めた。また，芦田・道上は浮流砂｛こ関して一連の研究を行ない浮流砂呈と河床変動の機講を究明するとともに

混合砂磁の掃流砂量と河床変動に関する研究をすすめ， ダム下流の河床保下と河床砂の粗粒化現象の解析法を示し

た。さらに，村本らは湾曲部の流れの内部機構を二次流に注目して究明するとともに奇曲部の洗掘過程について考察

した。また，声j日・村本・奈良井らは河道形態と流路変動の問題をとりあげ，蛇行河j立における砂磯堆の特性を実験

ら；検討－するとともに大型水路を用いてj走路変動の実験を行ない，定常流下での蛇行の発生，発達機

構，支：じ走路の形状と形成過程を明ちかにした。

以j：の研究と法行して河JII災古：の調査研究および現地観測を行ない？災害の実態の究明に努めてきた。河川災害の

しては7 昭如38年の京日本の豪雪災害，同39年の新潟地震による河川の被害，同39年， 40年の山陰の 7]<.

lfiJ401ドの曳越災害F 間42千rの羽越水害および商呂本の豪雨災害，同44年の黒部JII災害の実意調査を関連部門と共
同でjtない，河JI！災害の発生要因を分析するとともに災害の防止軽減に対する指針を示した。また， IH D計磁の一

環として，昭和41年より琵琶ー湖大戸JII流域をそデル地区に選び，流域調査および出水時における流水，流Ttl、の観測を

行ない，洪；｝＜.観測手法の！摘発および洪水流の挙動と土砂の流送機構の解明！こ努めてきた。本部門における現；（［の主要

研究課題はつぎのようであるO

(1) 河川環境と の発生機構に関する研究

河川の地域的特性および，河川環境の変化と災百との関連打：を究明jするための研究であって，全悶の一級河口iの資

料をもとにして流域形態， i山首条件，出水周模などを分析し，それらの各条件のf訂正範問と相互関連性および地域的

特色を追求しており，今後，流域開発，河jぎの利用なと、人為的な影響を拙出し，河川災吉：の形態と発生機構を総括的

！こ検討するつもりである。

(2) 河道および河床の形態と変動に関する研究

河；gおよび河床形態に基因する流路の変動過程とその機構を究明するために大型水路を用いた実験を継続してお

り， とくにj走路の拡1j1filおよびj吃行現象！と対する流路条件および流れの非定常性の影響を検討している。また， 黒部

JII，常販寺J11，大和］JIIなどを対象として河床変動の実態｛こ関する研究をすすめているO

(3) 洪水に関する研究

太子:i"Jilをモデル河川に選んで，洪水の実悲観測および流域調査を行ない，洪水の｛え揺および洪水流の内部構造の究

明と洪水観測手法の改良，開発に努めている。この研究は砂防部門と共詞で行なっている。

(4) 河川工作物に関する研究

説得，水flr!Jなと、の治水構造物の規模p 型式，配語：と河道条件との関係を実関資料をもとに検討している。また，河

川堤防の安全性に関して流水による荷j芋の洗肱侵食機構についての研究をすすめている。

(5) 洪水流出および河床変動の相似模型に関する研究

洪水流出および河床変動の模現実験の相似条刊二を明らかにするために，洪水流出に対しては荒川試験地の 1/100, 
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がIT.t末変動については大戸川下流部の1/100と1/500模型を用いて研究をすすめている。なお，洪水流出の模型実験は水

文学部門および宇治JiI ;J＜現実験所と共i苛で行なっている。

12.内水災害研究部門

人郊の大部分が出ー住地と定め，生産：のJ&;としている堤内地には，河川や海岸堤防など外壁ifJ施設が洪本や出掛jなど

によって破壊されることによってもたらされる大災害のほかに，中小河川のはん濫，排本路，下水路かちの越本？地

下水の噴出などによるたんゾk災害が多発し，家屋，農工m可業施設の損傷，所持の減少，南生環境の悪化など，民生上

少なからぬ脅威を与えている。とくに近年は，社会経済の急速な発畏に浮い，都市！お立を中心として丘綾地や｛豆半i患

の開発，宅地，出工業地域化など，いわゆる流域の都市化現象が激しく，堤内地の災：占ポテンシャ jレの様相を著しく

変革しつつある。本部門ほ，こうした堤内地のえk害，すなわち内水災害の防止軽減に関する法踏的研究を推進する話

的で，昭和39年設践されたものである。

この部門の設誼当初は，教授矢野勝.iE（兼缶），助教授j号｝述懐，同盟副7k次および助手大橋h三で出発したが，同39

年 1）」角星劫教授が教授に昇ぼして以来部門担当となっている。問42年槙島肢がll)J手として研究に参加したが， i司43

し3その後｛壬；こi持太去＼5が助手；こなった。また， i司年10):J盟国以J教授が愛媛大

学工学部教授に迎えられて転出し，その後i壬｛こ水文学部門よむ長足正志ll)J教授が配置換えになったa 同45年福島助手

は島民大学農学部へ転出し，同年11月長尾助教授の宇治J11水理実験所への転誌に伴ない，その後｛壬として伺助手が助

教授に昇格した。同46年早瀬古雄が助手に採用された。また愛媛大学盟国教授が向43fTミ12月以来非常勤講師として，

部門研究に参画している。すなわち現在の陣容は角屋教授，間助教筏，宣：国非常勤講師，早磁場手となっている。

本部門の研究は，このように多くの人によって推進されてきたが，これらはいずれも次に示すような一貫した部門

研究主針にしたがって，その一部を分担する形で行なわれてきており，いくつかの有用な成果をあげている。

(1) 内7J<機構｛こ関する研究

(2) 内；J<の7J<J珪に関する研究

(3) 

(4) 扇状地地下水の挙動；こ！裂する研究

(5) 流域都市化に伴う水害ポテンシアノレ変化に関する研究

(6）水工規摸決定の；JI割論的研究

うためには，まず豪雨の流出特性とはん瀧の議中目を明確にする必要があるが， このため部

門剖設以来， モデル流域における観測調査研究に意を注包 淀川水系LU科JiI流域（llB38-), 同大谷川流域（flfl39-

44），同古川流域〈昭40…〉， 佳JIl右文J11小畑JIIJ二流域（昭42-), 天神J11市街地流域（11244-), 横大路低半輪中地域

(fffl41－）および琵晋絹本文；銀側特別事業；こ関連して出川流域（昭41…） などに観JU縮を整端して， 庄畿地， f義平

地，宅地域などにおける流出特’性把握に努めてきた。またこうした研究の一貫として，斜部域の土壌JJ<分の消長と雨

水の挙動の関｛系を追求するため，昭和44年科学研究費の援助をj与てコンクリート裂傾斜ライシメーターを設縮し

礎研究を続けている。こうした観測絹の設描に辻，盟国および角田吉弘技官の業績が大きいが， とくに豪爵ffきの桜測

には全研究室員が常：こ協JJしてあたってきている。

笠i五j，角屋；ま，出科J11流域の流出特？生，とくに下流起の内水の実態を1y3らかにするとともに， この流域の都市化現

集に伴う流出量変化と内水危険度の定量的評舗を試みている。とくに盟国は， この地の流域をも含めて，低入11.:t患の流

出機構の解明に多くの研究成果をあげている。

内＊の水理に関する訴究としては，角麗，今思昭夫，余越正一部らの緩こう配流れについての若干の研究はある

が？ この課題の；まか，樋Fうの，，：，,J<:理！？排水路の徴組土砂本理など，今後研究！こ努めるべき問題が多く残されている。
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大橋は扇状地地下本の平面的解析にいくつかの先駆的研究成果を残い福島は簡単なライシメーターを用いて不能

和浸透の研坑や，角！量と協力して内水排除用ポンプの最適焼模決定法の研究に成巣をあげている。こうした地下水に

関する研究は，現在潤が中心となって進めており，河川構造物の浸透開：題，扇状地地下水の2次元的， 3次元的解析

に，ユニークな研究成栄をあげている。

流域都市北に伴なう流出量ないし水害ポテンシアノレの変化！と関する問題は，現在本部門が最も意を法いでいる課題

であって，角屋，盟国，＼Wd，早瀬などが協同していくつかの成果をあげてきている。

長）も角屋は，水工計画iの基践となる；J＜.文量の二変数統計的手法が，正規分布｛乙立脚している不備を改善するた

め，ニ変数ガンマ分布，特に指数分布理論の開発とその応用について，きわめて先駆的な研究を行なってきた。前述

の角！品福島らの研究もあるが，水工計画規模の最適決定法についての研究はまだ十分ではなし今後の大きな課題

のーっと考えられる。

13. 海岸災害研究部門

この部門はi：当期・津波・潮汐その｛也の本位変動とか，波浪・流れおよび漂砂・海浜変形など海岸における各種の水

Jill現象によって起こる海岸災害を防止軽減するための研究を行なうものである。

したのは，昭和22年鳥取県海岸の漂砂問題について調査研究を始めたときと考え

られるが？その後泉南海岸侵金融査が行なわれ，また昭和25年9月のジエーン台風によって大阪市内がj¥;;j織による大

被害をこうむったこととあいまって，昭和26年に設置された防災研究所では，大i授I!il~frIT J 11をそ上する雨期の模！忠実

験を開始した。昭和29年9J:Jには， 13日－台風！とよって，愛知，三ill；海岸が｛：j長男による大きな被安をうけ， これを契機

として海岸堤防に関する研究が始められた。これと同時に漂砂や海岸侵食に関する各部：の：排査研究が進められ，また

潮流に関する模型実験や如水交流の粥査も災施された。

-Js.米閣においては昭和2&i::fCouncil on Wave Researchが第l恒iの CoastalEngineering の会議をも

ち，国際的な会議へと発展していく第1歩をふみ出したが，昨年ワシントン市での第12国の会議をへて，ちょうど20

年にあたる。わが国でもこうした海岸工学に関する講演会をもとうとする機運が高まり，石原！保次郎の努力によって

flllfii29年11月第11日iの研究発表会が開催され，以来第18＠！ζ及んでいる。

うした時期；乙昭和34年9月伊勢湾台拡が来襲し？ .,l：込こした

のである。当研究所としては中J主その調査班を組識し？水災害関係では矢野勝正が中心となワ，海岸災害の実態究1y1

とJJi訟の解析に努）Jした。その翌年5月南アメリカ西岸で起ったチワ地震による津波の来襲によって，わが閣の太平

洋岸荘地で大きな被害をうけた。伊勢湾台風につづくこのような海岸災害の頻発にかんがみて，昭和36年海岸災害部

¥lljが新設され，教授岩国雄一，助教授土屋義人，助手柿沼忠男および井上雅夫が専ほとして，また｛九千壬として教授速

水頒－11[5（理）？山田彦児（工〉，助教授爵司秀明（理），非常勤講師として助教J卦基本亨（徳島大，工）の協）Jをえて，

耀工学的協同研究を強力に推進し始めた。

部門の新設とともに，岩垣，宇治Ji¥;J<理実験所の助教授樋口IVEI:::，土屋，柿沼および井上らが1:¥J心となり，特別事

業として海岸波浪の予知広関する研究を強力に推進し，秋田海岸をはじめとして，泉南海岸：，皆±海岸および大潟海

岸などわが盟各地の海岸における波浪の現地観測を実施し，海底摩擦係数の推定を試み，波浪予知法の確立を試みる

とともに，波高減衰に関する基踏研究を実施したことは特記すべきことといえよう。国司は風波の発生発速に関する

研究を実施するとともに， 海水交流の研究を実施した。岩塩？ 土）議， j'I二上らは昭和36年新設の記述風絹；J<.槽を用い

て，海岸堤防の越波に及ぼす風の影響を各地の護岸や堤防の模型実験を含めて系統的に実施して，わがi認の海岸堤防

の設計に大きく寄思してきた。岩屋，柿紹らは大潟海岸をはじめとする各地の海岸におげる波浪の観測記録を電子計
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算機や河波数分析器を用いて解析し波浪の非線形性と変形特性の解明に努めた。昭和40年より大潟海岸で海岸波浪

の現地観測を実擁するとともに， 漂砂や海岸変形の錦査を推進してきたが， 昭和43年4月附属施設として認められ

た。高潮および津波の研究においては， LU田， i南部浮ーら辻浅水煙論に基づいてぬー潮の変形とくに海底地影による共

振特性を理論的に究明し，また岩塩および宇治J11 ;J<.理実験所のli)J手中村重久ちは大阪＂ FIT内向J11への高額！のそ上実験を

実施するとともに，井上と協力し・て高潮＊門｛こ磁く波！王む実験を行なった。また，岩j乱土屋および中村は高知；さにお

ける津波の変形を新設の津波高期発生装濯を用いて，実験的に究明した。潮流に関する研究では，岩出および語口が

昭和36年伊勢湾の高潮防波堤に関する水理模型実験につづいて，有明海などとついて主として潮流と海水交流に関す

る研究を実施したが，昭和41年災寄気｛長部門の新設にともなって樋口は同部門へ配控換となった。一方，漂砂に関連

する研究で辻，岩塩および土麗は混合砂れきの流送機構や昂所洗掘に関する研究を行ない，昭和40年砂崩部門の新設

にあたり，土屋は配置換となり？後i壬として助教授野田英明を迎え，岩垣とともに漂砂および海浜変形の研究を実施

した。昭和41年9月柿沼は立命館大学助教設として，また昭和43年3｝」3i二上は関西大学講師として出向し，後任とし

て紹手rl41年11月劫手石IJ刊誌昭和43年4月劫手村上仁士および木村晃が新任し，柿沼は非常勤講師となり， u在約J42fド

10月工学部助教授土麗が併佳となった。昭和43年7月岩垣は工学部へ記rn霊換となり，後任として間年10月土展が配置

に昇格した。昭和43年4月石関は工学部へ，つづいて昭和44年4月村上が工学部へ，中村はi司部門へ配置換となり，

換となり教授また助手山口正隆が就任し，木村辻同年3月辞職した。昭和45年海岸波浪シミュレーターが新設され，

る実験的研究が強力；こ推進されるようになった。昭和45年1n野田は鳥取大学教
授に昇格記龍換となった。また，白浜海象観澱所および大潟波浪観測所の整硝拡充；こともなって，災害気｛民主，srうなど
との協同研究を実施しつつあるが，現在行なっている主要な研究課題はつぎのようであるO

(1) 海岸波浪の特性と予知に関する研究

海岸波浪の特性を究明し，その予知法を確立するために，外洋および海岸における台鼠時および季節嵐H寺の現地組

関と新設の海岸波浪シミュレーターやE乱調水槽を用いて風波む発達・変形過翠を研究する一方，

5廷の究明とともに，長期Ml予調法の｛確立をはかる。 ζ の研究は，同部門会員のほか災害気｛岐部門および11l~観関所の協

力によって実施している。

(2) よび津波に関する研究

！；ミ瀞jや津波のような長期波の湾内における挙動を究明するために＇ ;J<J11l模型実験および数理模型実験によって実施

しており，主として岩国，土屋および中村がお－主している。

(3) 沿岸流および潮流に関する研究

環境変化に基づく沿岸流や潮流の変化および、海岸授食機構を解明するために，災害気候部門の協力！とよって，海水

交流や拡散に関する実験および現地謡査を実施するとともに， j合岸流の観測といそ波帯のdrtれに関する理論を！民IJHす

る。

(4) に関する研究

海岸堤防， るもので，風波および斜め入射波による場合を現地観

測をも実施して調べるとともに，異常波浪時において越波を最も少なくするような堤防の形状についても研究を進め

る。これほ，主として土屋，山口および宇治JII水盟実験所の場手芝野照夫与が担当している。



54 
め
山
例
。キ

(5) 海中構造物に関する研究

時造物に作用する波i王および波力を深海および浅海領域を含めて，構造物による波の分散を考慮した理論の展開と

ともに広範rmな実験や観測を行なって研・究し， また海1=t:1構造物の動的挙動をIYJちかにする。これは，土産および山口

が；:!:J.3している。

(6) 漂砂・飛砂および海岸侵食に関する研究

嵐波！とよる海浜変形｝沿岸mtと沿岸漂砂量，飛l沙力学など基礎的関題の究明とと

も出現地謝査を主砲して両者の関係を追求し，顔境変化による広域i’！なな海浜変形の水理模型と数値模担の確立を試

みようとしており，上嵐および芝野らが担当している。このために，扇形波浪平面水槽を新設中である。

以上のように， この部flうではかなり広範聞な研究を理論，実験および現地観測によって活発に進めているが，海岸

与の防止経減の研究を完全に実施していくためには，なお多くの課題を取りあげるべきである。とくに，高潮・津

波などl~J.1,Jj出波による海岸災害を系統的に研究するとともに，環境変化に法づく沿岸海洋における海訣の変動をfgli{IYj

してlJt占の防止軽減に努めるべきである。

14.地盤災害研究部門

地盤は社会活動の込場であるが？わが閣は国土が狭いょに山地が多く？ しかも浅された平地の多くは河口准街地帯

に発達しているためとりわ；ア軟弱なところが多い。いきおいi茸土の111UG，交通路の普及には山地のl:}ltlJi告を余儀なくさ

れ｝また都市や工業地帯の発ILおこは軟泌！1:支店地の？i5JIJにまたねばなちず， これらにともなう地変や災害がきわめて多

い。ゆえに地盤に関する研究とその成果の現地への活用は主要かっ緊急を；要する課題である。このような観点から，

本部門は地盤自体の災害ならびに地表・地下端造物の地盤からうける災害の防・止軽減に関する研究部門として昭和37

年HJに設置された。本部門の研究範問は非常に広く多岐にわたるが，特に重要な研究課題として地盤認下・軟弱地

離にある構造物災害，急傾斜地における災害などに対する妨止・軽減のための研究ιそれら研究の革路であ
－毛f4lの物性の研究が進められている。

本部門の組識として拭，その新設にあたり教授村山掛郎が地すべり部門からi低じて担当し現在に亙っている。助教

授としては，昭和37年に柴i士i徹が庄命されたが，同41年工学部に配置換えとなり，ついで昭和41:tfよち八木則男が昇

格して助教授となり現伝に及んでいる。助手は？昭和37年から向39年まで松尾稔，昭和38{fから同41年まで八木， fl?:3

布]39年かち同43年までi陸部大j試，昭和42年から同46年まで栗原則夫，昭和45年から！司46年まで:tiJl二義IYjがそれぞれ担

し， 現在松岡元が担当している。松尾は昭和39年工学部講師に配置換えとなり， ii岳部は昭和43年同1]"-i大学助教授

に転属している。また理学部教授松下進は併託教授として創設かち n召手JJ41年 3 月末まで，また工学部教授f-ft.1i~i尚見は

昭和41年5月から同42年3月までのi習の研究担当に引きつづき昭和42年4月から同43年3月末まで併正教授として本

当日刊に協力している。研究担当としては工学部教授赤井浩一が昭和41年5月から，理学部教授q:iれ去二が昭和426：ド2

月からそれぞれ説｛±Iこ~るまで協力している。また外出入研究員としては，アメザカ合衆国プリンストン大学準教授

Ahmet S. Cakmakが昭和45年7illO日から間46年6月30日まで土の物性とレオロジー的挙動に関する研究のため

に？またオーストリア国グラーツ工科大学助教授 RolfWiderhoferが昭和46年HJ1 Elから同年9月15日まで地中

土圧に関する研究のため村山のもとで共同研究を行なった。

本部門の将来構想について述べれば，土や岩石の力学特性に関する基礎研究をさらに推し進払地撃のおかれる各

種の状況や条内二をiH釦こ計測して，基礎研究の成果を実際の地盤に適用し？ より適［龍三災害の予知とその防止・経減
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をすることであろう。また急践斜地にまで関ずさの手が延：まされつつあるため，それにともなう災害もネi曽している。

本部門が最初にとりあげた地盤完下の問先は致多くの成込をあげ？すでに大riむITの地盤沈下にみられるように研究成

呆の適用が沈下時止に寄与しているものもあるが， 千没索i¥iによる；二L銭斜地崩壊， rlJ地崩壊，あるいは堤初崩壊など

のような土や岩石からなる斜面に関する地盤災古もより深くi討究すべき主主：な認起であろう。地盤災害の特徴は地盤

をj完成する土，岩石の物性が複雑な上：こ災＇.di：の充生！護法がきわめて多主主？としているため？綿々の研究を発畏させると

もに，それらを有機的：こ結合して災害防止にあたることが必要であるO ;¥fffSflEJで現在りなっている研究課題を次；こ

略述する。

(1) レオロジ

粘土のクワープ，応力緩和？ クワーフ。敏J≫:I, ?Jul度予言j洪等についてのは汎な訴究が本部門の主要研究テーマとして長

く受け継がれ，その成果は広く海外からも在呂されている。この分野で辻各誌の実験的(ilf究ととも；こ，土粒子の移動

,i/1.,J訟に対する時；率論的理論や粘~·li注JlJi；治；ゴifづいた研究が進められている。

(2) 砂の応力

{i:P、のr，志）j一変形特性をW1U1Jjするため？本部門で；討重々の試験i去によって洋語llな実験データが蓄額されてきたが，

Hその思議的解明も行なわれすでに砂をランダムな位fの架合体とみなし路率論的に考察することによって，一銭的

；こ応）J－ひずみ関誌が議導されている。また，砂の2？）くj亡Jモデルとみなした金属捧のせん断試験によってせん断機構
の徴説的観点かるの解明もりない，土の応力一ひずみi謡揺をその粒子構造の変｛七から誘導する試みもなされている。

(3) の研究

ことの物性の研究としてはやくより振動荷重による土の動的特性の研究がなされてきたが，昭和39年に新らたな振動

三lf4l！試験機の試作；こ成功し尖殺に洪するとともに，粘土の£Mlヲ特性を説［1¥'J.粘伴l主主主論をt&i琵；こして浬論的；こ説明する

とも試みられた。なお土の動虫学的ii]l：究は：；討震基礎的巧の明究にも必要であるので，昭和42年6月間部門の設立後

；主主としてi前震基礎部門と協力して行なっている。

(4) の力

地盤斜riliやま；・W霊山空／lri］の崩j哀のような劣弱訂盤；こおける災：占！こ対して1-':i＇盤の強疫推定のために，超音波速度試験に

よって岩イj1hの5草花波の波動｛ぷ括速[t，特；こ横波j主変と強度特性との組関；tが実験的；司会社されている。また，成！爵

?f盤の事：lrfli崩壊や 1J~ 部崩壊のメカニズムが模型ブロックをj百 l ＼た実験によって考案された。

(5) 地盤沈下に関する

地殻沈下のJJ五日出立地ドぷの過射場4えによる被任者本討の水ff｛長…ドのために起る若い粘土居の！王密が大きな原因と

されてきた。しかし！と密の進んだ洪訟h"¥i：枯上の淀川寺当日:i1J<JE変動による砂崩む沈下など未解な点が少くないので，

このはの状況を右内実験やJIJl,i[ui'iヲ診察から解明する/Uf究がJよみられてし1る。

(6) 地中 告〉 る研究

トンネノレのような地中空{!ii]の：主主解析のため＇t'ILi的地1L1，砂丘土的地d-1，結性土的地山；こ）dJIJし，それちのうち代

表的な成弱地盤， rt丘ことおよび結注土よりなるi志向ijJの空litl：こ対する作用土！との充生築構の解明jと空絹掘削による地
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表面沈下のメカニズムについて究明している。一方，新ちたなトンネル文保工に作用する土圧の現場測定法を提案し

たが， この方法によれば従来の方法よりも良好な結果を得られるようになった。

15.耐震基礎研究部門

わが国は都市－ゃ工業施設を， j中接地や埋立地などの軟弱地建上に建設せざるをえない宿命を負わされているので，

耐震的に適切な配慮を欠くと地盤の軟弱さに基罰する震寄を招くことは， 1964年主！？潟地震の経験によっても明ちかで

ある。ところが従来の耐震工学研究の主流は，構造物錨体にその重点が置かれていたために，基礎措造や周辺地盤託

ついては，その重要性を認めながらも採り上げちれる機会が比較的少なかったように見受けられる。

のような実情にかんがみ， iヨ本学術会議では昭手1:J3S年11月および昭和40年6月に「耐震工学研究の強化拡充に関

劫告Jならびに子要望Jを政治：；こ提／L'iし，その中で大学附置研究所に構造恭礎耐震工学部門を増設し，構造物の

磁緩）il礎に関する理論および設計j去をfiff究する必要のあることを強調した。すなわち軟弱地盤の土質動力学的研究？

議践と地盤の動的相互作用の究明を通じて，総合的な耐震恕論の体系化をはかるとともに，地盤調査法や耐震化工法

の出先， あるいは盛土， 地下理設構造に対する合理的な耐震設計法を樹立することが急務とされるに主ったのであ

本部門は以上のような要望を背景として，昭和42年6月に設置されたが，以来土質力学3 基機工学，措造工学の各

分野における知識を基盤としてよ記自的の達成に努めている。またテーマによっては？地盤災害その他の関連部門と

の密接な連繋のもと，成巣を挙げるべく強力に研究を進めている。

研究員の構成は，教；受柴問徹，助教授ニヒIi皮窟；三， ll)J手Ill河勝一，；fi黒良犬をもって充足し，。H壬教授として後藤尚

男がこれに協）Jしている。その後， ll)J手付友治が加わったがJ111崎製鉄に転出し，またIll河も大阪泊：；こ転i'l'1したので出

る。なお土111支はII甘利451HOJJより約 11iド！日！？ カナダiドiブりティッシュ・コロン

した。

次に現在の主な研究課題について述べる。

(1) 土の動力学的研究

地盤や，構造物・地盤系の地震!I寺応答を求めるために必裂な土の動的弾性係数，粘性係数あるいは動態II寺の土の応

力・ひずみ関係，動的強ls[などの実験的研究と相まって，ニi二のレオロジー特性に基づくよ望論的iiff究を進めている。

(2) 地盤の液状化に関する研究

飽和した砂地盤の液状化については，その発生機構，彰饗する諸関子が次第に切らかになってきたので？大阪市と

そのJi,J辺の埋立造成地盤を例にとって，強震時に液状化発生の可能性を検討・吟味している。

(3) 構造物と地盤相互作用に関する研究

地盤の不均一性ならびに非線形性を考慮してその振動解析を行ない，動1＇（］性状を明らかにする一方，地中構造物や

基礎におよほす諸国子の影響を評備している。

(4) 地盤中の波動伝播に関する研究

地震特における表層地盤の振動特性を明ちかにするためには？その波動伝播速度と地盤の力学定数の関係が必要に

なるO このような観点かふ地盤の不均質性ならびに非線形性を考慮して伝播速度の表示式を理論的に求め，主i、質土

と粘性土を対象として理論の妥当性を検証している。
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(5) 基礎の地震時支持力に関する研究

地震i時における基礎の文持力は，静態i時と同様に，地盤の破＇：壊と いう条｛牛かち定めら

れる。このうち，沈下に認して辻地盤挙動の）J学モデルによるシミュレーシ吉ン，動的支持力部数？

などを謝べている。

16.地形土じよう災害研究部門

ょを？診を議成する土壌の変質・移動；こともなう災害の予知ならびに防止軽域に関するli)f究を対

象として，昭和38年に新設された。

わが国における地形構成の複雑さは，土壌分布の特異性，多ii疫'f:1と杷まって，さまざまな影態の と

なっている。これちの災害発生掠留を解明し，有効な対策を樹立するためには，従来の記述的，地理的な地形学の総

点と異な川現象のプロセスの追究に重点をおいた徴続的，物理的な組点；こ立って域！？巴変fヒの法兵lj性を求め， これと

災害発生とを関連して考察する態度が必要である。

このような新ちしい立場からの研究は現存の関連部門の協力によって部分的には進められていたが，速水額一郎教

授（併｛壬〉は独立した部門で積極的託研究を進展させるために本部門のfi!J設に努力し，

として，呉国節夫助教授，鳴尾義i堀江主教反，！九四一夫劫手とともに新部門での研究を始めた。

その後昭和39年広史EEiは昇諮して主任教授となり，さらに金成誠一助手を加えて研究態勢を整えたが，速水は1）［：／壬

教授として昭和41年3J:J定年退官までひきつずいて部門の研究推進！と貢献した。

本部門の研究対象は上述の目的にかんがみ，｛出の研究分野と協力 く，他部門議庫

との協力が震立さであるが， とくに地球J化学的手法については昭和41年～43年度にわたって北野康（名言屋大学理学部

教授〉；乙また災害地質学的手法については昭和46年度に藤田和夫（大販TIT立大学理学部教授）にそれぞれ非常勤講

師として特別な協々を向いでいる。

さらに堆積学，湖沼学の立場かちも地形変遷の研究を進めるために昭和41年度より堀江iE治（大津臨湖実験所助教

授）を砕任助教授として協力を求めている。

現在の主要な研究課題および将来の構想はつぎのように要約される。

(1) 風化，侵食過程と崩かい災害

！試ft, f:三食の過程は斜面地形の交遊をもたちし崩かい災害に深し＼関連があるO

福！る，北野は：761品辛；（Jffil化の物.t!IL (I::学的研究を進め，奥出， 北野， 奥西は山地， 渓流を対象として徴地形， 水収

支，ノk笠分:flIと｛え食，！括かいの関連を調べた。

さち；こ突出は地部門と協力して土石流現象の総合的社側システムのBfJ31さにあたり，福尾は斜面における地下水活動

と崩かいのJ:lfi論的解析を進め，史認：ま禿しゃj告の地形！'11-J特性の研究を進めている。

将米掛かい地を対訣とした行行のだf1'L'i；た験，災主地質的観点からi析語系の発述を考慮した徴地）長変化の研究，扇状

地にお：アる土石流の運動の解明がilhiliiされている。

(2) 堆積過程と水成地形

わが留では湖沼，貯水砲の堆積速度辻諾外国：こくらべて異常に速く，顕著な水成地形変動とこれに関連した諸災害

をもたらしている。
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金成｛ま堆詰環境の測定｛こ必妥・な本中郷器の開発，びわ湖における樹流，内部波の観測と解析，湖内デルタの発述過

翠を研究し，突出は児島人造搬などとくに密度成層の強い Estuaryでの堆積現象の研究を行なっているO

また堀江は湖底からのコアボーリング資料にもとづいて堆積環境，湖盆形態の変遷を調べている。

密度成麗および三次元的7}(.J底地形を考慮、したj荘積過程のシミュレーション手法の確立，本質， j立質の＋1jJi.関連性を

含めた物質循環系の解明が将来の課題である。

(3) 土の物理学的研究（SoilPhysics) 

土壌の物性とその変化を支配する国子の関保を1y3ちかどすることは土の変質，移動の研究に必要な課題である。福

j自立凍上現象凍土の物；主に関連して母温における水の相変化，崩変変化；こともなう水の移動，土の塑性変形の研究

を行ない，また被正帯；J<J唱の変）払粘土粒子のi段着；J<に対する研究を進めている。

また奥西は不飽和帯の土壌水分の測定法，水分移動のメカニズムを研究している。

これらの研究は将来，地下；Jく流動の人為的調節，土壌物性の変化，またその抑制などに手Ij舟できるJiJ能性があり，

海岸における塩害， iJJ複斜面の地ド；j(集中による崩かいなど、の防止に関連してーそうの進展が期待される。

(4) 効果的利用

空中写真が野外調査に有効であること辻よく知られているが， とくに災害科学の研究資料として積極的に利用する

ためには，特殊な白山こ応、じた撮影法（地上i'L体撮影をふくむ）， l,gj ｛じ表現法の開発が必要であるO 奥田は横山Mtニ

技官とともに従来の災害写真の蒐集， 怒理の）j法の合理化， あるいは撮影法の改良をこころみて来たが， 1ftt人飛行

機，気球による特殊撮影法，赤外カラー，主主映像写真の災害調査への￥／th括的利用，写真情報副主化，数｛直化とコンビ

ューター系との関連について研究を計倒している。

17.地すべり研究部門

本部門は， i告すべり・山崩れなと、の山地災害の発生機構，災害の形態なちびに災害防止対策を究明することを自的

とするもので，基礎的研究問題としては，丘綾・ 111腹土塊の地すべり・崩壊機構，斜面安定見及｛ます地下；J<の影響，

どがあげられ， これちの研究成果を地すべり地の謡査法・防止工法に適用する

ことを目的として，昭和34年4J=J設置された。地すべり・山崩れの発生は， i五畑の壊滅を招来し，河道の閉塞や，鉄

道・道路を臨書することがしばしば生じ，時には多数の人的損失を招いており？その(iJf究範i現も非常に広いが，特：こ

重要なものとして，地すべり防止工法， i告すべり機構および＼予知｛こ関する研究と，それちの基！礎研究である土の物性

．基岩嵐｛ヒの研究を進めている。

これちの研究は，本部門設置以前からりなわれており，佐々恵三教授辻，山口真一，；：；；jI五理夫らとともに，地球物

理学を地すべり研究に適期し？地下構造探査法・土の物性研究を行ない，さちに降雨と移動の関係を切らかにした。

松下進教授は地震学的見地から研究を行ない，村山耕去IS教授・点Jj：浩一lJJJ教授は土質力学的見主IQかちその発生機構や

賠止対策を研究した。

本部門の組織；まその新設にあたり，村山教授，赤井助教授が工学部より専任として転じ，研究を付なった。その後

亦井は転じ柴田徹助教佼・松凶輝昌助手・経おk..11＼長ll)J手が話した。付11J.柴田らはその後地盤災害部門に転じ，昭

和37年4月佐々教授（併jf）.高田（理〉助教授・史西一夫ll)J手・官沢保助手が地球物理学的手法を用いて研究を促進し

た。昭和38年4J=Jからは山口教授が引き継いて研究をけなってきた。高田（理）・奥西・古沢はその後他部門に転じ，

40年4月以後i諸問雄次が助教授に昇告し，助手としては竹内篤雄，古谷尊彦，中Jil鮮がそれぞれ担当して訴究を進め

てきたがI 46年3月山口教授を り部門主任代fl立に，島過保が
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地震動部門より記冨：換となり，地すべり部門助教授をfEl.~11することになった。また湊元光春が非常勤講師として当部

門研究のために協力している。

本部門で行なっている研究のうちおもなものについて略記すると次のようである。村山らは，地すべり層；こrm際7l<
庄の故念を導入して，その増加乙よる流れすべりを1寵かめ地すべり機構の解明を行ない，さらに土の電気化学的問結

法による防止工法を現地に適吊して多大の成果を収めた。佐々ちは土むすべり移動と降雨地下水位の関係を解明し地

下構造の調査法を発展させた。高田（頭〉は地すべり地の前駆現象を伸縮iii'の変化からとらえ，予知研究に足跡を残し

た。 ii~ 口は地すべ vJ 粘土の物tLI：を解明し，安定計算を行なう基礎研究を行ない，さらに湊元（光〉と共に地中内部ひず

み討を考案し，すべり市の測定法を手掛けた。この方法に基づいた地中土塊の移動議mと予知に関する研究はその後
も山口 e高田・竹内等により引続き行われた。現イI:（ま烏・竹内・ 1:j:iJIIらが地中内部ひずみ計の改良について研究に者

している。高田（球〉ほi傾斜；n-の予知への適誌についての研究に足跡を残した。！日：j[El.竹内は電気探究の地すべり地

かなりの成果を挙げている。 1J1 口・ T~1Il ・竹内・中 J11らは地すべり発生機構を解

明するための基本（（］な研究である地盤菰｛ヒ度の研究を担竺iし，気象の変化，

京都して，そのn文京を発表してきた。出・竹内は試験地すべりlむを選定し｛申請百三I・，額斜ill・，地中内部ひずみ.n等に
ついての適応性についての再検討ーに者手している。ノ庁内｛土地説分布測定による地下水流！慌の探交の可能性について研

究を進めているな 1j:iJ1日土地すべ；〕， iLt くずれ発生地の地婚について構造，力学的強度，思｛ヒ状態を知る自 fl＼｝で ~ll{性波

をfl]Jljする探査i去について研究をおこない，また， i世すべり， 1L1くずれの前駆的現象及び地下水の挙動を調べるため

、で”量、“？ して研究をおこなっている。昆は地盤議査法によって得られた地盤の地質的？物理的特性に

ついての資料に基づいて，地すべり土塊移動の条件・様j刊こ関する力学的研究をiJなっている。

I Li口・r:irn・竹内は諸外i立についても謂査を行ない，わが［RIの地すべりとの比較研究を行い地すべりの特性を対比
し，地すべりの地質的宗国と誘因について特長と地すべり発生機講の特異，-flj：について折究を：行なった。

現在：の.：：tな研究課題を要約すると，（1）；むすべりの京国と誘因；こ関する訴究，（2）移動機構；こ関する研究，（3）地すべり

地調子立法；こ関する研究，（4）地すべり予知・防止工法に関する研究に分類できる。

18.宇治J11水理実験所

宇治JiI水J1fl実験所；主主としで本と二とに関する災害研究の実験場として，昭和27年発足以来，；迩設新営費，校費，科

学研究費，その佐によって実験研究擁設の拡充樫Wlが行なわれてきた。とく詑昭和39年度より 4カ年計部で行なわれ

て，実験所敷地が約6万nfに広がるとともに，河川災害に関する実験施設

が系統的に摂儲されたのである。また昭開441rf.9丹には京都で開かれた第13西国際水斑学会議に離しては約100名の

外人研究者が克学に訪ずれ，名実ともにこの分野における！！上界的実験所として発授しつつある。なお，昭和45年宇治

情1A.Jに研究所本館が竣工したので，註来本実験所で研究を行－なっていた災主：気候.Jk文学・1昔、紡・河）II災害・内水災

害・海岸災吉・地盤決J主・耐震）＼ti述の8研究部門が移転したが，現あ実験所は宇治J1171<:flll実験所研究員，並びに＿L

記長部門の師究員によって共罰利用され， れている。

この間 昭和391:r.度より締究所の的民砲設として正式に認められ， 初代掩設長｛ζ矢野勝正教授が就在した。つい

で， 41年2月よりはよ元J-iJ1朔！！出教授， 43年2月より再び、矢野教授が施設長に就任したが，同年5月矢野教授が所長とな

ちれたので，村山教授が再度抱設長；こ就｛壬.45年3丹までの11もいわゆる大学紛争で問題の多い時期であった。その

後初年4月石原安維教授が施設長に就任したが， 46年度より助教授振替えで教授の定員が認められたので，

教授がその正に九り，さらに46年度より工学部岩｛主義朗教授を研究担当として連え現在に至っている。昭和28年より



60 

宇治JIi水理実験所位置[ZJ

写真－2.6 宇治JII水梨実験所全景
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1. 河川実験施設 20. ライシメーター 31. 
2.小長水路実験施設 21. 第 2 港湾模~tl実験施設 32. 
3.長水路実験施設 22. 波正実験施設 33. 
4.第1港湾模型実験施設 23.洪水流実験装汽 34. 
5. 海洋河口実験施設 24. 河川災害総合基礎実験施設 35.
6. 持Jll小実験場 25. R Iトレーサー実験施設
7.実験用砂処理袋詰 26.地盤沈下実験施設
8.斜面流出実験装置 27. 180°轡曲水路
9. 7民兵実験扇形水槽 28. 河川構造物模型実験水路
10.波浪革路実験長水槽 29. 流砂基礎実験用問管路
11.高速風洞水槽 30. 2次j己実験水路
12. ドーナツ型E託料水摺
13. 内水実験雄設
14. 50 cm幅基礎実験水路
15. 地下水実験装1i•'i:
16.小J¥:'J.ライシメーター
17.循環式流砂実験水路
18. 曲線ifit実験装註
19.気象観測施設
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写n-2.1 荒川 i~cil '1 試験j也

写冥－2.9 河川災’占：総ィーはIど礎実験施設内コン ク

リー ト水路（自由蛇行の実験「｜コ〉

写真一2.11 斜面流i'IJ実験問ライシメ ータ

写真 2. 12 RIトレーサ一実験施設

~Tr 2. 8 ；｛｛川ifiUl11試験地の1/100模別

ヰ立－2.10 斜而流11!'1；！ミ験装iTi:

写n-2.13 洪木流実験装i1I:



18.宇治 川 7],:Pl［実験所 63 

昭和35年ーまで，)J..'. if.IT円、，，：，亦n-;;ii., li原宏LJt,Htイ（ .l／がIll｛（（欠llJJ教伐を封jめ，昭和36作度には灼尾II主，樋口lリJtl：の2

十！が助教段であった。その後，38iJ'.f<1 I重助教授が1J'l;J，災吉部門に配向換えになり，その後任となった村本鼎雄助教授

は40年河川災宮部門に属した。 41年樋口助教反は災’占：気候部門に配ii'i：換えとなり？後任！と余越正一郎が昇任した。 44

年中川助教反が工ヤ：部へ教段として内山内換えになり，後任に了ヴ：部よりノト本，，＿g.(ili助教｛交が配i？／；換えになった。 45年余

越助教段が信州大学に転任し， 長／-cu~志教段が内；｝（災左；·司~門より転居した。

-ff，昭和135年以前には同司禿IVJ，戸j）長｜佳，野川英IVJが順次助手を勤めたが，｜！日和36年以降の移動はつぎのようで

ある。芹同幸三が34年 4刀から38年3刀まで， ／トj己nti）；が35イr4Jjから381r-j.C:5 Flまで？西勝也が36年 4刀から411rr3 

刀まで，宵JI・・宏が38作 4J=lから利作3刀まで7 余I越正一郎が38作5JJから411ド3）］まで，lh村屯久が38'rド4J jから44

作 3 )3 まで，谷泰雄が3~1て 4)Jから44イド 3｝－］まで3 出入淑！とが42年 4t.Jから京年3)Jまで，奈良JI：修二が44'rf4 )Jよ

り顎年12月まで勤めており，現（1：は，宇民正が41作 4刀から，J：野鉄男が44年 4！］から，芝野照夫が46{]'.4 Jlから：:/iJJ

巧：（£ 2. 14 曲線流：t話会主t1i''i:

'lJt¥-2. 16 ドーナツ担風洞；］，糟（浅｛rij:波模

J1<J実験装rri:)

勺：l¥ 2. 15 tH!f了l;)']ifij模J¥<J_(111心郎〉

抗している。

イ＜k験！日立研究所におけるほl係川先1司5111］と緊密な｜市ノJ

ドに，；］＜と仁に限，jj主する災：主：J：｝」訟について広範な’よ験

研究を’＇khtしわが1i:1におけるこの分針の研究の指導（i'-J

な役；＇ilJを以してきている。これらの研究のFlt'，＇！について

は， 関係，－~sr1Jの J｝＇（で述べられているので， jスドゴJ験19rliJf­

究liを111むとしてjJなっている川先について述べる。

過去lOif'.lnJ,ifiJJI Ii九 ihfi¥¥rnmr1Jff, 1J,Jつ！椛造物な

どに限｜する数多くの；J,Jll［問題の｛引先をilーなってきたが，

その同出は側々の災古引等とというより，災；Ii：に密接な／.KJll！）：｝」象の実験研究に必'};Jな測一日日の，rn花と村If以1/tなどのfq平明で

ある。現了l：の－1－－.裂な研究課題はつぎのようである。

tl) ;],Pl!.実験装i？，：の什PH化の！引先では1比W:,水1立て干の；l;ll泊jl)J].:1にをどのようにすれば，尖験-0,,!象にj［い収容とがjl｝現

甘さるか1また~＼＼ i.武装目や実験水路の特性先IVJ などを fJーなう。

(2) 制｜似11t?と関する研究では，水｝＂［！模J¥<J実験において本1；：現象を究｜リlする際の村l似↑'I=.を似，：rr：するための条f十を｜リjら

かにするとともに， scale effectsを＇I－：ずる原肉を先iリjする。

(3) ;j<.Jll[実験用 I汁測慌のIJ日発研究で－は，超音波， R I，屯｛滋波写を利川したが「しい担！Jr,誌の｜泊先や測；と）j法の改良な

どを行なう。

(4) ;J,J-lli測；と慌の法隔日動；!;I] 日Tl:Kfi".-tの IJM 免研究では，測定されたデー タの法隔記諒やデー タ処理などのノJ法のIJI~先
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を行なう。

(5）水理計測器の検定では既存の測器や新しく開発した測器の検定を行なう。

(6）洪水・高織のシミュレーシ吉ンの研究では，水災害の主要12ヨである洪水や河期を；J(JfT¥実験および数植実験でど

のように模擁するかの研究を行なう。

(7) )JU遊水rmの研究では，乱流， 2次流， Ru月！？流，など水災主の間接原間となるような特殊水Jll¥現象の実態究明と

それが災吉：現象！と果す役割を明らかにする。

将jとは，上記のような研究を通じて，水害明究の主主礎的となる実験；］（｝111学の確立に努めるとともに， i辺部の研究部

門との協力をますます密にして，とくに水災害の防止・軽減に寄与しようとするものである。

filiをに実験所；こ設罰されている主要な実験施設を示すと次表のようである。

bttl 設名称

洪水流ゴミ！~会決'11'1

j可JIi実験施設

／｝＼長水路実験漉設

内水実験雄投

2次元実験水路

180°奇曲1Mt,

洗掘実験水槽

指環式流砂実験水路

R Iトレーサー実験施設

こLfii主実験水路

2ocm111日， 5Qcm1j1日来日礎実験ぷ路

地下水＇.）ミ験生ミ1i"i'.

ライシメーター投防

長水路実験施設

波浪J1Ucti'slミ験只水路

風許可［本槽

；：：：；法規制水槽

ドーナツ烈風洞水槽（海岸波浪

シミュレーター）

ffij浜実験扇形水槽

港湾模型実験施設

河川災害総合基礎実験施設

忠実 E=l 

人工i’1ZJな豪雨発生による雨水流出過程の研究

洪水・ 7,?fj/ili)Jtfをにおける流水や流砂の不動の解明

種々の河川の模型実験

i内

河j丘および、貯木池内における洪水流・ 7,?fj話。j遡J：.現象などのJI，定常iritの特性に
隠する基礎実験

内＊地帯の流出特科：の研究

蛇fj· の定~！：：， YicJ志断面変化部における河！ぶ変動など2次えi’（Jな現訟の解明

l;M水E許可lttl/¥i:Iにおける；志水およびj出iJ>のうミヨ誌の｛i}f'先

llf't流によるJf'1lYr洗持f¥などの舟f究

ilit砂にi却す

i砂｛傑の流送現象のRIトレーサーの｛主用によった水m学的な研究

土石を｛半なう流れの蕊礎的研究

人工組疫の抵抗特性の解明など流れに関する主主雄、実験

fl由水面をもっ地 f;j(の水理に関する基礎的研究

雨水流出における蒸発，没透などの損失現象の研究

iliU1と共存する波，浅ifijにおける波の変形， 7／訂宍変形， iMVi＇＇：構造物による波
の史身すあるし守的王の実験

浅海域における波の性状， j持政摩擦，波によるJi（］＇.＇｛移動などの実験 （1（＿］な究明j

風波の発生，発達ならびに飛砂｛こ関する基礎的研究

患と波の発生，発達あるいはi当期の発生，越波現象，風波による海浜変形持
携などの究明］

海岸波浪をシミュレートした不規fl!J実験波を発生させ，その変形，波）J，波
JI, i櫨波および海浜変形なと、の機構の解明

1i1j浜における平面的な波の変形や漂砂の移動の明究

沿岸域および河口付近の水理現象の研究

港湾における波浪の遮蔽効果および港湾の最良の平面形状の実験的研究

降雨発生装置と沌；立；清水路およびそれらの自動制御装註よりなり，山地から

河口までの雨本および土砂の挙動の系統的・総合的な究明に某づく河川災害

現象の立体的研究と実権ffiiへの応用！こ関する研究
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19.桜島火山観測所
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桜島火1L1ば白木の活火山中でも最 ，；文；iりi・2-dk・ 大正およ

し，授から流出し，大きな災主をもたらした。この火11iが明和301rnon13 n 

－ 
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関 2.5 桜品火山総nrnr升総設位［i'／：関
番号；主主主設・設備ー！誌と対応させである。
？＼．．．．．．． 
．．． ：水準点
A.----A. : 光波tn!JfiJ:tWJ掠

しい火口を形成した。 そして盟311r4 n頃から， 土；？しい；？§寺2千；

：）’ i主元iミの不：三i：；玄i台jえしていつだc

として， していた段々志三教；受（現花京大名幹教j：芝）；£

この桜島火山の活動jl'}i)l'Jを注目し，その推移を見守っていたが，昭和31年6丹，地元の要請もあって，古川去三・ ｝JI!

茂幸介を伴って桜島に波：），鋭部。調査を行なった。その結果今ITT!の活動が有史以来初めての損 i：での本終的なi噴火

活動で， ff]'11長期間にわたって活動を畿続するであろうとの判断を下した。そ

i可能iJW抱設をつくる準備をはじめた。幸い文部計；まじめ鴇｛系主局の特別の記長震によ：），縦応大ill爆発予知研究観I員IHi!sz
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写真一2‘17 縦民火山主！U期月！？本館

写I'r-2.19 i"f 1合同側主

写：n…2.21 夜空にi噴石をふき i：げる桜店南岳の爆定

~{i 

写百－2.18 資料控泥

写n-2.20黒神分

{11/i岱・援n火山爆定予知i特：主主研究資がi~L'.,1，され， fffff1134

年度から；対寺山］・j工業＇（ 1！として活火山観測・Ji:業苛が記、IIさ

れるようになった。そして之等の絞首によ勺て，桜品々

fiヨにある東桜町・間桜島村およ

をHN出しての地震の常時観測や，持腹と冷水のj1lJ防空域

跡；こ組関本：を設民地殻変動の連続観測が！？耳石131年sn
から開始された。 n丹羽33年には降腰換誇）J議主での潮｛立海

側ι火口から茜Jt)j[nj2. 8kmの位11＇＇（にあるハルタ illの
I L1 i二組担IJ主で， i世展三1・ ・｛要事；Lil"の観測が行なわれるよう

になった。又桜品々 iっ

f手年定期的；こ実抱され，之子宰の観測及びj員IJ；ζ；主主として'f±TJI I（去）；こよってjj二なわれた。

昭和35年12丹：乙文部宍令により防災研究所的属桜品火山総潤所として正式に完！止し し？

)fii!JR俊郎助手が：赴iモした。昭和36年に法ハルタiJI頂とで鉄筋コンクリート二港建廷253nfの観測所本諮新常工事が始

まり，翠37fド；こ完成した。 そして古｝II（圭〉が助教授に界仏 捺涼が詐撤した後新たに江頭席犬・西潔の両llJJ手が赴

任，新観測所！こ勤務する予になり，ヨiノ平・；iと岳および1］寸出の三組割引と本館との間：乙

され，既設む；b-'IJI設・設fi/11と合せて，本格的観測研究を行なう法礎的体勢が出来あがった。

f!BK138年生々所長の定年退立の後をついで，地震動部門の古） II宗治教段が所長を｛）f：印し，昭和4011斗こ辻， ~11rJrで得

られた資料および記録を民管するためり記接室及標本誌f子窓遮77nfが本舘り北部！；こ新築された。昭和41年からは現地

に勤務していた吉川（圭）が所長を許任する初こなったが，昭事142年に｛まかねてかち桜島火山の観測の宮点であった昂
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の京fill]での観測を強化するため，黒神説誤tl三三廷48m2が新築された。そしてf?Jl.!'1よ111・鋭11Jおよび昭如ii｛岩の二三樹側室と

のII引乙有線；主隠地震観誠意誌がつくられた。

一万i昭和41年11丹21払口永良部島火山が21年ぷりに噴火したのを口火とするかの如く， 42年sn5 oからのi河多
カルデラ地方の群発地震， 43年2月21日かちのゑびの群発地震をはじめ，

発した。之等の地変の/IB］査観測の結果？霧島火山帯全体の活動について研究の必要性を認、め，鰻池・池田およびr，自簡

の三観測室での地震の常時観測を開始したのをはじめ，昭和45年；こは吉松観測主延58.7m2をゑびの地農の襲源地に近

い吉桧lllJ（こ新築し免口・高塚・ぷ坂の三慰謝宝との；rnの有混迷i窮地震観測粧をつくった。更に白鳥・菱刈・水器お
よび矢岳の四説側主：の設置が昌下準端されている。吉松桜側室での観閥抗究は，昭和44年；こ古川〈圭〉が教授に昇注し

たのに｛半い，新たに赴｛壬してきた加茂llJJ教授が担当している。

また昭和44キ；こ冷本縦割安が間近の宅地造成工ゃーによって観測不能となったため， 11{1和45主r:.；こド伊敷観測主を訴追

した。

当｛I~測所の；biQ設・設｛！誌の設iむの経線は上記の；諮りであるが，之等の施設・設討さによって， i噴火予知の計測学的研究

観測がつづザちれているが， 地震，it関学的fill立測研究のUri：ふ 古JI ！（圭）・久保守，J~，： （明究Jn:11i教授ト加茂・ HI！五点彦

（台i二｛壬助教授〕・菊池茂皆（併i壬助手〕・甜・小野博尉（併i壬助手ト須藤靖明（釘：fI:助手〉が， 部地学的総誤I］研究の

！むiは，吉Jil（さを）・久保寺・江頭.l:J:11十I良fll（存i：正ll)J手）が， また観測，;j'器の改良・ IJIまだの研究は／JI！茂・西.fllfll・江

頭・須！躍が現在主として1j倣っている。

_'j説誤.tlrfrの現在の掩設・設i誌の…立は別表の通りで，接投心配i出ま削除iヌi；こぶされた通りである。

表－2.1 桜島火山｛財閥所施設・設純一見

(I: Jl出長
八一｝

治則山’f
 

被
州
問 q

b
 

リ’
hu

i升；鹿忠良県西桜，1':'JHv1：止｝J試掘（ S-lOOO~tL地震計 3 成分， S-50型地震計2成分，有
ヶ谷 ； 掠j主部地震記録袋詰一式， 6chデータ…レコーダー，

移動揺i鶴間 4chデータ…レコーダー， 12成分電舷オ
シログラフ，志i卦式徴気／Lil'，結諮水準儀一式，水平
振 firn傾斜，JI・2 I点汁，ハンヂィサイスモグラフ l合？

1言え｛地下探査器…式

百｛滋式地震，rl'3 成分，＇~U：抵式徴気！王立 1・ 1 台

屯｛法式土進言,;l,tl‘1Ti', 水、iえ振fi~＇l傾斜：；j· 2成分

1 ヌド

2 引ノ平地震，fr主；鹿忍島県西級品目iノ、iえ

3 北 岳 観測主（鹿児品目制緩島幸,Jjじ岳

4 小 出土出展 ril・ ：キ：！！蕗忠良県西桜島村／ト池

5 待 目要 知 誤1 2主；鹿児島県語版j；討す・fJi'l山

6 袴腰 換摺j議室立ち児島弘話級品村誇接出

7 黒 ドjl 分 ；！謁見詰dj京桜島町黒tilt

8 鋭 111 j事長 A j鹿児島市来援j込町黒枠

9 j者i説 !11地震計五；！諮問島市東桜島町黒神

10 昭和 j容器地 ；鹿児島市服島町時ll

11 下 fJl・ 敷桜前j主；！鹿児島TIT下伊敷lllJ

屯磁式地長，n1 f ？ 
f~己ノ々ムt1111 説首， 11·21＆夕〉， ス一ノf一インヴア一 jレ！司言lt'J.

,/1'3｝点分， 水、I，：事長子｝~＇lfi項斜di・2成分

ローノレ:1I'll泣き検期犠

S-300 明JI!!,巌，ij-3成分， 有fJJL1去i弱地長記録装；i'l., 4 
chレクチグラブ， 3 chデーターレコーダ

,;w詰式地袋，ij-3成分

'ajf滋式地袋計l合

’屯絃式地龍三1・ 1 t"i' 

水容fl記傾斜，ii'2成汁，ぷ千振子7¥'J.領主：［，ii・2成分，佐
々式伸縮計2成分，スーパーインヴアール俸伸縮.11・3 

成分？長J,1JJ迫電様式地援計3成分
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，同l 月？ 正l: 士自 観 誤1 z,号

12 鰻 t出 観測 室践把島県指宿1J¥5山JI¥I時 電儲式地震~I・ 1 台

13 j出 l:lこi 観測 室 鹿児島県指宿市池田 電舷式地震計1台

14 IJ自 出1 観誤1 ：鹿児島県指宿部間関町 電磁式地震計ー 1台

15 てに1'j' 怯 分 鹿児島県姶良部吉松岡 25倍地震計3成分，有線遠隔地誤記録袋店

16 竹岳地震計 I/ 電磁式地震J!・1台

17 高塚地震計 ノノ 電｛滋式地震計.1台

18 §t 仁l 組関 ヨ三 ／／ 電磁式地震計1台

19 111 fit：久禰地援 di’ ／／ 電！滋式地震計・3成分

20 1'1 ft 知 j期 宮崎県rJl;j諸県t¥11ゑび、の1 準filll11:i 

21 本 f{1J 誤1 ！指先，，n県姶良l¥11栗野町 II 

22 メIJ 観測 ！蕗把島県姶良t¥l菱刈町 II 

23 矢 岳 観誤1 えご ’豆fill前回.ff[i雲誇！とlj ＼［＼~ 7'：（の111・ ／／ 

20.鳥取微小地震観測所

微小地震の研究は，文部省予算 によって始められたもの

で，事業の構想は，全11；＼を20の地域に分割して各地域！こ1つの支所を泣き，お：之｝？？の？！？下にそれぞれ5カ所の鋭部山

を設仇全i誌の大学が協）Jして，え恕Jj：の矧開業務の持訟となちない規模…マグニチュー V1かち 3までーの微小地

震を観測し，地援活動度の地J:1\l.J{J分イりも｛J/,j査して地様子女11,rl'l@i樹立のdr~礎資料をr1Jふということであった。この構

想に基づき，防災研究所では，第1JWdl・ftlliとして，鳥取および高槻の2支所ならびに管下観測主の新設に要する予算

を要求し，昭和37年度に；土地震計購入のための設備費および支所・観測室建設のための新営責が交付され 38年度以

降は観測設が交付されることになった。

のような経緯により，鳥取支所は，鳥取市\J~ I龍寺公IAii墓地の緑地J市に建設された。基盤は花尚岩》である。 i：〕j槻…之

｝芳江，子ll学部附認15ilf武iut忠良知測所111；こ［泣かれることになった。昭和39年度；こは，鳥取支所は防災研究所i討岡地設と

して官制がしかれて， jミl良微小地展観測f:ifrとなり，表－2.2に示すように，その管下に肖擬支所，および1liff屈観測主を

有することになった。冒頭に述べたように，観測事業の最初の目的は，地援活動度の地主Ill存分布剥

it. 2 A 5 
.A 4 

-" 3 -" 6 

10 / / 
& !,.JV 

も＆＆／｝
8 ~·· I寸
晶久 A 12 

》
十

しムムよムJ
0 50km 

iえ1-2.6 鳥取微小地震観測所縦割弱君。関i！こlの
番号は表－2.2を参照。

'.I.B'.J'L-2. 22 鳥取徴／ト地震観測所ー
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ったが，その後，微小j出展の研究は地麗予知研究の一つの有力な手段として全体的な「地震予知研究計i出iJの1:JJにま11

入れられた。この研究計画は，昭如40年疫を初年度として，徴小地震のみなちず碍々の介野を縞羅する年次的実行・rfr

nmであり， JJI丘まで若々と進められてきたことは？ 「研究活動一地援予知jの項で述べている述りであるc 本観測所

；ま， とともに，「1m麗予知研究計ltlliJの充足の前年39年震に設読され，

それ0、後，徴小地震研究に常に先駆的役割を栄してきたものといえるであろう。

して官品IJがしかれると同時；乙助手1名，技tr1名，麗JA2名の定員が記訴さ

れた。当初｛志地かく変動部門教授・戸時雄が所長を昨i壬， i己池右J).えがJl)J手となった。 40年一戸が理学部；こ転じ， %fr

たに地かく変動部門教段となった搾本兆Jjが所長を苦手記？同時；こ尾池は間部門助手となって，見野ちIたが投fI:JJ)j手と

なった。 44年見野は地かく変動部門助手；こ移；J，酉i卦良平が鋭誤IJ所助手ーとなったが， 46年烏取微小地震観測所；こ1首長徴

ノトi出展移動組関連:if，設；；せされ， JJ)J手l名が配属されたので， 見野がそれに当ることになった。 説在， 岸本所i乏（{Ji: 

j壬）・際関JJ)J手・見野JJJJ手ちが観測・研究；こ：立っている。表－2.2に示すように，，鳥取徴小地麗観測所は，主として近

畿北説；容に観測艇を有する組側所在轄のおj誤~~司と，主として淀JII流竣を赴設地域とする有機支所観測量ヰとによって構

戒され， 1iio者は独立にili);＇）之されるとともに協力態勢を組んでいる。立轄縦翻案司法，岸本. 目話出ちによって，また1::;_j槻

鋭測量立は，；HI学部助教授i河野健之助・間以j手平野勇が併任として，

かけての地域での極微小地震移動観測をfj・なっている。

っている。また，見野は近畿から北陸に

これら1ifti観測網によって近畿地主内帯の徴／ト地震の観測・研究が行なわれているが，烏成徴小地震観測所でiま， こ

の｛出こ， r:t告麗予知研究計量HJ＇こ基づく地磁気観測も行なわれている O この説澱のために， 昭和41年度にブごロトン磁

)J計が防災研究所に配置されたが， A, B11Iijセットのうち， Aセットは鳥取観測所において常時観測を行ない， Bセ

ットによって主として中留地方の数カ所を選んで比較観測を尖擁している。このため，昭和42年～45年には，教義部

教授太JJJ柾次郎が研究担当数段として説部および研究出導に当ったが，却をf.太出.iltr主；後は，教養部助手控友貝IJ彦が辞

任JJ)J手としてその任に：＇i っている。また鳥取大学教義部数段宮腰掛－Lll~が，微小地震・ 11虫館気その他桜測所の運＇！J ’

般に関して，昭和381:ド以来非常勤講師として協力している。

i{-2. 2 烏耳元徴／ト地震観測所および蹴測京一覧

1 i 鳥取徴小地震鋭部所 l'J，，災対L,I羽務地 ；；心G ！岳j5[短J,1dJ~j電磁地震計（lOJjf;i'；－，ペン三；：） 3成分

長J,i,jJvjPress-Ewing JW地震，11'(3 
学.f己銭〉 3成分

2 品会 ；；司 rt0! mu 烏l良県；¥]l山部長；Wi'dU!J 1:'G!1さJs[1tW,1Jt 1成分

3 日凡 ノ／ 兵忠弘｛主P1J);1＼三日Jjll¥J ji;j 上 3成分

4 iJく J二 ／／ 兵阜県氷上l¥ii氷上ll¥J 向上 3成分

5 jぇ ノ／ 兵！本県諮父'111大；豆町 lrij 上 3成分

6 泉 ／／ 兵庫県加西df ！司 l成分

7 lnJ 1説 ；立； )Jr ト向ラン上ジス

8 妙見観測 ':frf 大！技官笠能1.¥11能勢町 トランジスタ増幅器式地震計（2.5万倍，

9 八木 ノ／ 京部出：船）1二l¥11八木町 向上

10 京北 ／／ 京都府北桑国1¥11京二！と時 向上

11 : 上白茂 ／／ ！司 J・.

12 志津川 ／／ ； 宇治r!T志津川 i可 J二
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21.北陸微小地震観測所

,4(/f,¥J測所は3 「地震予知研究計』i」（研究活動 地震予知の唄参照〉 ！こ£づいて，昭和45年度（ζ防災研究所附属施設

として設目され，定員2名 （ll)J手1?"1，技官l名）が配属された。乙れに伴なって1地かく変動部門教授岸本兆ノ5・が

所長を併任し，助手渡辺邦彦で充足した。 45年度には，設備購入貨および観測＇JJ：業費が交付－され， 45年度末までに地

震計その仙の設備の購入 ・製作 ・試験が完了， かつ北陸地域での観測のための予備調査が行なわれた。同!tf,,jd［は，

不動産購入f..tが交付され，福JI：県鯖江市新町において、観測所本所およびl践は宿舎用地約 l,000 dを購入した。引（L

｜区1-2.7 北陸微小地展観測所位ii§':！三l

未だ観測所新色白は交付されていないが，j互い将米lt設の予定である〈図 2. 7）巴

乙乙｛という北陸地域とは， ,Ci川D，し南部から福井 ・｜岐阜J垣市 ・控H1北郎 ・京郎北部にまたがる地域をいい1 当観測所

の主たる 111.~，地域と ,0·えている。 ζ の地域は1 地球物J~li学およびi也氏γ’的に私jgめてill~かっ興味ある地域である乙と

はJ,1州lの泊りである。イ1・-t1なJI日和23年の福井地長を始めとして1鮪江地震（lリJ治3311'・, M=6. 6），姉川地霊長（lijj治42

年，M=6.9），析しくは大聖寺神地震（11?.HLl27il三 M=6.8），北美濃地震（11?3不:t.136年，M=7.0），越前11iljl神地震（llf{

f-1138年， M=6. 9), ！互には1969!tf9 )J 9日｜岐阜県地民（M=6.6）と， いわゆる大地震級の地震の5c1・二頻度は極めて

高い。とれらの地髪は恐らく，保j言谷断層，柳ケ瀬断層を始めとする乙の地域の断層系lζ大きな関係を有するであろ

う0 Y...ζ の地域は，いわゆる東北日本と西南日本との接代部花、1，，っており3 造梢学的任後雑かっ重要な問題をはらん

でいる。乙の乙とは，ζの地域において先生する地霊長の髭j原分布と先崖機構や，とれらの地震活動l［対応する地殻変

動のが（~式を見ても 3 十分1忍識される ζ とである。

このように北陸地域は，地球科学の諸分野において学問的に大きな興味を持たれる所であるとともに1 上述のよう
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な大地震の頻発によって， i也展予知jの社会的必裂性のノぺきな所であるともいえよう。乙のような理由で，防災研究所

では，地雇予知研究計画に北陸を挙げて，その実唄lζ努）Jしてきたのである。「：Iヒ陸」の新設によって， 我々は，鳥

取微小地震観測所，阿武山地震観測所（理学部）， 北陸微小地震観測所と続く観測網Kよって， 中国地方東部から近

畿地ん内帯，北陸地域へかけて極めて密な連続した観測網を有する乙ととなった。

また，先lζ述べたような複雑な地域であるから，微小地震を始めとする地震の観測 ・研究と同時に，地殻変動の観

測を併せ行なう乙とは 特に怠義を有すると忠われる。従って防災研究所では， ζの地域，c::微小地震観測所の新設計

ulliを進めるとともに，lie!利43｛ド，鯖江l↑i$r出Jの｜｜｜出町の地下工場l跡を｛告別し，総合的な地殻変動観測主を建設した。

この地下坑は延560mlζ及ぶ佑子状のもので， .)Iι1.lli凶を図 2. a；ζノJえす。乙の観測坑は？引在までは，上宝地殻変動観
測！所竹下観測宅として，鯖江地殻変動観測＇-hと呼ばれてきたものであるが，北陸微小地震観測所建設予定地はζ の地

0TH DTE 

E”w 

N て~こ

。 10 20m 

｜宝1-2.8 北陸微小J也展観測所矧損I＼坑

下矧測主lと隣接しており，観測所本所竣工後は， 乙のj也ド観測宅は北陸微小地震観測所観測坑としてOiニ合され，i出展

・地殻変動の総合的観測が乙の坑内でわ二なわれる予立である。衛星観測主は， ~（£教民－r1r, 滋賀Fよ浅井町， 同今rIt 
Jl汀，舞鶴dflζ設けられており 1 ーととして湖北 ・嶺南など北陸地域南部のサイスミシティを調査している。 47年度に

は，北陸地域北部および東部山岳地域IC観測網を設けて， この地域のサイスミシティの調査を行なう計凶iである。

りくに北陸徴小地震観測日！？および衛星観測室に設置される掠械をノJ元す。

観測rJr本所 ：

］） ！日：j!t長度k-iJ,l,j期’這隊地民，：I・ C 3成分， 最高市率10万倍）

2) 向上（上下動1成分，最山倍率l万／gi')
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3) 短Ml期差動トランス式地震計（3成分） (46年度末開始予定〉

4) Ip児島j差勤トランス式地震計 C3成分〉（向と）

5) 長J.131国差動トランス式地震計（ 3成分〉（向 i二）

6) ひずみ地震計－（水エV-3成分，差勤トランス式）

7) 伸縮計（スーパーインヴ 7，光学記録式および：zrn1トランス式各3成分）
8) ずれ歪計（スーパーインヴァ，光学記録2成分〉

9) ずれま宣言「（ステンレス，光学記録18成分〉

10) 本管傾斜計（差劫トランス式， 2成分）

11) 水平振子傾斜計（光学記議式， 2成分）

i括経組側主（九観測室につき〉

日 正；i感度J1,j).'iJJ弱電｛諮地展，nu二下：.lvJ1成分，最高倍率15万f10

22.上宝地殻変動観測所

本li）」/J¥IJ所は，「地震予知研究計画」（研究活動一地震予知の項参照〉に基づいて，昭和40年震に防災研究所附属施設

として設置されたもので，定員3名（助手1名，技官l名，麗員1名）が配属された。

観測所は，観測所本館（研究室〉，観測ド…ム（写真一2.23）および観測坑jきからなり， 組側所本館と台北側ドーム

は岐阜．県吉城郡上宝村大字本郷にあり，観測坑道は同村大字J1；支柱に118られている（摺－2.9）。本館とドームの敷地

は，第由紀の火1l1l諜凝灰岩と磯！冨から成る掠高i約600mの台jをどあって？面積2,658rrfである。観測ドームには，光波

距離測定と水準測量の怒号主点となる主主石が設tiせされている。桜測坑道は，花街全；i"1l1（.本のq::1／援にm1さくされ？標準｜新川

は｜隔2m×高さ 2m，延長177mである（写真一2.24）。

40年度；こ本観測所が設越されると，防災研究所幹任教俊一戸時鋭（館学部）が所長を併任し，助手｛こ富永.Rが着任

iヌ1-2.9 j二宝地殻変動観測所｛立誼図



73 22.上

なり現在に巡っている。 44年後記としてiをかくした0 44年一戸は所長を辞i壬？

なり今日に至ljっている。

昭和42年，新たに屯鶴峯地穀変動観鵠所が，

富永lJ)J手の死去に｛半ないき夏，

同じく

て新設されると，防災訴究

観澱さきは，

して再編

「地震予知研究計出Jによ

所：こ所属する20カ所；こ及ぷ地殻変動

れら 2

七品
i

になった。上宝地殻変動観関lfrに；ιIIえされる

li虫）IJえ止の説j員十七が，

して配／；r;されてい

このように上宝地穀変動観測所は，

動揺J誤射絹の中心として，地かく変動部門と協力して，

F縦誤1主

鋭

部：Ji:；さの粍；＇J'.111.続持，23 上宝地設変動総測所本詐；および

組誤tlI"'…ム
－訂f究を行

て打ミGれた，

およ

与え

ラコステ主力計1

もに？「地長子知研究，I!"fi!HJによ
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沼
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現在全盟に14カEFrある地殻変動観測所で組織する全i五1r1せな観測網の一環としての観測をも実施している。現在上宝地

殻変動観測所として独自に行なっている観測・研究を列挙すれば次の通りである。

(1) 地殻変動の連続観測： 2成分の水管傾斜計と 3成分の本平成分伸縮討によって，標準的な地殻変動範測を継

続し， 1iJ:月その結果を地震予知観測センターおよび各地殻変動観測所に送付している。その他， 4成分の水平振子型

傾斜計1 i守変容量型垂荘振子傾斜計などが設置されている。また？特；こ最近では，記録方式やJH/l-1:の開発も行なわれ

ており，；f動トランス方式の本管領斜計，同}j式の｛［＼l縮計による観測，およびぷコ｜三振子型傾斜計による坑内短スパン

の群列桜測も行なわれている。

(2) ；員I］地学的方法による地殻変動の観測： ジオジメーターによって，特！こ観測所附近と，北）5‘の跡i!Ull新制約ill

、て光波誤lUi迭を：jミ擁している。

(3) 地震活動の常時観測： 1i:j；お支短見出地震，ft, 長Ji,j期 Press吋Ewing型地震計1 2全勤トランス式ひずみj吉良

,lb'J：；送信：の知閥抗l斗に設；i".i：され？地民活動の常時.＼丘規を行なっている。また特｛乙観測所；,IJ辺および跡、津川斯！語附近

で段／ト地震の臨時観測を必三tに応じて1j-なう。

(4) 重力変化の研究： アスカニア主）Ji/I・およびラコステ虫）Jdtによる重力観測の本拠として活動している。上宝

近傍のみでなく，烏攻・北陸11lij微小地展観測所管下の地域や，あるいはその他必2:}fと認められる地域における観測を

も什なっている。

(5) 地殻変動観測資料の整理・解析： 管内耳測主の観測資料の諮問・読収・解析などを， i也かく変動；~f)[llj と協）J

して行なっている。

話J誤1所・？？下指摘I］虫の｛立；［（｛，組側言j·＜，~，新設予定の組側室等については／在所の よびM！器

写真一2.24 j：宝地殻変動縦割所蚊柱観測

坑道内部。発泡スチロー／しでiイば
われているのは伸縮バ1・およびひ

ずみ地震計j古本品管。

0 IO O 200 Km 
いーーーー一一』岨M問削－＜

j::<¥-2.10 地殻変動組関口Fr・観測京・検糊所分布図

（表－2.3,2.4を参照，記号・番号のないL
ものは他機関の地殻変動観測所 ／ 
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自で：凝灰岩や凝灰内際岩からなる Fンズノレポウ自が風化.;J<r設されてできた奇妙な形の岩石が露出する景：！践の地で，

屯鶴量生と呼ばれ天党記念物に指定されている。観側主はここのよ［cj［狩る二つの山の下に縦横；こ走る関空壕の坑道

約3.2m, 111高約4.Om）約4,820rrfを近畿日本鉄道K.K.から借り，その約対に：＇,111る775dを改接したもので， 伸縮：／l-8

fr，傾斜計12，守が設ii<'tされていた。観測坑遣はTi'I交する水平筑道ばかりであり？斜）／［11］の変動観測の必要かち， li=Jち

に斜交水平坑道約20mの掘さくを始め， これと同時に地下坑道内！こコンクリート・ブロック,i;_!t記鈴宝2主と筑[I／こ鉄

百万コンクリート造21皆建の遠i隔記録京48rrfの増改築を行なった。高III(J:l!l）・！己上らは水品科：伸縮，／I・ 3合を増設， これ

25 屯鶴峯地殻変動縮問J荒木館および

職員宿舎 託子町一つ 26 屯鶴来地殺変動知誤ljffr観測坑；ヨ

入口 G主同記録市）

JJ'.f~- 2. 27 屯鶴峯地設変動観関所組側坑述内部 写真一2.28 水品1'1'flj1指i.11拡大部

（スーパー・インヴアール捧伸縮汁）

に竹本隆三らの協）］をfJて製作したひずみ地震ι汁を併設した。これらの水品作伸縮，／！・・ひずみ地震，／I・のアナログ；／己

た古沢｛誌の協力を持て考案したディジタル記録用の〉！と電変換器による水晶子l'frjin;[託，i!-・ソJ＜.＇ド振子洋 i傾斜，ii‘2-f:rの

ィジタノレ記録は坑口のj割高記録京で行なっている。既設のスーパー・インヴアール俸制i縮計 7合（うち 6f＼＇は 6

成分｛1j1縮：fr), スーパー・インヴァーノレ線伸縮計2-h, 水、I＇・振｝勺 1'J.領事：［，/l"lOf¥', 水；~＇fl頃斜rn·2 f¥'は;J<.i'記1'Tl{1j1結，J3f¥'

る写冥記録を行なっている。

このような地下の組側宗での地殻変動の連続観測の他；乙部地学(Iせな方法による地殻変動組欄のため，観測所を中

心として光波測量基線絹を設定し，同rj:i貿犬らの協力を11Jて，ジオジメーターによる光波浪11m：が定知的に反箆して行

なわれている。

なお？昭和4319之には財同法人防災liJD'c協会より，＇＇ 1観測宗から約 700m離れた処（香芝町穴虫〉｛こ土地約 676rrfの

寄附をうけ，鉄筋コンク 1）ート造2階建延162rrfの本館の建設を始めた。翌44:11'・3月完成と同illf／こ尾上場手らはここ

に移り，今までのように宇治構内の地震予知計測部門の一部を｛／1[-i）て研究を行ない？観測のたびに現地に出かけると



？？ 

表－2.4 屯鶴峯地設変動説部所・管下線部ネ：・；会話iJJf.ifr-・Tl

口

u
～

烈山山 ？，三 主主

，蜘e噂側切昭ノマ’－句句句句句

（タ
守

2, 

一ノfーインヴアール領容r:11・2, 
1 

2, 
（ダ
"" 
，地

（ダ
2, 

;J＜平振子11Nスーパ…インヴアール額斜計8

1）シャーノレ6ill fl記検静i議1

いう不（店主一応堺市された。つづいて翌初年3}J／こは本館主！こ木造平屋建44.

現地に常駐し接関や研究；こ当っている。

現fr：，槻誤IJ所では， 1）地殻変動の連続説浪U,2）測地学的な方法による地殻変動の観測， 3)

2Fが建てられ，職員ば
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発， 4）地震予知fl方法の研究などを主な課題として研究を進めているが？ 最近は短河期地震計による地震観測も始め

ており，近く長J.13期地震計を設！？えして観棋を行ない，地震エネルギーの蓄積や解放，発震機構などに関する研究もjj・ 

なう予定であり？長いm郊の地殻変動から短い河期の地震まで広m波数帯域での変動を親誤IJし，地殻変動と地箆充I.J.
との関係を追求していくつもりである。

なお？木観測所における縦割jだけではなし近畿・山陰地方ーにある12の街星観測主の観測資料を集積し？ §l勤i’！なに

迅速処JIJ!..解析すると共J乙地震予知計測部門の光波続量結果をも併せ総公的な｝工場から，これら地域の地殻変動の

J並移と実態を捉え，地震予知研究の推進を計る努力をしており，今後，さらに5観測宗の新設を予定している。観測

所・線開宗・検静Jrfrの位認， MttWJ~ii· ?il1，新設予定の縦横j京等については之さ頭の「防災研究所.[I付属施設および観誤恒三

分布iヌlJや表一2.4 ・前掲図－2.1むを参照されたい。

24.潮！hljl風力実！験所

しfこ災＇，主

ど；三ついて｛すf究をi荏めるため；こ；ま， どうしても日然の風の中で実！践を行なう必要がある。そして，効果的な研究

ためには恒久的な実験施設を条件の良い場所に設立し組織的に研究をjj二なわなくてはならない。このような

間一2.13 潮岬！武力実験日Fr｛立i[li:[';;]

＼【

なえるぐらい！五いaミ験j訪をJ寺七｝， しかも比絞i’I＇~；市単：こ尖

験者が現i也｛こh‘；7 るような条fl：をJ守；つl品月J；陶として~：vJ1111pが

；主ばれ’民UJ実験！？？が設 ii"i： された。このようなt•ITfaiの実

!JJ会副わりを投としては？才）がfl~ll詰 ~JJ の， しかも現（I：のとこ

ろ前…のものであ

本：ι験j貯は， r11::v~1111日出本ll!Jii:UJilJlfl i：野に位；11'1：し，最初文

部？と；災宙科学研究事業貨による実験の場百！？として地元自

木町の厚志によって貸！チされた約2,600rrfの土地に昭和

361f皮に投汽した実験設備がその/1'111とである。その後，

その土地！こ叶！ヨ＇Iiよー人建築m究協会の；寺町により観測主
（鉄筋コンクワート造.）Iと尿， 46rrf）および給水場が，民

間数社の市：附によって実験m京fi{3擦が建てられ，昭和

37年！こは一応の研究胞設としての思がととのったので，

静JJl!IJI風）J観測所として現地での研究を開始した。昭和40年にそれまでの敷地を介めた土地約4,lOOrrfを買収し，野外

主験場の確（~~ も /1'1 来た。そして，日rltl141年度！こは王手伝職員の配置が認められ，潮ilJlflJ武力実験所として京都大学前災研

究所の前属施設に正式になった。さらに， 昭和45作には， 建築南京180rrfの鉄筋コンクリート造4階建の研究宗本部

が完成し，！武に関する総合的実験施設として現在！こ五っている。

本実験所の施設長はその設立時よりlttit思構造部門教授石1!1奇襟雄がその任にあたり，助手1名の7とはには，設立II寺よ

ワ昭和43年3月31日まで花房龍男が？昭和43年4月1日より昭和初年3月15日まで｛土佐野球こがその識にあったが，

現点ば森征洋（昭和451cr・4月1日より〉が在職し現地で研究を進めているO また，他！と技官2名，臨時用務員1名が

勤務しており？常時勤務者は／合計4名である。現地での実験の実施！とあたっては本研究所鮒風探造部門の研究者もこ

れに参加しており，また理学部地球物理学教主気象学研究主からの協力！こより進められる研究もある。

本実験所i与の研究施設の配置｛ま関－2.14のとおりであり，研究宗本舘および観測宗の員三上！こは測風塔が設註されて

おり？常時観測および実験に利用されている。実験家鼠は平屋建2棟， 21特建I械がありいづれも実大の住宅建物で



あり，組員性のづミ！換が行なわれている。：JU’外実験場は約

2, ooorrfり平坦な裸地で， 嵐の·~tnの組関，野タリ英J\:tJミ

号食などに利用されている。

この実験所：訂1H民主，VJ造部門の研究課題のうち実験的分

野の研究の1部分を受け持っており，その研究の内訴は

:kl.ii］して次のようなものである。

(1) 実験投稿の開発： 本実験lfrでの萌究は新しい分

野Jこ寵するものが多く，新しい実験技術の開発江主要

な課題である。特；こ風のiii-潤器の研究と[Jむさには力を

入れており，超音波風速fr!・，京大式顕在三＼・，建物変位

三？などが今日までにrm51さされている。

(2) 構濯物に対する自然潔境の研究： 時造物に外；'i'J

条件として作用する内訳環境のうちの嵐の・t'l::Tl；こ関す

る研究が主主礎的なltlJJ怒として進められており，強！試の

乱れの3次元（！Zjf持造，表部摩擦抵抗係払樫百五に衝突

する示Hなどに関する研究が今日までに行なわれ，一部

は現在も常時観測されている。 間一2.14 潮，1,q1思力実験所 建物配丹関

写立－2.29 実験所遠景
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(3) 構造物に作用する鼠庄の測定： 長近の構造技術の進歩は著しいものがあ：J, j:1号泣物の；f1HJ琵設，ii"；二諒しても

造物；こなIIわる感荷主をより正確にまた；洋；（.11]に評frlliすることが要求されるようになった。そのための主礎的知識をn
るためと，実物建物あるいほ；模明建物を市いて自然抵の11::iで建物の表罰あるいは内郊の！主力の分布を制定すること

をここでは行なっている G

〔4) 構造物の風に対するrc;答の測定： Wfili物；こ加わるfili＼荷主を評｛認するためには組問の・tH；：を知るだけがで辻充分

ではなし構造物の風のrj1での部容に関する知識が必珪である。ここでは実験家屋その能を用いて実！換を行ないつ

つある。

このような問題について現在研究を進めつつあるが？将来はさらに総合1t1な実験が出来るよう！こ計測器を充分担
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30 実験支足C （正：mi1lijfl¥lJの被いの
1111こ変位，ii'が設訳されている。ま
たi援の／ト穴はfiliUT:測定孔〉

み；主λだフ：：波hW11I:

せ＇）ミ：i全が？吉に/1＼来るようにするための芯A風器を作

らにm11自の地｝＼三を利用して地形による風その

他気訣環境の同地｛！な変形についての釧究を進めることな

どが；1!-T[lijj~Lている。しかし？研究のj住民と共に常事主の

助手1名の研究荷だけでは実験月！？の機能を充分にほたす

ことがl不i難；こなりつつあるので？研究）Jの増強も大きな

将来の課題であ

25. 1===1浜海象観測所

名古

写n…2.31 う1J'外実験j訪より研究宗本館を"fl.む

沿岸環境の変化に伴って，海岸地帯や品作ifijJ或における災';Ifを防止粍？戒するためには，沿岸における暴風fl与のi11jiil

変動をLEn｛（（！こ把係することが主要であるが， これと同i市ジ｜正常時における沿岸海域の動態を解明しておくことが必廷

である。…·fi]'.zに，このような均況は平常時においても， fL~II\J(Iヲ？空fln(J'-.j に絶えず変動しているから， ll!f [/r](IZJ，空fl¥Jr’（I

な述続総長認を行なう J名裂があり， このために，この観測所が；i支店されたのである。

昭和351y.数民述1Jd百一郊の努）］によって，わが！kl最初のiiiji判官tJIU塔がHl1:fx1L1日III；立湾r'lilミ/f¥l：こ投iiせされ？。Hf:llJ1教

民／ El~rJ秀切らがrj1心となり， ll)J手西ll浮Lt!.の協）Jのもとに？逐次観測装！1'.'li：を税錨充実し，海洋・ A1'<Ul'ilの相互作用の定

flt(l1~ な究明に努めてきた。 nBtll41年 4 月白浜海毅観測所として防災研究所の｛、！？同胞設となり，定員 3 名の配ii"'i:が認め

られ， l主役長岩国紙一教段および頭助手が担当することとなった。 HF－！和421if~ ／·Jgらの努力によって？内i~fllJ堅 lT1下知i

し， R日和43年 3月高額195nfの鉄筋コンクリート迭の総関所本館の一部完成し，その役ll{ifll43

if.If改良宿舎の建築が認められ3 また蹴測挺しらふじ（約2.4ton）を購入して， 空間1Y~な観測体；！日！の光実がほかられ

た。昭和43守・ 7 月粁現の工学部への配置挽に伴って，研究所長矢野JI恥l~が抱設長を兼任したが， i司1r.12n より教段土

定義人が地設長を併任して現下！：：こ去っている。昭和46年8月海洋観測塔の補修がなされ， これ｛こ伴って観測機器の整

11//f もなされつつある。混作i海岸災害および災害：気候部門やJ~ll ’、t;'HS地球物l1l＼教室などと協同観測を実臨しているが主要

な研究課題は，つぎのようである。

(1) 強風時の波浪の特性

海洋部l浪IJ塔！こ設置された波音，ij-と！同参見出；こ併設した記録；n-およびその他の酪紀海岸：における現業機関の波浪組側



26.大潟波浪続誤IJ所

所の記設から， 7守毘じこ伴う波浪のスペクトル鵠jきを究明

し，予知li去の；話'U'J:をはかる。

(2) 沿岸湯域における海水の交流

知誤IJ結ヨミから， 111辺湾のihJ;j＇（が水塊構 illをなしてい

ことがわかったので， 水域む波浪や動惑の究明ととも

に， さらに広域的な均水交流の実態を解明する。

(3) 陸棚セイシの

強調塔における制位および水j誌の記誌に現われる 42

min｝：引討の事長主主は， 1s詩f己i'iH芋における抑！セイシと考えら

れるりで，さらにこれらの振動特？？：．の究明とともに， ｛1~ 

波の地域的特汀iとの関述について研究する。

(4) 

海市：こおける空交から水への運動毘：の輸送，！主.u皮のだ
!I・: .おち海）誌における気泡捕捉とlJ'ZT前jのこ1-:i&,Mr7riか

らの蒸ずさや熱収支および紀伊本；立における!J<ii'1I変化など

の研究をしてい
写t{-2.32 白浜海象組関所海洋知f}lijJ;答
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J三一iニ， i11JffttJ!1期塔が設i註されてからp ちょうど10年になり， Lむの研究の推進とともに，かなつの成弘をあヴて

たが，最近の；結戸内海訂作における環境変｛ヒ：こ十j！.ぃ，本観測所；主計Jtliiij洋災＇，！｛：の防止軽減 liJJ1Lf・., きわめて大きな立

もってきた。したがって， 今後はrn；立湾のみならず；j：江戸［1'1711］の治斥ifij況の変止を組問する拠点として，組担I］研究

の範IJHを拡大し，終結充実をなかっていきたいと考えている。

26.大潟波浪観測所

ifiJ；予災J占の原肉は，？よ？思や季節誌による j度決やt~P詩jが：tたるもので， このような災＇~lf.を防止終j戒するためにほ， i波

j応高潮やそれに搾って起こる諜rt，海岸技会などの実態を十分究明する必要がある。しかし， これらの観誤1；玄一殺

；こきわめてm難であつて？ これ玄でi持；片·（（］ な総誤1完、あるい；玄i七q~之!'1'0Jf

の綴誤1所；土，高波浪IIきでも結！支の，；＇.； jl＼組誤IJが実迩でさわかつ暴底によって？と生・主連した波浪が海岸に求起し，それ

に｛半う漂frJ、ヲ沿岸：流‘ jむ！点地形の変動や海岸良－食および、熊j主物；こ作用する波力などとさらに海岸東砂を（tめた｝すmの
系統的な組関を同時に実地して，浅j与における援雑な本館現象を解明するために設；：せされた。

本海：＝：百iする新潟県rlJ頚城市大潟町の海岸；二段，帝国石部K.K. 所有の長大桟橋（立H 人T,f;~~ ： lT結よりの長

約250m，槙橋先端の本；）ミ約6m），第2人工島〈距岸1.3km，水深約15m）および第3人工島（距！芋2.5km，水深25m)

などがある砂浜海時であって？ bti己競誤tlの実施には絶好の場立！？である。教授打垣球ーは所肉む関係斉と協力して， m

和40年第 2 人工自にi特段抵抗式波高討を設ほして波浪説部を開始したが， ~！手！if.11刀には第 1 人工品に 61守の同じ波j;':j

;11·~攻付け，浅ifiJにおける波の変形の続開を実漉し，その後詰 2 人工17:1から沼 3 人工島！二波，；＇：j,flそ移設し有線テレ

メータで記銭するように？完備した。また同年これる人工品の眺望できる場合：乙 3,300rrfのJ.J告を続入し， ggrrfの鉄

筋コンクワート；立の縦割室を建築した。
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伝説作4rJ.kiお波浪記rnrn所として防災研究所の付属施設となって，定員1名の配託が認められ，施設長土器．義人

び助手「IJI：亨がね，v，することピなった。現Mfr｝／芋災lヰおよび災害気候部門などと協同観測を実施している

が，主要な研究課題は，つぎのようである。

(l) 海岸波浪の発生・発達および変形

~;n 1および第3人工島に設WJされた介計？？守の波高討をはじめとする各開の計開器によって，海岸波浪の発達や変

形特↑'I=.を究明しているが，昭和46主f.9 月超音波波1 ＼；~ji'のデルタアレイによる波1111 .波山矧間決ほをtr~3人工品に設；；そ

して， 波浪の ）fj11Jスペクトルの究明！こつとめるとともに， き！！：鶴海洋気象frおよび海岸災；t;:.災；！？気候｛ffS[lljと協同し

て， 日本海におけるタ1-fft誌の観測を実織するa1・1111jであり， これらを通じて波浪の予知法の旅立に努める。

(2) 漂砂・飛砂および海浜変形

漂主j、，沿岸流，海底地形の変動および海浜変形に関する系統的な観測語i査を実施して，暴風fl寺の漂砂の実態とくに

波法Ufitや砕波による漂砂機排と矩j出および長期の／frjJf1く地形の変動と！点目特杭の変化をIY］らかにして，海岸変形のJWIV]

｛こ努めている。一方， う長野Ht'Jな海浜変形を調資している。

(3) 海中構造物に作用する波力と構造物の動的挙動

る波）Jを究明し，その動的挙動の観j期を実施するつもりであるが，現在は

して鋼管杭への波浪の箆突やほい上り現象を観測しているにすぎない。今後木格的な波）Jの桜測を計画実施する

J・';tである。

立i二，組側研究の現状について述べたが，海岸波浪をはじめとする海象の組関や漂砂・海浜変形などの調査におい

ては，海岸波浪や諜砂の特tlJ・.，それらの影響する範IJJ:lまで空r1i1n':11こ総測調奈を拡大しできれば円本海沿！苧におけ

る拠点として発現させたいと考えている。

27.穂高砂防観測所

多量のニi二Tcl、流／！Hこよる災害の防止ij珪減法の1i{iI・，，＇［＿のためには，まず山岳流域における水と土砂の流出の実態を担恕す

ることが重要である。しかし？従来砂崩に関する現地調査はi断片的に実施されているだけで，降雨－などの外力と土砂

流出量との関連を明らかにしようとする意図を持った長期的な観測記録はほとんどなく，その方法論さえも確立され

ていない。このような状況下にあって，昭和40if：皮に砂防f1';i）門が設置されたが，本部門は現地観測による実態の究明



を最重要課題と；さえ，流域内に崩壊が多く，土砂流出の

頻度の高い，その上， i合ケ岳，穂高岳をはじめとする北

アルプスのお蜂に！泊まれてう寒冷の現象；こともなう土砂

土産および流出の実態観測にも適している，和jl,i丞Jil水系

組JI]J 11流域を観蹴対支流域として選定し，新部門増設設

儲首；こよって， この地；こ7,600rrfの敷地内に鉄筋コンク

ワート造り68rrrの観測主および研究室を持つ穂高砂防観

測所を設立した。また， IIざ

試験室を建て，研究の突を挙げてきた。昭和42年6JJ 1 

日より防炭研究所前毘の研究抱設として官f!lUがしかれ，

83 

写真－2.34 穂高砂防総測所

lJJJ手l，康長1の定員が配属になった。初代施設長；こ辻，砂防部pr］の矢野勝正教Hf:がなり，砂［Sjj部門より央卒、j式信助

手が記試換となってw:1壬助手となった。その後，昭和43年度には，央付ll)J手が抄i持部門へ配i丘換となり，砂防部flうか

ら沢江i畳間ll)J子が拶った。また＇ I!吉郎46年長かもは，矢野教授の定年j誕百；こともなって，砂防部門教授芦IL!和見が2

代田施設長となって現在に至っている。

現在，本観樹所では，近接するとノレ谷を試験流域とし，その谷口 じめ，流出土砂量および流

景観測用堰堤，掃流砂；量i間関装院などの構造物および5fl誌の雨量計と 2絹りノjく｛立討を持つ雨量・水位朱fi:itc緑装匙

自記電導度討などを設設して観測を行なっている。また，観部所付近の気象観測のための気象樹立言盤や各種地形変叱

を観潤するためのP-30型写真経緯犠，岩石および岩盤調査用の岩石顕微鏡，岩石カッター， f!,Jf摩機および1111性波試

験器，その地水質分析器などを結えている。さらに？昭和46年度には， ヒJL，谷の約10｛去の！よさを持つ足洗谷を試験流

域とする 2f裂の雨量H, l舗の；J<｛立・水］lilt測定装控およびJ記長抄；量測定装i註，浮遊ー砂量測定装泣からなるテレメータ

ー装控の設；百が認められ？現在工事Lわである。

本観測所ほ？以上のような諸設備を駆使い砂防部門との密接な協）Jのもとに説先を道行しているが，担ピL:の主た

る研究課題ほ次のようである。

(1) 山岳流域における持水の に関する観測研究

山岳地帯では標高，斜面こう配や斜面iの庁向などによって降水量が異なり，流域の王子均雨量を知ることもなかなか

凶難である。本問究はO‘85km2という小さいヒノレ谷試験流域内に設i註した5カ所の高是；frによって，その尖惑を究明j

するものである。

(2) 山岳流域における出水の に関する観測研究

i年水が流出する機構は水文字：の重要研究課題でもあるが，土砂bft/JJIこ関しでも，土砂の生産と流出に関与する重要

望主であり，ネ竣な山岳地摂におザる出水の尖態観測をヒノレ容で行なっている。さるに，テレメーター装践の完成に

よって，足涜谷全｛＊；こついても桜測を行なう。

(3) 土砂生産に関する

土砂生産の涼国ほ崩壊，地面長食，渓岸｛支食などであるが，それぞれの涼図によってよと註される土砂量とそり特’i主

を把握するために，崩壊地の拡大調査，流域内の土砂特性の分布に関する調査，議柱による泣く離；量の調査などそ行

なっている。
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(4) 土砂の流出に る観測研究

ヒノレ谷試験地において？洪水時三流出する流砂量ιその土砂特性の変化を観測し，降雨，流量などの観測結栄と
の関連について研究している。 ll{3fli46年度以降はテレメーター装置の完成によって， Ji：洗谷流域についても自動観測

を行なう。

(5) 崩壊の予知に関する研究

rrl:i IJIJII 流＊~iQ17'1の地形・地質学的調査fiJf先の結よjむこもとづき，同ーの地質条件下における斜面に対して，；＼＂：：f盤の圧縮

よびヒピ；切れの密度と弾性rill.試験の粘呆との関連を求め， －・）j, ；こ合まれる弁務

ンj足度の交｛ヒなどを訓べ，崩壊子持！のヨ能性について研究を進めている。

28.徳島地すべり観測所

本凶i}tU所は破砕J苦地すべりの多だ地帯， IZI:l[Jilの1jJ央部に11{3f1J41年llJJ／こ地すべり部門の観測室のー部として設躍し

た。この観測室は大学及び徳島県さき凶の厚主主により，？恵島県三好郡池田町に敷地1.650m2が購入され，その敷地内に

i玄］－2.15 1f＆島地すべり観測耳！？位尚之i

'.Fj：良一2.35 1忠島iむすべり観測所

建築部強 114nfで建てられ？観測賎器の怒ii/Iiは不十分で

あったが， fl/Hl141年より最小摂の芯f遊説損IJが開始されて

いる（臨－2.15，写真－2.35）。

(I引出＇－￥三支！主後， II苦手:Cl,Ufj二ll)Jより11{3fll42年3FUくまで

地すべり；＇fl)P11のlJJJ手作内鰐胤 li谷尊：彦および教務職員

湊忌豪己とによって交代で観測主においてi鵠査観測がお

なわれ？昭和4211:.4 JJから 9月ぷ日まで、演；l:/JL、iリr－に

わたり，｜可観測主で，＼／M査桜測にあたり， 11{1fl 11211:.10) Jよ

り昭和44;,1ミ6月ぷ日まで古谷が同観測室で調査卸測に従



85 

Ji：した。

Ile! f1!44fJ:c 4 n 1日文部議令弟18号ーにより？助手1名，技1三1名の京蔀j
がしかれ？地すべり部門の山口真一数段が総関所長を11{:tf し， ll吉宗］44年 7 月 1 日付で li谷が土むすべり部pうからを~！測所

Hのえ/J手となった。昭和45if12)J 111口数設の鋭部所長王手正に昨ない後任；二地震動部門の占JII宗治教授が併LIとなって

？ヨ；こ到っている。

現｛L:ヲ説部！升はHHRl41年；こ建築した続開主とその後増設した1li.！￥および実験主：こ平lj)ljしている仮設物とか込なって

いる。なお， n苦手口44年2/j：こ職員指舎む一；裕治時計；なされた。

本fl支j期所の詰（iヲ；ま破砕帯地すべ：フ災’おこ関するすべての研究を説地において総合的；こ誹究することであり，研究内

容は潤定説踏を主体とし，｛技砕措地すべりのだごL二条件・その機搭・運動掠式および子'.ill ：こ関する）j~礎的研究を推しJill

め，？三求の研究を著しく進民せしめるとともにその成民を応用lillヘ通用することである。

これまで森法・企，＜.i.桜の試験地で剥査・観測が行なわれてきているが総誤IJ慢器泣いまだ不能でおり， これら試験

i患の援問機器の整ii/Ji拡充はもとより，地すべりの充l機構を解明するため各地の破持活；iむすべり地の地形・地丘の説

地鱗i査・弾性波探査・電気探査・ボ－ 1）ング；Uid査を実施し物性的にiをすべりの京店！を，Did査し，また，土地移動量・

fill縮議・接,j'Sf量・地ド水｛［立・地1jJ内部重量・ ・沈下量など動的物町長：の観測を行なうべく， Jig定自：検地l:!ix:の桜

誤1縞の設備J悲充をけi出iしている。さらに，指定位決地法で異常が認めちれたj品合にただちに羽j品に急行ーできる険動）J

を兼ね呉えた観測所三将来祭会請する計画である（写真－2.36,2 37)。

破枠帯地すべりの主張研究J知的立たit条件・拶長)jj相手i

．予知・防止工法に盟約される。本総j出掛はIyよ（J：これら

のうち次の｛i}f究お題をかかげ研究活動をjJなってい

(1) 破砕帯地すべりの の研究

破持南iをすべりのJ＿：＿：分街地域である占野JiI ;j(系およ

び仁淀川水系のjをすべりの充生条件・活動指i式の誌礎に

なる地形・ j也笠の法礎的資料の11えffを行なっている。

(2) 破砕帯地すべりの移動機講に

る研究

37 穿子し賎

,1f~!f) 11の支流井内谷川流域の倉石i告すべり地・ j設；返すべりよむを試験iむとして地1jJ j斗部長，ii・.伸縮；rJ・ • fi:J'f主；1,1¥ーなど手E

々の，n設~：mを投入し， iむすべりの移動機構の版測を行なってい
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(3) 破砕帯地すべりの誘因の研究

破砕帯地すべりの発生の主要条件：ま誘国である。最大の誘因としては， i準高とtlli下；J＜がまうげちれ唾降雨の強度と地

下水の変動が地すべりに密接に関保しており，このため持雨強変・地下；J<位変動の観澱を試験地で、移動機構のj混誤！！と

同時に観測している。

(4) 防止工法の研究

杭打工法をとりあげ， I告すベリのモデルを造り，人工1'11:l1こ土腿移動を1ミじさせ，ストレインゲージを利用し，抗に

かかる土！王・続出i立の土塊変動状況を検討している。



第3章研究活動

1. 地震災害に関する研究

(1) 地震予知に関する研究
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大地震の発生を阻止することほ，現代の科学技指をもってしてもおよそ不可能であろう。従って現在の地震学およ

び地震工学において最も急を要する課題は，地震予知の実現とi前震構造の完成ということになろう。間々の建築物や

土木鵠造物などは， lffii箆工学的に目覚ましい進歩を示しており，問えば高層建築の謝・震性は昔呂の比ではない。しか

しながら，科学技術i’告に高度に発達した現代社会辻，一方では， i道援に対して益々増大する危i良性を!:fJ.んでいるとも

いえるのであって，完全な尉・震｛むこ辻未だ道速しといわざるをえまい。例えば， 杭空機（空港〉， 高速鉄道，高速自

動車道路などの交通機関や，電気・ガス・石油などに殆んど全面的に故存する生活の機構などが，大地震の底撃を受

けた時， どのような災害を蒙るかは，はかり知れないものがある。これらを完全な耐震構造にすることはまず不可能

であろうから，たとえ坦時間であっても地震前にその発生を予知iできるか百かは，決定的な意味を持ってくるのであ

る。このように，現代社会どおいては，地震予知は決して単なる学問i'I守興味の対象であるのではなく，人間社会に極

めて密接：こ結び付いたものである。

又一面で！ま， 地震予知は本質的に地震学という学間に合まれるものであるともいえる。地震の本質の探究の一面

が，そのまま地震予知の研究であるといってよいであろう。恐らく，地震予知を実現するためには，地震の本性の探

究が制二行して進めちれていることが必要であろう。このような意味で，坊災研究所では部立以来，地震学における基

礎的研究をも含めて，いろいろな方面かち総合的に地震予知を目指して折究を進めてきたのである。

さて，以下に地震予知に関する研究活動について述べようと思うが，その前に先ず「地震予知研究計脳jについて

説明を加えておこう。昭和30年代の諮り民 わが国の地震学者のi自に地震予知研究推進心機運が盛上りを見せてき

た。先ず昭手Ll37年， 地震学者有志数10名からなる「地震予知討画研究グループjが結成され， 度重なる討議の末，

f地袋予知一現状とその推進計画jと題する小冊子を去げにした。これ泣， 地震予知研究を行なうには， どのような

研究題自について，又どのような実施計耐によって行なうべきかについて述べたものであり，その後の地震予知研究

計＠1の出発点となった函期的なものであった。これ泣地震学者のfBJで，地震予知訴究計部iの「ブ、ノレー・プリントJと

呼ばれている。翌38年には， 日本学術会議がこの，it脳占に基づいて，政府に対し地麗予知研究の推進を勧告した。

39年には，文部省測地学審議会地震予知部会がこの勧告について審議し，関係各省にこの計画の推進を要望した。こ

のようにして，地麗予知研究計甑は若々とそり具体化を進め，昭和40年度に辻， f地震予知研究年次計画jが第一歩

をふみ／1¥すに至ぜったのである0 40年度に始まった年次計聞は，現在では f第1次年次計画jと呼ばれており， 40～44

年度にわたる 5カ年，n1111iである。現在は第2次5カ年計画が進めちれている段階であるが，第1次5カ年，li'I出によっ

て，十分と泣いえぬまでも，かなりの数の極々の観測所の設1ifi:，観開設や観測計器の交吋が行なわれ，わが国の地震

きたといってよかろう。

上述の「地震予知研究計画J；こ辻，地箆予知のために役立つと考えちれる種々の研究テーマについて，呉｛本的な実

施，J¥・u当が；£べ色れているO 挙；Tちれている研

• t設小）， f世援波i主度変｛ヒ’活断層・活摺出， i世熱・岩石， 地獄気・地電流， 移動観測（も語教小地震その他）など多

11成にわたむ，各大学・各官！？で分j註することになっている。防災研究所では，これらのうちの数項冒と，先己述べた

基礎的研究とを合せて，総合的に地震予知研究を行なっている。現在まで当研究所で行なわれてきた地震予知研究の

項目を挙げれば次のように分類できょう。
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i ) 地殻変動連続観測

ii) 微小および極微小地震活動

iii) 地震発生機構

lV) 地殻および地球内部構造

v) 地震観測の自動化およびデータ処JIJl

vi) 地｛滋気変化および重力変化

以下において，これら諸分野の研究活動について述べよう。

i) 地殻変動j部山l；＼［測

徴小地震の1u1：究は，地震予知研究として防災研究所で、も特に）Jを注いでいる分野であって，

11lij p；とも別項で；；n:しく述べてあるから， この11!1｝項目についてはごく概略を記すに止どめる。

地投変更)jの｛託行ピにおける京都太学の歴！とは非常に古く30年以上！こ及んでおり，防災研究所においても正に20年が経

過したの花 η て，そのi討に行なわれた研究は極めて多数にのぼる。昭和18年烏収大地震の直前；乙生野観測室におい

されて以来，昭和30年代終りまでに，数多くの大地農および中規模地震にまで，同障の異常

な傾斜あるいは1t¥l縮の異常変動の序立が般かめられてりった。この時期は，いわば地震発生とそれに関連する地殻変

したH寺加であるということができる。そのうちに，倍々の大地震についての異常変動のみでな

く，ある地域・ある時期における地震系列全体と＇ ,1［傍｛こ存在する観測主での地按変動のおは；LIとの関連，地麗系列の

変化：こ伴なう地殻変動の段式の転換， このような解析をりなうための地般変動記録の収敏い）Jとその意味づけなどが

だんだんと切らかにされてu-った。従って個々の大地援に伴なう異常変化は？このような全悼の流れの11:1での特呉変
化として促えねばならなし、このーJfilのWf＇先は？地投変動研究のむ註｛ヒ；こ；立を JJU払地桜子知へ－・21ょをill;めるものと

して評｛illiされよう。

このような研究と併it して？最近では？地殻変動ril・ ｛，If や縦j出Hi去の1Jl~1s ・研究が活楼にjj二なわれているO え凶i捺JYJ

；こは，南米ぺjレー・チ 1）一両国とのIMJに地殻変動の国捺共同観測が昭和40年度！こljU始され現在進行q:iであるが，河じ

ような地震l"EIである－）j，造構学的には異なっているわが国と弱米諸国とのi自の地殻変動のよと較は，地震発生と地穀

変動について〆析しい克地を与えることが期待される。ぷキ111については日iJJJi（工）を参照されたし＇ o

ii ) 微小および極微小i由民活動

r草uJ、地授がよ；地震充：＇tと密接なi対話を詩つであろうという子恕は， Gutenberg-Richterの関係が巨大地袋から徴

小地震に到るまで同ーの関係式で表わしうることや，大地震に伴なう前議や無数の微小な余援のι｛L：などから考えら
れることである。このような怠味で，極めて数多い微小地震の活動状態から，大地震発生を推定しようというのが1

1由民予知のための徴1j¥l出展研究の目的である。一方で，微小地震活動を｝；：.JHの地震活動の縮小モデルと二与え，発生様

式や｛むの現象との関連など地震一般に成立Aつ法見IJ性を拙LUしようとする考え）Jも成立つ。この法見lj性は，大地震発生

にも延長しうるとすれば， この而からの徴ノト地震研究も重要であるO

防災研究所での微小地震研究は？特；こi昭和39年鳥取微小地震観測所が設立され7 近畿地｝fl）ヨ’帯に密な（1;¥li期総が主主設

されて極めて活漉となった。別配までに， この地域における地震の震源分布， 発箆楼措， 発生の時系列などについ

て，数年間の資料により，基礎的な研究は完了したといえる。割配では、これらの微小地震に関するより，1料Illな性質

の解明，大きい地震との関連性の研究、観測・解析方法や資料処理技指のIJlがさなどへと進みつつある。ぷ地震活動と

他の諾々の地球科学の分野との境界的な，あるいは総合的なWl先も重要テーマとして攻上げられている。微小地震に

関する研究活動の詳細については別項（IT）を参照されたい。

iii) 地震発生機f1＼~

この研究；訓告震発生の過程とその機撲を験震芋的および理論i:i'j／こ追究しようとするものであって，地震発生の場で
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あるJU；殻・上部マントノレ｛お去の研究成巣をも総合し地震予知を窮極の自的とするものである。本研究所において行

われて来た研究は，主として地震波動解析による発援機捕と震源過程の訴究， dislocation theoryり適用による震

諒モデルの理論的！！万究、さらに高感度歪地震計・傾斜計等による地震発±H寺の地殻歪・額斜の変化の研究等である。

l菖掠地球物理学においては最近の数年間；こえ陸務勤，海持JJ去の甚大， transform断層の性質，

などの研究成巣を総合する platetectonicsとII子ばれる仮説が提出され地震発生賎培の研究も，これに関連して急速

に発展して来た。

このような発授の中で，現在， t=1本列島を含む詣太平洋地域のJi;成過程や地球内部の動力学挙動などが国際的計i訴

のもとに総合的に訴究されようとしており，その成果；立地震予知に直接的に資するものとして期待されている。

九研究所における地器発生機構の研究ほ浅発大地震や lithosphere 1Jヨ部に発生すると考えちれる，ややil発地震

（泌さ70～300km）あるいは深発地震（深さ300～600km）のi遅々の地震についてそれるの震源退程を議密に調べるこ

とから始めるれた。

和田卓彦・古沢保・小野i寺；t}J-は昭和35ftミ（1960)5月22EIのチ IJ大地法？の際，阿武山地震観測所のガ 1）チン型上下

動地震計で記録された長J；雪崩 Rayleigh波 R3と R4について解析を行ない，その振幅比九／R，から directivity

functionを計算した。その結果そのi軒践の長さ辻 1200kmで之内は W80°S，また破壊j支度として3.5km/secなる

i誌を何イこ。

見野手IJ)d訟は高額太平洋地域の浅発からおりさまでの大きい地裂のP波初動方向および振幅の分奇から況とんどの

地震が sheardislocation （男新型のくいちがし，）によって完全：したと見ちれることを示いこの地域に鵠く起震歪

)Jの推むを試みた。

三雲長J!は，南西太平洋：こ起った magnitude6. 0～6.5の4留のやや深完地震のた生機構を， i立界関準地震計・fl]翻縞

WWSSNで記銭された長h13JむJP波の波形の解tfrから決定することを試みた。すなわち第1段般としてこれらの地震

した movingshear dislocationと仮定し，断層面の大きさ，変位；島変

位flきIi日商数，般i実j主[Jfなど震源ノマラメターに語々の植を与え，地震波のマントノレ内を伝揺する！際の拡散，減衰，観翻

点字blI:の地殻構造2 地震計特・性等の影響を考慮に入れて理論波形を計算した。この理論波形と実擦に記録された、波形

との比較から，これちの地震のモーメン i、と震源パラメターの範昨iが定めちれた。次に第2段i砦として，三震は多く

の組組点で記録された波形から，地球fAJ部伝活とよ志良計による影響を取りぬいて震源f,J-j立での波形を求め， この波の

ljl討がP波 nodalplaneの法線に対する観測点の方｛立によって変動するという事実から， slip planeを定め，同時

に新！露出の長さ， 1111ふ i鋲！露出の変位；匙モーメント，および地震持の stressdrop等を推定した。またこれと共に，

p 波のみならずS波の3成分斑論波形をもi汁算して， このモデルιの妥当性を？1在めた。三雲はさらに上の）j法をもちい

て，最近5年rmに日本付ゴ立に発生した11錨のやや深発および深発地震（magnitude 5. 8以上）の長j車、過程の解析を

けない， このうち8II誌の地震の震源パラメターを決定した。司本河辺の地震に対して求めちれた植は，モーメント 4

×1Q25～1. 6×1027dyne・cm, 断層面の長さ 10～30km, i福 5～24km，変位量 1.0～7. 5m, stress drop 160～数g

barである。さらに slipplaneの方向分あのテクトニックス的意味を論じ？ また stressdropが深さに対して増

加する傾向を見出してその物盟的意味を検討した。

宅協和夫は WWSSNによって観測されたおれ1地震のP波初動）－.flむの資料（約9000関〉を約50の地震搭に分説し

て長ね合わせ，
J._ 
／｝。 100～300kmの深さで辻，地震発生出の dip方向；こ

張力が， 300～700kmの深さの地震では反対に圧縮力が｛動いており，これらの応力の各地域での水平－成分は plate間

のおj対遥動の方向と一致することが切らかにされた。また国池は8年間の干i初日発および深発地援の資料かふ時間・

空間的に密史して発1ょする地経若手（multiplet) が深い地援の場合にもかなり多く／訂正すること？ 群発的な発生は

plateの端やわん曲部分7 あるいは3枚の plate心出合う場所；こ起ること， また，各 multipletを構成する地震の
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震源はある方向性を持って細長く分布し，最大の規模を持つ地震；まその分布の端に位置することなどを指摘した。

さらに尾池（-j:, multipletを構成する地震の中で最大の規模を持つ地震の一方の nodal plane 上に他の地授が

発生していることを見出し， この結栄を， 1!!€[l艮弾性体内部｛乙与：えた椅円形断層1iLiHd.i立の応力場の変化と比較すること

によって，余震の存夜する方の nodalplaneが slipplane と考えjぜることを示した。 これをもとに約30fl誌の

multipletについて slipplaneの推定を行なったが？特［こ日本海lこ発生した深充地震については，先に述べた三雲

の結果と比較し， slipplane, l!Jr層の長さともに良く一致

これらの研究においては， 2次：：rci'(J拡がりをもっ断層面に沿った sheardislocationの発生が侵似のモデルと考

えられ，孫々の研究結果は少くとも第1近問、的にはこのモデルを支持してきた。しかし？5t日J色地震ではみ；多の弓二一デル

のような 3 次元的な変形ないしは披主主を~える方が自然かもしれない。また，起震歪力と呼ばれる主圧力，主民）Jllllll

のブjlhJ泣，地震発生前後の変化分であって，その地域に働いている応力場を直接的；こ示していると泣かぎらない。こ

の点が， 今後lこ残された課題であろう。その解決のために最も重要な役割を呆すものは，充分な精度を持った観

街宣科の醤砧であるo ~I 研究所F付属の観測所では，長河期地震計および霊地震計が，この目的のためにすでに設置さ

れており， また， i虫箆発生n寺の地動を0.01秒という短周期成分から 永久的な変形まで， 完全に記録しようとする

広市域地震波観測装誼も， 今年度完成する予定であり， その！変身主が期待されているO

た地震学的あるいは測地学的観測資料と比較するため，傾斜断層面をもっ sheardislocation modelなど種々

の震源モデルから期待される near-fielddisplacement （近距離111!,fil}J変位〉や staticdislocation field （歪，傾斜，

stress分布など）の理論，数値計算も行なわれつつあるO

iv) 地殻および地球内部構造

地震発~に関述した地殺変動や地授発生機構にWJする 't11JWを叫るためにlむ地誌先立二のJJhである地殻および地球内

部特に上部マントノレti¥J;i去の物lllH(HHTを明jもかにすることがlft:'},gである。この目i’J(jで本研究所では， 自然地震および

爆破地震動の定時，長J.1dJ弱表面i波の分散，長)rlaJ現実体波のスペクトラム重力異常分布などの解析かも地殻および地

球内部の弾性波速度，密度，非弾性の分布や地域的構造などの研究を行なって来た。

地殻構造の研究に関しては，本研究所所員も含み国内多数の地震学者によって構成さ

が昭和30年代以降も引続いて全国各地において爆破地震動の共同観測を行なれその走時解析か与これら各地方の地

殻及び上部マントノレ鵠jさを詳細に決定しつつある。

最近？ このクツレープによワ，中国：ttlU:Tの地穀構造を特に枠組！に決定する目的で，倉吉 と諮問（I岐阜県）

を結ぷ拐、1線のJ1itlJ/ri；で.II"4 I白iの大爆破がilなわれた。 これらの観測結果の解析から， この地）1‘の手均的措；c＇.として次

のよう られている。

Model I ; 1 (5. 5km/sec; 3km）ヲ 2(6. lkm/sec ; 12km), 3 (6. 4-6. 6k m/sec ; 23km), 4 (8. Okm/sec; 

・ Model II ; 1 (5. 5km/sec ; 3km), 2 (6. lkm/sec ; 12km), 3 (6. 4-6. 6km/sec ; 17km), 4 (7. 4 

-7. 5km/sec ; 18km), 5 (8. 0-8. 2km/sec：一一〉，このうち地綾上踏の6.lkm/sec属の存在は他の地Jicf司じ

く非常に明瞭であるが，地殻下部及び上部マントノレの構造については解釈の分れる所であり， さらに！洋しい知測を尖

施することが必要であろう。

向じく爆破地震動研究グループは太平洋岸から東北日本を横断して日本海に至る地域の地殻鴇j与を剥査し，内陸地

方の構造が？上記、の中国地方にかなり類以した構造を持っと推論している。このことは，地笠苧：!'Iヲおよび地球物理学

的に見た日本列島の性質が，一般的には東北日本と西南日本で異なるという額向に艮するものであり，今後さらに充

分な検討が望まれる。

一方？

の研究が行なわれた。

って， 告然地麓波tlごn寺の高給疫の観測が可能となり， これを利用した地殻措造
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る徴／ト地震の震j採決定に探して爆破地震動研究クツレープが決定したこの地方のtill

設構造（ModelI)を適用して，この構造が良い；［｛訟であることを示し，さらにこれらの徴／ト地震のP波およびS波

の定時解析からこの地域の i：部地設内の Poisson比の深さ分布を措定した。三雲は一地域に配置された密な地震観

測網を群列観樹と克なして地震波の位和速度と到来万jJ:f］を求める方法について論じ氾池・三雲は和歌山地方で行わ

れた徴1j＼地震の5点観測に際してこの方法を適用いみかけ速度と伝品方lriJの方向性から，融関点付近の表層帯造を

J住定した。また構爪・松村一男ほ近畿・中同地｝jの徴／ト地震続潤絹で観測された中距離地震のP波みかけ速度から，

この地）Jの Moho部H'TFの速度を求めた。この群ヂlj観部法ばij:1～遠距離地震の地震波定時を利用して地穀・下部及

びj二部マントルの速度増i告を決定するJ・.；こ有効な手段であり，現｛1：さらに日本列島ドの深充地震面と関連したマント

ノレ構造の；；手しい解明を白（なとした研究（.f色村）が進められつつある。

地強・地球内部構造の研究においては，人工・自然地震の走時jq手析のみならず，名指の情報を総介することによっ

て指頼性のi：ミい結論を：J:rll/1＇，することが主要であろう。

同一観測点で桜潤された歪地震計および振子地震計ー記録の振，1111:i ・泣~H十r!JlEをfj二ない，（，！言者を組合わせて実

体波および表面波の詑m述疫を求め， j自立の3点縦聞か込得られる結栄と比較して， この方法が各事：の位和の判定に
有効であることを示した。~ California 中央部と SierraNevada 1L1掠下の構造そ推定するに当って，

録破によるP波ど11寺，主力異常， Rayleigh 波の群速度の変化を総合して解析し， i：のilr！床下では地設が異常に厚

く，東側の Basinand Range Provinceおよび酉｛![ljの太平j下洋では；：れ1ことをi読めた。 日本列島下の地穀および

j：部マントル構造に関しては詑来より多くの研究がfj-われて米たが，三雲は日本の存地域で行われた爆被地震動観測

の主時 dataにもとづいて沌々の可能な構造モデルを考え， これらの詐モデルについて， J"IH：和刊に期待される屯力異

常の分告と Rayleigh 波｛立初速度を計算し，それぞれ Bouguer 異常と位相速度のff~部舗と比較することによっ

て，各地域について妥況と忠われる構造を定めた。この結果，西部および、I令部託本においては，地裁下部と上部マン

トルの刊に7.3～7. 5km/sec程度のP波速度を持つかなり浮い（20km程度）中1m層が存夜し， 東吉本ではこの踏を

欠くかまたはかなりはし1と考える方が間々の観測結込をよく説明することが切らかとなった。 1JJnn層の存収は，後に

Eわれた長J,1,jJむjp j皮の掠，1伝および泣」llスペクトラムの解析（栗Ill情人）からも確められている。

栗rn ・~雲はまた長；;i3期 pj皮のj品｛＇；－（こ対応して， S波スペクトラムの解析によって成皆構造を決定する方法を述

べ，その有効悦について論じた。王室・栗田はこの方法をもちい，数fll］の；京発地震で｛f玄関されたSH波とSV波〈水

平成分）の振illhi比と｛立制去かふ先；こpj皮スペクトラムその他の dataによって推定された盟内3地域の詩造の妥当

れを確め，さちにS波スペクトラム及び Rayleighj皮と Love波の位t1]述疫の芳：から構造の異方fl：を議論した。

地球内：＇＼i）の｛おきを示す｛也の主要な’1c!:11の l つにJ~·01Ji性がある。地震波が内部を伝部する i際はこの性質によって援111/IT

の減衰と波形の変形が起るが？ この現象を逆に手lj吊して

地球内部の非~11W!:.f系数Qの分布が推定出来る筈である。

栗田は長河期地震計によって記録されたP波を解析し，

そのスペクトラムのピークの｛立罰が観測点の震央距離と

共に変化する現裂かふマントル内部のQ分｛Ii'の推定を

試みた。さらに三雲・架i：司法5舗のやや深発および訪日発

地震の長L引~jP波から，地設構造と地震計特性の影響を

除いて2fiきl鵠点miの振1111;1スペクトラムの比を求め，震央

距離とみかけのQの関｛系かふ地球，11郊のQの深さに対

する変｛ヒを推定した。鴎－3.1はこの関係を示す。マン

トルとコアの境界付近のQは，この境界に沿う地震波の
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diffractionの影響を受けているものと忠われるO マントノレJJ’唱のQの地域？？：およびこれとマントノレ内の地認発生と

の関連性の研究が今後に残された課題であろう。

v) 地震観閲のfl動化およびデータ処到

近'ij二，地震波形を電子計算機を用いて解J汗することが多くなってきたが，そのために記録を如併に数値化するかと

いう問題が主要になってきた。観測点の数の増大，増幅器の改良による1',':i感度？rtll関などにより， 11Jちれる地震記録が

！白人よな量になると？データの処理を自動化・高速震化する必要がある。また微小地授や徴到の研究においても，キis密

な波動論的解羽？をおこなうために観関装置，データ解析の方法を開発？発展させねばならなし＇ o このような組点から

古川宗治らは地安データの高速ド！勤処児のための装置としては我国最初の高速度数値化袋詰をIJIH1きした。そしてこの

設計を用いて／（Jil（宗〉・／1・沢・小野は，新潟地震の余震組側データを解析し？余震の particlemotionの）J1{1J,p ，＇おの

おpectrumなどを求めている。また／i・？R.は阿鮮の微動記録の解析にこの装置を利用して， digitalfilterにより波を

分離し，部々のJ,l;j波数領域の particlemotionの方向などを決定することにより微動の到来方向を求め，徴ii)Jの性

なった。その結民， J/.JJ出0.25秒から 1秒の範！万iの微動についてほ荘！立に波の！尉tr]とorbitの時間的変

して；おり，また particlemotion の方向はほぼSH!i;'lであること， 2～3秒の長！な期の波については振動/j

j11Jがかなり異なっていることなどを見出した。さらに l~I・沢・入倉孝次郎は，天ケ 1,Jifi地殻変動鋭部主に於いて行なった

徴小地自の観測かち得られた記録を digital（ヒして， particlemつtionの方向を調べ， S波の検i'J'1，及びSVとSH 

の分離を行ない， S波初動の方向を調べている。さらに古沢・入台・竹本経三・亦松純Yーは， これを発展させ， p i皮

の particlem)tionのfjlfUと震源方的！との系統的なずれから限斜！詩の1訂正を予測するに到っている。

またデータの！司 IiJJ処理を行なうには，記録量を電気量のlf~でf.1ι必i裂があるが，余店主1！開などのように一時的な観

測を除き， ＇li~fl!j{f支部jの境告には！詰気テーフ。の；［＇jY1l f,J: t J.どにj到した11¥JRliがあり，観測装；iそそのもののれ動化が必！廷であ

る。これに隠して立和Ill.加茂幸介のエンドレステ－

vi) 地獄気変化およびif（力変化

グーをJIH，たi'Ifi)J J忠良記録装1i"i:のIHH色がある。

地震発生に伴なって，地磁気の変化が？rtll測されたという出汁は以前からなされている。 I由民予知的づL汁Tiliiでも，地

磁気・地電流の変化を純測する方法を， 1つの有力な方法として攻上げて，全国的観測体制を作ることに努）Jが払わ

れてきた。特！乙 ドワフトがなく検定の容易なプロトン舷）J1il'による地磁気の永年変化M・密誤ij；とが，最も主張なもの

と考えられている。このようにして？現在までに，全国科大？：・ T¥Jj"='のうち9カ所｛こプロトン｛滋）Jillが配訳されるに

苅ったが，防災研究所にも，昭和41年度に，プロトン滋）1,il・ (A, B 2セット）が配置され，烏i良微小地誌観測所に

れた。地設予知，ii柏市！？始設では，特；こ！引に群子在地震のi探，地震活動に関連すると忠われる泣ガムマ程度の地磁

気変fとがかなり明瞭に観測されている。

鳥取微；J＼地震観測百！？では，昭和42年度から43年度にかけて，太j壬It正次郎.ft友立IJ彦らによって，主として中国地方

における比較観測がjj二なわれた。プロトン磁力計の2セットのうち， Aセットは烏攻微小地震観測所に設i泣きれて，

現（I：まで常時観測が行なわれている。太田・｛主友らは， Bセットを，鳥取県智頭町，同青芥町，信j大1L1，松江Tlj，広

［；＇，）県東域町｛乙それぞれ 1～3カ月程度移動観測を？？ない？茶準点烏耳元との比較を行なった。先ず，自じ期間 Clミとし

て湾形変化を示している期間）についてフーザエ解析を行ない，鳥玖に対する各周期の撮l!I~l比をi九社・した。？？くに，各

被測点と鳥取の開の観測慌の単純差をとってその性質を調べた。この研究は未だ継続中であるが， このような比較観

測によって地磁気異常を検l鳴するためには，援t!Iffi比や位相設の洋しい検討を必要とすると忠われる。一方住友は，鳥

取と，全国的基準点である柿問との間で，全磁力の値の比較を行なった。昭手f!44年秋から45年度末にかけては， Bセ

ットを京大理学部阿蘇火山研究施設に移し，阿蘇と鳥取の比較をiJなった。吏に46年度からは，同じく BセットをJ・.

宝地穀変動組測所｛こ移し，約1年間の予定で観測を開始した。

次に軍力変化の観測については，重力の時間的変化を求めるため，アスカニア主力，ilによる長期連続観測を続けて
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いる。その結弘？京）Jの潮汐定政り宇部；'J(J変fとの存在が見出され，又10年以上の長J;I;J1tfJをもっi弓定数の変動の存花も

推定された。一方，上宝地設変動慰測所のラコステ烹力計によって，哲uケ瀬良好層・跡津JII断題での主力測定，護琶湖

河辺でのfポドの続返しi[L)Ji員IJ定がfl"なわれてお山 λ特に問題とされている南関東・東海および近畿地方にお汁る主

力共同知試が？京大地器研究所・間土地J!H[ttとの協力で行なわれた。

( 1) 地設変動の研究

京 hi~え学における 1ものである。地畏予知研究のため，京都大学］理学部で地殺変動

の研究が始められてか与，現｛I：までに6Q1f.JJ、｝：の年月が終選した。 11m計261H出災研究所が設…立されると，それまで地

球物fll＼学教京において維持されていた地殻変動観測宅の多くは第一部門（現地震動研究部門〉に引き継がれ，前災研

究所の事業として推進されることになった。昭和3Qfドにほ，地殻変動制践のための特別事業費む交吋を受出更に33

fj勺こ辻， jむかく変動研究部門が設汽されて，出災研究所における地殻変動明究は， この部門をrjJ心として強力に控し

進められた。地殻変動説話題京も，近畿地Isを中心として，全国に10数カ所を数えるまでに増強され， これらの桜部j主

での桜誤~記設から，次々と託子n：な研究結：誌が充表されてHったのである。このような昭和30年代、判ぎに到るまでむ

研究店'.11)1ば， 36）ド疫に出版された 11W災研究所十｛f.史Jに，（手しく述べられているので， ここでは行i唱することにし？

特に301,1'·1\~投半から，「地震予知fUf究：ttJ1liiJ の /1 ＼現を持て現｛！：に到るまでの wrnnの研究；；拍車について述べることにす

る。

前 i）むところで述べられているように，昭和4Q｛ド度から始まった「i出展予知i研究年次；ll・111tjj：こJ志づ、いて，防災研

究所にもヲ 40年度にi：宝地毅変動縦割耳Fr,42W度に屯鶴裂地設変動鋭部所が；交流された。又， このような地震予知研

究の夜空十tに；をみて， 4Q{j'.震にほ地震予知，il部(iJf究部門が新設されることになった。従って， 40年代の防災研究所に

おける地殻変動研究ば， jをかく変動・地震予知iJI測の 2t車内と，上宝・屯鶴峯の2組側所がr!1心となって推進されお

引に主ljっている O '.'.'i::Jlll刊に配；；せされている翁星組tfl!J市の殺は現千五18カjifrに7えんでいるが， これらは土；'3f.・屯鶴来のJ1Iij

組側j去のri'F1!iii：星組問主として配円されてい

jコJ下；乙 つ。

(a) 地授に関係する地穀変動の研究

地震に関帯、のあるよむ殺変動の主計揺は， 20カ所旬、 i：の組関所・組関主で継続されている。初期においては？資料の誌

も十分でなかったので？ ちっぽらえ地震の古語立？をの担期間（致カ月以内）の異常変動の観測と解析が主であっ

た。昭和27,q:.(1952) 7)] 18 Flに発生した古許可也震に際して，約70km離れたii：手地殻変動観測宗の｛rti縮討に記録され

た異常な地殻ひずみの変化を観翻した古田支f!夫：志向じJI二：手観測京／1＇］で充生した落盤に持なって組組された異常な／＂ j

所1'11~ ひずみ変化，および地すべり地帯においてiをすべりの発生に先立って縦割された異常な前兆（（~ひずみ変化などを

総合的に研究し，突発i山二発生するこれらの披i実的な目黒現象について，｛！＼l縮，it・額斜，/jーなどによる地穀変動連続続

測を；主主il く継続することにより，そのすさ~I：に先立つ前兆現象を捉えることが可能であり， したがってその先生の予

知が可能となるであろうと論じたc

一方，線開開始以来， R~ ， r肝では301；三大部分が20W近い能関年九が経過し，その資料の架誌は，かなっ長期間に

わたる地殻変動と地自？あるい；土地震活動との関係についての研究を可能にした。 n:i-11:ir.~~~ ・加藤正明・小泉誠ら泣，

昭和41{jミ以来，与謝関室停に誌j測結果や関係資料をまとめつつあり？すでに糾合・伊立長時・鬼攻・定小屋・生野・

神間について（他に損，，嘩 e 由良については一部）， 報告？を発表している。 これと同時に，解析方法も，各観測室や目

的とする現象：二適した新しい表示庁式を詑い，解析結果を主主こして，逆に：n・?i三の改良，設波方式の改）子，；fl・誌の13号Jiさ
などをも進めている。

地設変動f(\1l翻絡による縦割の主巨IIY~は，：l1ii 々の地震にj1'1接関係した異常変動を桜認することと共；乙法竣の長期の

地殻運動を検出することである。綿々の地震の夜前・ n1(fをの異常変動については，高取地震以役昭和30年代の終り頃
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日しなければならよりその成来を統一的にまとめるためには，までの間に数多く発表されているが，

あるい泣そりま4ない。田中（fl〕・加藤・小泉UJiわら辻，現在の地殻変動は少なくとも第四紀以来の地投変動の継続，

響を日接受けついだ発展形態であり，倍々の地震に関係した地殻変動も長期間の地殻変動と無関係ではありえないと

その地の地球物J11l学的現象を部：せ考えた

地震に悼なう地殻変

いう見解から出発して，地質学，地形学，関長J.l.測量の諸方riiTの研究成呆や，

上，長期間の経壊な地穀運動と地震活動の関係を追究している。すなわち，部会i々の地震に関係

変動ば，一貫・した長期的地強運動の流れの中でどのような部分を出めているかを調べなければ，

動の全貌を明らかにすることができないという考え方である。
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民蜂・組合における地震活動と煩斜変動

上回｛まひず、みの接被，下関は特定Jnr,Jへの傾勤を示す
！玄］－3.2 

図－3.2に示すように，，撰峰の領斜変動と日Jf1J灘の地震活動，

幾っかこれらの海域に発生する地震は，地殻変動の様式！二非常によく似ていることが詑目される。すなわち，来が，

その系列の転換期；乙同じよ虫穀変動区にある制調宗では，共通なある特定）Jf11］の緩慢なの地震系列｛ごう〉げられるが，

この緩接な領事：i変動；こ小さな振動的な額動が主なり，1つの地震系列に対応する，傾斜運動の速度が加わる。史｛ご，

その小変動の頭点で，｛弱々の地震あるいは地震群が充生する。

中部地方北西部の地震活動と，培小躍および神間で観関された領事：i変動との間にも克／I＇，される。す

なわち，福井・大聖寺神地震の系列かふ北美濃・越前抑沖地震の系列へ転換した時，いずれの観測宗でも， Jヒ茜な

いし北北西方向の額斜変化速度が変弘同時：こ担々の地震に伴なう地殻変動の様式も変ったことが認められる（菌…

向i誌なことは，

その付近の tectonicforceの鵠いている万J11Jであり，この地域における特定の方向と｛ま，3. 3）。

および地震の発震機購から求められる起震応力（主在力〉の）Jlfせと一致することが知ふら計算された最大歪の方向，

i百じ溜滞京の異なった坑道でも，あるいは約100

km離れた尾小珪・神i蒋jμu観測宅でもほぼ等しく，間一地殻変動i玄内では一定であることを示唆しているのは詮志すべ

きである。

すなわち鎮斜変北速度の変化の起る方向｛むれた。 ζの特定方向

および!11弱者断層系（北西一南2つの地震活動吊：一一淀川地震搭系生野の場合はややj菜子が異なり，

東）ーーの地震活動の交代拐に，領主：iの方向そのものが変るという結果がえられた（図…3.4）。

5.llJの興味ある・j'J:実を示すものである。先に述べた自向灘地震の系列の転換時；乙九州地撰峰におけ
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i寸－3.3 ！己／ト！毛・神間における傾斜変北述茂およびその変化

36士

·~52 I KA附 GAMO

35° ~) •－~々マ
＼ミア 可34 ヘ

＼回＼.ss

モ－＇s4 I 
、市s I 

135 136 

52～56 
56～・， 4 

'64～ 

同］－3.4 J：聖子・ i二賀茂における傾斜変動（＇ 56
+1ミ， '64'rf；土地震系列変化の年；こ吋る。〉

)j （九州琉球弧｛こ沿うやや深定地震搭の北部）にやや深

い（60～200km）地震が発生し， それと問時；こ， 緩慢な

地穀｛頃動の速さも変化することが，間一3.5かち知ちれ

る。このこと辻，この地域のやや深い地震の発生活iが上

部で浅ずさ地震地誠につながることと与え合せると，地震

活~j.~の原動力と，それから派生する諸現象との関係の一

両を体現しているものと考えられ？今後の研究が望まれ

る。

大地震発生に際して，その震i)Jj[地域では断層とか土地

のi寝起沈静がみちれるの法見知の通りであるが，昭和39

年 (1964)3月28Elに発注したアラスカ大地震（M=

8. 5）のiti:1を， 5部i所において， )73 

期日分以ト．！こ及ぷ気！王波が観測された。三雲はこの気圧

波を解析して位相速度を求めると共；こ，震央域において

実糊された土地のj寝起・沈降量と変1動域の面積に=ltづ

き， して気Jf波の：J:111論

波形を計算した。 Berkeleyにおける観測波形と理論波

JIラの良い一致は， この気圧波が震央j或での3分以舟の急激な土地の界持によって充当ミしたことを示すものと考えら

れ，気f正波の線鶴から浅発大地震に｛半なう地穀変動速度が推定できた稀な例といえよう。
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阿－3. 5 偵11際における｛頃斜変動 U・.2悶），棋111条における特定方l1ijへの傾illhC1l1f&) 

( El I句灘における地殻内地震により；n・算されたひずみの蓄積）

{r¥1縮計あるいは傾斜計による地殻変動観測を行なっている ihで，地震に伴なって急激な段述い仲縮・傾斜変化，い

わゆる strainstepが観測された例は数多くあるが，竹本・高i王I（理）は，岩倉，天ケ誌ti，屯鶴峯各観測所｛こ設置され

ているスーパーインパール捧型伸縮討によって観測されたマグニチュードが3.2から 7.9にわたる地震の際の strain

stepについて研究した。彼等は， まずこの型の伸縮計の震動に対する機械的な安定性を確かめた上で，約 200舗

の地震について str・ainstepと震源距離Rの関係を謂べ， stepの振i揺がR-2.4；こ比関すること，またある仮定をお

くことにより断層の長さL (cm）とマグニチュードMとの関係がか1口 2.2 logL -8. 4と表わされることを示した。
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さちに近畿地方北部に起ったM口 3.2～5.6の地援に持なった strainstepを， Press(1965）が計算した residual

strain fieldと比較し地表に新震の動きが現われないような中規模の地震についても，震源；こi軒！謡モヂルを｛茂定ず

ることによ弘伸縮；nでaill関された strainstepを説明することが可能であることを示した。 また小沢泉夫ば昭和

43年（1968)8丹27Flの京都市の地震，同じく 8丹18ElのJ::fll先i地震前後において逢坂1［」で線開された急激な地殻変

動かふ震源の破壊韻肢の手？もひずみエネルギーの変fl二および、マグニチュードを推定している。なお小沢ばこの京

fi13T!Tの地震に先点って前兆現象と呂される異常伸びひずみが観測されたと海兵・している。

なお， j世設変動む連続桜測にl;frfして注意すべきことほ，地球内部；こ原因をもっ況の意味の地殻変動と，地支部の外

；こ原因をもっ変動，問えば支（象的な影響によ勺て生じる士Jむの変動とか，機；1射すなff支部誤発などを忠見ljすることであ

る。竹本らほ守fr桜溺所において｛！ll縮，it，傾斜計により崩御jされた降雨， i品度変｛ヒによって生ずる変単について研究

しそれらの肉果関捺の定量fとを試みているc 同様に，屯鶴峯組関月frにおける降下！すその砲の外n立な彰饗について高出

仰の・！るj：謙介が， j二宝右足測所の結来について一戸時説・富永進・ JJr燥が考案を行なった。また小沢ば逢坂1L1説

測所においてほ忠一許可線上に記汽した1技会flの伸縮，nによって構成される array において記緑された変形を，その波
長；こよって分担1して品々についてのひずみエネルギーを見詰ると同時に， これを｛、b立の地震ft~！：と関連づける

試みた。田中損犬は和歌山市ki措および秋葉1Liにおける組鵠結果をもとにして， j以下期す，降雨，気/l：，支出などに

よる変形を詳しく調べるとともに，同一市立：］.J立で充生する局すさずi：地震に伴なう地殻変動を検出することを試みた。しか

しながら，上述の影響の現われ方泣，かなり複雑であり，雨量託部京における桜瀦結果のノイズレベルを期待通りに下

げることはむつかしく？同充・tt！：地震と地殻変動との関係を明確にするまでにほ到っていない。

(b) 地殻変動；二関する理論的研究

上述のごとく きていたが，地表i討における

識変変化と，それによって生ずる弾性変形に関する7世論的研究がr:j:i野正吉によってなされた。地表部に近いj会見！？での

地殻変動の組踏に際して，気ilnlの変化が才M1i性的にひきおこす熟語がかなりの影饗を及ぼしているとみちれるところ

から， rj:i聖子は，熱膨脹を考穏に入れた Biotの.flH論を｝甘いて， 地表Tttiでの制度変化が 00cos (wt-kx）なる形で与

えられている場行のお度分布と）疋について考案した。その結栄，逢坂1Li組関所における 2～3×10-0の振i院をもっ抵

の年変化；まえ？Intの変止によって生じるものとして解釈できることを示した。

このほかにも中野は，＇t1mr浪 ~1litl：体内におかれた crack typeの linesourceによって生じる 1'=!1:1:1表部の変｛立を

flIJ釘！＼｝／こ；：l’3'il：している。

(c) 地設変動続開言l・t言.技掃の開発

従来の地穀変動認j閣は，主として static な変化を観測することにJ：.娘が；；r品、れており，混在!ilriJ能な／r1,JJ9J領域も約

111寺ll¥JtJしとのものであった。又銀関与三じむ光学記諒式水平振子明傾斜計ーやi可じく光学j己録）J式り｛1j1縮討が主力で三う

た。しかしながら，最近， f若々 の｝111[llにより，防災研究所で｛むこのような観測方式に慢する改良や，経しい観担i

JI・｛，号 ・技掃の開発！こ大いに力がLtがれるようにな勺てきた。

問中（項目立， ともなって変止さ とにより， 1＼｛感疫でかつえt定

な徴小変化量検出装試ができることを利用して存量変化JW伸縮討を試作した。~坂iii総長IJ所において涼夜6.9× 10一日

/div. で試験観測をおこない，安定して良好な記銭がnちれることを示した。
最近の震；lliモデル己認する〕豆論的研究や，地震波勤持l（析：こよる霞；j京過恕の；iJf究の進｝炉：二f'

殻変勤と，約100秒以下の｛1主米のi言；震波勤との11:irmのJZ'J；現｛混i或での観摂1が主要，，ttを：4主々 J＼習大しつつある。；芋本兆方．
足泊ろf子：ま，昭和41年度の特定研究によって，容量変化］~＇tひずみ地震計ーを製作した。これは？をに？を勤トランス方式に攻

められたが，観樹周期註ii或；ま5分～1時間で，感度拡1×10-10/mmである。 掠めて支定であって， 30秒fa打点方式を

採用し， 自動スケールアウト紡止装置がつけられている。この計諒注先ず上宝地殻変動組側所；乙水平3成分が設近
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［え1-3.6 ひずみ地震，ii"の記誌閃 Cl：宝地穀変動観測所）

されたが，その後，北陸徴小地震観測所白支部坑（WI鯖江地殻変動組卸ぷ）にも設伐された。また，行本らにより屯鶴

峯地殺変動観測所・天ヶ；耕地殻変動総額i京！こも設1i"'i：された。これらのJI・誌は， static領域をとり／！＼して伸縮atとして

も｛交われており，感度1×10-9/mm, I司じ記掠；｝］式である。図－3.6に， ひずみ地震計によって観測された地震の代

表的を示す。担任， この持の記録の解析により，地質発注の前後にわたる超長河期変動のダイナミカノレな悦質を研ー究

中である。

一方，従来の光学記技)J式や許可：読方式（；Jく斡傾斜riDiま， 1週間軽度ffJの記録取得のために，観測記録に大きな人

為（Iヲ挺乱を与える欠点があった。そのためヲ泣訴旦長期間連続記録の可能な）J式のIJ[gJtも主要項目として研究がjさめ

られてきた。出池・平野志批らは，比較（i1JJi=W,1J~jの：軍政振子に）＼：：動トランスあるいほコンデンサーを攻f,J‘けた，）Y：動

トランス方式および有量変化方式の娯斜討を製作した。今後｛ま投々とこの方式に改めてゆく，n・mnである。後等は又，

円，h'c式電流,1＼－を利用する方式も製作工わであるo }]rl)誌は主動トランス方式の自動記鎮；J＜管傾斜討を製作し，上安・鯖江

• rt1良に設1L"i：中である。これらの；n,￥，号；副長めで安定で， o.00211 ／臓のお感度を有する。

また，高仔l（主立）．占沢．足u土’印詩li紙記録として｛:joられるものと向じ記録をデ、イジタル量としてf三ることを呂（I'-
として？光吉変換装；，・・tを製作した。これほ光竜変換京子を1t夜させて光点の｛立読をカウンターで時nu間隔として溺定
し， 光点の変位量をディジタノレ記銭するもので， 光電変換ぷ子ほ ON…OFF信号としてのみ市認を取りII＼してお

り，ポテンショ・メーターなどのような接鮭部分もなく長期間にわたり安定して使用できる。現{I:屯鶴峯観関所にお

いて観測に詑泊されているC

地殻変動の観測）J法としては， 群J!J慰問の主要性が認識されるようになった。前の（a）で述べたことかちもわかる

ように， 地震予知のための地穀変動研究の， 今後の一主要な問題の1つ｛ま， i告設変動の定量的取長いと空I/fl分布であ

ろう。このためには，同一坑中，地表と地中などの続スパンの群JIJ観翻から，同～111~，同一地域というように段々

とスパンを大きくした群列観翻を行なう必要がある。小沢ば逢坂i1i観測月！？で，，i:ilil(JTfl）・）芯i二は屯鶴峯綴測所で，伸

縮計や額斜ill"による群列観測を？？なってきた。また足地ちは，現｛I：北陸観測所鋭部坑r:l:iにおいて，系続的なやり方で

群JIJ観測を実施中である。 ζれにfflいる領斜計；ふ！告患によってi〕再会された華民援J-7判定勤トランス方式領斜計で，

？を8cmの金属ffj簡！こ状めちれているO この傾斜：；n-；土地中鎮斜計としても｛支えるように作ちれており，現どi：間観測坑内

の試験用ポーリング坑（深さ10m）で、試験緑樹r!:iであるが，将来；ま深筑ボーリング坑内での緩甜を計調している。
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(d) 地按変動の国際共同総額IJ

地震予知研究計画によって，全国各大学；こ樹誼された地殻変動観鰯所の致は現在日カ所にのぼる。え訪災研究所の

地殻変動鎚誤ll絡は， 2慰謝所， 18認調主を有して極めて強力であることも既に述べた。このような態勢の下記， 日本

における地震発生と地設変動との関連の解明は急速に進展することが期待されるが，一点目を転じて世界の地震発生

状惑を見る時，；Jljの総点；こ店、い主ljるであろう。 ）id知の如く， i立界の地震発生ほ，環太、！と洋地震帯とn手ばれる地域に！壬

1f1]1〕なに多い。その中えあって，ある出ではわが冒と同じく， ）く｛告の（Iiでは対照的な性支を持つ地域として，中高来太

平洋沿岸諸国が存在する。こり地域；こ｛£わが留と同じく，極めて浅い大地震から深さ数百kmにおよぶ深発地震まで

多数発生レ地震による被1占も怠大である。地JGl'Iせには，海流ゃ火山子ljの存在もわが国と類恕している。…方構造学

lfJに誌，弧状列島であって極めて造語kな構造を持つわが国と異なり，第三社：造山帯のLpでは規模が大きく旦単調であ

って，地域的特殊性が少ない。従って，このような巽同関認にあるわが昆！と中高米諸国とにおいて，地殻変動の比較

鋭部を行なうことは，地震発生に伴なう に大きな意義を有するであろう。

このような観点の下山昭和37年，西村英ーが中高米諸国を訪れた際，ペノレー，チ 1)-j1l1j[る！とのi自に，地穀変動の

注II察共間観tllllの取決めを行なった。この協定の概II容は，①京都大学が観測号号械を準ii/Iiし，現地機器（ペノレ…出立地球

物理学／iJf究所，ベノレ一国立サン・アグスチン大学，チ 1）一同立チリ一大学〉！と’＇.;{f-託する，①羽地機関は観測｝副長坑を

掘さくする，①？えな鰯完封戒のお』付および謝裂は京都大学が行なう，＠桜誤llr,＊械設1/~i:後の連続縦謝維持立現地機関がりな

つ， たがいに交換し双}jが共同で社議， ！京HIJとして連名のもとに公表する， などであっ

た。 この協定に従って， 11{3 Hl40年かも41年にかけて約3カJJ' l判II－去15• l1Jc¥:i(1t11)・津島吉見の 3名が現地に/Ji張

し，観誤IJ＊＊械の設，n桜測の指導をhなった。この共同観測事業法10年間を一応の区切りとしており，現在も地かく
変動部門を［j:i心としてj並行中であるO 解析については，！京す大コピーが防災研究所に送もれてきており，共同解析が

進められている。持；乙昭和41年（1966）ペルー・イカ地域の地震（M=5.5）について？問中（笠〉・一戸・デサ・

ギーセッケが，地震前後！こ土地の異常傾動が認めるれたことを出合している。 11lti凪における組側室および、設i百器誠に

ついては別表に記，Iまされている。

(e) 光波測量による地穀変動の観測

1.・sv 1！ぷ疫をもっ伸縮ril・.領事；Lil'などによる地投変動の連続縦誤I］と平行して，数年前より光波鶴瓶儀（ジオディメー

ター）による地殻変動観tllllがrm始された。これは，数kmの長さのJj討会を設定して， その主主総長を反復測量することに

より地穀涯の推移在検/l'iしようとするもので，上記の ll?il定桜制点における連続観測と，三角測量などの測地部議と

の了度中間的な規模で地殻変動を観測することを印有としている0 .l},l.ft:, 1%111（現）・ 11]f_j:i（窮）・尾上初こより近畿－

rj:i国・四国地Hに光波測量JHl針皇制が設之され，誤ll；設が繰り返されてきているO ノ，－uまでのところでは， jえだ総誤IJim

始以来の経過時11¥Jも短かし鋭部誤差以上のはっきりとした地殺従を検出するまでにほ到っていないが？近い将来に

おいては必ず地穀変動の組側手段のーっとして大きなま義をもつことになるものと期待されており，地震断層J,r1JJilの

ひずみ，あるいは連続税関，部地蹴最などからi半られた結果との比較誹究を通じて，地殻変動の研究，ひいて江主主緩

予知の研究に貢献することになると考えられる。なお， ）！と波測量の宇！？度については， 大谷x；犬・出！ド（輿〉が実i察の
測量結栄を統，;j・(l'J；こ検三すした結栄によれば， 平均lll采誤差が会：5～7Jllll1程度，距離に比例する誤差は2×106とされ

ており？ したがって，問えば法総長が4加の場合 0.5×105程度の地殻抵は検出できるとされている。

(f) その｛むの研究

よj2Jiの研究の｛出こ，直接地経予知に結びつく地殻変動の研究ではないが，地設を構成している岩石の物理的性交の

究明などを呂的とする一連の研究として， 1',';jlfl(J1H）・竹本らの土砂、の負荷による土地の荷主変形の研究， ！日jfll (Jill.) 

の体的ひずみ，ii・ ・医院ひず、み，ii'による地球潮汐の観測研究， 1）、以による逢坂11111場開明および紀州鉱山における地球糊

jタのi珂究および汲Aえによる地盤変動の研究， • 1j1J11によるi也球誕百タの解析；こl:YclするIi]［－先， r/:i JI I ・土111｝）＼＇.：・；t計自に
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よる上宝観測折における志ill常数の決定に関する研究， 出11:i（寅）の海洋諸）j汐と土地傾斜変化に関する研究などが挙

げちれる。

(ll) 微小地震の研究

微小地震とは？マグニチニード 3以ドのごく小さい地震と定義されている。このような小さい地震は，殆どの場所

で多かれ少なかれ起っているものであるが，特にその発生数の際立つて多い場所として和歌山市関辺などが挙げられ

和歌山地域においては，昭和27～34年にわたり，三雲・十r¥1J:l彰らによって観測が行なわれた。この結果について

は，「十年Jよ：jlこ述べられているので，ここでは触れない。

前のii）で述べたように，微小地援の研究は？地裁変動などと並んで地震予知研究の有力な手段であると考えられ，

地鼠予知研究年次計nmの＊要な l項自として取上げられている。昭和40年度を初年度とする， 「地展予知研究第1次

年次，fl・nI1iJによって， 全iEI各大学；こ徴小地展観関所が設置され？ 現在全国で16カ所に及んでいるが， 防災研究所に

1次＂I＇・次，11・1立lj（こ先…if；つ39年度；こ烏攻微小地震観測所が？次いで45年度；こ北陸微；j＼地震観測所が設j註された。 46

X；＇~或微小地震観測所に出徴ノト地麗移動観測班が附lfil；された。極微小地穫とはマグニチュード 1 以下の極め

て小さい地践であるが，松代群発地援のi器本務的な地震活動の出始に先立って，；｜宣言微小地援の頻発することが認め

られ，従って， i主的政1j＼地震発生の常時w主主見が地震予知；こ役立つことが認識されたのである。

以下には，鳥取微小地震観測所のJE込以i年現在；こ到るまでの研究活動について，鳥取・北陸rdd観測所の研究活動を

LjJ心として記することにしよう。

(a）近畿地方舟帯の微小地震活動

組織の項で述べたように，昭和39年度に設i還された鳥取徴小地民組問所は，鳥取， l~fi] 1J1，兵！払京都の諸山：県！こま

たがる地域を主として分JLLする鳥取組側所在轄の制測総（鳥取組関絹とi格告すと， i¥':i槻；支所をi:j:i心として，主として

京！波i塩方：こ主i眼をEく淀JiliHし、の凶甜絹 c，：：与j

ているO この［由， J!Jl学部llf1J式111地民知讃IJ所管 iごの組側室が，上記n1oti1関

d
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艇の中間；こ存｛！：し， 3者の協）Jが行なわれている。又北躍徴1j＼地震観瀦安の桜誤I[縞はJ:1t在建設中であるが， j位iとから

北韓へかけての観測縞によって，近畿かふiヒ陵へかけての観測絹が連結することになろう。鳥取および高槻の11lij%玄関

総は，昭和40年夏にほほほ完成され，時々の税先が；謂始された。岸本・穣JK・ 尾池らは， この地域における微小地震

の漢語五分痛を持団かにわたって発表した。図－3.7；ま，橋爪によって作ちれた麗j採決定j去による 3年半の震央分布で

あって？マグニチュ…ドは，；まぼO～4の範間にあると考えてよい。又間野提之il)J• 

をおいて，震源分与を発表しているが，国一3.7とよい一致を示している。このi立iかち先ず告につくことは，徴小j容

器は同一密度で全域！こ発生するのではなく，特に密集して先生する所があるヅJで， 3年余りにわたって殆ど発生し

ないかなり法い地域が存在することである。特に数多く発生する場所としては， 淀川流域， 1l1iiiAf断層系 Cl認の原点

付近を通り，ほほ北甜 南東の帯状地域），泉一泣く上地域（］ま！のXZに30km, Y=OHi立を通り， ほほ北京一治ilJ§の持；

状部分）， 鳥取7むから詞｝jに日本海沿いに延びる細長い部分などが挙げられよう。 宍対に殆んど地麗の起らない部分

として泣，関山県東部地域，木屋続開宗（X=20km, Y =40km）を1:j:1心とする半後30kmの問形部分その｛也が挙げられ

る。日本海沿いの頻発地域をぬき，その地の地長頻発地域は，ほほi七割一南東のノjよuーを持つ／11J本かの借状部分と，そ

の組合せとして培えられよう。このこと辻，地質学的見地から，洪fj£

j立以来現在まで， この地域；こ働く主任力の方向が：三；ま束・imと考えちれること， 111崎断揺を始めこの地域における活断

認は， 殆どがこの京酉）］向のほctonicfor℃eの1'1°mによると考えちれる性状を示すこと， !1i；こ後；こ述べるよう

に，橋JK・ J草地・岸本および関野・平野（勇）もどよって求められたこの地域む激／トlill援の充震機撲が，出めてきれい

な4訣i坂型を持ら主圧力・主張力の方向がそれぞれ水平で，東西および南北JS向と二与えちれることなどを二与え合せ

て，揺めて興味ある結栄である。 この性質辻， ｛虫の地域，例えば後｛こ述べる和歌山地）Jや？ あるいは中部地J..f;iヒ西

部（地殻変動の項参照）などと比べて， 近畿地方内帯の1つの特徴を表わすものと考えてよい。すなわち， この地

域に完生する大多数の地麗は， M=6註疫のかなり大きい地麗から徴／ト地長に到るまで， 東西方向の主l:E)Jを持つ

tectonic force によって起る断裂系！こ律なって発生することを示している。鳥取県の日本海沿いに西方に；七る地震帯

はこれと越を呉；こし？？とliiJ)j［句がほほ東西｛こ近く，呉なった免生機曜を持つことが予想される勺事実， これちの地震

泊先震機撲を求めてみると，京fJ§)jj1iJより約30°1時計廻りに廻った方向に主任）JをJ寺つ4装組型となり， この地法；ま，

j主捺学的に南部地域と異なった性質を持っと考えてよかろう。

これらの地震の深さも又？ lつの特徴的な分布を示す。 10～12km恕度；こ鎖充のIUがあり， そヰlより訪日いものは；t'.l

j敢に減衰する。 15km以上のもの泣極めて少なく， 20km 以上のもの拭殆どない。 このよ主主主の地殻構造｛ま， いわゆる

granitic layerと basalticlayer との境界面が深さ15切に存在すると考えられるので， この地域；こ発生する地震

の殆ど大部分が graniticlayer i今に充生すること，更にnldlayerの佐賀が， 地震発生に関してZ主要な意味を宿し

ていることがわかるO 今後の問題として泣， このような麗並立分市の意味を， 特に tectonophysicsの観点から， よ

リ本責点；こ考案する必要があるであろう＜） !lil乙臨時観測などにより，分布の微細時迭を求めることが必史であろ

つ。

発震機構については？ 構爪・岸本・！在自・凶野・平野（勇）らが研究している。岸本・橋JK・Jる池｛む図－3.8 

(a）に示したように， 徴小地震をいくつかの小i玄域；こ分割し， それぞれの小誌域における微小地震の罷央を重ね合

せて押引き分布を作った。図－3.8(b）は橋爪が行なった小i豆峨への分割と各lj＼援法における押し引きの各）j｛立での

分布状態を示す。このよう；こすると，殆ど大部分の小区域について，ほほ北東一寵認および北程一帯東のi宣交する 2

節線によって押しの領域と引きの領域とが分けられ， 主圧力の方向はほぼ東西方 1t1Jとなるc 17rij野・平野（勇）泣，

主として淀川流域の11!；躍について，同じ；fjj去により；まぼi司じ結果を持た。この結果は， この地域のより大きい地震に

ついて求めちれた結果と一致し？ この地域で；ま大きい地展から徴小地震に宝ljるまでi可じ tectonicforce によりi司じ

機構で起ることを示すものである。



102 

／ミ

. . . 
包

, 
♂ 

出31{i：研究活動

(KM; 

i立l-3.8 (a) 近畿地点－内帯における徴ノト地震の充震機措一…主ね合せを
fj"った各地域
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i立］－3.8 (b) 
近畿地方内帯における徴／ト地震の

発震機構－4象限型を仮定した

H弘主圧力軸（水干うの方｛立による

押し引き分布の適合度。殆どの地域

で？ 東西方向（φ＝90°）の主圧力

よく適合する

上に述べたいくつかの小区域のうち，烏l&D;1の[l本海岸沿いのよ虫民指に

ついては，泣交する 2節線をもっ4匁i誤射であることは変らないが，主

任）］の HI討が地の小ID或と l~J らかにwなり？京eEiJJ1t抄ユら If寺 ， i\"y)J])l) ／こ約

30つ／11J転した）J1[1J；こあ のことは？ 上述したように， これらの地震

の起反応）Jが，近畿地｝j’1Jす摺の内陸部および1111場側と異なっていること

を示すもので，造構学的に興味ある結果である。今後の問題として， Xu.

ね合せ法だけでなく， 個々の地震についてのだ震機構を求め？ JJそれ

と，地域， iヨ~さ，構造， J世援系列などとの関連を見出すことが必立さであ

ろう。

地震発生の時系列としての考案は，岸本・橋Jl¥・1当Ill良，1乙らによって

1 j・なわれた。岸本・橋爪は，昭和40年兵庫県浜坂i町付近の群発地震につ

いて，主として発麗機構の時間的変化の考察をりなった。その結呆， こ

の群発地震辻3つの系列からなること，…J：展；ま第2系列の初めに起った

こと，特に最後の系列において， この系列の最大の地震発生後？余民群

の発援機構が複雑な， しかし系統的な変化をすることなどを見出した。

一般的にいって，前震と主震，および余震系列の後の）jの部分は，そり

地域！こ働いていると巧えちれる tectonicforceを起桜）Jとして発生し

たと考えられるが， ιヒi長や大きな余震先生後しばちくは，開えば主圧力

の方向が30～40°程度まで変化し， 徐々 に元に！瓦るという変｛とをする。

このことは， J：震や大余震の発主Iょによって，余麗J或の stressJ品が変化

し，それに伴なって多数の小余震がだっ：するが，余箆系列の終りには，

又孟の常時的な stress場へ戻ることを怠味している。 酉｜：司法？ 昭和

］＇なし，， ゴ三く
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同誌な結よiミを待た。！出自；む近畿内帯のみでなく， t長代群発地震やえびの地震群を含む，大小孫々の規模の群発地震

むよ義の）について考察し大小の規摸Jこ1'rilわらず＼全系列が3段i替に分割でき，それぞれの段階の長さは全系列の

期間：こ対して沼ぽ…宅であること，主震後の余震系列は、 i二述の浜坂群発地震と同様な発震機増の変｛とを示すことな

どを示した。この免震機搭の変化の問題は， dislocation theo1γ などによる:I:lli論的な検，ftを行なう必裂があり，現

在研究iわである。

近畿内帯；こ起る徴小地震；むその発生地域によって，活々のi時間的パターンを示すようである。この問題は，稽爪

• J1rd rr1子・岸本らによって取扱われているが，ある地域では大1t！の群発地震が多いが，又ある地域では単発型の比率が

;・.:sくなる。岸本らほ，群発地震が発生し易い場所；まある程度限ちれており，浜坂付近，！-U持続層系の河辺，泉一氷上

総など，地史的精造とある関係が認められると述べた。｜持野は，琵琵j胡諮浮から大i呪付近までの淀川流域に関して，

南部程群発の比率が多いことを示した。橋爪は， u担当日出馬分布を統計千舟に投定し， この地域の徴小地震は，約1カ月

程変以下の！I寺i'IHifUJI潟では続発性を強く示すと述べている。このような持出的発生禄式の差異に対応して，いわゆる石

本一飯田の係数m，あるいはGutenberg…Richter-の保数bの儲ι場苛によって有意な変｛とを示すことが知られた
（橋爪，岸本）。 このようなll部品j的発生掠式および規模日lj頻度分おの地域差は， この地域の造構学的性質とかなり密

接な関係、を有するとえi、われるが，この問題は学問的に興味ある分野でおるとともに，地震予知のmiでも重要である。

現fr，地質学的現設や地殻変動とも考え会せて，近畿地｝j内帯における tectonophysicsの研究を進めているので，

近い将米，この地法の地震活動， I世毅変動についてよりくわしい議論が11J能となろう。

(b) 北陸地域その訟の地法における微小地反

北陸徴1J＼地震観誤rnは，鯖江市の11::l鯖江地毅変動期溺主を｛tiJf：し，その隣接場所に現在建設計制を進めている。こ

の酎測所はこ11然徴／ト. j，~i微小地震の研究を主とするが，その｛込 i世故変動やより大きな地震の観測をも併せ行ない，

地震と地殻変動の総合観測を自指している。それば，この地域が，補井・大型寺神・越前！1/1¥1司！なと、の大地震が多発す

る地域である上；乙長！己谷・柳ケ瀬などのi折！語系が台：｛I：し，造措学的にも！？近めて後雑fl.学問！？ヲピ興味のある地J_gえであ

るからである。既；乙徴小地器を始め諾諾の観測がIH鯖江観測坑内で始めちれているが， 46年度中にほぼ完成する予

定である。なお， 46年度の科学研究費・一般研究の交付与を受け， lOHz張度の短Ji,J沼地震波（微小地震活動に卓越す

る）から，ほほ static な地殻変動；こ到るまでの持組領域を連続的に観践できるような，広帯域地震波野j観測装i買を

製作iわであるが， 46年度i!J；こは完成し，北陸徽／ト地震観測祈！こ設問する子；主である。この線開装i泣｛とより，地震・地

殻変動の？？：丘がよりー！詩的較にされることと考えられる。高屋総務主としてほ，持；こ嶺詣・湖北地方のサイスミシテ

ィの調査のため，説｛I：，滋立以浅井：町， Jri'.l今i!tUIJ，敦賀市の3カ所において1',°;j感度地震観測をけなっている。 47年度

には，揺汗・ {iJ!l • I校患にわたって，特に北陸北部地域に観間総を拡げる，tl'UIJiであり，ここ－rr!J年の1/rJに，北陸地法

の地践活動状態の基本形は把握されるであろう。

上宝地投変動組関所でもよ1,J.i立の敏1J＼地震活動を1Hii視するため， i；五感度垣周期地震計三よる常u寺縦割を1j'なってい

る。この近辺；こは，中部rlJ岳境岳付近や跡iltJ!I断層付近に顕著な地震活動があっ，地穀変動との関連匙を知ることが

必：~である。特に昭和146年 l ～ 3JJにかけて，段柱鋭部l±f七年において， トザパタイト法による微小地震の臨時観測

を行ない， !If／こi弓年7JJ から，跡WJrJitr/1~イ、J.i立に 2 カ所の臨時観測点を設ザて， i可i新穏に関連する徴小地援活動の調

査を開始した。

激小地民のjさ震被措が大i出展のj品合とi可誌な機描と考えもれるか否かは重要な問題であるが？三雲は南関東地方の

微小地震について｝玄関所の説部点で記録されたP, SV, SHの3

地殻携iさによる影響などをき1¥Liとした上，考え得る doublecouple, single couple, cone typeの3つり発震型式

のうち doublecouple typeすなわち1tJr，語モデルが最も適当と考えられることを示した。

た和歌山地方：こ頻発する徴小地援のメカニズムについては， Jc；こ臨時主党誤！！の結巣にもとづく三雲の；iJf究がある
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が？さらに三雲らは， び東京大学和歌山微小地民

71;!i!r期所観測最高の観測データを総合し，この地方の地殻構造を考慮した上， P波定時から震源を決定し，これら微小地

践の先震機構を鮮明に調べた。こむうち20舗の地震についてP波初動分布を解析した結果， 15砲の地震の発震機構は

double couple typeとして説明された。また，主圧力軸はN70°W-S70°Eの方向にほぼJ水平であり？主張力軸は

れにほ｛ま垂直なf:tfi上に不規尉に分布することがl児らかにされた。塩野清治は，近畿地方における微小地震観測所の

観測データから向じ方法をもちいて， 82（自にのぼるこの地方の小地震の発展機構を誠査し，同様かっさらに明瞭な傾

向を見出し，さらに地域および深さによる差異を議論した。塩野はさらに和歌山地方および近畿地）S中，北部におけ

る主任力軸，主張力軸の分布を比較し，揚造の不均一性， 3主応力lb9の大きさの関係，破壊に伴なう内部摩擦などか

ち説明を試みた。開講白本は， q::i央構造線を境として内帯と外帯に大きく分類され，その両者では地質学的，地球物

践のどi刊に見て著しく異なった性賞が見られる。近畿地方中，北部および、中国地方と上記和歌山地方そ含む南部に先生

(2) 

メカニズム；こ見られる左異は，各地域の地殻の応力場の状態の解l引に役立つことが期待され，今後の

1つであろう。

の特性iこ関する研究

最近10年間を考えただけでも？新潟？えびの？ HJ射中などの地震は大きな災害を引き起している。また近年の都市

化による？工業・人口の過密な在1:5Tlf束中は，より軟弱な沖積地盤や埋立地を工場？住宅街となし，危投物と隣り合わ

せの生活をよぎなくさせ，新しい型の震吉の危投をi脅している。このようなわが凶の現状において地震動災主に対す

る防災科学の確立

も山本であるi出張動そのものの判廿：を1U誌におi である。 j由民波動は医i~~（か

ら発して地球のi1:1を伝わり，孜々のitむ地上に地従長UJをもたらす。従って地援助特性を知るには展ilJ1iにおける発震機

構， 媒質の特性と伝括機構， 地表l¥t）による反動特性等の研究が必史ーである。 この研究を:i1iliめるために自然地麗の観

測，爆破や起援器なと、人為的震源による震動実験，地質構造を正確に押さえるための弾性波探査法の開発およびこれ

らの実験観樹結果に基づ、いて地震波動の性質の恕論(IZJな研究が行われているO 研究内容を大別し＇ i）地震波動の先生

と伝揺， ii）良書；こ関係する地盤の応、用地震学的研究， iii）震動と地質出i立との関係， iv）地震動の地域的特性？の

4つに分けて，研究活動の現況を説明する。

i ) 地震波動の発生と伝部

i虫躍の授i≫Jii邑／恕の｛珂究：ま表i立i波などの上塩麗波の長Ji,¥,

parameter油カ宝オミめられるよう；こなつたO それによる理論地震波動の計算は数千粁離れたJfil地地震の長Ji，］期成分（10秒

以上）の品問！こかなりの成功をおさめているO しかし構造物の耐震上関題になる数百粁以下の近地地震は 10秒以ド

の短いJS1期の波動が卓越するが，これらの短吋期の地震波動は震源や媒貨の種々の複雑な主主主の影響を受けて，民j誌

かち地表地震まで決定論的｛こ説明するのは未だ困難であるO 地震u寺の！耐震の問題を~・えるには10秒以下のti:iJW~J の践

勤特性が特に重要であり，これちの短月期までの地震動の発生と伝陥｛愛情の鮮明が必要とされるO

古川（宗）ちは震源域における物理的な性質や地震発生；こ亙る processおよび伝捕媒貨の地質的な｛、持迫等の地麗

波動に影響する種々の要ぷを解明jするために， 自然地震波の観測研究と！司！時！こ爆破や起援器なと、の人為的震動指（によ

る実験を行－なってきた。

震源に関しで爆破震動と自然地震の発展機構は異なるが？民i~｝J或の物理（1ZJ性質，破壊）Jの作用の仕方，震前u或の大

きさなどの地震動に及ぼす影響など，地震動特!11：の fWIYJlこ必~である。

ら｛土壌破！こより形成される民ill}Jは柴1,J：と長以｛IT'il或の1J1ll性常数だけに依f子するのではなく， 爆薬のJ主主｛i,

特に爆J去のj主いに依序することを指適した。すなわち、爆破による震動スペクト jレのQ｛誌が嬢速と岩石のimpedance
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couplingにより決定される。また嬢破震動でもP波だけでなく S波も発注することがわかってきたが，破壊とS波

の先生機購？破壊と弾性波に分割されるエネルギーの訴合についても諾々の岩笠と薬量記躍について洋細ど調べ，爆

破j原かちの波動発生の機構について研究されている。

古川（宗）・島；副主・後藤典後・入念は地表諸における地震波の挙動を知ることを語的として不王子欝重鍾型加援機

の導入による実験法を開発した。方I]振機；こよる振動は入力波形が；まっきりしており？ 地震波動の{ij需を insitu の

状態で知るよに：有効である。島・入倉は S託 torque 型加援力による多層構造地盤の振動特’性について， 方n振器ど

よる実験と並行して，点、状援おし〉らの球［ill波の震j原近鍔での波動の数値計算を行なうことにより論理的にi吟味した。

品はさちに水平方I]撮力による場合や，媒質の非~ili.性を考慮した場合等の数誼計算方法ーを研究し，地表！麗でむ重譲反射

の mechanismが震源かちの距離により S波・ Rayleigh波・ Love波の卓越する震!WJmodeの変化を明ちかにし

~伊

Jも」。 fundamental mode には余り影響しないが highermodeが peakとして表われにく

くなる事を明らかにした。

~tfJII （京〉．古沢. lj＼野；ま主号j烏i世震の余麗を誌i.).';i

3；込i世盤j二；こて掛鼠1し短NdJ~1のi虫展動のスべクト jレ tNti玄が地盤のi主い：こ大きく変｛ヒすることも指適したO 古JII（宗〉

j日・後!J京・人命・赤松は弘代地震？えびの地主主の余援観測を行ない，同時に51¥'・性波探査も行なった結果，地震n寺の地

盤の袋動tt状が店主測点:ili傍のiili質構造！こノにきく依存していることがわかったが，それ；立地震波動の特’f生の factorの

1つに過ぎず，最大加速度，継続!I寺砲などの問題，さらに長並立からよ退去までの波動生成の決定論的な説明はできてい

ない。入念・ 1自己和子・吉Jii （宗）により接訴の福く近傍でi言られた松代地震の強震加速度記録を用いて，震源のパラ

メーター られている。

徴小地震からえ地震までのj~（似1ltの問題；土地罷If苦心援動予測；こ重要である。入金・亦桧ほ観測データの容易にi弓ち

れる微小士事長；こより crustの徴組様造や観測i百な地形・地質などによる地長波形の変化を調べ，震源での性買を引

き出すための観開方法， data processingの方法の研究を現在行ないつつある。 ミニ・コンによる data記録方式

の導入により微小地長から大地震までの広帯域の地震動の臨調J,noise時去， S NJ：七の大なる説部systemの用意も

1 tなっている。

る応用地差是学i肖WWピ

地麗という外）Jによる地盤の挙勤を正11をに知る；こ；jま， i世良そのものの物型的性質をIYJちかにする必要がある。特に

構造物の基礎地盤の insituの成語講造とそこにおける物盟常数を切らか；こするために， 最も有効な方法の1っと

して弾性波探査がある。従来壌披などの人工的援諒はP波鵠造を知るに辻有効であったが，在接関1性率を知るに必要

なS波構造は知ることができなかった。小爆破 groupの共同研究により出発された絞たたき法辻極く小出撲である

がS波鵠造の測定を1iJ能；こした。

昭和39年（1964）の新潟地震の擦に；土地践の破壊と地表揺のS波速変と ちによって克い/1＼されて

から，地盤のS波iili＆と地盤の，nit設住との賠；こ昔日1関係のあるJi:が広く認識されるようになった。以後S波の屈折法

探査による地盤の調査）jj去が開発されてきた。その後部dHtU:::f.'¥.なう建築物の肖揺｛むこより，より深い地下講造に起

因する地翠の援動持性の研究が必安－になった。

叙たたきj去によるS波屈折i-kでは傑査できないお弘、部分を践崎長現ちはS波検；蓄によって探査する研究がなされて

た。孔中正患の深さに毘定出来る 3成分地盤計の開発，およびS波速度と tubewave :iili茂，および、電気比抵抗検

屈との対応なと、が行なわれ，媒立の状態と Sj皮速度とのi莞速について研究が続げられている。

また3五時・後藤らによるお汗波地長探鉱の観誤lj言i・ii'fの改良， stepforce j去や振動合試験による振動計の特性む検定

方法の研究により，初動の切れだげでなく振幅の地対話：や spectra解析が可能になり？ 減衰常数など；W~lll·rlL(J·性貨

の定量的誤HJとを1S"なった。軟弱地盤では減裂が極めて大きく， high cut filter の役割を来たすことが切るかになっ
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てきた。

らに地盤の微細構造や弾性常数以外の物理常数などの粕密解析や地盤深部の構造の測定を可能にするために，深

井戸やボーリング孔を利用した検崩用計器の開発が行われているO 現在までに孔！こp地震計がすでに開発され， P波，

s j皮， tubewaveの検騒が一百能になったが，今後さらにきi'J密測定， j楽部検！訟を可能；こするためにP波およびS波用

の授動指（を内誠した検露計器を現在開発中である。

侵害の分布が地質構造の地域的差異によって太きく影響を受けることがIYJらかになり，地懐の物照的性質が地域的

にどのように分布するかという同点から，宇治地域をモデル地区にえらんで深井戸？ボーりングにおける S波，その

｛訟の物思検）1'i:i,；柱状lまi等によるデータの醤誌が行なわれてきた。

iii) 豆絞りとj也1ttWI.i1tとの関係

){Jllかわ立新潟地桜やえびの地誌のお主主地において， P波， S波による地震探査を行ない震当地の地下地造と援’占

tなった。その結栄， i虫繋のi品HIJt

訟｛℃群発i世震を手I］用し， iJlll.,tll：波探査とボ一りンク0子Lを用いて地表と地1:jJの上七較i自震観測を行ない？地震動の地

111分立i，投与II分；｛ffの解析により，近辺地震動の主要動部の特性がSm皮の重俊反射による波の卓越に大きく依存する

とが主主t：された。またが！振器による振動実験も｛？ない，地盤の震動特性の検i'llの有効性を明らかにした。

構造物の動的応答解析の｜採に必斐な入力地震波の基盤崩の設定の問題について，えびの地震の余震を数km離れた地

点の同H寺比較により考察を試みた。地震基盤の問題は必要とする舟波数帯域により，設定条件は異なり，また水平方

向の不均質， 111，谷，援などr複雑なtm質構造，地形により， l耐震工学上京吏とされる 0.1～’10secのJi,jJ自の波動は大
きく変化するうえ，地震そのものの発生の｛立刊の可能性が！よし 地震の azimuth・Jt!l:i離などによる，卓越する波動

の閉店J（例えばS波， Rayleigh波， Lovej皮）の決定がi封難でおり， JJU1：のところ一般的議論捻出来ていない。

本研究所構内；こ設内した地表・地lI ！のよと；~汁関長；i•'i：と数km離れた支'rthLfl ！こl)J妥の露岩J:I.こ設；iましたものにより同時観

測を行なっており， dataの蓄w；こより民主JJと地質鵠泣の関係の解明を進めつつある。
最近スケールの大きい広がりをもった構造物が作られており， また部rlrそのものが講造物の複合体となりつつあ

る。これらの耐震性を明らかにするために， KiiHITそのものを法域の地盤として model化し，その地盤に対する大Jli"l

振動合による実験的研究および数値実験1'11:J 研究を行ない，地盤の土質や力学！＇l~filJ造とその震動特肢との関詳、を IYJ ちか

にし，地躍による災害の軽減，災当対策の資料を作成しようとしている。

iv) 地震動の地域的特性

強震動の特性は tectonicforceの）fJ(O，充i支機搭？ 民訪日と観測点の相対位iii，波ill!Jの f•fi;JIJ, fdlfrのi擦の減京，地

表題での増1凶作用等々 factarにより決定されるO :kJtH震Miの.fl:災を考えていくには，各地域；こ合致した強震動特性

を予測することが必要である。この研究を進めていく上には，大地震の発生する11J能性心己主い地域の予測を｛？ない，

その地域での授掠特性の予測，さち！こ地質構造の物理的性質，それによる地震動の変化を知る必安ーがあるO 担｛t：のと

ころ一貫した地震動の地域的特性の研究は出来ていなし＇ o そこで強震動のもつ特性をいくつかの要素に分組し，独立

の量として扱えるものとして服々の検討を行なっている。

各機関で発表されている強震記録は主として土木，建築などの構造物上で得ちれたものが多く，排造物の影響をう

け， していない。今後宕耀，地盤さらに地中での強援組側点を設i註して解

っていく予定である。

(3) 構造物とその基礎地盤の －軽減に関する研究

土木ならびに建築構造物の震点：は，地民ill!J没占の主裂な部分を占めるとともに？それらの崩壊が？店該あるいはIIU

接的に，人命の喪失に繋がることを想えば，鵠造物を破壊的な大地震に対して耐震i刊に時築することが？地震動災害
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を防止・経j戒するための最もill安かつ有為な方策である
o
 

w

つ

る［察；乙対設とする構造物の動力学特？主と地震外乱の役買が，考躍すべき第1次（（］な喪

主であることは，11 然のこととして，まず耳~1 ；乙構造物が接地する芸能二地盤を通じて地震のエネルギーをi供給され，

また，地震動が，地盤の応答；こ｛むなるぬことを考えれば，過去の麗害の経験も教えるように，詩造物の耐震設計‘にお

いてほ，単に，携えltiちを対訟とするだけではなく？そのi目立）iU諮地盤の主11(1＇＇］悦誌や地震波勤をfr：摂する表！問地盤のill)J

持？？：を考患の対象とする必三さがある。第2；乙構造物？特：に，建築嬉造物のmH震設計においてほ，人命を守ると言う

lit本的立場から，権造物の甜m年；；去を遥かと超えるほ紀的な大地震に対しても崩壊を坊止することを第lの目標とし

なければならない。第3；乙地震外苦しが動的な繰返し現象である限弘鴇造物の酎震安全性を保証するためには，原

立！！として，動力学i有なi同点か仏大地震時の構造物の挙動を子部し，その知見；こ誌づ、いて？酎震｛との方策を樹てるの

が拐；きであろう。第4：乙詩造物の耕震設fl!"で‘対象とする将来の大Ji!!震については，その生起過程も間々の地震外乱

の時間的経過も，本来，部；2存続，ihiZJな総点、かる把える必要があり，｛出方また？持々の予関のj：；こなっ一連の勃l'l''.l設計

過程，特：｛乙 ~·Mtニ域を超えて，本来，バラツキを｛半なう破壊現象をi立接問題とする終局設計の過程と，種々のバラツ

キの盟国安含む建設過程を通じて実現する詩造物を対設とする！誤り， 比較的人為的な操作を加え難い基礎地擦の物

,tt, 詩iさはもとより，株i造物白身の諸・ttfi,f/Eって，それらの勤特titも

なければなちないであろう。

ら論じられ

かかる立場ーから，本研究は，地機と構造物のj主成ifi)JjJ学系を対集として，そのffiH援安全慌に関する法！礎的訪究を？

？皮動論，主｝JjJ学などを主張な方法論として実施するとともに，それらの知見を総子干して？構造物とその基路地盤のi制

民投討を呉体化しようとするものである。この師究ば，地震動部；lt'J,l(ijJ渓構造部門の協方のもとに，主として，地盤

渓’，与；＼i5l11j と語、｝民~jt礎；相ll3がHl.'11 してきたが，以下：乙最近10年11\J の研究活動を 5 項目の研究課題；三分類して，それぞ

れの内容と成果を椛j托する。

i ) 地震タ掃しの佐立と地盤のfil)j特f主

filti立拾の地経！？与の動的挙動が， i在留タ揺しのtl:.Tt，なかでもその），す波数特’rtと地躍と時if；絵の述）JX動力学系のm波致
特性の相互関｛系；こ強く依存するのは ?.JY！~でおり，従って， る地震外乱群；ふその様造物

の建設iむの地震活動悦と地殺の媒百，J古l1"1f、i争点：こ応じて妥：1，；こ想定する必要がある。一般に，対集とする地震外乱は，

将来！： I：：起する大地援であってうそれらの想定；む培造物のjf1iJ震設計‘り法本方針と 1n~i克孫であり得ない。構造物の耐震設

.rl・の第lの日原が， I世紀的な烈民あるいは激民に対しても，その崩壊をj;lE)J［：坊到することであるのは，それが人命花開

認するだけに勺永のことであろう。勿論， ITM震設計が工γ：である以上，建設の経済,rtを除外して考えることができな

いのも吋然であ「て？このことが弾現性終fr,J総長投，ii-の考え)fがでてくる所以でおり，また，構造物の耐J:Hfl三限内；こ

比較的大きい確率で遭遇するであろう 1:jJ震あるいほ強震に対して，終済性を誤報i’l''.l；こ巧a慮、することは妥1うであろう。

一段；こ， 地震の生起が確率的な手袋であるとともに， 綿々む地震タ~EL；む i時間関致としてランダムな柱状をfikす

る0 f追って，権造物の地援応答Jq手掛丹］の地箆外乱群は，大地震の！I:起の謀率モデルを，建設地り地震活動性；こ応じて

時！点し，よ出展波動｛よJ掃任路，なかでも表Wlli!!醸の勤特段；こ適介したスペクトル性状をもっ確率過程として想定する必

＇｝，さがある。このような民主から，現（ 1：まで，地箆記録のおII莞関数，スペクトノレ密/}t，振111長確率分布などの諜率統計的

佐賀をJi)j ちかにするとともに？多！言均百あるいは不均質粘~r\1投；Im嬢の波動転達関数の解析的表現を求め，それちに基

づいて，地盤…搭造物系の地援J;'6苓解析のための摸擬地反動を，士tl!盤条件によと；じて作成する）j法を得た。また，媒買

と多子Lrt性を考慮した非線形1JllWt地盤の振動rttえにfyJjする研究を行なった。今投，

モデりレの研究をfJ二なう｛也， i自殺媒買の非科u~-tt ランダムn,多」:iHtなどの波動伝達特性におよほす影響に関する研

究を行ない， Fl 然地震による地盤一椛造物系の応答佐状，地盤一時造物系の動）J学モデノレと語j~·震安全性の尺度などの

研究の結果を併せ考慮して，建設地の地箆活動性と地盤条件に適合
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研究を進める積りである。

ii) 基礎および地盤一構造物系の勤特性

構造物の地震応答-rt状が，地盤によって異なるのは，単；こ，地震1W1の悦質が地盤の勤特性に依存することだけでは

なく，地震fl寺における地膝と構造物問のエネ jレギー交換の機f持が京盟な広i子となる。本研究は，地盤と構造物の勤｛I I~ 

+m五．作用を二与

まで，基礎的な研究としては，主として建築捕造物を対象として，一般に，多層粘卵性地盤表市上の長方形領域を蕗

力｛~~－で加振する場合の力11振領域ならびに地表・地中の力一変位伝達：関数のjgfi｛析的表現を求め，~文｛試in·i;1：によって，加

振パターン，力n振領域の形状，ならびに，地盤媒質の性質などの力一変位伝達関数におよほす影響をi討ちかにした。

らに，これらの伝達関設を出いて， 地盤と措造物の連成系の振動特ドi：ならびに j皮＠J伝達特性の悦状をi持ちかにし

た，主として土木構造物を対象2ごして， 11JiN：表問地盤中の円）I予ならびに情［I]Jf~基礎構造物の振動特段ならびに

波動伝通特性を解析的に研究し， j段純計算によってそれらの性状を切らかにした。なお，一般に，非線形媒fiーからな

成1MJ主権r!J；こ地業および地下三｛を7訂する建築構造物を主対象として，有限要素法を用いた地盤一構造物系の不連続

ヂjりつfrW成法ならびに動的応答の解析j去に関する研究を行なった。また，これらの基礎的研究の結果を用いて，地

f援をfii1frとする時造物群の連！変動特性の研究や，特に， j:也韓一構造物系のijtl[塑性非定常応答解析に有効なまずj力学：モデ

ノレをむ，るために，

特性などを用いたモデル北の方法ピ関する研究を行なってきた。他方また，実際の法！品、および地盤一構造物系の勤特

牲を実験・計誤IJ!'J守に求めるための方法， 特！こ， ランダム応答計測による勤特科：ーの検出j去に関する研究を行なってき

た。今後，これらの明究を，さらに進めるとともに，特l乙地盤媒質の非線形性，多HI’陀，ならびに，ランダム悦な

どに注目した研究を行なう積りである。また，実黙の地犠および携造物を対象とする実験的／iJlヲピの［弘振動合による

模型実験も併せfiなう店り

iii) 地盤一構造物系の復元力特悦とjfljJ認安全悦

構造物とその基礎地盤の耐震設計の直接の対象l,j:，想定された地震外乱群！こ対して，与えらfLたi制－震安全性を保証

するような地盤一構造物系の動力学特性ないし復元力特性に他ならない。諮って，一連の設計・；機工過程によって実

現する地盤一構造物系各部の弾塑性Jjjむこ斑る復元力特抗と破壊機構を予測し将来生起する地震外乱群に対して） j:自

民よ芯答解析を.ifilじて，如何に耐震安全性を定量化するかほ，法木（I守；こ主＊：な課題である。本研究は，特；こ，弾摺'f'I：地

提応答解析における耐震安全性の；トHlliと判定の方法！こ関連して，間i塑HI：地盤一鵠造物系の到~）J守：特·t11:.のそデソレ化のN\J

地授r,i5答として採用すべき系名部の語、j授安全性の尺度，すなわち，動的破壊の尺度の問題をIIJJらかにし，地震タト

苦しとj場事業一構造物系に含まれる種々のランダム・パラメータの影響を総合して，耐震！＜全性を確率統計的に評｛ffli.判

るjJi去を導くことを目指している。弾世間：動力学モデ、ノレに関する研究としては，現夜までは，特！こ，建築上ms時

造物を対象として，部材，接合部なと、の局所的な動力学特性を総会して全体のデ'l[)l1世tt動力学モデルを構成する方法，

応力および査の相互干渉を考慮した弾空盟主！：＿接合11;告を導入することによって，－Fl'.HIなにj'L体架構の動力学モデルを構成

する方法，さらに，曲線型履陸特許ミで表現される曲げモーメント・曲率関係をもっ部材からなる架十誌の重)j)J守：モデル

の構成法，ならびに，これらの動力学モデノレと各部材，各接合部に関する局所的な耐震安全れの尺度をJFjいた応答解

析法などの研究を行なってきた。他方，耐震安全性の評1Jlli.判定に関する研究としては，不規立I］な繰返しを伴なう動

的破壊の普遍的な尺度として，ランダム低サイクノレ疲労による損傷度を採り上げ，想定された地誌外乱群に対して，

与えられた許容値の非超過確率，すなわち，安全の確率を評抗することによって，和々のランダム要因の影響を総合

して耐震安全性を定量化する方法をi也単純な地震波パターンと邦理性構造物を対象として，数組計算：を行ない，地

震外乱群の強度と継続時間，ならびに，構造物の部サイクル疲労の明や応答許容器［のレベソレなどが安全の確率におよ

ほす影響をIIJJらかにした。なお，ある報の土木ならびに建築携造物の復元力特刊：および耐震刊に関する実験的研究も
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行なってきた。今投？地盤を合む複雑な地藤一鵠造物系；こ対しでもこれらの考え）jを適用し主として，総子干（lヲピ設

計された特定の地盤一鴇造物系を対象とする主宇和！な甜震解事！？の視点からみて妥：＇ Viな弾揮t'ft動力学モデルの揖成法とそ

れによる地震応、答解析法，ならびに，雨露安全段の詳部・＇ j£1j定法などの評究を進める京りである。

iv) 地権一鵠造物系の地震応答性状

指造物とその茶［器地続の耐震設計が，地震応答？？：状の予測に基づ、いてnーなわれねばならないのは，11京であろう。本
研究は，上述む i）～iii) の研究の結果に；Ji~づ、いて，特に，地震応容の;JIミ定常,rt 非線形ti:, ランダム性などに重点を

担いた地採一時造物系の動的応答解析法ないし船長交全解析j去の明究を実施しそれらをj部、て，

地経J:6答u：状を評｛認するとともに， 自然地震による実在のj制定一構造物系の応答す；t状を実験.ill誤Urなに明らかにし

てp 構造物とその茶路地韓の耐震設計の；J＼ミ礎資料を得ることを目的としている。先ず，地経応答解析；去に関しては，

主として建築構造物を対象として，｛壬1fj：の確定タト苦しを受けるJiliij/lt－構造物系の弾持！？？：， ちつ

いで，…般に， る明［・ttおよび搾塑性，多！＇！ 111度不連続動力学系を対象として，各部

の耐震安全？？：を評11\liするための最終的心地震応~，例えば， ランダムイ足サイクル疲労による損揚疫を尺度とした安全

の孫率を計算するための確率統計的拡本応、答量，すなわら手均ベクトム共；う〉散マトリックス，さらに，各部の応

苔レベル超過期待自民同航振1111；＼確率密震関数などの）l"-1ζ常応答解析j去を導いた。立た， i世誕応答「i：状；こ関する研究

では， ランダム陀地震外乱を受；する押怜およびデド塑,rt建築携造物を対象として，地長外乱および地1龍一時造物系の広

範なパラメータ｛説法で数fμ1[解析を実臨し地震タト乱の強度および地税・tt状が建築 1：部講造物の最大報性率応答の統計－

l'(Jtl：状におよ；ます影響などをIIJJらかにしている。また，土木構造物を主対象として，不均百；i支持地盤r:11にある構造物

の勤特ti：と地震応答解析法，ならびに，地盤一鴇造物系

の多自由度：勤JJ~Y：モデルによる振動解析法などを導くと

ともに， ある研：の非定？？；ランダムタト乱を受ける5弔問鰐造

物の変位ならびに速度正、答のレベル超過期待！Ti］数や，変

f立），与答をif1iH芸3えC／全Ht

ち，：b:全の確率の？？：状を致能的にII）］らかにした。なおー

fl然地震ならびに常時微動による再々の土木ならびに注

とその毘辺主主礎地礁のよち答n.状を，ii'開先立に明ら
か；こするとともに， 特に， )i,:{iff究所本音富とその／／；Jj立Jili

11忠ならびに，主主真一3.1に示すような研究所：本館と同

じ搭迭の実k試験架橋とその！な辺地散を対象として， 」

れらの地震応答の長期計測をfiーなっている。今後；ふ特

尺疫をmいて，地民タト乱のみならず，地盤一構造物系；こ

合まれる¥Ji：々のランダム・パラメータの影響を考慮、し

て，主として，

るとともに，

大規模工＇l:窪抱設，部T!i'鴇造物群などを対家として，地擦

を{rji介として達成する構造物群の地震応答解析法と地震

応答-rt状に関する研究を，解析的：2；去と実験的方法の］i号Tmから行なう取りである。
v) 構造物とその茶i路ご地盤の動的耐震設計

j二に述べた i）～iv）の研究は，最終的にほ，権造物とその芸能地縫のilll11Y.1謝震設計？去の具｛料とを自擦としている。
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一能！こ，耐震設計｛ま，対象とする鴇造物と某路地盤が，建設地で将来予想される地震外乱群に対して，各部の耐震安

全ti：の尺度で測った地震応答を， l子えられた許容値以内に安定に収めるような，最も経済的な動力学特性を見出し

それを地牒一構造物系に賦与することだと言えよう。このような観点から，現主では？地震充！J:.頻度が高く，比較｛内

大きいJ百Yf. 去:f,_~で遭:if!.lするであろう中ないし強震に対しては，時造物の機能，），，.r喜子や総｛t(Iせな経済性なども充分考慮した弾

また，発生頻度が低く，構造物のjfljJJFJ｛ド限内では，小さい確率でしか生起しないような烈ない

し111x震に対しては？主として崩壊［w1Lに重点を［民いた弾塑性終日応答設計千去を同時に適用することを原立！！として，い

ずれに対しでも確率統計的な立場から方法論を主とする研究を行なってきた。また，

討に関連して，鞠・t'I：本応答を尺度とするi耐震安全性の確保と耐震安全性の空間的な一様性の礼長から適rEな動力学特

性の誘碍j去に関する問先を行ない，原々の耐震設計資料を得ている。なお，総合的に設kl・さ

i拝読11な立場からi耐震支全解析を行ない， その結果；こ基づいて， ろど，，，て爪I三五日！とIわ話・Ji-/t将 る；fiLIこ

研究をjj-なっているo／，＇｛をは， :JrミWjlf地憶を合めて，地牒一構造物系各部の勤i存続返し挙動に伴なう復元力特

性の劣！とや損傷の紫杭を考慮して，地誌タト舌L群および地盤一構造物系に合まれる和々のランダム要因の耐震安全性に

およ；ます影響を評filfiし， jfliJ震安全性の保証の条件の許に，構造設討．を最も効果［！守ならしめる意！片こ｛こお、し1てt勤力学特↑

のj窓1UとをtHrrすM1：率統言lJ'r守01¥t塑性終！可｝1芯答設計．法‘の呉｛本化のための研究を進める予；よιである O また，時i：こ個々 の地
主主ーもち造物系に対象をj）艮らず，例えば，地盤で連結されたriinr構造物群などを対象とした動的mit震設計！こ関する}11！＿論

的および実験的研究を行ないたいと考えている。

(4) 構造物の耐震性に関する研究

地震・合成などの被：J；－を頻繁に受けている投開に於て，

でもないが，そのためにはまず，

ならない。すなわち，震主およ

造物の強度と変形に関する次の誌な研究が行なわれて；>Iとた。

i ) 

• 1flitJ武：i丸il"iLを確立；す

れらの荷主を受ける抵i引先の挙動をIYJらかにしなければ

として，／命的および動的荷重の作用刊こある地j二＋・，w

鉄骨高間骨組が，地震力・｝武力などの水平荷主を受けたときの荷主と変形と るもので， J:j

Ni'/建築では， 自主・など鉛在荷重の転倒モーメントによる破壊作用も主張で， これら破壊）Jiこよる

．終始状態を実験j'(;J.態論的！こ調べるのが主な課題である。

写実－3.2 水平荷重を受ける実大M7l1架構の実験

写真一3.3 一定鉛jl空荷主と単謡水平荷

宝を受けた5屑骨京llの残

間変形

昭和39年以来，若林実・松井千秋・森野捷i／浦および三谷勲が中心となって，実験的研究が強力！こ推進せられ，長方

J［；.および、H_11;1~1新開の小引 11関門別骨組に始まり， 3 窟・ 5 ／爵骨去It 柱・ 門 Jli'1~ ＇Y-ミ大架構など多数



試験された結果，鋳造物は，鋼材のけ：'ff.骨組iの形状な

どにより読者［；な持i塑民挙動を示すが？特；乙大きな鉛［合：

荷主を受ける高層骨組で；ま，ある水平碕ffi:のもとで支定

i渓界！こ達：し，それ以後，変形と共！こi前）Jが減少していく

現象が実託された。理論的；こも鋼材”の｛！三硬化と部材の勢

断変形を考議した多純明解tfrを月7いれば， この：誌な押塑

・ti挙動を充分正｛耳目こ追跡できることが示された。右；己

実大実験の採子， 5毘；骨組の残関変形状態，及び水平方

H; He 

ftJfjt: 

001 002 

医！…3.9 一定鉛江方と
2 frz／骨組の？支え力特性

111 

11, 1 h , 112/h 

る

また， この問題に関連し，運動学的な考察に基づいて，骨組出材Jこ｛｛（1：ずる期IJ)Jの影響をも与a慈した塑？？：崩壊荷if(

を求める一般的解法が野仁IJ泰二郎ちによって克表された。

ii ) 繰り返し荷主を受ける鉄骨骨組の弾塑,tl!Jl状

地震・台風なと、動的破壊）Jば殺り返し交番’i1J（こ1tr立することが多く，

ちず非Tifj霊的でもあるから？その！震j暦現象を；U/,jべることは，鍋時造物の

終日状態を知る上！こ必要欠くべからざることである。

るのみな

辻丈三らは， 1・21言i架誌の鉄骨小明；模型を引いて，純ラーメン及び筋

追いつきラーメン タをfJ

（その実験結果の一例を回一3.10；こ示す）， さらに実え架措の実験も松

井らによ「て遂行され，

性が指摘された。また， ilfi小JV＇~試験体によって街道いそのものの鰻揺現

象も，オートグラフ試験段で店約；こ謝べられた。一万， PH論（l'JIこは，野

中らの一定鉛1C〔荷，reのもとでの単純な架構の軒。？により，；4；変｛立援11111；絞
り返しす主1言？に｝jさげる alte1・natingplasticity, shake-down, incre島

i支l-3.10 繰返し；1ま荷を受ける門
Ji;'l架鴇の水平荷Tfi：－－ ~22 ｛立

曲線

mental collapse予のlj:_"gぷる状況がiVj(1になり， %＇：ltり返し）Jを受ける訪追い；・1n）材に関しでも， と曲：デ変H：三

との plast.icinteractionを与えることにより， II：縮）Jによ「てド！刊誌した紡jさいがそれに次ぐ引張力によって経分i時IJ

性を陪復するが， この誌な繰り返しにより，｛r¥lび或は撰みが苔おされることによって徐々に劣化している様子が明ち

か：二さiLtこO

iii) 密撃持if!:：を受ける制時il1ゐの塑｛＇！：変形悦状

これは， j：長造物が街撃的な破壊作用を受けるときの認可的IJ'VHI：変形作状をJ1H

論的ならびに実験的に謂べるものであり，柴mm11：＿および野中らにより， i欠の誌

な成果が公表された。

動（iZJ(i寺市の作Jllを受ける掠造物の弾rVH＇！：応容；ま甚だ複雑であるが，時造物が鋼

の様；こi世誌に富む材料かち i点 1） ，塑十J:i'Iヲ挙動が：支配（I~である誌な大変形がI［：＿ずる

ときの挙動を調べるとき，その照悦変形；こ比べてデJ(,t'I：変形を全く無視し，構造物

を翻塑-t'l：誌と見なせば，解析が頗る需略｛ヒされ，この誌な仮定のもとに，梁・

まll.慢など，いくつかの間題に対する解が closedformで導かれた。先ず，曲

げの｛自に，勢？新及び｛r!1びを伴なう綾なー殻（：（］な構造物部材を対象とした塑ぞl:干渉

I 0 
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同一3.11 範撃動を受ける門1¥'.'l
問題を解いて実験も遂行した結果，両者の良好な一致をみ，努断の影響はごく特 架構の最終期性撰みと入

殊な場合以外注工学i二無視し諮るに史し， llirl!力は総昂状撲の誌な大変形域でほ非 力エネノレギーとの関係
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l雪］－3.12 偏心圧縮力を受けるIL1担鋼の路間曲線

常に重要な働きをすることが分った。つぎに，このJ:11!論

を円Itl骨組に適用しでも有効であふ主力の作用下に於

げる骨組の終局状態は，大変形域に於て負勾配を有する

誌な復元力特性を考慮することによって明確になること

が， 弾道振子をj日いた実験により示された。図 3. 11 

る

最終期nたわみに関する実験値とJlJ！.論｛直の比較の一向を
示す。

、、

iv) 鏑1侍造物の路間強度

圧縮力を受ける構造物部材及び鉄骨骨組の路Jrnj耐力或

は不安定現象を斑論的ならびに実験的！こ追求するもので

あるO 台風による鉄骨送電鉄塔の主たる倒壊掠図である

~LI型鋼の座間挙3司法制べるため，若林・野中らは 1L1I{1J.鋼

Jこ諸々

ータ

その実験デ

（この実験

結果の一例を図－3.12(こ示す〉。 絞らはまた， H~1;11.鋼な

ど／ft内開i駅前i材から成る骨組の！弔問強度を求める一般的

解j去を発表し，肘 11:it架摘による実験も行なってよ~Ill.Jiuの妥当性を確かめた。辻. EEiJll--・Il・：下ば，鋼材の製造課程におい

て生ずる残関応）JのドfJimf1H)Jに及ぼす影響を実験的投びにJIH論的に研究し，その影饗により，特にi:j:i程度のおII長比を

有する部材の！弔問耐）Jは少なからず減少することをIIJJらかにした。この｛出，／ト域経らは，まIL¥'tJE結材の産問実験によ

って，つづり材のf/JH話や｜制十七の月号制ifliVJに攻認す影響をつきとめ， 111.j；、j式らは，和々の曲げそ｛メント分布を受ける

梁の弾性及び弾期t'tll:Wi座間，横路以後のはりの回転容量と横長！日明材間隔，横十！臨時IJ材怖ijfl＝.との関係について厳密な実験

を遂行し？若々と自重な成果を納めつつある。

V) ；摸＇Wl実験に関する基礎的研究およびその応用

被雑な骨組，曲部板構造などの応力状態｛ま， Jfll論的に解くことが附難な場合が多く？このようなときには，政望者な

摸明実験を行なってJJH論計算の代りとするのが有力な方法である。 このような模型実験を満足な結皮でij惨なうため

に？土＇i#・ r:1:1村ちは合成樹脂材料アクリライトを用いて，材料の物JlJlfi':J諸性質？応力ならびに変Jf~ の誤11定方法，加力

)hlなどについて開発的研究を行なった。さちに理論解析・によって厳密な併が得られる曲語版；償却！を用いて？模現実

験による応力解析，変形測定が充分な結度で行ない得ることを確かめた。この茶礎的研究の成果に蒸づ、いて， J1JJ.論j伴

析の［ll難な有子L柱｛まり接合部パネルの応、力解析？あるいはプラスチック材料の銭い弾性係致，比較的1~Gい比例｜現応力

を手l]Jnした，充腹はりのijlji,rcj：横盛屈実験などが行なわれ満足すべき成果をおさめており，今後も耐震墜を合なプレー

ムなど広く応用されうる。また若林・南ら｛土地震II寺よりも暴風II！；における安全性がむしろ問題とされる吊り鼠担詩造

物について鍋綜製摂担を用いて初期フeレストレス力の導入，分布についで実！段（（JIこ検討するとともに， mt~~hl実験！こよ

り得た！長根面の恐々の風EE分布；こ対して許可i甘すま荷実験を，またfl然風下での振動実！換を行なってその柱状！こ関する資

料を件た。また同時に数値解析を行なってその挙動の非線刑↑＇ J：.の性状，構造的効果を椛かめた。

vi) 鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート構造の耐震fl.

鉄筋コンクリート構造，鉄骨鉄筋コンクリート構造の鵠造性能のうち静的単調l抜荷に対する耐力等はかなり詳しく

検討されているがその耐震性能に関連した、

ちれる通り充分であるとほいえない。ここ

るi前力，変形性状に関する研究は過去の地震被害にもみ

し江i力｛こ対する柱，はりの曲げモーメント曲率関係，
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持伏ヒンジの形成及び恒i転限界？ ffiit力以後の閣,tt, せん踏破壊に対する引状， 履揮特-t't エネ jレギー！没収などの内

Vt，これらに及；ます軸方向力の彰響を tiこ実験的；こ拾i汚している。若林・南・古トJ-(;:t最も革本iねな単語i荷主に対する

日型鏑を用いた鉄骨鉄務コンク IJート部材の曲；デモーメント歯車関係およびこれに及；ます事ti!力の影響を調べた。木村

ちはこれに引続き繰返し荷主に対する曲げモーメントー詣率関係およびこれに及；ます軸力の影響を招べた。 1L1日らは

Ht々の事II々 を受ける柱材，はり材ーとしてのj討）］，変形・r'IA）：がよj1..l/i,i,J&.j1昆）；

ょう：n…3.4 繰返しせん断）Jを受ける鉄結コンク 1)
-I、柱のw嬬-t'i:M:i犬に関する実験装目

i弐］－3.13 鉄筋コンクワート柱の繰返しせん
！軒々と部付向転向との関係

如｛！立に変fヒするかを実験i刊に総'.t'fし， 降伏ヒンジの形成を｛）むとして数的解続的に部材のずI：状を追跡することを試み

た。また右斡・野！［J・rjJ f、1・自らによって扶骨鉄筋コンクリート柱（充援；1；も非充腹明）および鉄前コンク 1)-J、柱

について，続返しi出；デモーメント臨本関係，［出げ破壊およびせんIm披壊柱状，塑fl＝.ヒンジの形成および1rn伝説界，詰jJ

)J以後のI世間，履控特・rt，エネルギ一段i誌などを一連の系統的な実験によって能かめている。南ら泣nri手!14311÷ト！路神

地E去による被主のうちで設も注目された鉄筋コンク ljート柱のせん断破壊について一連の実験を行ない，せんj努1・iflH)J 

および繰返し変単位状；こ及；ます：＂＂ lli!IJ力の影響，せんjjfrスパン比との関係を調べた。せんi軒）Jを受ける鉄骨鉄筋コンク IJ

i、柱，鉄筋コンクリート j住；こ認する実験装i?1＇.を写真一3.4；こぶす。また，せん!1Ji＇破壊を起す柱の繰 j亙

を額一3.13に示す。

vii) fiYJ.iili;l守系llのH：はり誠子？おのrji][堕tl:Jt状

骨組が地経｝］，現力写の水平）Jを受けた場合にほ，その柱はり接｛'i'誌には逆対f;Jiモーメントによって大きなせん断

力を受ける。この接行；容のせん新出｝］，ヂl（塑fH'I：状をrilMべるために荷々の実験的研究を行なっている0 芝＇i林・投:Jl：・

溺ら；ま鉄骨コンク IJ- I、柱；まり接台郊に殺返しぜんi折々が加わった場介の接六部ノマネル内のコンク ljートの樋きに認

しそのlilii')J，繰返しによる劣化などの夜々の接台部形式について7ミ験的に研究した0 ).''i'＃・中村らは鉄骨箱刑所所柱

日用断I主i；まりとの接｛'i'揮について，単調，繰返しせんltfr)Jに対するデJiifrHH甘犬を調べた0 :ti=杯・立烏らは遠心）J務

鍛？？柱とff！円はりとの接介；容について対幹モーメントおよび逆対称モーメントを与えた場イ？についての接台郊形式に

ついてj九討した。

viii) 被災構造物の，llM売ならびに被災京国の検，H"

実際；こ起った地震，台風などによる，主として地上端造物（鉄筋コンクリートj与鉄骨造，鉄骨鉄拐コンク 1）ート

造，木造， tllfilti迄ーなどによる建安時j副主および塔状権造物など）の被害状況を講jさ工学的見地より調査し，破壊状況

の険；j';J-，破壊機抵破壊器密などを究明し，耐震， lf:it思詩造設；；j’の指針を得ようとする

因となった詩j主要ょの研究に対する指標を得る。若林・松井・中村らは昭和39年新潟地震，昭和431i1刊一勝神地震につ

いて被災構造物の謂資を行なった。とくに昭和43年ト勝神地震については被災地法範にわたり調査を遂行し，被害の

大きかった鉄務コンクリート詩造物について った。また一つの都市について， 地震！と（IZ]な接点よ
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り，地震の！：色起の傾向，震寄のj；刻、rl，特に地盤との関連を話iべることは部ni-」tr・wn,：建築計郡上有意義なことであり，
棋）12,.宮Jllはこの観点より地震丸過去の；晶査資料，；最近蒐荒した資料などにより

ラモし7こO

2.火山災害に関する研究

わが国は環太平洋火山帯の西；互に位目している関係i：数多くの活火山がた：花し，これらの火1L1の噴火によって尊い

人命が欠われた川家窪田j期が溶岩流下や火山灰によって埋没した例が非常に多い。最近は；ぉ1出iりさが店火山の火口

河辺まで行われるようになり，万一噴火がおこれば大惨事をまねく危険が増大してきた。

われわれはかかる火山噴火による災・；t；：を防止軽減するために， i噴火予知の研究を第ーとして主として桜日火山線開

引にちいて次のような研究活動を行なっている。

i ) 火111場売予知！こ関するJili民社側っそ！lJ研究

同 大I[1場発の]]IJ兆混裂のi諮問及びその統，/1・1｛）研究

昭和3711＇・に設問された引ノ、ド・ jヒ民・小池の三組側＇＋｛と本館 って？ゴーられたrmi測

ら？吉JIl去三.Pl:i潔は火口｛、J・j[i: （こだIIょする側めて震訟の浅い地震の陀質について：制べた。その結果，：爆発の前

何時間の地震のだ生頻度のバラツキが大きくなるF，震総領域が広くなるJ]i.ーがIY］かにされた。又これ等の地震

を引越吋Jvjや振動継続昨日；jによって4tHflに分担し，

ぷす事を見出した。この外，地震活生

写IT-3.5 爆発の約3n.1;11n前から百！J.：したTJIJ兆微小地震記録

売の最も顕著な前兆現訟は，写真一3.5に示した如く，嬢発の 2～3II年nu吉すからおびただしい地授が充生する場合で
ある。西はこの現象に注目して？壊だの前後各2時間程の地授の主主様式についてくわしく調べ，その様式！こよって

爆充を 6和知の1J引こ分担した。そして比較的大11;'）＿の爆発前にほおず地震［rll数が急増しはじめる事や，火口内Jとi1Lr5t出

が形成されているか否かを推定IIほとる可能性等を示した。又火口付近の11カ所での精密地震続測の結果かふ菜！？火口

が1=1-:JIえされるI誌に，その付近に地震が多ヲきする・Fが固によって明かにされた。

ー方阿蘇火山については，昭和38年（1963)11月のa爆発の黙に，佐々憲三が発見した第3fill火山性微動の按！？自に特
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異な変化のあった事が7 久保寺主主によって克出された。又，昭和40年（1965）の活動期の組関結栄から 1 表JLU・加茂

等は爆充の前には初動が引きである地震の発生頻度が高くなる事や，震源域と噴出物の散乱万五っとの1mに強いkl関の

ある＇J，：を克II；した。

(b) 火口付近に充生するよ定麗

加茂・和田等ば tripatiteの観測によって，経品の火口H.ill:；こ免Il ：~ずるよ告宣言の地震波の伝括方1/1］；こついて険討し，

その波動l'l':1n.rrについて考案を行なった。鴎・吉JiI （圭）は有本1!.i玄 i弱地震観測装；iせによって f~J られた記誌かふ 火口

付近の地震の振ljl/tiの大きさ；Jlj頻度分布を溺べた結洪，火口；こ最もj立し151ノ平総部主で故知された地員については，百

本一飯11:lの統計式のmの｛1立が，大撮1111iの部分より小振幅の部分の方が小さくなり，明瞭なJ斤室長上に分布する ・Ji：を示し

た。また関誌初動の押し，引きについて誕べた結栄，必ずしも全てのJJ'l11J；こ押しのう〉市を示すものだけでなく，館ノ々

な押し引き分布の地裂が定！J：している＇Jfを般かめた。また，多点字i1；密組認によってこれ等地訟の震源分布について

検持した結果，火口内よりもむしろその）ii]）互に大部分分布している・・Ji:がぶされた。

-・)J阿蘇火111では？和ILl • }Jll茂写によってこれ等地誌のだ炭霞鵠について研究されており，また鶏池E完封は火1Jd主

激動との関連について研究を1j・なっている。

(c) 火Ill性微動

ll苦手~lのはじめに佐々によって充見研究された阿蘇の火11,t！：鼓動について，現在も活発に 110！測研究がつづj られてお

り，久探寺品波illJJ論（I討すf究から第3碍徴勤は正規レイリー波の airyphaseであると結；tfiuしたC fllLU .ノト肝；まおl

H：激動の伝；需について折究しており，また菊池；立与謹微動の；点i現を徴小j出誌のS-PII担当及び京高｛の深さのおIJ&によ

って説明すべく研究をつづけもている。

(d) やや深い火；l1NJむ民

j者j込ではi出向43年（1部8) 5 )Jのff！ぷ地提君＝！＇：について， /{)II（ゴミ〉・凶によって説艇をiJーなった結果， i長i!t江主級品

の京｛J誌に多く分布し，深さは 2～lOl仰と求められた。また，間続ではかつて段々が指摘した如く？カルデラの鴎北部

に~心中央火圧に近づくにつれて長泌が浅くなる ：Jfが縮かめられ，長j迂； ;;t, JJ!l茂・小野・須Jf~il三i!VJによって京；車外

輪1J1地誌の地民についても拙べられている。そしてこれ等の地長が噴火活動とどの誌な関連をもつかについて/iJI：ヲピが

付なわれている。

(e) その地

えびの地誌をはじめ， 11可多カ jレデラ地Hの群会i室長や奄美大島の地授と各地で地交が続ヲをしてお

う？その謝査鋭部が主として自・吉JI!（安）；こよってjtわれてきた。そしてこれ写の：u/,J査説測結込かふ湯島火山i患の

地民活動と火山活動の関述,rtや火山告の地ト.t/iJ泣の特異？？：についての研究がftわれている。また火山噴火の訟の地震

による災t主を経滅するゐ物J"ll探査j去による鹿児品自信iむの地~i\t,V?H壬も行なっている。

ii) i噴火予知に関する測地学的研究

(a) 地殺変革｝］の連続観潤

:I乙岳・春i上i11] ・袴接及び下{Jr敷のI~桜j地主；こ，揺主：；，ij- ・｛1j1 童話 .Jtを設i召して，火山活動にflなう地殺変動の述続説闘

が続げられている。これ等の(!LQl開J1えび記録W1｛析はよととして江頭弱点によって説在行われている。そして’騒充の設は前

から北岳・春山山・袴践の関斜：；i江北へ東北J.f1[1Jfりの異常傾斜を7 伸縮討は垂illJJ1ruの兵＇,ff＼＇変動を示しはじめ， こ

れ苓の呉常支動がもとに復するか，あるいはその途中において噴火が起るJM合が多いおふがわかってきた（写真一3.6 

参照〉。

(b) ;J＜準測量・光波測量

火山活動や地民活動に関認する地殺の現1［（変動f;l：を71iij；とするA，桜日一周辺路・市計怒り {iij,l)＼亡ノfスヨhl九月近10ワ

誌の1~＼151えび吉松lllJfJ.i立に水準路i誌を設i~l して，主主JI刊に結密；j(tli立総長上が江主’iによって完指されて、、る。そして前：二
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占JiI （圭）：こよって指摘された姶良カルデラ中央部地下と厳島中央部地下の！壬）Ji}J1＼の内部｝£力の増減を，火111爆プさによ

るエネルギーの投出との関連から研究を進めており現在までの結栄は国一3.14に示されている。

また離島及び吉松町にそれぞれ光波測量の法務長を設け， 地震予知計測部門と協力して， 地殺の水平変動の測3とが

定期的；こfdコれている。

(c) 主力及び地舷気概；と

火山活動の担制である magma諮の存｛J:を般かめ？ その物j型的状態の変化を調べる為；こ，本宇till学部地質学鉱物

学教室と協力して，」：迂島j;ltl辺地域｛こおける ff2えび og/ozの翻之江が定期的｛こくり返し実施されている。

またプロトン舷）J討を使用して錦江湾上及び阿多カルデラ地方の地｛滋気分；市について：鵠べられ magma摺の｛立i自

について換Jすされている。

iii〕 組誤ij,:rl ・｛，三の改良と ljJ~発

火山性微動の通勤エネルギーにHIヨする量を連続的；こdi・測し，かつl'..l動的に統計的！xi.Hillをuーなう装置が和IH・力II茂
・須艇によって試fJ：された。この主主立によって，従米は人々によって適ゴな sampling によっていたものを，連続

的かつ I~！動的に徴動の運動エネノレギーをも！t算出来るようになり， また適当な filterを前11せする事によって pmver

specrrumも求める事ができるようになった。このほか自動地震記銭装置の開発（和Ill・｝JL!f克）や自記本音韻斜計の

袈fJ:（江頭）等観測の l~l 動化・迅速化の為の：汁器のUl~完・改良が研究されている。以上研究活動の概要と成民につい

て述べたが，今後の課題としては，火口付近のl岩手とが斗速に進められている現状！こかんがみ，小噴火についても前兆

るように設｛誌を充実すると共に，迂；こiりjかにされてきた中規績以J二のIt員火の前兆五1袈を，火ill＇援

活子lUとして社会的に役立てる為；乙全自動観測j己競解析装；；えの開発や，航空機を手当用して赤外線詰rt疫鰯定器による

火di摺の地表1uiil11l度分市について調べる・Ji：により，火1LJ爆だの危険性のある地点の予測の1iJ能性等の研究をりなうべ

く，JI必iを進めている。

3.水災害に関する研究

(1）災 ；こ る研究

誌とんどすべてのぷ災主の外凶として， どこかの段階でえ訟が｜克巳している。 !tiし）時代の水災害は異常丸訟が直接

j)j)fは社会のだ！止とJl（こ丸事ミと災主のi語録｛ま複雑uヒしてきており， 11¥J接的な関係
との関連を二考えねばならないようになってきた。 i坊災研究所では（l!J1'£.Jユ来，本災f占の｝京［:slとな

る気猿の研究を関連各分野の研究と読合してjj二われてきてお出脱皮でも；J＜災：.t干の｛i}f究の総合体制のー撲をになって

いる。

災害：気｛誌に関する研究は大きくわすて，気投変動；こ関する研究と；r~JJ世気候に関する研究とにわけられる。前者は広

としている。なお持討に関する研究；こは特に主点が11ftか

れているので当lj；こ述べることにしまた拠出絞日こi渇する研究も出；こ記述することにしたc 以iζ4項自にわけて記述

ョる。

i ) 丸投変動

っしがリひV"'H11Jhヌ＼I氏え切りi!JTJし川火市町下、l…f-Vノ弘文体出」してとりあげるれ

日本におけるこの）Jj誌の研究のさきが：？となった。 j主Aくはその伝統を受けつぎ防災研究所前立以来気校変動の研究を

つづけで来たが？昭和39年には丈部行科学研究費のト1lIUJJを 1;｝.て，全IJ~i1Y~ な気技変動研究クりレーブを組識した。昭和41

lij三からはij:i島i陽太郎がこのグループの世話役を引きついだ。そのliJf究成Y,じま気投変動研究ニュースとして浪花第6
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μ

まで発刊されている。

速水は太平洋高気圧の消長が束アジアの気候変動の活動の中心となっていて，この地域の台風，冷害，干ばつ，大

Hiなどの災害の年による )f.:：異をw~1出する基本になることを主張し，その変動の河期分析を行なった。太陽黒点の児島j

やその2倍の河期，さらに 100年ぐらいの周期が著しいことを明らかにした。ま

の！なJWと一致して起ることに法目し？今後の東アジアの防災，さら｛こ；ま政↑I

あることを呉体（I＇~：こ示したO

ffJ越路らはいろいろの；J<丈量の変動のj去jこを統計（i':Jに処J:lliする手法について研究しているが，そのーっとして降ノド

じたo

Ljl g,J辻本i市ジェット気ifitと亜熱帯ジェット気流の4-1l対位置，それぞれの波動の位相の相対関持、が呂本付近の気候お

之島：するという観点から日本付近の気投の分類を行ない災害を力学的気投学の立場から論ずる道をIJl1

南米の氷河地域を’＇k:l也踏査した結果，南米の気候変動がジェット気流の変動の結果として北半球よりもさらに

たかたちでィミされることをIYJちかにした。

1 j1,1;:j・ti最口lYEl：：らは名古！豆大学と共同して， ヒマラヤ地域の氷河を気候学的に分類し，特広東部と西部の氷河の生

成のメカニズムのm真について論じた。さらに北半球の気候変動に対するヒマラヤの氷河の存在主主義について研究を
つずけている。

今後さちに水資源の変動を中心として研究を進め，一方大気汚染などの環境変化が気技変動！こ及ぼす影響について

も研究を進めて行く予定である。

ii) ）忌地気候

わが留はi由形が詑雑であり，そのえ伎に及；ます）；与饗は無担できない。京n,s盆jむと大i京湾i（｝岸のようにきわめて近い

ところでもその気岐＊~＇n：は大いに）＇~なる。しかしこのような対地気候の研究泣気設！？が予報警報業務のために設置し

ている観誤脱出では不充分であり，実験地域を定めて研究用の密な観測網を設iiilしなければなちない。

次節で述べるが降雨の研究［こわれわれはこのような実験地域を採用して，近畿中部，琵琶湖，焼－岳周辺などで，vil査

をjJなった。

このような研先手法が必須である応用分野に大気汚染の予報がある。 1:tJ,I誌は京都盆地や大！仮湾上空の！武や気iMや汚

染物買の分布を測定するために航空機や繋留気球や研究用ラジオゾンデを用いて立体的調査を1fなった。気象災！占は

j邑 ft~；強！武や大言rnなどの烈しい現設を取り扱うが？大気汚染の研究に必要な弱風!NJの風や気温の三次j己的措j立はi由形の

影響をjにきく受けるために，それぞれの場所で詳しく測定調査する必要があり？今までこの誕の仕事はあまりなされ

ていなかった。われわれはこのようにして京阪神地方の局地気候の実1哀を 1y~ らかにすると共｛乙その成栄を利用して

の地域における大気汚染子四の実際的方状も10むさした。

た沿岸海洋の研究とDHi して，大阪i背付近の強風と濃霧の民地性とその版協について1/1j;J＜.品~分市との関係を切ら

カバこしtこ。

し，それぞれの型に対応する｜術品！孔大気汚染， j民謡， どとの対応を

IYJらかにしてhく子；じである。

iii）降雨

降雨に関する研究は，側提；こ｜到する研究，降雨のメカニズム；こ関する研究， i；前半jの史1[:i性；こ関する研究， i年HJの匁

校学的研究｛こ大月IJしてjj二われて来た。一方降雨は水災害の外協として重要であるのでぶ関係の他の研究分野との共同

研究としても成果があげられて来た。

レーダ…の雲および；年Jj＜.の研究への応用店法およびその応用限界について多くの実併について調

査し？！断材セノレや；）恥Ii酵の移動D実態を；目らかにした。さらにミり波レーダーをJFJげて芸の致t:I日時：丘および雲！？の淫
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勤を調査した。さちに光学的；)j法を用いて雨／＇爵の大きさと分布を直接測定する装置を試作し，鈴鹿山頂台近の降 m分
告の研究；こ応用しつつある。

中島：ま呂本社；frでのジェット気誌の強い託行が13本の大雨の分高と深い関採にあることに着呂し，昭和40年3月の

詔ヨ本の大雨大雪H寺の解析から春季の対流圏上部の寒冷踊と大雨の関係について一つのモデルを提出した。また大

高が日本の何処；こ発生するかをジェット気流の111と対応させてそデル叱し，大手rn予報に役立たせると共；乙大雨の年

による集中域の変動を理論的にi虫色かにした。

,1:i品・後間・は IHD として琵琵i湖の南の大戸J11流域および鈴鹿山系の降雨分布の特性に

ついて調査し特に後者については鈴鹿山系御在所rl1頂付近に特に密な降雨観測網を設註した。｝持者について泣流域

の山口での観測績の流域Fm量に対する代表性について気象パターンごとに論じ，後者について辻， rlJ頂吋近の持雨分

布が地表付近の，嵐iえi，風速だけでなく！誌の鉛在分布によってもえきく影響されることを1y1らかにした。

近畿地方中部は気象庁，建設省，大学などの雨量観測綿がきわめて密であり，また大気汚染観測用の誌の観測檎も

密となって米た。しかも平均年 1～2ITIIは集中豪雨が発生する。，1］島・後i可・技JII尚資ちはこの地域；こ発生した多く

の史中豪雨の開について， 10分間雨量，流線分布を作成しレーダー写真と対比させながら集中豪雨の構造を詳しく調

査した。また近畿i:p;'¥'I）の集中豪雨の発生地を紀所水道から投入する大気下綴の援湿気流と関連させて形態学！乃花整理

して予報を容易にさせた。さらに安中豪雨を全倒的にそのスケールと強さについて統計的に謡査し店本の集中豪雨気

樹立iを作成したc

.~~LjJ蒙； i~l:i:JIさ生IJ}j：に辻本間｛系各分野の研究者と協力して，Vid査に当り，またニiニ｛ii去に関しては土石流研究グルーフつに参

加して境岳J.1,JJ出こ観測縞を設躍した。これらの共同調査で特に切らかになったことは，

の性質と；？長い関係にあることであるO ff1Jえば土石流は条｛午がfrniえば105}11¥JlO～20IE§の短時1rnの強雨でも引金作用にな

り得ることがわかった。

iv) 海嶺粒子の陸上における輸送と分布

災害気投；こ関する研究と沿岸海洋；こi却する研究の11ld者にまたがる研究分野としてこの研究が行われた。

大気とおfl~ との！？告別ねなおi互咋舟の結栄， ,1ir，五iでは？ 海;J，の徴；J<i菌が生成される。この徴滴込 湿度が低くなる
と，小さな，乾いた海塩の微粒子となり，大気の運動，乱れによって数1000mの上空や，大i誌の奥地までも運ばれて

l'Iく。

海i立iにおける？風波の崩れ，；む氷j蕗の生成の問題は，大気と海洋とのIL¥Jの運動量？熱エネノレギー交換に珪接関与し

て，大気海洋の相互作用の観点から重要な師究韻域となっている。 －JJ,ifrfr出で生成された海出粒子の内陸への輸送
の問題ほ？肖出粒子が大気中の水蒸気の凝結核の重要な部分を構成しさらに庄太核は，いわゆるそをi壌かい雨”の影

成に本:t'liY-Jな役割を持っており，また，強風H寺に；ま，海から淫ばれる・ii1J出粒 jこが送電線や，海岸近くの続物；こ盗容を

発生させるといった身近な問題とも結びつきふさらに地球上の物質循環の観点からも興味深い研究課題である。

鳥羽良IYJ• lJ:1 q:i ll:.ll品は海指紋子の問題：こlif=Iし，測定法iilll誤ljQ)主主踏J{J研究を；よなった。出中は昭和41ij三以来塩安心

明究として， して， Jll｝屈で生成されたrfijJ:foi粒子が陸上へ檎送される過程を追求して来た。すなわち， この問題に

対して，粒j二の地面シンクを~議した訴しい｝11!,111trモデルを提出すると問flがこ，海塩粒子の誤ll定方法を次々新しく開発

' J:1Jl論モデルの中で躍上でのjiiJJJiJi:¥Efの分子Iiを；之配するill~な 1n~次元致である錨提沈降比 7 の具体的

な f111そ，＇.）~fflllを通じてほほ確 ll した。

(2) 関する水文学的研究

i ) ；：孝弘正・流i'L¥現象

降雨現訣の実態｝出詮とその流出品設のj仲間£ とくにわがillのような洪水に関する災：占水文学の立J~から辻重要で
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ある。

まず一連豪雨の地域的， i時間的分；市については，従来以文気設学の分野で主としてケースースタディとして践ん

研究されてきている。しかし現実には，気候，気象条件あるいは地形盟国などが関連しあい複雑であり， この特性を

明確にすることが降雨？流出の予知lにおける根本となるものである。

降雨の地域的分布の著しい例として，長尾正志は紀ノJll・吉野川流域を採り上げ，そのl年Hiおよび山本特性を考察

している。この流域では降雨は梅雨・台風却に集r:pし，降雨量の増加！こ伴なって出肖の影響が強く現われること，ま

た前能性降雨では，標高の低減と共に降雨量の減少傾向があるのに！乏し，台感性ll綜iすでは最多f4J地点が山頂より西北

万にあることを酷：認している。

石原！掠次長IS・ 池開局ーは！！単位以上のJYJll'dにわたる近畿地方での各雨量観測所の記録の地域相関れにB

し， j主幹桜摂li羽と与謝i測所tuIi.11¥JのHI認を算出し，降水量の等m関係数J;s]を描くことによって， i由形2さええの影響を統
iii叫に探知fi し，適切な観測 M~i位をザ察しう降雨の地域分布辻季節！こより異なること，地域的な相関係数の大きさに

辻迫J［~＇J:t凶の影響が強いことなどを指撤している。

ぎに降雨より流出に五る過程を解明するには｝実態を科学的に観関し？どのような現設が生起しているかを理解

とが先決となる。このためヨ研究所で行なっている研究方法には， a）山地における実態調査・観澱研究， b) 

試験地における現象の究J~J, c）実験室における個々の要因の分析的研究に大別できる。このうち， a）は由良Jllを中

心として， また各地の災害謝査と関連して粘力的に進められているし？ c）もlJ({L:鋭意進行中であり，鵠々の説象に

ついては他の項目で述べるとし， ここでは＇ b）の試験地における自然状態での観測研究を中心！こ述べる。

まず＼比較的小規模な縦割iとして，史j-i§－・）：：がu-なった上賀茂試験地での観測がある。これは，ー述持HJlこ対する
i年雨および議集N1iの表1(1iおよび全Jrriからの；11W'1JJえの組出JJからなり，格立uσ；・腐もi'Ur1江主.kきな以j霊能を持つため降雨強
度がある限界以弓ドでは表WiifiUI ＇， は起らないこと，法it~ ）国内では雨水は；rf1r1w1,,1 にi1ic~11J:1//UifiW＇，の…史ぶとなることを

確認している。なお，福）毛義II日・的存ii立春先きの吊l！雷洪;J<.の}Jyil品となる謝！雪；J＜.の浸透について？化学分析を伴なった

観測を；］＂ない，融雪 1'L¥水の機構を一種の地下ノ1<.iオE/JJと考えられることを版告している。

つぎに，これより規模の大きいものとして，び、わ潮流域水文；蹴誤IJ特別事業の一員－として，野開川文JIIの荒JI I J:IJ ;J<. int 

/L'i試験地における石原安雄らの観測がある。これ｛ま雨本流出現象では， ;J<.；文；諸；抵のi時間的に謀議llな測定が肝：廷である

という立場から設置されたもので？各測定要点の観測i直の正li1症なこと，測定安：ぷIMJの待問的ずれがないことを主呂出

し，討議，成分ごとの流出量，流域地形・地質特性などの観測を実施中であるが， とくに流出初出の現象として，

本流域で泣表層の全IIDが枯葉揺で援われ？降雨初期における表層ぷ流出は，ダルシ－HIJに従う iIt!日j流；'i':Jな性格が強い

などの縦割結果を報告している。

らに降雨の損失現象に対する故J泣いは，物理（j1;_iな割案ととしての）工場と，流出解析上からのものとでは若干初送が

あるが？流出解析における取扱いは後述することにする。

石原（女）・小葉竹重機は雨水流出現象における初期貯留量を？器本によるi年雨遮断という）訴からi詳細な実験的強討

をh‘なっている。これは自然本を恕えより切断し，人工降雨装誼を有する実験室内におき，そのlli最変化の日記測定

によって， i年雨遮断量を実測したもので，樹木の貯留量と樹葉に関するti十測量との間の関係を降雨強度を媒介として

定量的に表示している。

ii) 流域地形特性

洪水の流出現象を水理学的な手法により追跡していく場合に雨水の運動の場である流域の性格，とくに表層近傍

の地形特性を的確に担保する必要があり，，ii・量地形学としての研究が重要観されつつある。

長）己｛むわがi主！の河JII上流域における 5H分の lのよ由形｜雪lに），kづいて河辺＇ 1J i腹斜lfiiについて河辺密度，距離，平

均1111~＼，勾配などの地形嬰＊を図上計開し，！司じ気f19'J涯では地質的；こ著しいH]J＇£がない i坂 I) 河i草分iii支出が類似し，平均
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河道長，、jf.lえ斜fill長も各オーダごとにほとんど定まった値となること， 変動ともに大

きく IIPJ<特牲にもっとも関係が深いことなどを切らかにしている。石掠（！｛前・高伸琢馬・瀬能（現姓友杉）邦雄は，各

問地］~喪主；：こ関する地形郊の重要性に者自し， tniiき艇のトポロジーモデルを考察し， j可道網の分布状況に内在する普

遍flせな法員IJ伎を確率論（：1（］；こ見出すことを試みた。その結栄，新たな地形良ljを1!Jるとともに，従来の河道数別の理論的

実つつ？ともなるものをえ，これちJlJ!＂守的！こ誘導された統計別の検討を由良川福知山よ流に対して行ない，適合性を雑

認している。

iii) /l¥1J<W1{{fTとその予知

まず， II ＼ノk解析の基礎として，立接流出掛~ミとくに流出成分の分離とその11起過程の解明が主要である。石原（J議〉

・石原（女）・ 1'iGl苦手辻由良Jll)s:J!f夕、、ム上流の11:'i;Jく記誌などを検討することにより， このような山地域における出水過

恕の基本主主は，中間流出の流量てい減部の特性であり，それには流域表層付近の性絡が総括されることを示し，つい

、／！＼;J<i品記；こは機構JslJ；こ異なった領域が降誕条件｛こ応、じて出現することを指摘し，各領域の出水特性， i頂i或i喝の遷

移などについて考察している。また，以上の結洪に基づいて，最大流量とその到達時間との定義および，その実用的

な解法を提案している。

さらに石原（桜）・高持：ま， とくに中間去についてのぷ理学的考察を進め， LjJlh号流出混裂と中間流の発生に伴なう

表伝説lの主主域または築水面誌の変｛ヒ過程について，降雨および流域の地形，表層付近の地質などの諸特性との関係

を切らかにしている。

また，石原（；銭〉・布陣｛ま洪本流出現象の理論のー殻化を盟十票として， /l；水過程を！？年雨から流議への変換系と考え

て検z：すした結果，三つの等f1lli変換系が存在すること， したがって，／U;J<解析に醸しでは，降雨や流域の条件記よって

三つの基本！なな流出パターンをさ議すべきことを指摘し，その特！？：について険社している。

さちに， /U;J＜.解析のため白科学的な方法論の開発を目的として？当研究所が由良）IIを中心として行なってきた研究

辻こうした分野での先駆的役割を来してきたといえよう。その研究内容は膨大であるが，とくに？

の2己主E，およびその実用上の問題点の指摘などは法呂すべき中心諜題であった。また，最近では石原（）；長〉・高陣.fJJ 

LI] &iHI：によって，河JII上流却における および、それに適志した出水解析j去の選定について，出

長）IIを対象例とした｛！万究も試みちれている。

ところで，以上の出本解析；去に共通した欠点であるが， に忠実に再現しようとすると討算が繁

雑になる。その解決のために， LiJ示（藤〉・ も考題した雨本流出

演算用アナグロ・コンピュータり開発を試み，実河川；こおいて満足すべき適用刊を'J芸』，Eしている。

iv) ;J<.J訳文.｛.雲水話料斤

資iMとして水問題を考えるi祭：こは？水訳文の問題は重要であるが，本格的な研究は従来あまり見ちれなかったよう

である。そこで石原（安），小菜作は荒川流出試験地を対象として， 主として降Fmi壁掛量や蒸発数量などを， 土中水

分の消長および地下流出：最の変止の~溺を媒介として投J;j し，流域における水収支の基本式およびその量的評｛！日iを行

なっている。

{.ff;！主流出り法踏となる地下本流出は，！追求，洪水ll主の損）：：担率ミとの関連において寂扱われてきた頴i与が強いが，近

さえて， )J学的説裂として研究されつつある。石原儲0・雨水不折は， これを被庄層かちの湧出と

不被！王嵐かちの浸/1'1という二！点分によって特－徴づけちれ，その物理機構として立前者は拡散型？

説明できること，また降雨による変動特性の検討により，被H:JJX:分は－I時i存；こはかなりむ流出量：；こ達するが伝減は速

やかであるのに対し，不被iE成分は降雨による増加は小さいがラ偲減；ま緩：漫で，長期の河Aくの主なj歯養源であること

を切らかにしている。

また沌J11の短水解lfrは，手lj;J＜.よあるいは洪水流出H寺の損失i年五百分の推定において有用なものである。角麗！睦ー盟国
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永次らは，低水解析と損失降雨の説念との直接関連づけを試み， 111±む小流域を対象として？日ortonの浸透能の概念、

を補給能の概念におきかえ，流域内の蒸発，浸透損失の簡単なモデル化によって低水解析および損失降雨解析を同時

に行なう方法を提示し7 その有活性を示している。

以上の水理学1J'J領水解析j去に対して，最近， i場雨と流出の対応、関係を統計約；こ求めようとする研究として，高悼・

池淵：ま？長期間流出成分の機構を解明するために， Wienerの線型予測理論の適用を試み？相関解析による降水？流

量系列の統計千！？ドi：状の担j忌系の定沼化，線JI！~.化をはかった後，流出系の最適応答関数としての統，ij·(1な単位包iを求め

る；）］？去をJ足案している。

v) tfr ;J<t告による流量；IJIJ/il:1J

!El' 1J<tlli技法；j（の；J<J:11!.学的挙動の研究として， .{ iJ以（支）らは，ダムのモ！動；II1Jftl1Jに関して，せきの有1！誌について

っている。まず，ダムド流にせきを設けない場合には，一様進行流として取扱えるし7 これに

して呉なった流刻カ1{{(1：：し， その限界および計算法を提示し？ ダム下流にせきを設けた場合に

ヂ勾i立なぷ11,j；でJk1(1i変化法段波として解析し沿ることを切らかにしている。

.{ I JJ;i ( 1/iけらは，由良Jil大野ダムの洪1J<,ui',1節を例として，，l)品部方法および調節効洪を検討し，大部分の出水状況に対

流入誌が300m"/s 以上となればある一定率鵡節；方式をとれば，所要の言以；；効栄が期待でき，その領域量；tal

i!Jlj I江本流主主程度の ／ L\Jkで約 108,n'/s であるが3 特珠な気象条件の場合では，洪水予報に法つ、く調節操作の必~なこと

を指摘している。さらに石原（支）らは？こうした倹汁を各地の洪;j(調節油；こ行なって， 11¥Jk予知にi察しての問題点を

険討することによって2 雨量法ぺこょった／L¥Jk予知をh＂なうには，流出成分ご、とに分離して扱うことが有効であり，そ

の具体的手法を提示している。

また？ こうした問題は単一の貯1kt出でも多印有な／制支出においては， ')J器iの段fl:,ihilii；こ刀って， WJ'Jl＜池容誌のj吉

本，手lj;J(への合Jl_lll'i'J 配分の決定を必虫：：とする。矢野JJ~t1E ・石原（'Ji_山立OR的手法によって，とくに確率的配躍モデル

の応用として合i型的に解析できることを，切らかにしている。さて， J}J~ミの主要河JIIで｛ま？多数のダム群の統合操作

が問題！こなりつつあるが，両陣・友拶は最適洪；J<調節に関する研究を， DPの手法を利用した定式化さらにその問題

点について行なっており， とくに重史な問題として，多次元問題の次元の節減ノ化がDPを利用する場合に肝要である

ことを指摘している。

近年？急激な水需認の増大に｛半なって平lj 水計l凶の合理化が豆裂な諜題とされている。長J~（丸貯水池による補給ぶ

lil:時以の i百能性を？渇；J＜確率というj'[.JJliから確率的な在庫問題として考案している。とくに季節約特徴の強し1流出

社両；こ勘案することを試み，流入量系列のランダム九を通じて得られた流入最の確率分布を｛支って？貯；J<池の利点

る＊1%合について定常的な渇点能率を求める手法を示し？また， ll~il/U経過と渇;J<確率について

の関係の定式化を行なっている。石原（支）・長尾は平lj;J(用貯ノ幻自群における流入量'fi'f￥誌の処理および合J:1lil’！なな技法

規則について考察している。すなわち，このような系への流入量情報としては？季節的特性を考慮した上で統，ihYJ成

して取扱うべきであること，さちに最適な故流嵐長ljとしては？貯本地群での利用11J能水位が

故大となるという条件の下で，いわゆる空間基準に類似のものとなることが明らかにされているO

vi) 水文統計と水工計！出i

;J<；文；諸量｛こ内存する時系列車i：性は，それが；J<工施設における操作,11・11lliなどと関連して主張で、ある。 JU己は，び、わ出13 

への；オi入量の経年変化；こi掲してll寺系列j：命（I包なJ言

測のJ怠i封乙のないことなどを1y1らか；こしている。また， fiJ嵐は，わが盟各地の雨量記録に法つ、いて， A下降水量？年最jえ

司It手;j(；量のj,1;

＊量；こ；お；7るそれ：土地l去t；こよつて；土’ 、trt1J立したトレン Vを持つことを示しているo 1 i原（女）・長！るはわがIJI河川の

季節i存な変動持性の騨肝を！三！i’iヲとして各地乃河川について， 司流出；量系列のコレログラム解析より季節特性の基本で



3. 7k災 123 

ある年河期・r11：をi認べた結三七 日単位流出量では，地域によって必ずしも l11三/;i,J期は顕著でないこと，また，その場合

でも；手段訪問を増せば年河湾jが次第に顕著となり，そのための透明な単泣期間の決定方式などを示し7 ついで，流出

塁：時系列を間論的な持率モデルとして表現する擦の問題点を実例を通じて指摘している。

つぎに，；J＜.文；援の分布の特性として｛むその非対和ドi：およびその上！芸またほ…約五の性状の議論が主体である。向！隠

は， Slade形式の対数正規分布の特f！：，適吊：詑！到などを論じ岩井法の改良を試みており，また，年最大水文量の分

布あてはめに対して顎序統計的：こ導かれる掲｛試合市の琵点を強認し，雨量分布を問にとり母：分ずIiとの関連，確率水文

蓋の域念などを明らかにしている。

らに， JfJ足は Thompson の棄却検定j去を準！？］し，係長〔t~｝；本および対数正担保本に関する異常M：の概なやその推

定方式を従案し，水文資料の棄却検定の手j去を示してい

iミ！己・ 1う擢｛ま，水工三l'1商における多変数統計・の竜要性と本文最の非対如何；こ1'l巴Iし， I]＇（接非対称分：市をあてはめる

手j去を二変致N¥1ffilとして考察し，広く適応慌をもっと考えられるニ変数ガンマ分布さらにその特別な場介である二変

致指数分布について，とくに分布j手数の推定を中心とした主主礎｝1!tif(itrのIJIJ｝さとその／にi二；i恒iへの応用を試みている。

さて，水：［，/1測の芯礎となるの泣；li[-j自宅雨量であり，降mtiNの摂硝・拡充のために降雨の統，ti・的模擬発生；こi渇

する研究がnわれている。長i己.ff] J詰ま前述の二変致指数分布の恕論成栄をmいて，短時間雨量の模擬発生およびtJ
j]}lj高木流量の指定の問題を取扱っている。また， ifJ嵐らは農地排水計11Hiの規摸決定の基礎として，松江地方の降雨記

緑を解析し手部1Y~t寺悦を見出すことにより，とくに！問題となる菱沼豪雨について l～3 日雨最のそンテカノレロ法的摸

う）J｝去を挽Jt.f足示している。

ついで， 一連雨量を与えた場介；乙 これをさ与に埼f!JJ!IUに配分する問題を石原（支〉・ 1く十三が扱っているO これ｛ま

降雨の時1/'d記分；こ関してラン夕、、ムヂ！：を仮定し確率的に併を求めようとした石原（えつ.if]尾の研究を発設させたもの

で？ せ5分最大配分率の完全W1¥ liu'l f立担分子容の期待備の近｛立併などを導き， その結込をブミ測資料について検討してい

る。

さて，以上のような水丈量の統計解析によってrlJられた成果を実際の本工計凶iへ応用していくための方法論の開発

が主要となる。こうした問題にほ個々の場介に応じて解決が計られてきているが， とくに基本となる確率降雨，確率

;;":j水の｛'i'Jl!U'iヲ決定；こ関連して研究されている。

石原（交） ・ l~F己はこの万i誌の従来の研究のほとんどが一変数椛卒論：こ準斑しているが，水系を一貫して考えたと

に問題となる支JIIの合流や洪水器節砲の；m昔話7効i誌の評fi[日などにおいては，多変数11{!1率の問題として処主主すべきである

という立場ーから，とくにその1走路となる二変数確率問題として研究しておむ？文J11合流の擦の高水の生起；能率や上流

出に損部地を有ーする有堤河；きでの;F：かJ<.,lfi¥1節効県の評｛！日i，ぷuf窮地の最適操fl：などの問題を考察し，実｛刊に適用して手法

の｛jJTJ’陀を示している。

また，こうした多変数確率の考えに）jミづいて石原（支ト友杉は有堤河近縞における破堤確率の評f1lli？去を論じ，上流

河j立の破堤が下流の｛波堤のむ段！支を減少させること，本JII・支JIii日jからの流出ハイドログラフの最大流設のお1関の度

介が， こわj戒少効込：こ影響を均二えることをIIJJらかにしている。

(3) 内水災害に関する研究

;J<.主彰式が，河川洪水Jtl，丙涼1Jrltr皮型および内水増；三大別されることがある。ここにいう同JII洪水J＼もお禅！？ド波裂

は外措的施設である第一時堤防り破堤によってもたらされるものであって，玄室， J,1;,{J：地，農地の流亡，埋没，浸水

などの災吉：を被る；まか，多くの人命が夫われるという大惨事になる。しかし近年における各誌防災事業の進授もあっ

て，そのひん震は），｛！？j'i 小さくなってきているO 一方内水7~1 とは，小河川のほんj藍，用水路や排水路の越水，雨水や地

下水の7」4水災主を意味し，諮二者のJTラ式に比べると，それらと同時に発生しない忠弘被災の程変ほかなり軽徴であ
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るが，その発生ひん度はきわめて日し'o 

こ数年来，特：！こ部市周辺において，丘陵地，林草地の開発，｛昌平地の宅地イヒ，商工業i由化が急速に進んでいるの

が目立．っている。これら土地利用形態の変｛まうほ，豪雨時の雨本流出量に変化をもたらし，あるいは下流側債平地域

のノk主ポテンシアノレを変化させる可能悦が大きいが，それちの程度はこ上j由利m形態変化の程度により異なり一概にい

えず＼またそれちを予知し災害を防11ニするための一般的手法・もまだ十分昨ιされていないのが安市であろう。一般に
水沼といえば，それば堤i有地災害，堤内地を防護するための施設災害である。したがって内水災＇. .f；：とその防止．のため

の研究には，水文学，河川災害？とくに災害に隠する地下水の問題が密接な関連をもつことになるが，それらについ

ては別に論述されているので，ここでは以下の諸項自己限って，これまでの研究活動を概述することにする。

i ) i守水の完1：.！設構とその'vl1.芸

内 Aえはんll誌の級品iは，流域内に占める丘綾地，体草地，宅地域の前介やl呪 J，~］の条件によって異なる。したがってい

つかの流域をそテツし流域として，まずその実態を担保する必要がある。こうした制点から，淀川水系，山科J11流域

(11({38) [F立た谷川流i或 en丹39），詞占J11流域 en召41), 同棋大路流域（ll召44), および滋賀県田川流竣（fl?:341）などに

百て議端、lj斜が逐次繋11/liされ，総測研究が続けられているほか，し＼くつかの対照流域における資料の絹査研究などが

鋭ぷfJ二なわれている0 ;;;/:I主l• jfJ展らはこうした観測資料に拡づいて，いくつかの流域の流出特性と内i'）＜の実態究明を

手がけている。まずiL i科.J 11流域（56.1kmりの各所に設民した10点の；J＜位，rl・の資料について検；Hを加え，流出解析に等

ifit特性曲線j去が適用できるものとして各支流域ごとの等｛ilfi組度， N，の｛苗を求めた。この｛町立支流域をどのようにそ

デ、jレ化するかによっても多少異なるが，機略舗として，御蔵山宅地域（初期状態）でN=0.05(m白 13. sec），開発地

を一部（1596）合む丘陵地で0.1～0.2，通常の丘陵地で0.3～0.5，水[lll或で 1～3などの誌を11-1,ている。次にfl行40lif.

24号合j乱時の資料から， j：述の？＼？をJTJいて計算した弁支流のハイドログラフと実話lllffl＇（がよい対応を示すこと，および

山科J11下i南部の内J)<f1［ハイドログラフ実測似を険討の結~~. [Jq水＇l;'if/J:む社？といわれたこのJ制点の；まん括支は，内；J＜ほん

践というよりも，むしろ混防｛：jや揃fllj 守t~

うべきことを！珂らか；こし？堤防完成後の内水位の変化の予知を試みた。木来；J<Fll±或のifiUU解析では，地iま内の湛水効

果を無視し｛JB,・ず， したがって等流特性曲線法の適用は疑問であるが，技悶.frJ嵐らは排水路が道路穏を通る位iiti：その

他ではん濫計算をとり入れさえすれば， 実用上この方法でも十分下流端の流出量ハイドログラフを；ittlijjしうるこ

を，持IIIJIIの観測資料を用いて示した。また笠！;1}1はこうした水田流域存所における混水効果を考慮して， lil二の！反定

の上，本！日流域に適用される単位関を翌日論的に誘導し，水III流域の単位関は一連雨量の大きさによって変えられるべ

とを，益EB川の実測資料とともに示した。

ii ) {lf'I'-地表部流の泣く1!11

山本の実態を解明し，合理的な排除計画を樹立するために，解決されるべき水JlJt学j：の問題がいくつかあるOその

一つは緩こう配流れの；J<HU.，とくに抵抗係数の問題である。内陸・今尾昭夫は緩流速の測定に色系を泊いた測定探を

試作して， 1骨面i菊水路で流速分布を測定し，緩こう配流れでは，通常いわれる境界層内の流速分布がみられる範IJ!iが

似られることを見出し，右下の考察を加えた。またftJI歪・余越正一郎は，こうした流速分布！こ主要な役却を~ミす境問

摩擦の測定器を開発して，緩こう配水路で実験を行ない，）長田摩擦そのものは，通常の境界層Jll¥J会で｝討し五られる！］（Jll(

量に一致することを見出している。この禄の問題はなお今？を検討されるべき必要があり，不定流計拝の鯖易化， 1:i重門

のJJ<n，排水路における微細土砂水斑などの問題とともに，今後の荒要課題である。

iii) 流域の部市化に伴う雨水流出量および水害ポテンシャルの変化

内;J<災害は？若干の差はあっても，二次災害的なものが多い。無堤はん濫域に堤防が設けられたことにより堤内地

が開発され，内水災害が問題になるといった伊！？流域の部市化現象によって水害fG:強度が増大する例などの郊がそう

であって， 時代の流れに伴う必然Fi'~なものであるO
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JIJ 1藁・ －大橋j この F.f石地堤i坊の

色絵'f'i：がどの程度増大するかを検討した。これ；まきわめて不ト分な資料に主主づいての試算であるので，結疫の点に問

題を残しているが？一つの訴しい試みであった。その設内尾・；；；！：開｛ふ rlitとI・Jr!流域研Ji｛：芝山宅地域を対象として， n司手! J 

38千FC担JjVJ認di〆｛ヒ）と向421r(r戸！＝

変fと， j控＊・池d存mの変｛ヒを考慮に入れて内水危i設E芝の変｛七を議論しているO なお実讃il{i珪と言，.努：｛註との対比；こより，
締結畏沢一 I jij岩部市立の段j告で災ロ0.05－→0. 045 ( mペノ3・ sec）の程度の変｛ヒでないかと推論して

いる。 fiJI長・ もつ天神JIIの流出資料を摂PHして，降雨強度と到達時間の!HJに

きれいな関採が戎＼＇［.することを見!l'iしさらに排水系統！こ法ほ忠実なモデノレをずI：ると，等儲組度Nの羅江主知nning

の和史係紋；こ近いN口 0.01になることを見出し，かっこれがモデルの作成j去によって変化することを，ハイドログラ

フの実誤I］誌と，ii静：怖の支社とにより実証した。 さらにこうした成栄やこれまでの研究成栄を勘案して， ff]屋・ lii'rj・2

[i~. 福島誌は描大路1JJ:'V：地域の内；J＜.の現状と将来の宅地｛とによって予想される変化を推論している。角昆比これま

で小畑丘陵地流域および天神川市街地壊で緯測した流出量記録む摂理結果に誌づいて，流域の／jfB'cが流出量ピークに

及：ます彰響を諸々のrm完状況にfr,，じて吟味し ifiUl'1註ピーク！こえきな変｛とを起さないために；ふ開発；主流域下流部の

20～おお以舟！こ＋111えるべきでなし1かと結論している。

fワ1￥.・1時・早瀬古椛は，小知lJllxlfiE下狩Jllificl］誌を対訟として，この地法iIJ流域がM，および1j1下流域%が開発宅地

｛とされた場合を想；：として，将来の流出量ノ＼イドログラフの変化を議論し，結J;,J予Fiのi場り方によってハイドログラフの

変化の程度の異なることを示している。このような流域部市化が流出量および、水害ポテンシァノレピ及；ます彰響につい

ての議論は，あくまでもいくつかの対照流域での実測錨に茶づいて子関している段階であって，一つの流域での実託

データば；まとんど沿られていないのが実状である。小知lJ11流竣は近い将来，かなりの宅地花が予想される流域である

ため，この流域における長男！の臨誤IJ研究がノ討をの研究進展の鍵になるものと期待されている。

1＼ア） i今1J<.}Jl:l>:J;,i l·~l!j 

一段と水区の法礎となる水文；長：：ば決定；1創立に江主まらず，多分に確率的喪主の長円、不定量であって， したがってこ

れ心誠リぬいが！JぐLil'CTITiの規模を〉どめるためのポイントとなりやすし＇ o かねてfiir誌はこうした水丈最の一変数統計的

処PHの方法について数多くの研究成主をあげてきたが，その一つに雨量分出が指数明分おにしたがうことを利用して

その最大詰汁告を］理論的に誘導し，いずれかヅJを知！って地}jをi/lJifii:Jニ求めうることを示した研究がある。この一部

の応！日開として， j三根大学l[jlji与しこn11と協同して，松江地方のJ:/1'71<.ril測に必斐な変J(:IJの豪雨資料を模擬発生する錆易

j去を示した。

水え；涯のご二変数統，ih.tについてほ，従来の手法がすべて正規汁市になj出している不｛誌を補なう意味で，長足.f iJ足

らは二変敬ガンマ汁M，特；こ民数分布のJW.論のi活発に努めいくつかの宥mな成立ミを示した。

;J<. [,/l·f111jを庁間的；こ策定する i：で， ;J<.文；資料の模探発生がl~·mな役割を込たすことが多いが，）!Ji¥..福島らは，京

郊における汀雨量系列の特性をi吟味して，夏；むに微弱な＇ l坊主マルコブモデソレ？その｛告のJ(:lj；こは熊Fl己主H謁型モデルが

適用できることを克II＼し これをHJいて 100年目立の円雨量系列をすき11：.させ， これをIL1科JIIF流部のポンプ排水計針に

応用してポンフ千手早：の互交通規撲を見出している。そして年最大前のみで確率；社長i：のj；，適、＇1な弘司Kffを仮定して求め

た容量とのおi呉を議論した。

こうした水て，ll'lffiiの焼模決定，特に内;J<.排除，1J-[1l!iのj益子？には，かなり経済行：がill：担されることになるが，メ？？をOR 

1Y~手法を合むrn-nurn命的手法のD邸主研究が一つの毛主な謀部となろう。

(4) 災害に る地下水学的研究

災＇ili=lこ関する水；文学的研究，河JII災害？内水災海， JI!］：岸災＇;Jf-,lむすべり崩災，地縫沈下などの訴究領域に密接な関
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係をもち，あるいはこれらを横に繋ぐ境界領域分野として，災J占｛こ民！する地下水学的研究分野がある。たとえば流域

に降った雨水がどのような過程を経て流路！こ到達するか辻，水文学，河J11，内水関係の研究者！こよって追究されてい

るが，直接流出高を左右する高水の土壌仁ドへの浸入日の問題は，降雨初期の土壌水分の分布状態により異なり，いわ

ゆる不飽和浸透の問題が大きな課題となる。また地すべり・斜面崩壊の問題は土壌r!=iを流れる地下水の流れを1！引見し

では考えにくし＇ o 堤防，堤体下の浸透流の問題を軽視し得ないことは，琵琶湖やr!:i?fijj谷岸その他存地にみられる事例

でもlりjiろかであり，ときには堤防破壊の誘因となる。このほか扇状地の地下水のや勤は内水災者と挺縁ではなく，海

岸1:r3辺の淡塩水［話題なども各府：塩害に関連するO 近年社会経済の急速な発展！こ伴ない，渇水災害と；J＜.資源開発の重要

性がnij－ばれているが，これには降水量の変動把持と同時に，流域内の雨水の保理とその浸透流出が5・裂な課題になる

泣いう玄でもない。

のように，災害に関連してJ訂下水問題の研究が主要であるが，ここではj：述諸問題に関連してn-われた~rrrの研

究成むを諮引に説明しておく。

i ) 弱状J岳地下水の主力態

れるが， これを解明するための調査や一般的手法の確立のた

めの研究がいくつか行われてきた。

｝，：.織はIJ百きょ排水路方式によって地ド水の封l:f訟を考える場合の，扇状地地下水の非定常挙動を先験的，｝11[；；命的！こ検

討し，一つの実用計算法を提示した。これにはなお検討されるべき問題点も残されているが， このH：の問題を解析J{J

！こ扱う場合の一つの指針となろう。また甲府盆地の地下水の動態について詳細な，＼／？,11告を什ない，その平間的解析の一

方法を提示して， この地域の地下水位に及ぼ、す釜1!!~川やr!f:'i!1J(J11, さらに地図内の排水路網の効~ミについて， Jh；引三千T

用な議論を行なった。

赤井市一・宇野前説法琵琵tnJJJ,1,1]Li.の代表的地点におけるボーリング資料や＇iE:深訓究およびJ湯水試験の結Ql，さらに

は現地踏査により？琵溜糊ir1a辺t，；弱状Iむの地下水流動tt，伏をiりjらかにし謹也前jノ1<.｛立を）（111/i日ιこ変動させた場介の｝山ι
部地下水に及ぼす影響を，一次元j＼：：定常流；こ関する2走路式を数値的に求めて推論した。また河辺地下水偶下を防止す

るためクワーク工法を提案し，その設置効果を主H論（I守な検討，ネ：内実験および現地における大規模実験によって実証

し，実際問題へ大きな貢献をしている。

間.ff]鼠・ f；；－：民・大橋ら｛ま，琵雪崩7］＜.文観測JJ工業のー；療として，湖東北部のII]Jil流域を試験流域に選定し，地下本

の!IVJ1.惑を現地調査するとともに，その平面的挙動｛こ関する数｛政シミュレーションを試みている。さらに悶.ff］訟は湧

来からの湧水量の日変動，広域にわたっての地下水挙動についての数学：モデルを検aすし，この地J］誌の地下水の千昼間（（］

苧勤がかなり洋細に説明できることを示しているO またi町立， IIIJII流域持辺弱状地のj宮下水流動についての三次元定

常解析を試み，琵琶湖の水泣変動が河辺地下水に及ぼす影響や河Jil;kの効果などについて考案を加えた。

地下水流動についての計測法を確立することは今後の研究推進j：重要であるが，奥田節夫・奥西らはトレーサー材

料として塩とウラニンを用いる方法を検討し，興味ある結果を件ている。

ii) 河JiI 1持造物の浸透流

河川構造物に関する浸透流の問題！とは，大別して，河川構造物の革路／i13辺の， 自由本部を持たない浸透流！？：］題と，

アースダムや河川堤防など，構造物内部を流れる白山水面を有する浸透流開題がある。これまで河川構造物の基礎周

辺を流れる浸透流の問題は，ほとんどの場合， Darcy兵I］が成立するものと仮定して，これと連続の式を連立して得

られるラプラス方程式を基礎にして解析されてきたが，河床材料の粗い一般河川の場合でも，常にこうした扱いがで

きるかどうかは疑問である。関は， D訂 cy兵iJの適用限界を越える浸透流の抵抗長IJとして，ほぼ Forchheimer員IJの

成立することを確め，これを利用して， このような領域における confined seepage問題一般に適用できる基礎方

程式を誘導し，かつ 2,3の構造物基礎河辺条件の下での浸透流の挙動を理論（（］および実験（I＼］に検討－し，いくつかの
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興i沫ある事実を明ちかにしている。

河川堤簡やその地譲からの漏水量の｝詮定は，堤内地の内水排除芸j-ITfijに関して主要であるが，赤井・宇野；ま高須翰i中

の堤訪漏水について調査研究を行なっている。まず単純化した地撚モデルによって嵯坊および基！露地盤よりの漏水量

を許容？的に検；：fし，さちに長良）iiと河口ぜきを設，ti：したj君子？のタト水位上昇刊に対志する漏水量増1)11量を推定した。ま

た寒天を用いて電気的知的、設透実験を行ない，定’t'I：がjではあるが， l主lFl：！水市およびその領域内む水頭分布を求め，漏

水増加対菜のための工法の効来を検討した。

一設にt手l出水市を；釘する設透問題について；ふ liくかち多くの明究が｛I'われてきているが，そのほとんどほ一次元

的な攻扱いについてであり，二次元，三次元問題についてはあまりnわれていなし＇ o 向ば，アースダムなど己みられ
る自由本簡を高ーする三次又定？主流の解析手法を挽，f;J-し，三次元的に変｛とする日1!1水i奇形を決定するための，；lr1倍、（（］1投

錨併；去を提案した。これを用いて二次元系における既存の研究成洪と対比してその有m慌を読めている。こうしてア

ースダム浸透流の三次元（：J(]i~'f'！：を切らかにするとともに，この手j去を広域地下水訓告j問題への応用を検i討している。

iii）不飽和浸透流

不能和浸透；主流域における雨水の浸入iえないしli'I接流出1:'.:jのH左右や，（底ノjく；/it/[＼機flit，主：何百の崩壊などの！1～：］題！と関連

して，最も某略的な主要な問題である。これまでi二壊物.Pl¥学の分野で数多くの研究があるが， i：述のような実用TIITよ

りみると，なお，未解決の問題が少なくない。

石原（支） . 1(!j本ちは，土議中への雨水の没入についての実験的研究を行ない，土壌1:j=tの空気圧の変動・空気と水と

の交換性などの雨水浸透のJ吉本1n予項について興味ある現袈を見い出すとともに，地表面の混水の発生，空気開墾の
機構，，vettingfrontのj並行速度，：i二縫11:1のポテンシャノレ分布・変動などについて考察を行なっている。

諸島ば山腹羽田の土壌水分のil'mとWj;j（浸入掩揖の解IUJをl三l(l':Jとし，小平！ライシメ…タを用い，実験的；こ現象の把

担を行ない，土壌水分の拡攻J1ll論を適用してその考察を行なっている。また免諮ば水分の非常に少なしたと壌中におけ

る土壌水分数引）J(soil moisture suction）測；，ti去について，土壌中i!iit度の電気（：（J誤IJ；とを適用し，若干の議論を行

なっている。

これらの研究の位に，丘陵地斜而の七譲；｝＜.カのit弘之と雨水の浸入機指およ どの解

明を自i刊としたコンクり…ト裂の傾斜ライシメータによる基礎的な研究もii'なわれている。

(5) 砂防に関する研究

i) rLiJ宮古i点の！ニ砂ifiU!',

1L1t古からのと砂流出は多くの災在の原因となっているが，その子知法；こ関して；土不明j点がj与し実態観測が1設立さで

ある。土足義人・~ミトI式信は現地調iJllj資料の解析でf;;j題となる流出土砂の粍度分布について， Stokesの法；llJに従わ

ない大粒誌についても沈降分析が11J能となるように， Jf:I王討を手I］吊した分析j去を開発した。一万，流出土砂量の実惑

については，荷々の条件を持つ流域でのケーススタディーが重要であるが，矢野・土！一議・見付らは穂高砂防観測え！？ヒ

／レお試験地において，洪；J(ll与の土砂濃度変化を実測し ljjt在地；こ在結する1L1地流域では，こと（!'.J)流出設は最大irlt量のよ

うな単純な水え；量との対応関係はっき難く，降雨条件，ハイドログラフの形状といった山水の’t'i:格によって異なザ，

土砂流出現裂に合まれる崩壊，地面佼食，好習および輸送などの各要指ごとの分析が必裂であることを示唆した。土

躍はこのような事実をふまえ，従来のこの分野の研究成果を摂即して，進むべき方向を論述している。また，富山地

区災古：調奇ク。ループはi昭和44:1r1三8月の黒部j完成の土砂流出について分析し， 山腹崩壊によって1um流出した土砂よ
り，渓流堆読物の移動によるifiW＼量が非常に多いこと，移動時の土砂濃度ほ異常におし土｛idrUl':J・t'i:絡を持っていた

ことなどをlijjらかにした。そして，矢野はこのこと砂流出が80～100年に l度起る程度の規模を持っていることを明ら

かにするとともに， して，長年}jf/¥Jの斜面侵食による河床堆詰物が重要であることを
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見出した。さらに， この校度の流出土砂量を対象とするときの具体的な砂防；n11l1iを立案し，その問題点を明らかにし

た。 －）:f，黒部流域では崩壊に起因する流出土砂量の比率が小さいことがわかったが，崩壊地は地面侵食が最も活発

に1j・われる場であるので，こと砂流出の見地からも崩壊発生！こ対する研究は車＇:illである。高橋は黒部，高瀬流域をはじ

め敦信！の流域ピ対して，崩壊発促率と降雨量，斜布こう記などの関係をiiPH.，丸将来の崩壊完it－：量の予測法への考え方

を示唆した。

1i）地！巳・ tmn と：l二，r,b1!:.Vi＇~

;[Ji少1l~Pf.：の掠底iは，地震？火山活動，降雨などの外力を示す誘悶と，その流域の持っている＃lJの特刊であるよ悶に

分類される。ぷ悶としては地形，地質， 1料、l！などが考えられているが，主として穂高砂前観測所でこれに関述した研

究をiJなってきている。すなわち，矢野・土屋・奥村は浦町）11流域について，河谷のオーダー解析ととプソメトリッ

[HJ線の解析をけない， 本流域の地形が早壮年期Jf;'lで将来も多くの土砂主計三が予想、されることを iリjらかにした。

・！｛が1:n71二・沢！日＼（｛I何らは紺II!JllifiU或の地質誕査を行ない， この地域が新i自にわたる多種恕！の岩庫か

ミることをlljjらかにするとともに，流域内に多く分司1する崩壊のうち，酸,rt近入校体！こ発生した崩壊に

ついて，その終午変化を：制べ，ヒピ、；IfJjれ部や地形T:mlこ共通する'f/1.J!fが顕著であるのに，崩壊ごとに形態的な差異のあ

のはT 自IJ々 のだ逮段階にあるからであると結論づ、けた。また， tiじ岩の風化の程度をおjるのに，陸水の地球化学的特

？？：を，uiilべるのが有効とされているが，矢野・沢田はヒノレ苓流域で；J<f：を,1/rdべ， 崩壊地では降雨量と出存 Si02 およ

び Ca2＋十Mg2+とのII引こ相関の認められることを確かめた。また， 崩壊とその内部的主盟国とみられる岩石の甑化

との関係を明ちかにするためには，感化の恕度を量的に示す表現法が必張である。矢野・沢U]は 2,3の刀法につい

て検討し，比較的簡単に求めることのできる指悼としてヲ圧縮の強度とヒピ；t;:1Jれの密度との比を考えるのがよいこと

をJ足案した。 これはヂIH'I：波：試験のれIf出とちょい対応関誌にあり， 十分に’jミJ!J'flのあることをlljjらかにしている。 ま

た， この；長官；｛立法（1ミSi02および Ca計十l¥tlg2トの民！交とちょいおII長JI対話にある。 －・Ji,1三千1:・JJにわたる土砂の生産

と流出の歴史は河岸段庄一！；のfolI物のノ1f愉やlfftW物11i：こ会まれる流木のq：.代と堆ら'ti立との関係を，lf.i.jべることによって推

定されるが，沢田らは込6t谷についてこのようなことを試み， ');jg岳による七砂生ft（：と込洗谷の侵食最の関係を研究し

7こO

iii) 土砂、の流送機構

河床i沙｛諜；主流本；こ起 1z~1する掃流）］の増加にともなって， i古川仁の状態から，滑勤， 転勤および saltationのいわゆる

掃討i形式の移動を；1；~する。 －）5·，河宋材料i十！のおII砂およびiL1H隻斜出から雨水によって河近に運搬されてきた敬和｜粒子

は誌はえの乱れの作用によって淫遊状態で輸送される。一i二；£のような土主；、のj点送1幾構を究iザ！しようとする 1／）品．の｛珂

｛虫；二，許！［床砂i諜の特↑守：；こ関する：訂究もij・‘iJJれているので， これらの研究の概観を述べるの

ゾミ河）iiの砂探の運動を究明するためには，従来あまり11二なわれていない混什砂礁の限界掃流）］に関する研究が必要

である。土屋は混合砂際の移動i浪界付近の状況に関する実験を行ない， 1能率的な移動訟界の定義を提案した。また，

れる後流｛こ岩田したモデル｛こ基づいて，代表粒任｛こ対するi；民界J話流力を均一粒i壬の場介のパラメ

ーターに粒震の探準嬬去を付｝JIIして表示したの

fol流砂i擦の運動！こ関しては，従米包視J'(Ji工場ーからの研究がij・われてきたが？写真技術の道広と相応して，士．！犠らは

1 f[l;jの粒子の運動状況を観察し， こうした砂粒の輸送過程は，まず砂粒が転勤した後に salt抗ionへ遜る確率が高い

とを見出した。このことは砂粒の運動に関して，抗力が主体であることおよび砂粒と路床との衝突の現象がj主主さで

あることを示している。以上の観点からたてた粒子に関する連動）j程式かち iiげをして，極j突の効栄の導入により，

s1lt1tionへの移行過程を検討した。つぎに，矢野・土屋らは多数の粒子が移動する流砂の飛官、を写真撮影によって

j見出し， 流砂においても saltationの現設が見られることを指摘した。矢野・土屋・道上正規は掃流砂機の移動過程

が断続的でかつ不境問な確率的挙動をしていると考え， このような移動過程をポアソン過程で表示した。この確率モ
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デノレとトレーサーを用いて実測された砂醸の移動状況を比較した結呆， J1!ij者はよく一致しているので， このモデルか

ら抽出される官官！率定数やその分布形で砂擦の移動機場を表示した。大河淳之は掃討t砂際が存主する場合には，乱れに

よるレイノ jレズ、応力の｛出二， rt擦の日！？伝によってlj：＿じるせん新応力が付加されると考えて，掃流砂擦の奇千i：する場介

のifiU主分布式を導いた。

芦田t1I男・道上は浮流砂｛こB§するフミ！換を行ない，従来提案されている Lane-Kalinsl叩および Einstein の浮j奇

妙量式との比較検i討を行なった結民， これらの式で泣河宗祖r度，カルマン定数の変化の影響および遮薮部数について

再投討する必要のあることを指摘した。また，浮；主主！、の絞度分布の測定かふ混｛fj砂の各粒径のiiJl疫分布は；均一fi'.l、

同按な式で表示できることおよび河宋砂と河末吋近の浮流砂の粒疫は浮遊限界以上では一致することを見出した。こ

うした実験結栄に長づいて，浮流砂量式を誘導した。さらに，泣 j二ちは浮流i訟の濃疫の連続測定装；；せを試fr：し濃度

変動と苦しれとの関連について研究を進めている。また，行照雄一一一ーと！長らはタンク 1!1／こ浮遊した混｛'i'li訟の粒度分布特

-riuこついて検討－を加えた。

足立fl丹、'F・は河宋砂僚の粒度分布にほ確率的；こ規定されるff怠？？：が（子frしていると考え， この11:1でもっともよい111存率

で出現する組み合せを存立なものとして，河1ミ材料の粒度分告を誘導した。欠野.j-J長・ jffl：辻比良川の河京材料議

査をuない，少なくともiド小河川については，河末：j'.-i［.皮の距離的変化は摩耗説よりも sorting説によってよく設lijj

されることをiりjらかにするとともに，限界指J主力のPHt命をJFJいて河宋材料の杭度分布を表示するfh去を民案した。

iv）土｛iifit

J:.:r J誌の実態はまだ十分に切らかとなっていないので？人によって認識が異なり，その）J学i’iヲモデルも迄う。した

がって，現地総測による実態把射が主均実験による法礎的研究とともに主要であり，このような 2rrfiからの研究がif 

われてきている。

JD礎的研究において，矢野・）d~百は上 ｛iifitの流動；こは泥を多量に：iむことの幼洪が顕著であると；者え，泥流がどン
ガム流体の流れと与えられることをIVJらかにした。また，否Lificの状態における抵抗法良Jjが見出げの粘度をmいて鵠よこ

した Reynolds数をJF-Jいて，清水に対するのと同様の表示ができる＇ jヴミかふ；記名分布Jf:;,は対話（分布となるが，その

係、数ほifit枠の降伏能と鰹崩せん桁応)Jの比によって変｛とすることを，／命じた。一方，上石流の通過によって，渓谷のl*fr

雨前が増大すること泣よく見られる現象であるが， これには泥流の掃討UJが主要である。大向は泥流！：！こ1（こj設かれた繰

の移動限界について，消設な流れの中の拶主｝Jl!bミ界を視屯するパラメーターに，泥流の塑性iねな性買をHけ加えること

よって？清澄な流れの，11の移動j；民界と同じi対話で与えられることを示した。また，実際のi二行流では，必ずしも泥

流の｝）1込が大きいとほ？？えず， J:砂ifitのせミ会速報Jri式をとる場合も多し'o矢野・大河.fl]皇子稔はこのような場今につ

いて実験を行ない，すべりを生ずる条｛午をiむらかにした。

つぎに，上Ji流の実態の観測は，二l二行法研究グループによって，昭和45年より機岳束麓の上々j堀内およびj二期択に

おいて’Jミ施されてきている。この観澱では， と行；去の移動述疫と流動時のJf：態を自動的にmもとする袋汽が考 d奈されて

おり，流域内の雨量記録とあわせて，土石流免：1－：に及ぼす翌!Elと流動の特慌がかなり明確に把起されるものと沼市ごさ

11る。

河 の防止軽減に関する研究

i ）洪水；定

洪水による破堤，氾らんは河川災；~：11:i の主要なものであって，洪水流の河道での波形のむ；指と変形の！幾構あるいは

る場での局所的挙動を的確に予測する必要があるO その手段としては，洋和！な実

験的事実を茶礎としたJ1JI論的方法が有力であることかふ矢野・芦田・問中指…朗によって洪水流実験用の長さ 150

m, 1jI/1{60cmの長大水路が作られた。矢野・芦田・高橋保は，洪）J(l支のなj需特fl:1こ顕著な影響を与ーえるのは下流艇の水
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位条件狭さく うな河道条件，後断雨水絡のような断面形の条件である

を行なった。すなわち？認礎となる一様水路の不定流に対して；ま，水伎の変化速度と長波の缶播速度とで決定される

1!Th次元量を導入し，これによって段波と洪水波を分溜し，それぞれの流れの解析が行われた。また，実験によって，

洪本流の上昇期が一様進行ilrUl',:f'tt状を持っていることも切らかにした。一方，…判定立；Mの水位条件：こ関して｛ま，一定水

位，任意水位および同定j援によるせき上げの条件二を考え，境界条件の作用領域の長さや貯水池の洪水調節効果などに

ついて検討ーした。その結果，一定水位のせき！：｛ず条円二下で、は，定；主流として計算するよりも洪水泣が日くなる場合の

あること，下流-011］に先に水位ピークが現われることなどが明らかになり，また？下流側7］＜｛立がtr:；，訟に変化する場？？？に

泣71＜｛立が異常におくなる場会があること，さらに同定ぜきの調節効果にはせきでの水位～流量曲線がill誌であること

などを指摘した。つぎに，水路中央1'{1Sに設けた狭さく部は洪水流に対して貯水池と同様の作用をなし，狭さく路上流

での洪本，l);\jfii；効尽を 1！！~担できないことを IIJJ ちかにした。また，河道！？話が不規EUJIこ変化する場合には？水流のほく離に

る買了間効果を導入して，ヌ！っさj化したほ想の一様水路に対する拡散形の近似式が現象をよく説明することを示すとと

もに貯帝効果による洪水伝保速度のj)t~ l とてい減特性とを i切らかにした。さらに，複i折田水路に対しては， r~水敷と

{11討すきの境界商におけるilrtれの混介特れがE主要であることから，その特ドI＝.を調べるとともに洪水流の挙動に与える影

欝を解明した。 －.Jj，洪水流のWr~や模型実験では基｛謹方程式の適用性と相｛0Jlt とが問題になるが7 岩佐，高橋はこ

のような問題！こ対してHI論的考案を加えるとともに検証実験を行ない？ とくに水路！｜需が狭い場合に二次元流としての

仮定が成立しなくなり，相似1Itを満足させるのに問題点の免ずることを明らかにした。また，高橋は現11：，合流点に

おける洪水流の特性に関する研究を進めている。

こうした11じ！従局研

（大j＊）；こおいて流j或;(),1,j•t1:J:および洪水Ml詰＼IJを II丹和41i ！＇－よ；）主iま続して f j・なぺているO 問Iii・ 1；、J・,;j，：荒；蛾・ Ill1:j1・JJu（入淑！と

は大戸Jilおよび←之JIIの天神J11の砂防ダムにおけるilitU¥：組側と下流／需における洪水， ilrU，金制iJlU,il'訟を整備し，洪水の観

測を行なうとともに流出土砂および洪水伝掃の推算を行なった。ついで， 芦田・村本・今ヱト；i寺結・田中・奈良）4：修

・1二野鉄男｛立大戸J11における昭和28年の洪＊災害の実態を検討し，洪水氾i監，土砂堆誌の状況を河道形状から説明］

した。また，洪水時の浮流砂および流速変動の慰謝を行ない， iL i地および尚道部の土砂の粒度分布と比較することに

よって，大戸Jilにおける土砂の託E/l't，流送特性を明らかにするとともに洪水流の乱れ特性を統計解析結果より説明し

fこ。

ii) 河床変動

向ボ変動は流送土砂の不均衡によって＇I~ずる現象であって，水流の条件，河床材料の特性および河；mr:~状あるいは

河川構，造物などの境界条件二に影響される。とくに，実諜河川ではこれらのwf:ぷの変化範！叫が）よし間味変動を的確に

予知するには？こうした盟主の彰響を詳細に検討する必要があって， これまで河来変動の一般｛！？ドt状，ダムなどの河

川ii金造物の設置に伴なう河床変動，河道形状の影響－による局所（（jな河宋変動などについて広汎な研究を進めてきた。

まず， j可床変動の一般的tt~犬；cこついては，芦田が軒の変化する河j授における単位，，，耳流量と流砂壁に対する平衡手流

本深および比エネルギーの関係を切らかにするとともにどを流砂最， ilrt呈， l担任，粗度係数を一定とした場fう？の平街河

はこう配および；J<1111諸量とj走路1j1ffiとの関係式を求めた。また，河rj(変動の一次元解析j去に関して拡散方程式にもとづ

く近似i’i1~ な取り扱いを検討し，土砂の流入条件tが変化する場企および下ifit{r;/;tの水位が急激に低下する場合の河床変動

について解析し？その適用ttを切らかにした。一方，芦田・道上は浮流砂を伴なうl易合の河床変動について浮流砂の

濃度分布の測定結果をもとに詳細な検討を行ない，，1,mの変叱する水路の平擬河床形状をI.VJらかにするとともに， i部品、

の分級作用を伴なう河r;jミ変動の機構を論じた。また，混合砂擦の限界；市束力および、流砂最の検；jす結果にもとづいて，

河床砂の組粒化現象と河宋領下量との関係を19］らかにし，ダム下流の河床変動の問題に適用した。

つぎに，河川構造物の設担に伴なう同球変動の問題としては，矢野・芦田・大同・田中らが掃流砂および浮流砂に
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よる貯本地およびダムi二流の堆砂現象に着目して一連の研究を行なった。すなわち， J議治；i訟による貯水池の場没過程

を特徴づける段庄の進ii"過殺について解析するとともにダム上流の脅砂現袈に関して境界条件を設定するための実験

と特性曲線j去にもとづく数i直計算を行ない，それぞれの機構を切らかにした。また，浮流主j，、が在在するi易会の貯水池

の地主i、過程についても；；平和iな実験fl:Jt会討をqj・むい？掃流砂と浮流砂によるj在京韻域の濃度分高の特性を明らかにし

これにもとづいて堆砂Jf:状の時間的変叱を追跡する解析；去を得た。さらに，声託iは掃流堆砂；こ及；ます詳流単砂の影響

を1東北し，会流砂形式による堆砂境界揺を仮定して堆砂jf:状のfl寺IIJJ1Y1変止を解析し，堆主i、羽袈の致｛直実験結洪と比較

してその適合性をIYJらかにした。

最後に7 fi:iJ遊Jf~i支による同月fr/Iせな fi:ij床変動の問題としては， i新！立i変化さ1Sおよび奇曲部を対象として研究をけなっ

た。まず，断面変化；誌の河床変動の研究で；ま？持i上！が収縮；部と／<i.＼拡；＇i;iSをもっ；J<fil告で実殺をhない，河宋の－＂V衡諮問rJ診

について有効i桁討を導入した一次云解析j去の適合詑をIYJらかにするとともと断部変化郊における汚末損斯形の特徴を

流れの特告と対応づけてJ5tlY-Jした。また，芦Ill・宮JI：宏は？をJ'I百急拡；'.iisにおける｛交流域の形および；fit速特性と河f変動

の関i系を検討し， とくに斗拡f；告における砂litの運動特性をlijJちかにした。一方，村本らは奇曲部における戸F変動を

j支局するために曲率半後の異なる 4磁の180°奇曲水路を用いて実験をりない，河米せん時？応、方とj可末変動とのi謁｛系お

行び洗思堆積退認に対する；J<盟諸；最な討の影響をlijjらかにするととも

の影響を加味した解析を行ない，洗掘の初期設i特を説明した。また，洗掘進行後の河本変動についても研究を進め，

外岸付近の河床形状に若田して洗揖過程の解析j去を示すとともに琴曲部における砂州の挙動と洗堀穴の移動との対応

および洗掘穴J,18辺の流況の変化過程をlijjらかにした。

一方，実際河川の河宋変動を究明するために，声i丑は半世·~記にわたる富士JiIの資料をもとにして，；号本変動および

浪路変動の実態を解析するとともに河床砂の粒度分布の縦新）SJl1Jおよび深さ方向の変北を切らかにした。

iii) 河来形態の構造とifiti'iの抵抗

河床；こは各種の形態およびスケーノレのサンドウェーブが存立し， とくに砂漣，砂堆などの小スケ…ノレの河床形態は

流れの抵抗および流砂む運動に支配的な影響を与える。芦田・出中はこのような小スケールの河床形態のJf:状， 1多勤

特性および流れに対する抵抗をlijjらかにするために一連の研究を行なった。すなわち，実験水路で形成されるサンド

ウェープの場所的時間的変｛とを超音波河床計額llrii'l:によって測定し，その結：司ミから持床形状む本u関｛系数，スベクトノレ分

布を計算し，河末形態の不規則性をlijjらかにするとともにサンドウェーブの波長と移動速度，変動平均とおJ~＇ 'i組変と

の関係などを考察した。また，サンドウェーブ上の流れについて実験的検Jすを行ない？本理学的考案から波長，波i与

の算定式を得るとともに段落ち流れとしてのモデルを適用して河床形態の抵抗特性を解析・した。さらに，持抗力の大

きい場合；こ形成される遊u二砂地についても尖験を行ない？従来の理論の問題点をlijjちかにした。
一方，声Ill・奈良井は砂漣，品、准の｛告に限界掃法力付近の流れで形成される縦筋および波i乏の長い交Ji砂州を含め

ちlijJらかにするとともに流速変動の測定を行ない，河よ形態の

発生，発達と乱れとが密接に関係していることを指捕した。また，奈良井法間管路を用いて同様の実験をjj・ない， fi:ij

！ぷ形態の形成に3せする乱れの重要性を確認するとともに従来の資料をもとに移動末の抵抗係数とJl<fill量との関孫を検

,M'し河！ヰミj巴壌の変fむこともなう抵抗の増減をエネルギー均績の？弱点かち論じた。さらに，掲管路における非常流の

実験から流量i曽大，減少時；こエネルギー損失がそれぞれ減少？増加の額向を示すことを切らかにした。

iv〕 河道形態と流路の変動

j可道の平面Jf:壊とそれによる流路変動および河岸侵食などの現象は再JII堤i坊および各磁の河川塔造物の交全性を考

える場合に重要な問題である。声EEl.村本・奈良井ら；ま河jきの平面形態のうちとくに実河川で問題となる蛇行形態に

注目して実河川の資料と基礎実験をもとに研究を進めてきた。すなわち，村本；ま［li古：jJ 11の蛇行形状の曲線比長を種々

のスケー jレで検討するとともにダムのよ，下流における（d;探悲の形状特状心的進およびそれらに対する膏血部の曲率
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の影響を明らかにした。また，芦田ちは直線水路および波長一定で振111話の異なる三種類の蛇行水路を用いて実験を行

ない，各水路！とおける砂磯濯の性状および水理特性について検討し砂探堆の形状と移動限界を明ちかにした。さら

に，芦間・村本・奈良井らは長さ13Qm, I福7.5mの大型本路においてj走路変動に関する実験的研究を行ない，流路の

拡幅過程，河床材料および本盟諸量の変fι 砂磯堆の形態変化と蛇行の形成過程などを詳細に検討し，堆積過認と流

下；）j向のi走路変動が顕著に現われることを指摘した。この結果をもとにして， i走路の上流部！こ形成される安定形状に

ついて考察するとともに鮒岸侵食条件式を導入して流路変動の解析を行ない，…様拡幅および境界条件の変化に伴な

う拡ljl/1＼過程をIYJちかにした。また， :!JUI：：荷JII上流部あるいは河口部なと、土砂の流/J＼，堆績の影響の激しいff,l;j所のi走路

変動をlijjらか；こするために非定常流および土砂流入のある場合の流路変動の検討を進めている。…J，洪本II寺におけ

法路の変動と河近災害に関連して，声l上i・村本JまえJ5:l越災害時（昭和42:tJ三）における荒Jll，胎内）II,加治川などの資

料を訣J-tし，；総長｝手態の変爵，流路形態と洪水位との関｛系，洪水流量と流路111話の関係などを究明した。また，昭和44

1f.，認IL1追試災＇， lf1Vi品査クりしブーは黒部JII下流部における災害！盟国を河道形態と関連づけて分析し，溢水，破堤の基国

(7) 耐水構造に関する研究

比異常に大きい外力，それを防ぐために造った捧造物の破壊2 各種有用建造物の破壊等があ

る。水災害を紡止・軽減するためには，異常な自然力に関する研究と相まって，時災施設や水中構造物の破壊や水~与

を受け難い建造物のあり方の研究が主要である。このように，いろいろのものがぶに1f1iJえる機能やその！棋界，および

あり方に関する研究を総体して船木構造の研究とi呼ぶこととする。この分野の研究には，①4えに接している構造物，

すなわち堤防や各H：の；J<,1j:ifiYJ;造物の破損段構とその限界の研究，および＠浸水叫に被宿を品小；こするような建造物の

防本ノ汀法や配Vi：のありノら1こ関する研究がある。後許の研究｛主数年前より;11・1りJjされたがよだ十分な成栄をあげるまで

に去っていないので，以下では前者に）！:r:;する研究成洪について述べる。

1 ) 水中時造物の破壊

洪；J<.f］＝~， tこは大きな流速や流木なと、のために本iドに設けられた構造物が破壊されたりヲ倒壊したりすることがある。

矢野は昭和42年に充lJ:.した和知ダムのテンターゲートの事故原国について行われた総合的調査結栄を総括して，ゴi宇，11

Jfl古：のi'l＼水状剖， ゲートにかかった；J＜.庄状態， ゲートの振動特性， ゲートの各部材；こ生ずる応力などの解析結栄か

；ゲートの動的性状と部材の1f1iJ坐耐性に事故の主原~1があることをlijJ らかにした。今本・武1L1 は本流の特性とその

111；こおかれた11:J杭の振動持出との関係を実験的；こ研究し，今後多くなるとmわれるこの祁の構造物を役，/1'（こ対する一
つの）1lJ踏をj子えた。

ii ) 構造物j出ぷの洗掘

河川部造物の出壌の主原因はその下流部の河末洗掘による場合が多い。土援は，！ぷ！日め工のF流；'fl）のように滑副本

路未判定郊の洗毘ノ1<1Jうからほぼ水平に噴出する高速の水流による洗掘，段j五：仁の場合のように鉛註i噴流による洗掘

の問題を実験（I'~ ：こ研究するとともに， こうした場合の局所ij誌に関する水流モデルと限界掃流力との関係を併許して，

洗加護慌のi1平明に努めるとともに，各場合についての洗r/iU限界をぷし，防災上三重要な指針を示した。さらに，岩Jfi・

・今j：おま；；J<.ljlj下流部におぜる局所洗照について詳細な実験をりなって，洗掘1~巳の；i寺l/1i]((J変動？最終洗掘状態の

作（l：の有無などについて詳細な検討を行なった。また， 76＇垣・土i援はこれら一連の研究成込；こ法づき，：rnLi命1'11~解析：を

力IIえ，；J<.門下i走路のJR;萌流の流本のモデルを提示するとともに，限界掃流力の定量的存Hlli法を導入して，それらの相

瓦関係、を解肝して，こうしたi品合の同所出精の機構を切らかにした。これらの研究成果はJ'~J(1弐ま河川構造物のi坊災設

.iU二有mな指針を与えている。

以上のように， 1fliJ/J叫がきに関する研究｛主品位：のところそのー絡が行われたに過ぎないが，俗fj三のように繰返えさ
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れる；j(災害？ とくに河川災害や海岸災害が，ぷ！こj:i講造物の倒壊，淵坊の決j崇，はんらんAえによる地物の流亡7 家屋へ

の浸水などが被害の直接京国であることを考えるとき？今弘容lj；壌や決議のi設界を科学的に究明するとともに，はん

らんll寺に被害を最／トi誌にくいよ！ニめるような総本のあり方の研究を披進して， 防災・減災に寄与ーすることが重要であ

る。

(8) に関する研究

仁！本のような［]_[j):Tを海でi治まれた出では沿岸海域辻出の重要な；草分ということができるO 沿岸漁業の場であること

法勿論で品るが近年の日本の！主業の飛躍的な充畏に伴なって沿岸の状況は烈しい変化をしている。訴しい時築物が海

中にも建造され？海岸；ま埋 ｛L：てちれ，沿岸の工場や河口 iかち汚点が流出されて，沿岸海洋沿水質・，，，~物は変化しffrj;J(

のifitれさえも大きな変化を受けて来ている。

このように民岸海洋における災害は他の災1占と呉なって漸江主的に進んでiJくものが多く，また経済的な災当や環境

：忍｛とに作なう挫誌に対する災主などが大きい｛立1i".i：を占めている。このような災！占をi的ぐためには潮流や沿岸流の物理

海水の交流や拡散に関する法長IJ，大気とifiiil=のおi互｛乍月Jなど気設学や｛11jff,:J：の関連分野のJill，；命l'JZ)'.J；；詩史的研究

がきわめ bて主：民である。防災研究所では立lj1＇［以来速水額一郊の指導によって多くの先駆的研究がなされてきたが， こ

こでは5分野；こわけで最近の研究経過を述べる。

i ) 潮流と沿岸流および湖流

この磁の研究辻海岸災害；こ対する法礎的研究ともいえるものであるが（i]f先は現地観測と模主主験の11Iii1fliからなされ

fこO

伊勢湾台風後白期防波堤が住設されたがp この建設のj占礎実験として宇治）II;J<J現実験所で名！な！匝j出、J'j立の本長ll模型

ゴミ験を行なった。樋i〕.j吉LU この模Jtlのおi拐、性について論じ，またこの防波堤が水生変動および流i}lへどう

l与饗するかについて述べた。憾口はr'.';j潮防波堤IJl」口部のi主主主係数について模担を用いて操；とした。 －）｝， 樋仁］ • I i二l村

主久は説地でも説概を行なった。 11:i付はIJl,JD部の潮流観測資料を解析してHiiJi：醸擦｛系殺が時間的に変動することを示

した。

海岸｛公金防止のためのlHi踏訴究として，樋仁1・11:iHは昭和41年から42年にかけて東指海岸付近の間流む説地観測を

りない，海鼠摩捺や渦動粘’rtについて解析した結栄，潮流によって庇設の移動がriJ能であることをぷし，また潮流に

ともなう高山波帯流速変動が潮流と関誌が深いことを切らかにした。さらにLj:i村ほ航空機縦割による明石海峡の海地i

流速分高の資料から？潮流に｛半なう純度の研究を行ない，渦度を拡敬呈として｛訟の~よと関連づけて検l討する必要の

あることを指摘した。

iH岸；去の形成にはいろいろの！廷闘が作用しているが，海岸波浪による沿岸流について土民・野Ill・lj:i付・芝野・ 111

口らが昭和44年以降大潟波浪街頭1所の白井手ーと共i司して観誤IJ,¥J,',J査し，成立の移動， ihj浜地形の変動との関連を投：討1j:i

であり，沿岸流形成の理論的検討も土屋によって進めるれている。

国可禿IY:J（まj五I!察；J＜.文；学十年dhui( I HD）の一部として滋良大学の出j本巌らと協）Jして琵琶湖の樹流の鋭部jを昭和

41年以来つづけている。 BathyThetmつgraph(B. T. ）を利用しておノットの小型桜関知でlIJの自に琵琶湖の

北海全域の鋭部を完了することに成功し， Jヒ湖全誌の本深70mぐもいまでの水ihA分子Iiを知ることができた。この結民

：こi出密j奈の仮定を適用することによって北槻には大規模な鉛i立循療が与（1:することを定最！刊に明らかにした。またこ

のような鰐環の器国として，iヒ搬の車部と北部での淵本の密度去をとりあげることを提案した。さらにIJs:jI,J・トUli守久

・金北誠一らは琵琶棋の本の流動：こ関して 1I母2次ヰモデルを！ないて致結実験iなにも；iれはできることを明らかにし

た。 1,1n口らはi引iii蔀の点Jll!.摸Jtt}J三殺で短めて浅い湾内での部j誌のメカニズムをJ!J'{IUJした。

1i) 沿岸j版元変動
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昭和35年白浜に海洋観誤IJ塔が設置されて，海洋，気象現袈を1g1動的に記録して来たが，速水・国司・剖JI寿世はこれ

らの観測資料を解好してEl:!辺湾や紀伊本道の海況変動の模擬を切らかにし，またその原菌を追及した。初期には観測

j詩の資料のみが用いられたが研究が進むうちに田辺湾全体の三次元的線開の必裂が要望されるに至って東大海洋研究

所の淡青丸の協力を件たり，設に白浜海象観測所｛こ配置された小型観測船による数次の観鴻によって出辺湾について

ほかなり良くわかってきた。

これらの資料を解析してみると ；｝（｝Jr~，塩分などの仕i辺湾内の海況変動は外向との交流によって大きく支配されてい

ることがわかった。したがって湾内の海況が紀伊水道沖の黒潮の変動とも関連している可能性が見出された。 Ill辺湾

の海況は外海との交流以外！こも蒸免など大気との相互作用によっても変動するが，そのメカニズムについても研究が

なされている。しかし海況変動の掠j、iiは交流によってはかなり急変するが大気との作用では瀬i大変化するというよIJ呉

が明らかにされた。

UI辺諸が交流する紀伊本道のr11rni1.，ままた，瀬戸内海の入口としての特有の性質を持っている。昭和45年には鵡査範

の／比域；こも拡げられた。瀬戸．内海の水と外洋本は連続的に混合するものではなく，その結呆冬から春にかけて

は水温や塩分のきわめて若しい不連続函が現われることが明らかにされ，数次にわたってその実態調査が

なされ？またこのような不連続i師が先生するメカニズムについても試論がJ是出された。

iii）大気海洋相互作用

大気と海洋とのl出では熱や水蒸気，運動量などエネノレギーと物質の交換がなされており，そのメカニズムを究明す

ることは気象学にとっても海洋学にとっても重要なことであるが，水や空気の微弱II構造を測定しなければならないの

で測器と観測場所の選定が重要である。光田は！誌に関する研究の一部として

発した。一方， f:HJ可と間学部のj諸説らは白浜の観測壊がこの；患の研究に適したものであることにIf§Iして知測をつづ

けた。この観測で特に注自されるのは蒸ブさについては今までi持ノ'Klifiの場合が主として扱われてきたのに対して波のあ

る場合の蒸発をとりあげたことである。特に波頭が崩れて徴水滴が空中に放出された投？蒸発するえh巣が大きいこと

を理論的にも明らかにした。

中島は国司らと共同して局地気蒙現象と局地海洋現象との相互；作用という観点から大気海洋のお！互作用の研究を紀

伊水道を実験地として行なった。孤なした浅い内海である瀬戸内海は冬期著しく低温となり，紀伊水道村近で外洋本

とのILUに水晶し塩分などの著しい不連続函を生ずる。この不連続面の形成には冬季の季節風の状況や沿岸からの流入

ノドの~答饗が考えられるが，一方このようにして海水の表面誕度に不連続が生ずるとその上の大気下JMの公定度に影響

る。このことは冬期のこの｛十近の強嵐やj良識？大気汚染の分布に大きな役却を泌す。これらについて具体的な

問で解析した結果が発表された。

このような見地から総合的に研究してL-く予定である。

iv) 沿岸海洋における拡散

近年治岸海洋における水質汚揮の問題は生物の死活，従って沿岸漁業の死活の問題として緊急の出先課題となって

た。一方；理論［！なにも交流の少ない沿岸海域での拡散の問題はきわめて興味深し防災研究所でも111.くかちJJ(理撲盟

主験を用いて研究が行われ，潮流による拡散のメカニズムが切らかにされてきた。

1通口ちは有l]Jj札鹿島jさ， ;J＜.高治付近？松河J甫のJJ(理模型実験を順次行なった。この屈の実験にほ原型とのよLI似性

の問題がきわめて重要である。まず湾内会地の潮差の分布，潮流の流主主とその変化，；J<.粒子の流動距離などが現地観

測とよく対応しているかどうかをたしかめ？さちに拡散の状況，拡散係数などの相似性を現地観測と実験で比較検討

した。

このように多くの研究例の詰み上げによって潮流によ してきた。

しかし問題はすべて片付いたわげではなく，三次元的な拡散の激組H1ち造はさらに研究の必要があり，また今までとヒと
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して半任期による拡敬を主体として考えてきたが，それ以外の要因との関連も考えねばなちない。また境界｛誌の影響

も考えると部分的な模型よりさちに広域の例えば瀬戸内海全域のしかも大型の槙型による実験が必要となって来る。

樋口はこのような大型模型を設計し，その実現を金討中である。

v) 河口における拡散

河口で海水とi建水が接触する水域ば一段に Estuary と称せちれ， この水域での本の交流， 拡散は河川流入，潮

汐？沿岸流など多くの因子に支配されて被雑な形態を呈する。

とくに Estu:J.ryでは物〕宣告ヲ；こは安定な密度成語が生じ易く， 化学的にはコロイド化学的凝集ft）殿が；起り易く，生

物学JYJにはプランクトンの活動の盛んなところであって，ぷ産，取水利用， HJ速なと、の人間活動がこれらの特性を利

用して活発；幻…j二われている。しかし同時に水流の複雑さ，激気象的特異性，水立地jf;の変化の早さなどは人間活動；こ

しばしば不慮の災害＊をもたらしている付舟の遭難，局所的突発的水域の汚染， 河水， 地下水のliJ分増加〉。このよ

うな水域の水の交流と拡散は災：去の防止，ス］＜の有効利用の高から重要な研究対象となっているが，詑;Jと水産学的な分

野以外での研究は少なかった。

j丸紅1はとくに児島溜締切の前後；こ水ifiE，塩分分布の桜測をh・ない鉛在成！露の水混合｛こ及；ます効呆，塩分JJx：立；，を支

配するi晶子の役割，；J<／丘地形の1草分分告に及ぼす影響，築堤，樋iヨ15操作などの人為的条f!:j二のz間部作用などを定量的に

検：可し，河口条件の人為的変化が内紛，隣．接i[ijj或へもたらす影響を明ちかにした。さきに史lfl，金成；まiヨX(：；の河口；出

掛J或における水ぬ塩分分布が河口の設置によっていかに変化するかをrll/o＂六また史 lflは河口の人為的締切りが隣接

する水虫の徴1tl_Jjf;｛こjえばす影響を誠べている。なお実Ill・ 金Ji¥(は急告がj後15年以上経過した児島人造湖においてなお在

記している塩分分出の特異性，堆誌の顕著な進行について桜前j，研究をつづけている。

このような Estu:J.ryにおける水j品物質分1!J, j報誌速度の実態を明らかにし，

測するためには，さるに Estuaryにおけーる本の交流，拡設の研究を推進しなければならない。

(9) 海岸災害の防止軽減に関する研究

わがi五jのffij:j苧椋は毘曲に富み？その総延長は27,100kmにも及び，海岸線lkmあたりの国土面積辻約13.6km2Iこ退ぎ

ない。わが間経読の進展に伴なって海岸地i帯の開発が進み，臨海工業地帯の造成が進めちれ，国土としての海岸はそ

の1{1貌をネ激に変えている。一方，国土i活発に搾ない，ダムの築造や河川改穫が進み，潔砂、j認の環境変化によって海

岸地形の変貌も余儀なくされてきた。しかも，海岸；こ来援する自然力は苛烈かつ複雑であって，昭和34年8月の伊勢

湾台風や昨年の合誌7010による土佐湾沿岸における高織に伴なう海岸災害をはじめとして，昭和45年1月抵気圧によ

る司本海沿岸の波浪災害など大被害をもたちしたものが多し－0

海岸災’占：の防止経j戒に関する研究のあり二台については，いろいろ議論すべき，点も少なくないが， 自京ブJの本質を究

明し，それによって引き起こされる各醸の水理部袋を解明するとともに，海岸構造物の坊災機能をIYJちかにする必要

があり，また環境変化；こ伴なって生ずる海室長のi三期的予測の究明を行なうべきであろう。海岸工学誌昭和25年第1回

の海岸工学会議が1m接されたときに生れたといってよく，その後急速に発援してきたが，ちょうど20年を経て，その

体系化がなされつつある。本研究所においても， ょ支部大学の関係学部の協力をえて， 同時期より活発な研究がなさ

れ，多大の！点浜をあげることができた。

i ) J武波

風波の発生・充述！こ認する研究：ま Milesおよび、 Phillipsの理論の出現により急速な進少をみせたが，法i言］はす

でに践校の発生・発達lこ認する：：料Illな実験的研究をiiない，大きな成果をあげていた。そしてひき続き今里哲久と協

力して高風速時の海面摩燦係数の挙動を調べ，これが吹送距離や浪速とともに大きくなることを明らかにした。

ーブ'J，従来箆舟されたi宣伝u品調本摺で；えその攻送距離が絞られ， 十分発達した波i誌の大きな風波が得ちれないと
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いう欠点を改良し，風波の発生・発達の機WJの解lljjと不規則波先生装置としての呂（Iせのため，土屋は昭和44年ドーナ

ツ型の循環式思洞水槽を試作した。その発生波の特性について，土屋・山口正隆は詳細な検討を行ない， この風料ぷ

槽による聡波は，本質的には非定常波浪であるが？通常のは線思料水槽でf.Jられるよりもかなり大きな波高で， しか

も掠明性の強い十分発達した風波が得られることをう点した。かくしてこの障の思掘は誌波の先生・発達の機構および

波浪に伴なう諸説象の解明に大いに寄与するものと期待されている。

ii ) 波の変形

波j良｛ま…殻！こ海岸に近づくにつれ， i/ij成地形や海岸構造物による屈折，反射， i旦i折あるいは両法摩j認によって技者1

な変形を余儀なくされる。措造物による波の変形の問題として，石関（J保〉・岩毘および地木亨は，主主i~の波高減足立b

出について実験を行ない，潜提および主主主による波高減衰効よjも養浜土砂量と波高減衰との関係、および養浜の天端高

の波ι減説；こ及：ます影響などを定性的：こiりjちかにし，さらに梅本は潜堤の設置［立誼の波高減衰｛こ及：ます幼栄につい
し

浅j毎i或での波i表特：：：七の変｛ヒ7 とく｛こ；む）£摩j察の完b共4を解lljjすることは＇ t美討t波の予~I]法‘の fij'fi.

り， 11(1長；361rf度より特別事業として， 現地波浪観測之より全国各地の海岸における海）点撃！察係数のJ栓定を行なうべ

く，波法観測を実施した。岩垣・柿沼忠男は秋田海岸における波浪観測の資料ーにもとづいて有義波法からこの海岸の

海底穣際係数を求めた。また，泉佐野および日吉津海岸における波浪観測の資料から，有義波法およびスベクトル法

によって，海底摩擦係数を推定し，海底酵擦係数を波に慢する Reynolds数によって表示し，賭流境界層理論にもと

づく理論1誌の数十倍ーの値を示すことを晃出した。さらに二色ケ浜海岸や日吉j!!：海岸および高浜海岸において同舟の併

究を行ない， 7/rj:J忠康擦係数の値を求め，これら一連の観測より推定した海吠摩擦係数を終却して，その成込をまとめ

ている。また樋口・柿fBi玄関係の資料より波浪スベクトノレの変月三を論じているの・－・・)j，おIm~ ・イilJl II{{ （立大潟波浪観測

所の第一人工島桟橋で｛：当られた波浪記録から， 3｝えでの波の｛立科j｝去を求め， j皮の1＼（越）jj11JをJi主主1：し，天気！まiによる向

上風の風向と方向スペクトノレのピークに対応する庁1t日とが比絞的よく一致することを見出すとともに，この波高計官己

列の方向分解能について検討を加えた。また？この観測所の7台の階段抵抗式波高計によって得られた波浪記録をも

とにして，波の統計的性質やスペクトノレ特性および波の変形に伴なうそれらの変化を詳細に謝べ，その特性を解明す

るとともに？ とくに浅海での波i誌の大きな波に対してパイスペクトルを計算して比較的強い非線史効よ誌のあらわれる

ことを見出した。さらに，柿沼らは沖合では，従来の磨擦係数と波の Reynolds数の関係が比較的よく満＞lされる

のに対して，岸に非常に近い領域では海底欝擦｛系数の推定｛誌が大きく，仰と岸側とでは非線｛11干渉の強さや様子が異

なることなどによるという示唆を得た。これら一連の明究比浅海域の波浪特性の変化の問題の解明；こλきく寅献し

たものとして，＼：~く評価されるべきであろう。一方，土屋らは浅海における波浪予知の主企：悦から，！副主境界！語 lこもと

づく波iお減衰のよ現論式を求めていたが， この研究にひき続き，岩盤・土j長ら｛ま波による！氏証言摩擦応方を測定するとと

もに？波高減衰の実験から減衰係数や減衰率を求め？理論結と比較した結栄，！えTliiの嬢療応力はある障のtfH1ビを施せ

ば尖験｛症と理論｛直はよく一致するが，波高減衰については，側壁の影響を取り除いて求めた減衰率の実験｛t1!1：はJ1IL:6id10:

より約40%大きいことを明らかにした。また，かれらは麗流境界ff]i}i湿式に含まれる非線型項の影響を考慮した理論

式を導き，理論結果と実験結栄との比較を行ない，民国摩j察応力に及ぼす非製品型効巣はほとんど・Jm授できること，損

欠エネノレギーに対しては最大約2096にも及ぶこと，また波，%滅裂に隠しては非線型項の交}j栄が約10%程度であって，

なお20～30%実験値が理論値より大きくなることを示し？そのへだたりは表面における罷々の効1誌によるものと考え

た。これらの研究によって波動運動に伴なう属流境界層理論法ほほ体系化されたといえるであろう。さらに岩垣らは

i直面摩擦応力の測定によって層流境界属から乱流境界層への遷移の問題を詳細に検討した。

岩垣は海岸線jfr併で観察される波がクノイド波に近いj与をしているのに注目し，浅海域における波の）~filJJを調べる

ため，クノイド波理論の適用性およびその展開に関するー述の研究を1j‘なった。すなわち， Lョitoneによって与えら
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れたクノイド波の第2近間解の技用上の広j難さを改善するため，河期，水深および波高を与えて波の諸特性を計算す

るi玄i表を提示し，さちに，波形，波長および波速に関する実験を行ない，水深波長比が小さい場合には実験結果と比

較的よく一殺することを克/l'iした。また岩盟・ rlJ口｛ま Stokes波理論との比較からクノイド波理論の適用限界につい

て考察を加え，岩垣，酒井哲郎は砕波にいたるまでの広範tmにわたる波のぷ平本粒子速度の測定を行ない，クノイド

波恕論との比較を行なった。岩塩はクノイ f波理論の近似的表説として双曲線開数で表わされる新しい波を考え，

hyperbolic波と名づけ， この波のA＜理特性をあらわす関係式を導くとともに， その適用限界を示した。そして，

shoalingの現象の説明！ここの理論を適用し，水深波長比の小さい場合には従来の徴小振輯波で与えちれる理論式よ

りかなり大きな波i誌の増加割合を示すことをryjらかにした。さらに，岩盤・酒井はこの理論の高夫式を導くとともに

shoaling・に関する実験より？実験｛誌と盟！論｛註とは比較的よく一致することを示した。

一万，山田彦児はすでに展開していた深海波および孤立波の最大波高の理論的な解析方法を浅海波｛こ適用してその

最大波高を数能計長：：によって求め， その結果辻実験（tJに見出された最高波とよく一致することを明らかにした。ま

た， t'f担・土屋・石江！ほ8簡のピストンの油圧運動よりなる合成不規f[IJ波の先生装買を試作し，その特性に検討を加

えた。

iii) 海岸波浪の予知i

官民・和Jj招は有義波法と波法スペクトルj去によって秋出海岸む波浪の推定を行ない， と対比し，こ

の）Ji去による波浪予知の結疫を換討した。さらに， trn沼・石田ち；ま浅海波浪の推算に用いちれる Bretschneider法

の疑問j誌を指摘し， 同時に移動性説法；こ対する搾波の予知法の一つである岩国および柿沼による棲iEWilson法を

浅海！こ拡張した薪しい之J法ーを提案した。この｝j法で波浪推算を行なうにあたっては，いろいろな数｛誌の海底摩接係数

を用いたが？そのLpで：主演j績に適合する海Ji（摩捺｛系数をとる場合｛こは，波の Reynolds 数と海底摩擦係数との関採

において，控算；i直と観測｛誌とがほぼ一致することがわかった。

iv) 主主波および迦上

昭和128年の13り台風を契識として開始された海岸堤防への波の週jj二と越波の研究は岩国ちを中心に強力にすすめ

られてきたが，ひきつづき，岩庖・土崖.JU二雄jえは由比海岸堤妨の模型実験を行なった。そしてその結果がこうし

た大規摸な海岸堤簡の設計に利用されており，この点でおおいに詑自される。さちに，従来の鉛甚堤の越波に関する

実験結果をmい，越波量；こ及ぼす波高，潮位，のり先水深，天端信iの影響を系統的に誕べ，これまでのように最大波

高および最高綿［立を計!JUi対袈とするような封一的）j法で；え越波や波の混とについては最も支全であるとはいえない

ことをぶした。 また従来まったくよ知であった越波量！こ及ぼす！誌の影響を完主主的；こi制べるため， 1:;:jj主！員制；J＜槽を月J

い，鉛立堤の越波量を測定した。その結県，波形こう配が同ーの波であってもよ七水深によって越波量におよほす風の

影響の｛土庁が大きく異なることを見出した。さちに， ιlJ長・汗i二は2次j乙：、ドriiiAく槽によって鉛直堤の越波E設におよほ

す波の入射fCJの影響を誕べるとともに，護岸偶内部などの2(jくえがJIこ考えなければならない場合の越波についても実

験（Iせな検，N・を ifなった。右足・ Jj二上らはこうした模J1fif三~換において最も重要な縮尺~:JJ栄を調べ3 越波実験；こは2.0sec

程変の波を使泊することが望ましいことを！日jらかにした。さらに，岩垣・土屋・；Jj二上は由比海岸堤防をはじめとする

多くの摸恒実験の結洪をのり先；J，？京が深い場合と浅いj話会とに分怒し，それぞれの越波訪止対策を明らかにした。

/J，有国・ JI二i二らは波の遡上の機構をlijjらかにするため，孤立波とJ.1,Jjtij波とを対象とした実験をnない， Freeman-
Meh'.:lu拾の特；'I:強訟による服論結＊と比較し，のり！主jこう配が急、な場合；こは，先端の特性曲線だけでも，かなうよ

くその機構を説明できることをポした。

宕4；ふこれまで新極的；こuわれてきた海岸足防の訴究を水盟学的に体系｛七し，こう
た。

v) 波正および波）J



138 
？
”
什
ソ

ポ
郎
内

議｝函lこ作用する波！庄および波力に関する従米の研究lま主として…次元的構造物を対象としたものであり，円弧状壁

崩といった2次元的構造物に作用する波！王・波力に対してはほとんどその研究開が見られない。そこで？岩i豆.)j:上

らおよび岩垣・玉井佐一・井上ちは1x:1弧状防潮；J<flljに作用する波圧を解明するため，模型実験を行ない，円弧壁前1fli

では通常の重複波とは異なり，特異な水位変動が見られ， PJ弧監に作用する波圧を単に入射波高を用いて Sainflou

式などで計算した重複波圧では全く説明がつかず，それぞれの註訟における丹弧前面での水位変動の振幅を入射波高

として用いるならばある程度説明できることを示し，この極の措造物に作用する波庄の解明にはその前面での水位変

動の解明が必要であることを見出した。また同時に， ;J<門に作用する揚圧力！こ関する実験（：1なな研究もりなっている。

こと屋・ 111口は有限振l隔重複波ltll.論の適用性について主として波動論の立場から詳細な検討－を加えた。すなわ

まずこの班論の子会i/ifWJ悼のJJ<表面における非線型境界条件に対する適合性の数値的検討より， f悼のj[rf立度を高め

も必ずしも境界急円二に対する適f庁I:が改善されない波の特性の領域が存在することを示し，つぎに重複波圧に関す

る主験よりこれち近拐、併の波ffに関する適用限界を表わすi認を提案した。さらに重複波理論の一つの応用として天端

i与が煩くて越波する場合の波庄の実験を行ない，越波による壁前面での波i誌の減少を考題すれば， この場合にもある

この揺の:t:llri告で説明できることを示した。

た，土屋・山口は比較的経の大きい註立PJ柱｛こ作用する波圧分布およびぷ位変動！こ関する実験的研究を行ない，

jlJ柱による波の垣i折理論とのよじ較より，定性的にはこの理論でかなりよく説明されるが，波）王分布Jこ関するより明確

な解明には非線型！鮮の展開が必要であることを示唆した。なお，現在浅海域における比較的径の大きい鉛直および水

平円柱に作用する波力および波庄分布に関する広範1mな実験を行なっている。

vi) 潔砂および海岸変形

河川改修や海岸説法物の築i立による凶上の原境変化にf：￥なって，段近海Jt~f':1金がいたるところで日,ll躍になりつつあ

る。このためには， j京l沙 i/J~（の条件変化や鵠造物の設1i'>i:を考慮した広i点的なMi~変患の｜議出を W(ollJJする必要があるO 本

研究室では，すでに海岸伎食に対する広範1mな研究を尖施して，その体系化に努めてきたが，とくに岩垣は防災研究

所においてこれまで実施されてきた現地観測をもとにして，沿岸波浪と潔砂についてとりまとめ，沿岸波浪の調査と

その結果の解析，さらに漂砂については調査項自と具体的な調査例をあげて極々の問題点を述べている。さらに海浜

変形の原因として漂砂移動の非一段性，さらに漂砂の非一様性の原菌としての地形上の原因，海岸構造物による原因

および海岸への流出土砂による原因について考察を行ない，海岸｛三食論の体系化を試みた。岩田および棋本｛玄関石海

岸を対設として漂砂調査を実施して，主として掃流形式でj粟砂が移動する場合には， 1fl許波による沿岸intが潔砂をもた

らす直接的原閣と考え， 1}!4;J<路において吊いられる流砂量公式を適用し，さらに実験値をも参照して潔齢、量公式を算

定した。岩塩・野田英明は潔［品、の問題を実験的；こ究明するには，その縮尺効果について十分1九可しな弓ればならない

；こ注百して実！換を行ない，ほ質粒径と波i認の比がi1線の変動量，平衡断面影および暴風海浜と正常海浜との限界：こ

及ぼす影響について論じ，！志賀粒・径と波高の比が波形勾配とともに非常に霊安－な要ぷ’であることを見出した。以上の

制点から野田は現地模型による実験を行ない，法貨を引地砂およびJiff七ビニーノレ粒を用い，その縮尺効洪を検z討し

後者を用いた実験がj黒砂実験の脊力な手段となりうることをII)］らかにした。 さらに野田によって！氏買の移動機措を

)J学的な観点からとらえようとする研究が強力に進められ大きな成果をあげた。まず， j船長付近における境界層内の

流れが！点質の移動におよほす効栄を的確に把握すべく， 実験をji働ない， ！点貨の移動限界の取りあっかいをll}jるかに

し，また重複波によるi志賀輪送の問題について層流境界揺と乱流境界属に区分し？ 底面付近の流れの特性を検討し

た。そしてその理論的考察から底傾境界層における質量輸送速度の取り扱いを一般化し，進行波，部分重複波および

完全霊捜波に適用できるようにした。さらに，この理論的予測に基づいて，諜砂の移動方向がその移動形式と質量輪

送速度によって支配されると考え，その結J誌を実験によって確かめた。以上の実験的研究はいず、れも規則波を対象と

したものであるが，ニi二段らはi/fj浜変形に及！ます波の不規良Jj性の影響を究明するために，風波を用いた実験を行ない，



139 

海浜の平換rl*frTI立形の特性；こついて考察するとともに，従来の規則波による実験結果との比較検討を行なって沿岸砂州

の発！J:.｛立；置や境模；こ顕著な諮異のあることを認めた。引き続いて！誌波によ るととも

に，広域的なi11J:ifi::変形の実験をff!-TIIlir:l:iである。一方，野mほ海浜変形のー現象である河口閉塞について実験的あるい

はJll[論!1'0に検：：、j"を加えた。まず，流水の揖流力を11引見して，波浪が海岸線；こ店ff］な方向に来襲する単純な模型によっ

て河口砂堆の充lkを検，H し，海底地；面形がj皮の特性や！長廷の特性によって；殿前型，遷移~および侵食INに分類される

ことを見出しまた河口砂般の規模は河床水深と波高の比のある｛誌で最大となることを示した。さちに河J11の洪水時

に拡111認された河口の最／ト断福田と洪水流量との関採を見出して， gorge theoryを洪水流の場介！こも適用できるよう

に畏日号するとともに， そめ問解j去を与えた。

vii）飛岳、

海岸飛主！、は海岸変形過程の一つの盟国をなすものであり，また流HえによるrrJ>粒の輸送現象たとえば流記長と関連して

わめて主要な工学的課題であることはいうまでもないが，これちj主主i、・飛品、などの統一理論の1ilf{＼］；がなされてはじ

めて力学(I守主礎が明らかにされるはずである。防災研究所‘においては，昭和24年ごろ石原（捺） . ~-'c；.国らによって詳細

な羽地調子主がヲミ抱され， この方部の研究！こ大きく ＇.！，f与したが，土滋らは本流による記長醸のs::iltationの機請のうち，

砂i擦の運動H恕式と砂探知立！/Uの氏子三！受講と！こ芯づいて，その）］学過認を考察し，；ζ常的な挑躍運動；こ関するJ"l!rf(rtrを

展開した。さらに， J二段らほこの｝11！論をもとにして，飛記長における砂粒の輪送現象をとりあげ， fcb：粧の移動［lfミ界に関

する主制な実験を行ない， i設界J品流力との関連において， 11!1]者の比較検A‘を行なった。また， fcb粒の運動の主誌が

salt::itionであるとして，その！建時をlijJらか；こするためfij、粒の運動軌跡を切らかにし，その力学的特性をJlH論と実験

に必づいて考案した。その結栄，移動を開始した砂：i邸玄fl'〔ちに s::iltationに移行すること， successive saltation 

における飛i：五および飛距離の変｛とは， Jl]l論結果とよく一致するが， 風速分布を：考慮した討努：を進める必要のあるこ

とを示したc 一方，定常跳躍における政論を用いて，飛砂および流砂の関｛系を統一的に表示する試みを示している。

なお，現地調奇として辻，ド；良；宍において冬期季節！試作の飛砂とそれによる海浜変形の実態を継続調査しているO

viii〕 波浪現地観測

j与！芋；こ来襲する波浪の予知iおよび波浪｛こ伴なう諸現設を解明するためには， どうしても現地海岸における波浪特性

を観測により担保する必要がある。そこで現地波浪の特陀を解明するため，昭和36年度より全国各地の海岸で現地波

j良槌誤ljを実擁してきた。すなわち， • l:i語口・ －古m・柿沼・井上は秋沼海岸において水圧式波高計および波

日総誤umブイを毘いて波j良知郡をけない，浅；/ij波の特’rt，とくに海底摩際どよる波高減衰の性状を明らか；こする資料

を？など。ひき続払樋口・：i二箆・ fflj7召は名古屋illiおよび泉｛生野海岸で，樋口・ fili沼ば日吉ilt海岸および二位の浜海岸

で， さらに柿沼泣江古計上海岸および高浜海岸で同開の観測をりなって広範IJHにわたる波の資料を得， j毎夜摩擦係数と

波浪特抗とのr~H系をかなり切らか；こすることができた。しかしながら，こうした観部は断面的であり，上記の諾現象

llJJらか；こするためには，浅海における数簡の間定した地点でむ長期間にわたる総会的観瀦が必要になり，この必要

'!"I：からえir.fJj皮j良知瀦所が設計された。岩箆・樋口・野rn・firi沼は？鋭部施設の概要および二，三の観測例について述べ

ている。そして組関機器およびその｛患の条丹：が終なうにつれ，より総会的観測が計画実施されており，その成果の一

部；ますでに発表されている。そして，岩垣および：U墨江これまでの波浪現地線開の経験をもとに？前者は主として波

浪の組側方法，役者はその解析方法に重点をおいて清掃納な解説を加えている。

一方，沿岸：海域における海洋物深学的諮過在を明らか；こする目的かち，すでに昭和35年に白浜海象観測所が設罰さ

れていた。この観澱所の概斐とくに続開設備および成果の一部については速水・国司・酉により詳綿に述べられてい

る。そして，陪苛・西・今月uま汗組溺所で得ちれた数認の合嵐に伴なう波浪記録を解析し，これらの波浪スペクトノレ

は2ピークの鵠造であ：九 月期13～14sec の~Sl のピークは合成域をぬけだしてうねりとして長部してきたもので

あって，この波の周期は定性的に；土台j琵の中心気f:Eのj深度の変化｛こ関連しているという新しい知見を得ており，この
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点をさちに追究するため，最近では数点の波高計よりなる波浪観測網を挟硝して，鋭意，観測を実施中である。

ix) 漂砂の現地観測

海岸侵食や漂砂現象は非常に複雑であって，模現実験とともに現地における詳細な調査や観測を実施する必要があ

る。それらの調査からえられた主要因を掃出して現象究明のモデ、ル｛とをばかりその体系化！こ努めるとともに，漂砂に

i出国する災害の防止対策を究明すべきであり，この観点からこれまで防災研究所‘においては，鳥取海岸や泉南海岸を

；まじめとして，非常に多くの現地観測を実施し，多くの学問的または実i際的な！点県をあげてきたが， :t.として最近10

年間における調査の概要を｛まほ年代聞に述べること！こする。

高浜漁港海岸における侵食調査：計思・野田・芝野照夫は隣接海岸の地形・地質の特性｛こ＿i'[J出jした！氏買および浮遊

砂の採集を行ない，それらの特悦を検l;fした。その結果，この海岸における！点買の粒度分在が操群と1品、群の2群！こ分

とを見出し，また，この海岸に発達する／rij金崖はj票砂の供給源としては重要なものではなく，長年月にわたる

中；J、河川からの排出土砂が海岸潔ft!>の供給源となっていることを明らかにした。

大潟海岸における漂砂調査：野市および芝野は大潟、海岸の海岸地形の特性および冬期の高波浪n寺における浮遊漂砂

の特性を検討－した。さらに，土！量・出井亨・中卒、j・山口・芝野らは冬期季節風の吹き始めからi氏き終りに去る期間に

おいて，第1人工島桟橋にhtう海底地形の変化，波浪記録，波の週i：，浮遊漂砂の変化，さらに沿岸流などをそれぞ

れの関連のもとで実施し， つぎのような成果を得た。すなわな いずれの現象も来襲波浪の変化とともに， 大きく

変化すること，また浮遊諜砂の変化｛まその捕砂量とその粒筏において来童話波浪の変化とよく対応し，波浪のエネルギ

と捕砂量とにある関係が存｛1－：することなどを見出した。二｜二屋・白Jj：は第l人工島桟橋！こ沿った約2年11¥Jにわたる詳

細な海史地形の測量結栄からそのi悶における波浪特悦の季語7変化と両氏地形の変化が対応することを同椛認し，さら

に昭和45年1)J短気圧による／；j波浪時には， iiiJ氏が大きく臼食され，その？を， つでも両氏j出杉がFllluしない

ことを見出した。この調：奇｛之島（立11(!:1 に fu'.11~最小限 111,1~ミ 1/1観測として？k砲し現象の1l:l1Mllこ努めていく予定である。

富山県西方漁港における潔砂調査： i引）j漁港は富山湾特有のiiiH？－に隣接し，特異な地形特'l'i：をもち，海岸工学上と

くに興味あるととろである。岩境・野田・芝野らが中心となって調査して，つぎの成栄を｛tfた。潔砂は漁港にi旬って

東から西方向へと移動していることがわかり，その漂ftl>iWは漁自の東方で流入するtffiJ印IIで，漁港の東防砂堤によっ

てその移動が阻止されている。しかし，防砂堤先端どは海谷が延び＼昭和制作3Jclから 5月のJt:/Jfl¥Jに防砂堤付近に取

H11した土砂が最大深さ15mも侵食されたことが1≫1らかになった。

直江津港海岸における慢食器査： ihJ岸捧造物の築造や関川の改修に伴なう環境変化による海岸u食を究明するため
まず岩蝦・樋口・野田・i1ii?Ptらによって誠査を始め，その後，土屋・野田・芝野らによってその調査を継続し，

5年間にわたる調査から，つぎの成栄を持た。岩国らはとくに大潟波浪観測所で何ュた波浪記緑から，来襲波浪の変Jr;

特't'l:あるいは波向特性などをi男ちかにした。また土麗らは直江津港の笹築｛こ伴なう

,f;Jをりない，その侵食がしだいに西側に進んでいくことおよび潔砂の移動方向は北京から南］？＿§の方向であることを見

出した。さらに，東海岸については，漂砂の移動，沿岸流および海岸侵食について検討し，侵食・堆陵地域の分布罰

をff:成しその実態の究明をはかった。

富山県宮崎漁港の漂砂諜査：宮崎漁港海岸は富山県の東端に｛立山し，；JlH11'1守な磯海岸である。時・・1・.Jぷ.・野Ill・ 1L ！日・

；庄野らが中心となって調査し，つぎの成果を得た。主要な潔砂の供給源は漁港から約4km東の境J11であり， j皮決特↑t

によるが，漂1i'.J、の移動方向は，境J11かち漁港へ向うものeである。したがって，東防波堤付近に堆読し，これが波浪！こ伴

なって港内に侵入し，埋没を生ずるようになった。その潔砂の佼入経路は港口および東防波堤から越波とともに伝－入

する ζとから，その侵入の割合を調べるために，東訪波堤かさ上げ以前と以降の埋没資料から東防波堤かさ上げに伴

なう埋没量の減少効果を明らかにした。昭和26年から現在まで漁港の修築が続けられており，防波堤の延長！こ伴なっ

て，漂砂のi二手側にあたる東i坊波堤の汀線が約200mも前進したので，この結果を用いて沿岸漂砂量の推定を試み
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た。以上のようにわがi誌の長iをとおける諜！訟の現地調査および観磁を実施してきたが？今後はこれらに共通な漂砂現

象を攻りあヴて，その究明；こつとめるとともに，出域的な海岸夜食のl坊止対策についてもよ升究を進めるものであろ。

(10) 潮 の防御に る研究

わが［J~［経済の苦しい進畏は海岸地J計のIJ司会を｛足進し，臨海工業地帯の造成や理立工予を i;T;·11さとしてきた。海岸地

帯の1m1出土 立地条件から京京， f11占！主主 kl授など湾内の大部ii日目立が選ばれるが，不ゃにもこれら

帯となっており， かっ地盤沈下も加わって伝部j災者を劫長させている。…JJ, iN皮はriiII点地震が主な原菌であるか

ら，克也頻IJtはあまりえきくないが，その般書の様相辻目を活わしめるものがある。とくに，三陸沿岸など太平洋沿

浮では， j主J1J1(1引を形的条内こからiN皮災害が頻発している。

昭和341f9凡の伊勢湾台思によるわが毘最大のお溺や！昭和35年5月のチ 1)津波によるkt宜主をはじめとして，最近

では昭和45lrf8月の7よ市tl7010による土佐湾沿浮の高潮災J占など頻完の度をきわめている。 こうした現状を考えると

き， 1¥'.;j樹.i!t波の充11：.，変形の過程における;J<:.J:1Jl現象の解明とともに，これち災害の本質を究明し，災害をi窃御する

ため防災時造物の機龍を切らかにして，この：HTI立の学問の体系止をほかることが強く要請されるのである。防災研究

所においては，「初より海岸災主研究の一部として， ・，：冶訪・津波災害をとりあげlifrJ11・ （！＇~ではあるが，理工学的な研究

をフミ擁しでかなりめ成果をあげてきた。

i ) l:ifilvlの変形

子？！誌によって生ずるjf;j溺ij(丸災害をもたちす！京国の1j:iで代表iねなものの一つである。台風の進行速度によって，高

織の特持が異なること；ま古くから指摘されていたが， 1l1EE1 彦児・ i司；司）ニ虫r~ らは，モデル高潮；とついて一次元浅水波想

論のfl5Jll として，｛~j潮の共振の問題を研究した。解析にあたって非線担項｛ま考慮したが，理療項は1nt視した。これに

よって一定水深での媛乱の伝掃述度は容易にまとまるが？荷台関の共擦については詰米の狸論をかなり接正する必姿が

あることを見出し，また， うねりがj如氏こう配上， i'fii静iの共振条件を満たすところを通過する場合の波の挙動を拾討

し，こう配が小さいときは波！なiが1096も増大することがわかった。このことから，三次元。的に共振条件がうち泊され

る場台以外は共振条件もJilt視できないことが指摘された。点潮による災害は甚大で、あり，これに対する防災対策の

ための店礎的資料を11-1,るためには， 1L11Ilらの］走路（IななJIil論的研究によって，高津）Jの一般的特性を切らか｛こするととも

に，地域悦も考慮して検Aする必要がある。

矢野は河JIIを逝 i二するi：百糊に関心をもち， ij:i付とともに河口付近の異常潮位に関する研究を行なった。すなわち，

河川への遡上JCWなって丙離が減勢する場合の特性を河川流の流速が波形を考慮して毘論的に明らかにし，与えられ

た布告訴が進入する場九河川の流速と本深とがわかれば，；•；；j瀞jの減勢率がわかるような実用的な関を作成した。

ところで，）（［5J':Zijj内河川のように，河川が途中で訪れていたり，河JII＊詰を形成しているような場企には， r:i潮は河

川の曳で，；＇：jくなる韻向がある。料出・ 1j:i十、；らはAl足dT内河川の；i:j掛j遊LUこ関する本政模別実験をjJなった。まず過去

において大阪市．内河川を躍った5つの存期について，河川内での；J<.1立変動を実験i刊に検J：すするとともに，防湖水丹前

而におけるお静jの特fl：，とくに峯i；百の距離的分布を明らかにし， i坊湖水円建設にともなう堤防天端おの決定；こ有益な

ぷ鑓riHを与えた。また＇ i；百台関!Iをにおげる大坂TIT内河； 1111~ の流れについて，，11 卒、jは I：記の模型を用いて実験i刊に研究

し，高潮の持続時間と最大流速との刊に一定の関誌があることを示し，大坂市内河川の系である運河が，，rn寺とは異
なった役割を洪たすことを指摘した。

-JI, kf山IT内j可JIIと部訟のι地条件をもっf,,rn誌をについては， 樋口が模明実験によって；J<.f立変動特性を検，j'」・
し，！と弦波の河期による芯舟の応答特性を実験的；こiザjらかにし，樫滞の問主主と対比してその傾向がよく一致すること

を示した。

昭和初年8 月土佐湾－i~r:f ；土台嵐7010ワによって未i許有のl苛潮による被苫を蒙った。高知誌における高潮の変形特性
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を究明するために，ニi二法・中村ば高知迭の模型を用いて，市部jの}J(J1!{模型実験を行ない？港内における高槻の変形特

悦を究明した。

ii) 沖波の変形

これまでに吋研究所では速水および樋口らによってチリj：ド波災：｛？のぷi奇を；まじめ間々の研究が実砲されてきた。ま

た， n毛波発生論については従来，多くの｝＇1!論［！な研究があるが，海岸工学的なHITでは，海岸または湾への沖波の技入に
伴なう挙動の解明が大きな役割を果すものと考えられる。仁，，Ji I 博？？く・中村らは，ダム破壊現象とflt波の発生や避LI二変

形との関連から，段波の発生と発達！こ関する研究を行ない， Stokerの定常段波の一次元斑論による：孜前併と比較し

た。また，二次元｛！なな数結摂JJ'Iを実験条件に対応させ， MAC法によって数値計算し，段波の充生域における水市形

を求め，実験結果と比較しかなりよく一致することがわかった。中村は作波の発生と伝部問題を段波の応用問題と

して桧1；干した。このように作波の発生や伝部の基礎的研究とともに，海岸付近の地形条件こを考慮した沖波の変形も研

中村はが］口付近のiN，皮ゃうねりについて研究したが，これは河J11を一次元熊坂長の水路とし，この水路に与えられ

たη裂のrE弦波形をもった？！！：波が侵入する場合について，ゴド総理＇l項を合めて解併し，主ti~7J日解を知れば， il1－：波の遡J:iこ

もなう波高減衰特性を知ることができることを示した。また，河口が青曲している場合について，波i何事長を図式的

に険，f;yし，河口付近での波高分布推定の一方法を示した。とくに河口の寄曲部の問題は，天塩｝！！の仔ljをあげて簡単．な

検討を行なった。

海岸付近での津波の挙動は，一般に複雑で， M民地形の影響のために沖波は苦しく変形する。港湾における?ft波の

問題は昭和44年ごろよりさi研究所においてはとりあげられ， I若々検汁されはじめたが， とくに；r:i知i")jの模）1'J.につい

て， 岩垣．二上．；＃．． ιM-J；ま）J学（I守tll1臼、fl！：！こ立関！しfこ;J('[':

性から検JすしたO 立S口椛j；ミで，チリ j!l：波の記誌に対応する実験詩的杉を1子えて，器内での実験波形とチリi!t波の記録と

の対応を検討し，再現性の昨認をした。このように，現地と模i11lとの再現における相｛日目！tiこは，民間摩擦の効巣も考

慮して，平均流速に関するマニングの組度係数を用いて検討・した。

港湾における津波の問題は，従来共振問題と結びつけて考えられ，高知；告のif'！：波に関する模711実験においても，こ

の共振問題は十分検討すべきであることが指摘された。中村はお知山の模11引こよって，津波に中日現する/(3J弱に近い波

を用い，高知法における波の珂波数応答関数を実験的に求めた。この実験の結洪から，高知港に侵入するrlt波はお内

じることはほとんど期待されないで，波高は港口から古史へと距離とともに減少することがわかり，さら

実験の結果が主力長波の特性かちも説明できることを示した。

rj1H.岩蝦・土屋は高知迭に流入する主要河川のうち，流量の大きな5河川について，，11-1,11i,:':i7J＜；註のi'l＼水がある場

合の子守本効果を実験的にもとめ， Escoffier法で計算した結果と比較検t可した。また， di・岡山水量のti:¥71<:.がある場合

に計官1ji!t波が高知治！こ侵入した場合についても，実験的な検討を加え＇ ,:::j知港内のilti皮の波応分布および峯高分布に

及認す戸ITJII流量の効果の顕著なことを明らかにした。

高知迭で｛ま港口；ご津波防波堤を建設し，港内における津波災害をi坊！仁軽減するための計闘があり， t:j知誌の奇／[Jt針変

涼やj在内埋立などの将来計画と関連して検討されているものである。このために，現況地形の高知山撰引についてilt

波の実験的研究を行なうと同時に，将来計画実現後の，%知治模明についても同様な研究を行なった結果， ilt波間波堤

｛土器内の津波の波高減衰に有効であることが明らかとなった。

(11) 実験水理に関する研究

水災害の師究において，現地観測と解析的方法の進歩はめざましいが，一方それと相まって実験的方法の重要性が

ますます増大している。実験的研究は， ①実擦の現象を縮少した模型のうえで再現さすための H=l飢JQIJと模型上で日
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的とする事象の解明に関する研究， し，それを実験室内で再現させて事象の

特性を調べる研究，および①実験；こ探しての実験装諮：，測定方法およびデータ w~析法の研涜に大別される c これらの

研究法主として宇治川水J"'E実験所においてHわれており，小法数mmの大きさのiJlti定器具から，

実験施設まで，各障の器具，装；：t；施設が詑丹］されている。以下にJ-Jtcの分類に従って研究活動を殺説する。

i ) 水翌f¥現象のシミュレーション

河川に関する模型実験：回定床の摸？？？実験を流水内部の徴集I]な運動機請を制捜して，水路断面の平均流速に関する

相訟関誌を成りたたせる目的で？？なう場会，人工組度を模子〔VJ＜路；こつける方法がとられる。足立は各部：形状の人工組

度について系統的な実験的研究を行ない，それぞれの場？？？の抵抗特4民を明らかにし，模型水路への適用j去を示した。

常に洪水による農地流亡の危段にさらされている農地の水到練習＇｛実験により， ffJI長および今出は良地上の流れのHri・

ilit力を1ijJらかにし，それによって，中小洪水による作物被'itはやむをえぬとしても農地の流亡災’占を防止怪j戒する

いう方針とそのための摺狩の楼主規模について検討を加えた。

実j察河JI！のえt<J'n模明実験としてほ，以上の地に交差：JIIおよび大戸）IIの河床変動ならびに高梨JI！および）.－；＿Ill JI Iにおけ

る河川構造物についての研究がなされている。

河川における災害現象の研究にあたって，以ト．のように鵠々の流域あるいは河辺の模別実験を行なう－・）I，河川流

域全掠をむね百かつ系統的に再現することができる実験抱設において，おこりうるすべての条丹二の下で災吉現袈を発

生させて研究をすすめる必要がある。このような観点から石原（巌）および矢野らの努力によって昭和43年宇治JII水盟

実験所に河川災自：総合法礎実験施設が完成され，水源から河口：こ烹るrrnの豪Fmによる水および土砂に関する災’占現象

の総仔的な研究が進め与れている。

j毎岸および港湾に関する模型実験：一般に海if治湾の水1111禎！＼＇J.実験氏波の変形の現象を主として取ぬう実験，正；j

樹，静j汐などの足li,J；誌の水ti'r.変E誌を主とする実験，構造物；こ作用する波）Jを問題とするもの，；!'.Pi躍などの移動物質を

含む現象を取倣う実験，その他， fiij:岸堤防などにおける波の遡上や越波の実験，；：／if:流による物質の拡散の実験などに

わけられる。 j主7J<.石JWW捺） ・ 1}t弓は潮流を f'I三なう水J"H摂？現実験の~｛IftH11：について論ずるとともに越波に及ぼす誌の

形饗を険λ－した。

野Illは海岸土砂の問題を持動床模I＼＇＇｛実験！こよってJc丈ぬう場会の知的flt，実験計・jll!i, 実験結民の解析などについて実

験結果と対よちさせながち研究を進めた0 1~·1f:｛.トj主主・ 1jこ1村ーは，模！？！実験によって津波碗究をすすめる立場から，模明

j玄j皮装，~~：について恥It し，電気油j王力に；i討議ll系を用いたプランジャー式造波装［買を試

作し，その特'tiと津波の再現fl:について検Jすし，模？？！実験への適用？？：について満足すべき結洪をえた。中村はさちに

本印式造波装夜を新たに考案し，その造波特性について投；吋を加えるとともに，その摸明実験への応HJについて研究

した。その出に波浪の問題について堺・泉；！と；＆泉南港，泉段野治および岸和田沼の模明実験，潮流あるいはそれに

よる拡散の問題については忠良湾，名古掻活，尊＂｛水道，鹿島灘，水品，有明海の撲m実験，ならびに河期・ 711:7疫の問
題について大阪市内河JII, 高知；）J!の模明

ii) JiU詑；J<:flI ： 

蓄しれの機構：i訪災研究所における乱れに関する研究泣nrno40年頃かち右京・余j壊によって始められた。それまでに

も河川水盟学や海岸水理学の分野における乱れの現象が現り上げられてきたが系統的な研究；まなかった。その斑由と

して；むそれまでの水理学の分野で舌しれの機諒解明にたいする切実な要求がなかったこともあるが，乱れを計部する

ための適汁な計測器がなかったことが指摘される。そのため日、後の研究では乱れそのものの捷時を考えると同時に乱

れの計測器の開発が主要な部分をしめている。余越は主；こ実河J，，における大規模苦しれの機時をlijJらか；こするためにー

速の実験的研究をn-なった。まず最初に小型プロペラ
いて宇治JIIにおいて白保14cmの充電明プロペラ

行ない，続

の大規模乱れを澱定し，乱れの強さ， m関特'f'l:
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およびスペクトノレ特性など基礎的な特性を明らかにした。さらに Kolmogorovの局百！？等方性乱流J:lH論において特に

重要になってくる河川乱流の平均エネルギー逸散本の評怖を行なった。石原（去っ・余越は舌しれの時的2方向成分を同

時に計測することができる超音波流速計を！？再発いこれを用いて石原（安）・余越._I：野は河川におけるレイノノレズ応

)Jの分布を明らかにした。これにもとづき，平［！京〈安）・余j協は河川iにおける乱流i=1¥J造が日明渦tJモデルを用いてうま

く詑lりj されることを示した。今本・上野は大71！~.のrm水路において同研の 4rtの発電型プロペラ式ifit；主計を用いて乱れ

の同時；:r誤1を行ない， 各測点における乱れの空間十日開特れから苦しれの空間的な地造を切らかにした。 さらに厳密な
乱れHI慌のため？ 3成分の流速変動が同時－；こ測定できるホットフィルム流j主計を開発iわである。 t:・f:主義朗・今本は

Reynolds数相｛問、良ljの適用により， 開水路meれにおける乱れ特性量の普遍関数表示について研究をすすめ，和々の乱
爪ぺて’’舟f渦f,I，仇ふFト．／九It≪

なわれ？舌しれの~rt：さの分ヂ百， ド！己相関係数，およびエネルギースペクトルの特性が明らかにされている。

せん移流の解析：石関（！！主） . :rif主は天井川のような惨透性水路における流れの水面形状について，持Pr変流の一次元

り与問［境界条件のドでそのせん移特性を明らかにした。~；－f主・ ll=tJII （博）・字氏1£ ・1!JJII （修）ば！良部取水工

い立抗越1rltぜきを設けた！］自水路流れについての実験的研究により，これまで不明確であった某礎方程式中の流量

う諸安：主について解析（（；＿／表示を与え，この碍の流れの水J:1Jl学的特性を明らかにした。さらにそれにもとづ

いてこれらの；m造物の機能設計法について指針を与えた。さらに1!:iJII （時〉・宇t(:（訂正t量が急変ーする流れについても悩
々の流況に応じた急変流の解析法を切らかにした。また11:1;11（待〉・ r!JJI I （修）は描越流ぜきのせきiま昭の流れについて

二次元解析を行ない，流出量の推定を正確なものにした。

局所流の機構：声！Jl（玄関；＊路断部急拡郊にはくりが生じる し，とくにそのはくり限界を明

らかにした。また，斗拡にともなう本軍！損失を引患に入れた水市Jf1；自民主j去を示した。 H;J－；：｛玄関水路湾i血流についての

詳細な実験的研究により？二次誌の：完／！：階部は1-.ilirn＇〔掠部のせん断 i.fitれを代表する渦皮が符曲rr,sにおいて主流によ

て変形する過程であるとしてJ百出する従来のJll＼論を充授させ，三次元渦度成分の流れ方向の変化についての検討にも

とづいて， 湾曲流において発生l或， 発達域， 一様J］えの三種の領域を定義し， 各領i或の特'f'tと存千五祐四を l~J ちかにし

た。また二次流の分布形に関して検討を加えたo !!H左・中JII （持）｛ま戦後日本における多目的ダムの放流装民， 余水

位およびj威勢工の発達の過程をあとづけ，その計悶i，設計あるいは操作について指針を示した。さらに台形時部を布ー

する副ダムにより形成される lrJ~lkの特’「I：！こついて，とくに跳1J＜.－飛散，および飛散一跳水の二つの能界状態について

娩Aを加え， j威勢工としての副ダムの設；司法をiりiらかにしfこ。宇民出境界条件が後雑な流れの境界近傍；こ発生する

71誌が実際河川で局所的な深：まれや流述の急J：界－などの現象を起し，災害の原理になっていることに出自し， これら渦

含む流れの三次元（l'Jな機構を実験的に検fiすした。すなわち橋脚周辺の流れやrm7J<.路斗拡；＇｛i51i1JTiiiの流れの三次元（Iなな

機時を FlovvVisualization法を用いて観測し，それにもとづく数値モデルを設定してincれのJ1?1｛析を行なった。

iii) 1klm現訟の計測および解析処理法

水曜計測法： fTJI芸・鳥越は水路床の摩擦速度を求める白l’！なで，壁：高！こ坂をとりつけてこれに泣接鋤くせん街力をj廷

の変｛立としてとり IL'iすj］法た開発した。そしてそれによる計測結果かち氏罰懸擦変動スベクトノレを；rj"ifil：し，増I出せん

l析）Jの内部機構を調べて，これが流れにあるいは壁面におよほす効果を研究した。石原・余越は；最近急速に発達した

趨音波技婦を応用して超音波流速討を開発した。 singar崎oundj去による超音波流速計の完成は流速変動の誼角二成

分の同時測定を可能；こし， これと＇ J}lj(こ製作された時間差；去による超音波流速計を適当に組合せることにより，流速

変動の三成分が同時に計測できるようになった。これによってレイノルズ、応力のn・1接測定が可能となり，河川におけ

る乱流構造の解切に大きく寄与した。

字民は FlowVisualization法を流速ベクトルの三次元l'i:Jな測定に用いた。すなわち， トレーサーとして水！こ不

法な液体の粒子あるいは水京の微細気泡を用い，これを2台のカメラで撮影することにより立体的に解析することを
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試みた。矢野を中心としたlfit砂量計測開発グループコ；主婦流ififf!'.p量総定装民を！活発したが， これは河床と罰じ高さに設

した関口部の下に自転式のパケットをとりつけ，所定の土砂重量；こ達したときのパケットの回転によって発生する

電気ノf；レスを検出するもので， この装置を刑いることによって掃流砂量の連続測定が可能となった。また，海岸水浬

学の分野でti］村は，テルリウム！京主を電搬に用いて海水rjtに《，wを発生させ？それが流れとともに変位する量を光電シ

ステムによって検出するという1受講の徴流j主計をmむさした。これにより，流速がきわめて遅く澱定困難であった海岸A
近くの流れの速度をとらえることが可能になった。土壁・ 1L1口；主題音波流；illr/1・の波浪内流速測定への適用性について

換社した。すなわち，まず規則波の場合の流速の実澱結果とJlJl論jq手との比較により流速irl・の適培技を明らかにし，つ

ぎにJlIB.将水槽内での不境問波の水粒子速変を測定し，＊位変動と水殺子速度のおi関’rtを切らかにした。
;J,01rr現象の解析処理法：；最近の屯！こ；；i去｝：機のめざましい発達によって，従来鼠難であった各碍水rm量の統JJ'i'IZJ解析

が可能となり，平均｛泣を対裂とする研究から変動現象そのものの舟部機時を解明することが研究の対象とされるよう

になって来た。

するため，京えにおいて：社長q警が開発された初期り技能に；ネデータを

ディジタル）J式で＇JI呪i：するよりもアナログ方式で解析した}jが育科であるという与えのもとに， ！t:・11ミ・ 1通仁i・柿沼ら

ほfif,Ji茂投分析器を開発することにより海洋波浪のスペクトノしをアナログ（（］：こ求めたc これは経済的でかつ,ij呪工作IIUが

きわめて阪かくてすむという長所をもち，海岸j店長の内部機椛を研究する i：で｝.：.きな貢献となっている。さらに屯子

計算機の1})1'5さが進んだ現設訟で誌， dj・測により外られたデータを1Jミ1擦にかつ迅速に処Jlliすることが求められ，データ

レコーダーや A-D変換誌が詑閉されるようになり，データ処売に人の手を/Jnえずすべて電気（（］，機械的に娃l1!1する

システムカ｛！能i（した。

4.土災害に関する研究

(1) 土の変形・強度に関する研究

i ) ゴ二のレオロジー（（14守？？：

村山間去＼S泣土粒fの移動過程を税率論的に考察して，砂， rr1iJ二の区百ljなく一般的な応力・ひずみ関係を理論的に誘

導し，従来の多くの実験さお：突がこれによって説明できるとしている。また砂の破壊基準，破壊時における会郊の挙動

についても考案した廷か，粘土；こ関して；土そのiYJd

柴吊徹.i詫／信大：読：土ir11二i二のクり一ブご畳？ 休tl：の経ll寺変｛ヒ， ク1）一ブつ破壊I宰；三関する実験詳i史を有幼！毛；）］の立j易．カ、ら

解J普？し，一般法長JJの誘導：を試みている。付ILi・粟涼員IJ犬・関口秀説も粘土のクリーフ羽主連について有効能）］の立場か

ら検討を加え，せん；軒応）J，破壊時間，ひずみ速度の［I¥Jに成立．する関｛系を明らかにしている。

ii ）土の~11度

構造物主H諮の対象となる地盤内の応力状態；丸一般に複雑であるが，変形や強疫を求める試験法制i対r,Ji応力で仔な

うことが多い。柴!Tl.怪部はrj:ifrfj主応力が注意；こ変えられる装読を試作し， これを用いてrl:il兵士主J;/S力が粘土の力学的

挙動に及；ます影響，あるいは平面変形状態下でむ挙動を切らかにしている。

村1L1・栗原ば粘土の粒子記子IJの方向性が非排水強度に及ぼす影響を語べた結果，その影響；ません新方向と粒子配列

方向のなす角度によって， 11¥Jげき水圧発生の鎮向が異なることに記民すると結論している。また粘土のせん時強度に

及：ますよち力麗躍の影饗を諦べるために，繰り返しせん断試験を行なっている。

粘tiJtl!盤上の某礎設計；乙；主要とされる圧密による強度増加率については，同一のrr11土でも試験j去によってその植が

異なる点が問題である。柴田.Efl河勝ーはベーン試験の三宅II試験等を荊いて，原地盤の上の強疫を適確にJ世間する方

法を述べている。
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iii) 土のダイレイタンシ…

粘土や砂のダイレイタンシーに関する実験的研究は，主として柴田・ iJ珪部や八木良Jj男によって行なわれ，ダイレイ

タンシー量：ません断・応、力と平均有効主応力の比と密接な関係のあることが明らかにされた。

一方，粒状誌のせん新特性を支記する徴視的要国として？村111・松岡元は粒f接点角，粒子11:¥'J力，粒子四摩擦角を

あげ，粒子構造を評価する指標として接点角の度数分布という概念を導入して，目視的量としてのせん断抵抗および

ダイレイタンシー量を表現している。またこのようにミクロな考察から導かれた関係は，）砂， Wiニi二に共通して適用で

きると述べている。

(2) ことの動的性質に関する研究

i ) 飽和砂の液状化現象

鈍和したゆるい砂地鰻かち液状化してその支持力を失ない，地盤震害を惹起する現象は近年特に注目さ

る。この現象を吸うために，柴fH・行友j告は飽和記長に練り返しせん断応力を載荷したときに発生する過剰

本町について考察し，有効応力の観点から液状化発生の機構を明らかにした。また実地震は不規立！！な震動を地

擦に与えるので，不規則震動による液状化へのアプローチを試みるとともに，実験室でえられた！成果を実際の地盤｛こ

趨出して，液状化発生の可能性を検討・する手法を述べた。

ーブJ，砂地盤中にある構造物や基礎は，日日げきJkの運動に対して一穂の境界を形成する乙とになり，地震時｛こ問げ

き勤水fEが発生する。この動水圧は液状化の発生・発速にも密接な関連があるので，土11改；長三・1.i黒良犬は動水IEな

ど、の流体力を量的に；i手／dliし，振動合実験によって流作力と液状化現象との関係を調べた。

石原藤次郎・出向！協は，飽長1/i卵子jが振動）Tを受けるときに1/'dげき水に｛、l-JJIIされる動f(J;Jく！での 't'I：~えについて；：）：；｝；｛し，

液状化現象を II日げさ水！との充~L. ll'J散過程として誕lijjlようとしたO また一；i官！己；i主n司；ま二i…怠．のレオ縄ロジ一（J',

て，地盤が振動を受けたときのほ密Jail論を展開している。

ii) 土の動的強度

土の動的な力学特悦を調べるために？村1L1らは三軸セノレ内のj夜応指lrJ王が同時にしかも任怠の振動数，圧力振1j1IT(で

変動できる振動三軸試験機を試作・完成した。

この試験機を用いて，柴田・行友は動態fl寺の砂の強度が静態時の｛誌に比較して領下する現訟を詳細に調べるととも

に，土の動的強度！こ与える各礎自！この影響を明らかにした。また八木・行友はやはりこの試験換を用いて粘土の強度

を溺べ，強度低下の主因は，振動によって発生する退剥flJJげき水圧が圧力振i[ln¥とともに増大することにあるとしてい

ーブ＇j, 村1L1・関口は粘性土の動的手J(fl：係数の周波数特性， 圧力ft{ff・rt, エネルギー減衰あるいはrliI度効果につい

て， レオロージ（I守な立場から｝＇！＼論的考察を行なっている。

iii) 土中の弾性速度

柴田・土蚊は砂質士．の百t}ltl：係数とrmげき率との関係を表示できる力学モデルを提案し？その妥当性を超音波ノマノレス

j去による試験によって検証した。また近年，標準貫入試験のN値と横波速度との対応を示すデータが民；f:itされている

ので， N値から横波速度の，概II高値を推定することの可能性について検討・した。

柴田・石黒は，土要素に作用する応力状態や粘土構造の異方向性と横波速度の関係について室内試験を行働ない，砂

、砂質ニヒについては，波の｛封書；TffIJ／こ平行な応力の大きさが速度に対して最も支配的

であると結論した，また八木・石井義明ほ，ことの詑；J［，状態をいろいろに変北せしめて，超音波速度かち土の力学常

数を求めることの可能性・精度！こついて謂べている。
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(3) 地盤沈下・支持力に関する研究

i ) 地盤沈下

沖積平野にある大都市や臨海工業地帯において問題となっている地盤沈下のま原閣は地下水の過郡湯水による地下

水症偲下である。防災研究所においてはこの問題に以前より若手し唾すでに地盤涜ド機携等について解明してきた。

その概要は防災研究所i一年9こに示すごとくである。

村山・柴田・ 111本顕一，語尾稔はこれに引き続き，大型模型実験によって被在地下水f立母下， lbJr.友三よる粘土！援の

｝王密，！髭潤過程を示し？この結果が従来の庄密理論に して計算した砲とよく一致する

ことを見い出した。さらに被正地下水位を繰り返し変化させ？繰っ返しIITI数および校：〕返し！当期が沈下E誌に決：ます怒

響について謡べた。

大i設においてはこれるの研究結果にもとづき地ド水揚本規制を行なった結果，現立では法下の最も激しかった｝（［筏

市内語部においても沈下は停止し大阪の地盤沈下防止に貢献した。しかし大坂出河辺における沈ドは続き，その沈

下している粘土居も深くなってきたので，最近で

ii) 支持）J

る。

は支持）Jと沈下の出条件を考慮せねばなちないが，特に粘土地盤においてはnILl条件とも

時間依序性が大きい。

村山・柴田はよ記の事実を考慮し，沈下および文持力特性をレオロジー的考察によって究明し i場伏支持）Jの新規

定j去を提案した。すなわち粘性ことには，荷重一流下！莞｛系を［1Iij対数祇ょにプロットしたときの初期［Ii線部の~H 抗点、で

与えられる上限降伏植が存在し，長期間の持続荷重を支持し，沈下量；こfill日誌の受けるlb:;合にはこの誌をとれば合理的

であることを示した。さらに室内実験や恕論で求めた粘土のレオロジー；誌を用いて，軍縮タンク基礎，摩擦杭の支持

力の解析法への応用について述べた。

一方松尾辻，重要－であるが従来あまり行なわれていなかった鉄塔碁礎のように引錫方が作用するi易合の引揚抵抗力

について実験結果を加味しすべり函を対数与線とした場合の盟論的考察を行ない，新たな引揚抵抗力の算定式を提案

した。さちに恋々の基礎体の形状，地盤の状態が，すべり函の形状に及：ます影饗等について室内模型実験，現地実験

によって調べ，算定式の妥当ti:を｛産めた。

(4) 岩盤・トンネノレに関する研究

i ) 岩盤

岩盤切耳元り斜面の崩壊や岩圧の発生が岩石の吸水膨張；こ記思することがあるが？村山・八木らはこの点；こ若呂して

地下数百メートノレの詑岩および斜面崩壊の説場の粘板岩のI~え水｝膨張試験を行なった。その結果，岩露；こ註角；右下立の膨

張量は水平方向；こ比べて大きいためせんl新応力が生じること，岩石i和三含まれる鉱物が部分的に異なるため局部的に

膨張量が異なることを克い出し，岩石崩壊の一国とした。また，

ることなどを見い出している。また，村出・八木・石井二は岩盤Lflの弾性波速Jxとその強震特性の組関性を調べるた

め， 7/1邸主および嵐イヒ詰樹岩について超音波ノ｛；レスj去による試験を行ない， とりわけ詰波速度と 1！袖圧縮強史の関｛系の

重要性を強揺している。一方村山・石井・松関は成溜岩盤の斜部崩壊あるいは内部崩壊のメカニズムを塩北ピニノレ・

ブロックを用いた模型実験によって考察した。

1i) トンネノレ

村山ははやくよりトンネノレ現場における将々の現袈を土質）Jγ，1百に考察し怠欲的な研究をfJ二なっている。すなわ
ち？ トンネノレにおげる ふ粘匙土地山の吸水膨張によるトンネ jレ土正；こついて
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辻粘土の圧密・！膨潤特性から粘性土Jtl!.111の応力緩和によるトンネノレ土圧については粘土のレオロジー特性から，ま

た生！、質土中のトンネノレ土正についてはすべり線の特性からそれぞれ理論的な考察を行なっている。また，わが国にお

けるシーノレド工法の先駆者・として， シーjレド工法，機械化シ…ノレドの問題点について考察し？特に出羽の安定やカッ

ターにかかる土圧についてはことのレオロジー特性を導入して時期要栄を加えた間論的解析を試みている。村山・松！？母

は粘土の応力緩和によるトンネノレ土圧の理論式を粘土中に掘削された円形トンネル模型実験によって検証した。ま

た， E品、質－土r:pのトンネル土庄の発生機構を解明するため，実i擦の砂だげでなく砂｛擦の2次元モデルであるアルミ俸お

よび光d単位材・料の，棒の積層体を用いて麗々の型式の持下はくの模型実験を行なった結巣，降下床をまたぐアーチ状の粒

子1/UJJの伝達線，換言すれば最大圧縮主力線の形成がトンネル土EEの｛症を支配する主要な機構であると主張してい

おjll寺に，この模型実験からトンネノレ掘削による地山の沈下機構についても土質点学的な観点から究明している。

叩・）j, 村111• 1合同ちは；（frらたなトンネノレニi二庄の現場測定法として鍋アーチ文保工の3断面力をすべて測定して外力を

し， w品測定例についても紹介した。

(5) 風化・投食・堆積に関する研究

訂正iの域ft，風化物，土じようの侵食， ifiUJえによる輸送， ifitれの停滞にともなう地積の一連の過程は，わが国にお

いては地形変化の主要国であり？ これらのプロセスの研究はそのまま地形性災害の関因追求につながるものである。

このうち流水による土砂の輸送現裁については河川関係部門で多くの研究が進めちれており，地7忠土じよう災害部門

ではとくに風む浸食，堆誌の過程を対設として研究を進めている。

つぎに流域上流で生じる！試｛ι浸食と－Fifitで生じる:L:tt院に分けて研究の災状を説明する。
i ) 嵐化・浸食品桜

山地におけるよ出）長炎？占：（斜i創設食，土石流，山崩れ， iむすべりなど）は，その地J:r＆の地形発迷の特定の段階におい

て集中的に発生することが多い。わが出のような温措多雨気j誌の下ではi建水による風化・浅食作用が11-J地の地形発達

過程における主要な外的営力であることにかんがみ？地形土じよう災害部門の主要課題のーっとして風化・浸食過程

に関する研究をおこなっている。

風化過程に関しては北野康等のク勺レ…プによって？渓流の基底流出i時の水質は地下水による岩石の化学的風化過程

を反映していることが｛1在かめられた。特；こ地中j茶所から湧水する二酸化炭素と地下水の結合による岩li"J晶化江市同；右

対地法的崩壊災者と密接に関係し，渓流iニドのカルシウムおよび重炭駿イオンの含量によってこれを予測し下手ることが

切らかにされた。この／iJI究をさらに発展させるべく，北野・史出節夫・奥西一夫・吉i肖龍馬によって昭和41年に大戸

JI I ;J<系のよ（~義IIな本質謁査がなされた結果， この地域ははげしいr風化を受けているにもかかわらず，誤流の水質は未風

北の却に属することが示された。また福尾義昭・古l誌は花賞岩風化について化学的組北の指示度と物理的強度の関係

8 滝ケ谷実験流域の台；（二上：嬢水分

測定プロット〉
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を謝べているが？定量的法則性を縫立するに辻至っていなし＇ o 奥西は大戸Jll/J<系三属する同上11Jt告に約 2haの実験

流域（写真一3.7ぅ 3.8参照〉を設けて， i昭和41年以来， i建水徳環特性， 溶解物質， 浮流物質および掃流物質の流出

特性に関する観樹を続けている。この中で溶解物質を指標とした地下水流出および中龍流出成分の循環経路の決定の

可能性が示された。またこの地域に卓越しているはげ山斜面の土壊水分訳文の特性から土壌水分特円i，詰物生態特

性，浸食特性の3者を結ぶ相互作用のメカニズムの一端がlljjらかにされた。さちに松i五時半（出土地理泣〉と史西は

i上lJ:1J1J:自の地）［；，特性を詳細に調査した結果， この山地が地塊の開けつ！＇IS隆起と花渇岩地域：こ特有・の浸食特：性のために

1-U 欝i接地形を II~ していることを示し， j笥げつ 1'!1:Jな浸食過程とはげ山形成の関｛系を切らかにした。また現在見られる甑

化帯が古い時代；こ生成されたことを地形学的に示すことにより，渓流。〉水質が＊風化担であることを説明した。

今j去のiUI：究のJJ1i:1Jとしては，地表面iの被浸食性：こ対する決定要因としての土壌水の収支持性と植物生態特性の相互

作用の解lljJ，河川の選与点の追跡による浸食過濯の定量的表現と陸水指環特性との関係の解明，地球物理的探査j去に

よる風化度と感化深度の調査法のIJ詰Jふおよびおぶの18/1'1実験による化学（（］風化の研究が挙げちれ，すでにIll上1-UJ:世

おける現地調査と室内実験！こ若手している。

ii) 堆詰過程

一殻に湖沼， 好点地の堆積；ま水！まの徴地Jb変化をもたらし， j丘質とのお；lli：作用を過して水質；こも影響を与えるな

ど，貯本に質的，量的な支持を及ぼすことが多く，とくに背；J<.Jr支での局所i'J'-:J堆誌は洪点はんらんさえひき起こすこと

がある。したがって准読過程の研究は災害科学の諒礎的課題む一つであり， ii色彩土じよう災1占部門の霊長な研究対訟

であるG

しかしながら誌来心層！子学に重点をおく地質学，河床変動として堆誌をとちえる河川工学の立場・にとどまちず広い

掠野かち堆接現象を把握するためには，准積環境の測定に適した誤li¥i詩のIJl1込密)3EI1，主宰i水i或の；えはもの場の解析，吉搬

出学1YJ手j去の導入などをふくめて主主！斑的な段階から研究を進めていく必裂がある。

会成誠一は水中超音波を手1Jmしたj主i話誤lj定装訟の試作；こ！点王bし， さちにこれを計誤HR注！；刊誌のiIJ りず.f；こ応用して内

部波の観測に利用した。

、一
J
吋品 新型の軟泥沼コアサムプラーを，金成・史問は光電式！ヨ記堆杭討を；考案，試作して

月立もIi説象の計誤1；ζ手IJJ召した。

i栓談£1］袈縦揺り対袈水域としては，平均流述の大きな天ケ言語貯;j(地？土砂流入量の大きい黒部制，密度成j訟の顕著

な児島部！？わが国で、最大，最古のびわj揺がえちばれている。とくにびわ崩について金成は湖底流を文配する内部波の

桜誤ll/こ従事し，船上での水j益変動観測，定点多！露関n寺水説連続鋭部中立浮子による同H寺縦模iなどといろいろな方法

を用いて内部波の実態を解明している。さちに昭和46年度［こは金成をip心としたグループはびわ湖内のデソレタ発；与の

退誼を掘べるためにデルタ形状の計測，デノレタ｛打迂！氏買の採取をけなっている。

一方突出法以前から児島湖の流速，塩分方布などの桜誤iを行なっていたが，最近はIB P児品湖クツレーブ与のー誌と

して人造湾口湖の特球環境（密度成層と有機汚染）と堆踏の関係を調べている。

さちに吉湖沼学的立場から謝紹の増強環境の変化と溜盆形態の変遷を関連づけようとする試みほ堀江iE治を中心；こ

進められ，余呉締j，びわ湖rnu心部で採耳元された湖底泥の層別の物理， fヒ学分析；こよって退去の水丈気候環境と推もそ過

程の関係が究明されているが， ll2Hl46年長にはさちに大規模なコアボーリングがびわ謝で計官！されている。

また地主！t環境調査に関連した設揃として昭和45年皮には IH D特定lj事業費で肖速艇HIRAーなが，また科学研究費

で；｝（14ユテレビセットが購入され， る。

昭和46年長以後詰，上記の諸設構による湖；底流ならびに水抜徴地形の観樹とくに乱泥流，および内部波の遡上と水

底地彦の関連を究明するとともに，現在進行しつつある電子A算機による期流，内部波のシミュレーションをj互に充

毘させ，湖沼の段積現象；こ結びつけるための研究が計画されている。
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(6) 斜面崩壊に関する研究

わが国；土地勢が怠峻である上｛乙地質的に脆弱で斯謡破砕帯が数多〈存在し，さらに梅雨，台風などにともなって

豪雨がしばしば発生し， 11!崩れ，躍崩れなどの崩壊災害が多発する条件が揃っている。しかも近年無計画な山腹斜面

の工事が進められ崩壊災t吉の被害は増加を続けているO したがって斜面崩壊の機構を明らかにしてその対策を樹立す

ることはち研究所の大きな目的の一つであり地形土じよう災：主部門でも斜面崩壊の基｛姶均研究を主張諜題としてとり

上げている。

る立場としては次の二つの方法が当面考えられる。

；土地fl，地）払お！：生， Jl＜文；などの環境諸一史ぷと崩壊発生の規摸，頻度を対応させて日J史的，統計的に区i果関係

を求めてゆくブi法であり， もうーっ

く微視的， 11手析的な｝Ii去である。

回して斜面土塊の極i現釣合の条件を実験や理論で求め

んこのi弱者がj、11まって始めて斜面崩壊現象が完全に抱揺されるものであるが現在の研究段階ではこj去を併用

して進めざるを得なし＇ o

前者に属する研究として奥出・柳瀬司ii.横山康二が六甲山系および櫛形山目黒の崩壊地調査をまとめているが？とく

に六q1,1i系で、は起伏量，谷密度，岩質と崩壊密度との相関や崩壊土砂の流走状況を調べ，櫛j笹山脈ではツベタ地区の

土石流の流走範囲を1y~ らかにしている。ただしこのような方法は現象に関与する因子が数多いとき，観測対象範i出か

ら罰果関係を導くことは副難であり，その結果の他地域での適用は殆んど不可能である。したがってこの方法をさら

ど有効：こ適用するためにはなるべく多くの崩壊地について観察し，多重fl：！関分析によってe九lz,I子の寄与の豆みを表現

する必要がある。なおこの）Jl去に関述して藤！日和夫（非常勤講師）が指摘しているWiln'l系の充述と崩壊災害の多発と

あ

つぎに第二の方法の研究例としては史的aの土槽尖験があげもれる。，~お力分布を静的釣合の問題として解くために傾

斜土構によって崩壊を起こし，応力分布の変化を観察して一つの付加条件を見出そうとする試みは新しい着想である

が，定量的にまとまる段階に達していない。実際の斜面では降水が浸透してある深さの不透水面に達して集中した流

れをつくり，間際水任や粘性力の変化をもたらして崩壊に導かれると推察される場合が多い。福！誌はこの現象に岩田

して浸透地下－水流をfill論l'IZJにj砕き， この／主流によって導かれる努断破壊時の極限釣合応力やすべり訟のj診を解flril引こ

>R＜＞うた。

の研究はよ理論的；こ与喪主の役割を切らかにしたが，実i療の斜面に適用するためには土塊f）すの：尚子1:/1立（含ぶ比によ

って変る）の分布を知る必要がありs さらに実験的な研究の併用を必要とするが，将来の斜Tui崩壊の模型的または数

組的シミュレーションの可能性を示したものと云えよう。なお第一の方法！こ入ってくる潔境国子から第二の方法に入

ってくる浸透水量，土塊！今の物性｛底分布が概II阜でも推定出来るようになれば具｛本的な崩壊予知も可能になるであろ

う。なお実際の災害防止のためには崩壊の発生をとり扱う極限釣合状態のみでなく，一度崩壊が始って流動化した崩

土の塑性特性を調べてその流定限界を推定する試みも必要であり，現地観測，模型実験Jこもとづいた！訂究が，il・@jされ

ている。

(7) 凍土・凍上に関する研究

地球上の高緯度地方には広く永久凍土帯や季節的凍結地帯が分布しているが，低緯度地；方においても山岳地帯では

冬季lζ地面が凍結し，いわゆる frostactionの作用は広く地球上で感化や侵食を促進して地形の形成に重要な役割

を演じている。

大地が表面から冷却されるとき3 土1:jJの凍結屈に／1:fjかつてF)Jの未凍結ぶが上昇拶勤し， 氷婚の厚みが増すにつ
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れてi車両が大きく持ち上る。この凍上 (frost he:1ving）現訟辻i世話；こ不均一な1?111~1をもたらし構築物に多大の被害

を弓－えるc

わが留において辻北海道においてこのような現袈が顕著で従来北大儀温研においてその研究が行なわれて来たが，

内地においても山岳地帯縦貫道路の凍上害訪・11ニ，｛岳地軟弱地盤の高度利用；こともなう凍結工法の実路；こともない，凍

土， i東上の研究が必要となってきた。凍結工法とほ地躍を人為的に凍結させて強度を増し，向H寺に漏水，湧水を抑止

し掘出を容易；こする工法で詑~（（立地下掘棋の一手段として利用されていたが，同所i{Jな土の強度増強，地下本流の一

時的遮iき？など防災工法として手lj沼出来る可能性が高い。

本訴究所における凍土，凍上の研究は昭和37年頃から地盤災主：部門，地形二iニじよう災害部prJで進めちれて米が，こ

のような現象の研究泣土粒子の故者本の物性，その務勤の機器：i二一ノ比一氷共存系の~lji塑誌など法礎的問題！こ関連が

深い。付11J.柴田・軽部は凍之の応力一道， j益変－J五縮強度の関誌を調べ？ついで村山・道出浮一・高志勤は凍結工

法を実際に地下鉄工事に利用してその有用性をわが国で始めて示した。

その後，福培・加藤哲治・脊笠祥夫・北部議－（;;J:, i東土の塑性特性， i東上機時の定量的究明を目指して研究を続

；九その問粘土の変形；こ対する村山・柴出のレオロジ一理論の適用性，凍上量と拶動；J<分量の関係などを実証し，凍

上のi坊止，凍結工法の：有効実胞にその成果が利用されている。これらの現象において？重要な役割を演ずる不凍水に

ついても理論的な明究を進めているが， それ；ままだ完成されていない。その後当研究所の新築にi察して器溢実験室

(-30°Cまでの器混が保たれる〉が設置されたので， i東土のレオロジー， とくに品1度と引張・圧縮強度との関採を

各種の土について数多く実験すると同時に， 同一試料について凍上最・ i致点量および不凍水量との関係も実験測定

し，二との！投者本の物？主と強度あるい辻凍上量がどのように関連しているかを追究していく計部iである。

(8) 水質分布と

…般にi笹本の水質辻本の鱈環過程によって決定されるが，特定以流域では本文；的，

されることがある。このような環境条件の下では水質の分布調査によってその流域の土災害に関連の深い諾要素につ

いての清桜を碍ることが出来る。そのザHますで；こ思也侵食の項でも示したが，それ以外でも通常直接観測すること

の出来ない地下深所での水質変化のアョロセスを想定する手がかつを与え， ガミ＇，~の予知または対策に役立つ j話会があ

る。このような立場から地形土じよう災害部門誌多くの災：占地でさまざまな存立形態の臨本を採取して；iヒ聖子の指導の

下に地球化学的分析を？？なって来たc つぎにその具誌例を示す。

H[l予IJ41年！古代群発地震によって地下水流路に変動がおこり？同年9Jjには多主主の地下本湧出；こともなって牧内百

平山：こ地すべりが発止した。この湧ノドの起訴を誠べることは在接に；土地すべ：コ充生の鼠闘を先iり？地下水排除工法に

寄与し，また間接には地下；業所の地震環境の推定に役立つので，地形土地じよう災害部門は地すべり部門と協力して

現地謡査を行ない，設20点の採；J＜..地点をえちび，北野・古l/{;JがijJ心となってflfjJi;fJ41年9)j～昭和43年12)jにわたって

採恥分析をつづげた。その結五は，北野・吉岡を中心としたグループによって発表されているが，この研究によっ

て地表からの降ぶ供給量の数日の量の地下ぷが湧；！＇ 1い本質的にも地表ぷと関係がなく地下j業所で変質したと患われ

るCaCI2型のぷが湧出したことが切らかにされた。この湧ぷの起訴？変fミーのブVロセスについてはまだ末終的の点が設

されている。

また突出ばil{3f1143年玖東南アジ もむいた際， 各地の陸；J＜.約100サムフソレを採取して吊出し？

北野・古；誌に地球it学的分析を依頼した。その結果は？インドネシヤ，台湾の崩かい頻発地域，マレーシャの掛かい

稀ノト地域などの水文地宜的条fl！二のtf：が水質によく反映していることを示している。

らに水支持性の分布を平lj閉した土災害現設の品jままを有；誌にj住める例としては，地すべりよむにおける粘土化進fj・地

帯の検出，海岸地下滞本語における海水侵入と地下；J<..Jf変化の関連世の投討が兵｛本的；こ言h出されている。
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(9) 地すべりの素因と誘因

地すべりの原図については，地質・地形に基因する会開ι降雨・地下水・地震のように直接地すべりを誘発する
誘留とに分けることが考えられる。これまで定性的な議論に片寄りがちであったが， LJ_J日真ーは，定量的な要因分析

を行うため？第三紀層型地すべり，破砕帯型地すべり，その他の地すべりの三孫！こっき，資料を広く集め統計1'1守分析

を行なった。すなわち 誘因として（降雨量一蒸発量〉のY催，京国として三紀属，破砕帯をあげて議論を進めたが，

三紀露地すべりでは， この誘因の影響を非常に鋭敏に受けて， この績が 1000mm以ドのときには，三紀弱でも破砕帯

もないところの先生率とはほとんど変らないが， 1000mm以上になると， この｛践と比例して先生率は非常に増すこと

がわかったのまた鮫砕品；地すべうでは.'ft~！三率自身は！むと比べ非常に大きいけれども， この誘閣の｛誌にあまり比{91］しな

ー－ F且1ttline 
• L口ndslide area 

i玄l-3.15 ［~日出品の鮫砕帯地すべりの分布
p：古生層の地帯， PS：；三波J11結晶片：t'r1Jlの地1/1¥,
PM ：議j荷鉾緑~！／；·芸員の地帯，｝,11 : ,i:i~J::惜の地帯，
T：第三紀！霞の地帯， Q：第四紀1ril心地滑， G：花尚
岩類の地帯

（地すべり

いことが明らかになった。さらに，第三の型のところは

予想どおり先生率も低く，この誘因の彰饗もあまり受け

ていないことがわかった。また以上にのべた考えをもと

にして，タイ，台湾，韓国のiむすべりについても誠べて

みたが実情に良く合うようであった。 ii谷尊彦は四国自

の破砕帯地すべりの分布の概要と概括的な地質構造との

関係をlリjらかにした（国一3.15参照）。現｛b 精査の段

階にあり，三波｝｜！結晶！？岩組の地すべり地では1むすべり

ノ
＼？ 

比較してi品化枠YUがょっ早いと予想されている。さらに

して地すべり地

の；i料日！な地形・地質の1Vtij査を進めている。竹内篤雄・湊

層群の地帯lこ多く分布している） 元豪己辻破砕帯地すべりと｛自の地すべりとを比較して地

形的・地質的に著しい差のあることを指摘した。奥西一夫は大阪府亀の瀬地すべり地の地下水の実態を詳細に調査し

た結果，地すべりの誘因としての地下水の特性として水収支持性（特に地下Aくのかん義：量）が重視されるべきである

と3 および地下

制 地すべりの移動機構

地すべ；jの移動の型式としては，層すべり型・クワープ11;1.崩壊型のように分知されることが多いが，また日ljな観

点から移動が上部より始まるか，あるいは下部より始まるかに着自して移動機捕を解明することは地すべり防止工

法， i的j上工事の｛立毘，妨止工作物の設計の選定のためにも重要である。

IU口.J：否問雄次・？？内・ 1~i谷等は移動機構を調べるために，兵庫県・滋賀県・徳島県その他各地庁におけるよ出すべ

り地において，地表面lこは伸縮計・傾斜計を多数設置して地表面に現われる地すべり変化を追求するとともに，地11:1 

には地中内部ひずみ計を各深さに埋めて？すべり面・すべり！認の深さ， した，地

Lj:i内部の移動について，これまで概略的なことしか明らかにされていなかったが？欽地点のひずみ量経日変化曲線の

111谷の移動の有誌を追跡することにより，土塊の移動速度を求める）T法を開発した。

また山口・高田・／庁内・中JlI鮮は締役現象terr患を発して，末端部に土塊のi塩起および押出しの見られる地すべりに

ついて，地中内部の上下方向の伸縮？水、子）5・1司の移動との関係を追跡して，特殊な地すべり機構を説i珂している。刀、

上のような f~I 然i世）診のi由すべり機；苦の奇，）J な，rl畠測）T法である i也i1:ir付；1：ひず、み討．のj麗JI一jノj

する自的でrlJ口．高［司．竹．内.lj＼詔干lj）：.（ま実際；ζ｝足つていると忠われる1重々 のこと塊変）［：；，状態を：再現させ3 その変化と
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ひずみ註状闘を対比した結；払ひずみ柱状留に表現されている事法，土塊のどのような移動状態をとちえているかを

？と性的に解明することができた。

奥詔ば航空写真によって得られた地すべり静動量の分布に関するデ…タかふ

数櫨解析・によって地すべり地塊の変形を徴分形式で表現し，それによ「てi告す

べりのレオロジー特技および応力分布を知り持ることをせfJちにした。

地すべり部門で誌昭和37年度；こ斜面の力学的な状態を模擬することができる

した。央商法これを清いて崩壊；こ関する実識をおζな

い，この装置が自然斜部の土：足分布を大むねiEしく模擬できることを確かめ

た。さらにi:j=iJIIは同装置を科却して， i春雨と地下ノ'Klこよる斜面崩壊の発生時の

形状についての実験をおこなってきている（主主翼－3.9参照）。

(11) 地すべり地の地盤調査法

地すべり現象の研究をすすめるには，地すべり主I!!の地盤；こ関する！よい知識を

崇癒することが重要な課題である。その目的で地すべり部門では，地球物理学，

砂防工学，こと賀工学，地震学などの分野かちiむすべり調査・研究に役立つ方法

請を応用したり？渡雑な状態を示すiむすべりj告の地盤に適合したま与しい独特ごな
写真一3.9 斜面崩壊模盟

実験装冨

m品査）Si去を考えた与して研究をおこなってきた。これまでの研究；土地すべり土塊恭盤岩，岩石の嵐化状態，岩石の

破作；7ii5ゃi新居の確認など地下端造；こ関するもの，また， i世すべり滑動と密接に結びついている地すべり地域内外にお

ける地下本の分布，流動，変動などの状況を調べることに向げられてきた。

議査方法は電気上七底抗探査法，弾性波探査法，地下水調査法， 在然放射能探査法など物理探査法といわれているも

のが主体である。これらのI鵠査法を実験地｛こ合わせて応用してきた。また地すべり地に揺さくされたボ…ワングのコ

アサンフツレも地盤構造の解明に役立ててきた。

しかし，これまでの研究結果において諦査法，資料解析法に十分な結論的成果の擁立をみたとはいえず？むしろ今

後の研究に期待すべき点を多く残しているといえる。地すべり部門で研究されてきたもの，また，研究途上にあ

なるものを次：こ紹介する。

再出（雄）が主として第三紀層の地すべり地で実施したi告すべりi告の地下；J（の問題に関する研究がある。それは電気

比抵抗を用いて地下;j(の分布状況を調べき地すベワ現象に関採していると思われる地下ぷをボーリング孔によって排

水する場合の適窃な位置を決定したり， 地下水の概略を把握して次の地下本兵器査への基礎資料として利用するとい

う， いわゆる地すベワ対策に関連した研究である。最

近， i司じ方法論によって竹内が破砕帯のよをすべり地で試

験した。この研究によって，電気比抵抗保査j去が主I!!すべ

1) i也における地下水のu式存状態を知る鵠略な調査j去の一

つであることがわかってきたG

i~l谷・湊元事 iJ\l揺は破砕帯地すベワ地で電気探査j去を

応用する蕗，地態的条jq：の重要性，接地抵抗の問題など

について考慮する

またij二IJ 11 tまjをすべち地の地盤構造および力学的強度，

民化状態を知るために弾性波を手当用する探査j去について

研究をおこない，同11寺；こ地すべり，山くずれの発生条件を調べるため 多極
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電気比抵主計去を応用して，地下水の変動による地盤の強度変化，地すべち， illくずれの前駆的地盤の挙動現袈につい

て1iff先中であるO また，地すべり地の粘土について法実験室で三軸圧縮試験（写真一3.10）をおこないレオロジー特

性を調べ，地すべり地盤に関する解釈を深めている。

竹内は地すべり活動に大きな彰響を与えるといわれる地下水は主として流脈状に存在すると考えて？現在行われて

いる地下水追跡調査法を行なう前に地下水流脈の存在位遣を推測すべきだとして，地泊分市測定による地下水流脈調

査法の研究を行なっている。

ω 地すべりの予知・予測および防止について

地すべりの予知・予測・紡止同封する研究分野は， これまでに紹介してきた地すべりの先生原因！こ関するi訂先，移

動隆詩の研究？地盤調査法の研究に関係しているものである。

ちなみに地すべり予知己関する研究は，地すべりの発生原閣が解明されれば地すべり現集を予知できる可能性があ

い地すべりの移動機構，発生関関がi見らか；こなれば，地すべり地の将来における地すべり現象の状況の予測が司

誌になってくる。また， これに加えて地盤謡査による資料の精度と定量化がすすめばi坊止対策への情報は豊富にな

り， i詰止策による成果もいっそう期待されるものになるであろう。したがって，地すべり研究によってもたらされる

成果が地すべりの予知・予測・防止という方向において結びつくものと考えられ？そこに地すべり災害の軽減・賠止

に生かされるべき性格を有する。

地すべり部門では山口・湊忌光春等によって開発されてきた地中内部ひずみ討の研究を続け，地すべりが込敢な動

きを生ずる前段階；こ，微量なすべり活動の前駆的現象が，地i:j:ist凶 inとして組問されること安明らかにした。

高田C14D・小E!Jはi傾斜，frをJむすべり地内外！と投；i1i：して， j告すべり地機の動きの前)W(JZJ制象を結成時することにより，

変動形態および活動部の範lltlを知ろうという｛討究をおこなった。

高田理夫は乾燥j詞と湿潤期のP波・ S波を用いた弾性波探査による地下構造の粘資・諸物理；量の測定，試作の携帯

用地すべり面計（地中傾斜計〉による地すべり面の測定，地下水｛立の測定，伸縮言I・ ・額斜計の群列観測による地表面

ひずみ分布調査等から地すべり機構の研究を行なうと共に，長期間にわたる伸縮計の群列観測から地すべりの前駆説

訣を提え地すべり発生との関係を究明し，また地表市ひずみの推移・分｛ff・永年変化・年変化・日変化と土塊の滑動

の関係を求めるなど、地表面ひず、みから士むすべり予知の研究を行なっている。

山口・高III（維〉・竹内・！こ1:1;1日立地すべり地の同一地域で，防止工事の前後において電気探査をくり返しておこなう

方法により， iむすべり地内の地下水分布状況の変化を調べる研究をおこなった。

和田中：彦・加茂幸介・古沢 {!fミ・尾上謙介ちは地すべり地内外の多くの点で観測した雑徴勤の波動解析を行ない，

各観測点の卓越周期やその波の bcus等と crack群や1骨fil/J土塊との関係を究明し，よむすべり予知の手掛りを促よう

と研究を行なっている。

5.風災害に関する研究

(1) 風災害の実状に関する研究

患による災害の軽減を計るための研究を進めるためには，まずその風災害の実状がどのようなものであるかを明ら

かにせねばならない。そのため，嵐による災害が発生すると向時に直ちに研究者が現地に／U向いて実状の調査を行な

っている。台風については， 伊勢湾台風， 郊2室戸合成， m2および3宮古島台風を始め主要な被＼t;.fr風について

ほとんどの場合について気象資料と被害状況の記録を残すことが出来たし？最近ではたつまき，雷雲などにある小説
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模J憂乱による愚被'flfについても現地調交を進b たつま

き内の風速分布のモデルを作ることもできた。これちの

訴究；玄関｛系統究者全員で協力して行なっておりその成果

は参考文献に示されているとおりである。菌－3.16ほ第

2宝戸台愚j郎通時の最大10分！？号平均抵速と家患の全壊率

との関係を示したものであり，この様の関係を多数調べ

ることで統計市守に台風の規模と家箆の被害の統計的な関

捺を一能的！と推定する方式が確立されようとしている。

(2) 強風の性質に関する研究

特にその乱れの佐賀をryJろかにす

ることは強風の作用を知るために必要な知識である。石

1i奇j溌球およ

時底j去とその評価I！き間および空間的な拡がりに関fる実

験式を導き，その結果ば現｛1：多くのffijj・filR設計に手l]J日され

V副主語
C聞抑制＠

（官’） ' 

叫
思
凶
J
J山
中

同
州
｛
明
日

Au;. 28 1963 (S惚醐鴎i)

同一3.17 強感心3次元的な変動成分（光Illによる）
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同一3.16 ~} 2主戸台風通過時の最大風速と
家｝霊の全壊率ーとの関｛系（日清， Mi,

掠旧による）

ている。また光mば風速計の特慌の差によって最大瞬間思j去の指示備が異なることに告白しその相互換算を？？なう

ための方式をj呈示すると共に，各科；の誌速三l・のjごと較綾測を行なった。

また民極的に強抵のi玄関を行なうための努力も行われ，新しく開発した誤1rn号をrnいて，強恩fl寺の乱れの空担分布あ

るいほ思；主成分の三次元的な成分の測定を行なうことが光［［］によってなされている。図－3.17；対話111111で観測された強

！誌の三次元的な変動成分の時間変化の 1{YIJを示したものである。

また，既設の建物や塔を利用して患の観樹も行なっており，京都タワーでの観鶴記銭，東京タワーの記誌などは光

mによって解析されている。従来から平らな地面の上での抵の性質は比較的良く知ちれているが，最近では111の上や

特殊な地形での風の特性はほとんど知ちれていなし）0 しかし，そのような場所に構造物が作られることが多くあり，

思災主が免じたという実例も見られるようになったので，特殊地JI-;j二での患のn質を調べるための硯究が光開・森な
どによって進められているc

(3) 構造物に作用する風圧に関する研究

構造物に作用する抵圧はlfirl百なもので誌なく，時間的空間的！と激しく変動している。こ 基本的に
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ば構造物の風上での嵐の性質とその誌を構造物自体が乱すことによって生じる乱れ性質とに関係している他，践に対

している。する構造物の迎え九構造物のJf~ ，

ーも，＼1i主物の嵐 i：における風の性質については，（2）項で述べたように本国や陣容物の少ない王子地上などにおいて，かな

1ては明究が進められつつある。その

地の関係安来については，現在まで舟外の研：究状況は甚だ不十分といえる。耐風構造部門および潮llilド風力実験所はこ

の問題について主として実験的研究を行なってきた。

りの程度までlijjらかになっており，都市内あるいは1L1±むなどにおける

れらを茂った嵐ff

測定の結果によって，建物の壌市Jこ作沼する嵐圧力のfl:

質についての定性的な性質をある程度iリ！らかにしたとい

える。すなわち？石1／奇・

｛こ作用する楓毘の観測を行ない，壁面←tの種々の点での

嵐！王変動のスペクトノレを求めた。また，石11時・宗国は同

じくず家建の住宅壁面に作用する鼠圧の突嵐作用につい

て実験を行ない，石／il~J ・光 !Ilが示した嵐速の突風率に関

する経験式を適用して表わすことができることを明らか

言；9Jillffl風力実験所は，ヨド：家建2棟および21続建1棟の実験用建物をもっており（写真…3.11),

これら 2つの研究はいずれも建物にした（闇－4）。
現正測定用建物写真一3.11 

この領／1ij；ま，）主U11JI三ii：夫すする前LI；でJ誌も fトさく，あり，2.5 
0 を不；しし可つ

、
P
L
U
W
 

/ffil ［｛りに平行なk1空間や用者：な

Points of measurement' ι、
気＼、＇， t、
弘、トーこ
Yミぐ

'.)..,_'0-~~'-~ ＼、〉むも AVERAGING TIME 
弘、＝也：：予総 OF GりST,S (sec) 
一0.5 --''Q~~ /0 so 

時ew

-P, 

-o- P4 

ー”・ー－ F弘 ｝ 

制陣。一九 j

0./ 

2.0 

1.5' 

／β 

o.i 

0.6 

円山

o

J
凶

0

↑υ〈
比
凶
江
口

ωω
出
比
円
山
ト
∞
コ
ψ

WEST VIEW 1
1
1
1
1
1
B
E
E－
－

a」H
仲
ハ
リ
い

建物壁面！こ作用する風！王の突風作用（室IIIによる）

ている。このような傾向の定量的な評価および他の要素との関係などについては今後の研究によって明らかにしてい

かねばなちない。

建物の壁面！こ作用する力は，内圧と外圧との差ffであって， i二述の明

関－3.18 
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た実験が

5.甑災

ついて

ある。佳は観測主の内圧の変動と外部の）誌の速度！王を鰻

その結東京

内圧の変動ば，述変ffの変動に較べて高周波成分はかな

り減衰するが， f弔問波成分法相勺に大きく1m視できない

とがわかった。京内圧のぞI:買は窓や戸口など建物のl}l~

到して1ira者の'ft.fiを比較した（函－3.19）。

それによる案内圧のtt質

の変化を定量的に知ることは今後の研究課題である。

i副砥Wti主部門では主として高層建物の睦面にずf:用ずる

強圧のfl：買について実験をflーなっている。昭和44年に大

波市内の231校建の高層建物（写真一3.12）に15i会？の嵐児

日郊の密閉度；こ I~｛系しており，

！武！正誤ll定をfrなっている高層II日持写：立－3.12 

10 
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まだ十分

鴇造物！こ作用する風）Jを求めるためには，（3）項で述べ

た浪花の研究だげでは不充分であって，嵐n：と同時に構

造物の応答をも研究する必廷がある。 I討風構，造部門およ

び滞IJilil}l風力実験所でほこれまで主としてトラスJt｛鉄塔？

誌J1YH主宅および板ガラスなどの日然誌に対する応答に関

討を設託して総測を始めた（石持・本：出）が，

な成果は挙っていなL'o 

；構造物の践に対する応(4) 

ふゆ
／｝。して研究を進めて

鉄骨トラス？？！鉄塔の応答

このiJ＼~.式の鉄塔はわれわれの見；互に最も多く見ちれ，

また風による事故の校iJも比較的数多い。今日：な・ J:=-t.成

ば，再：々の明式の高！壬送電ltl鉄塔について実！換を行ない

また，五時・宝！日｛本援動ti：状；こ関する
10 

.01 

鉄骨トラスマ！のテレピ塔について！誌とよ芯答の同時測定を

FREQUENCY( c.p.s. ) この鉄塔については，ねじり応答行なった。その結果，

スペクトノレi支1-3.19 速度目と室内正のパワ
の比較（誌による）

その大きさ；ま曲げ応答よりも大きいがきわめて顕著で，

図－3.20ばこの塔の領事：i応容のパワースペクトルの－tyljで・あ

これに関する研究を行なって

いる。なお，写真…3.12ばこのテレビ塔の写真であり，

る。

がわかり，ほどであるこ

建物の応答

当

よ

J
Iノ
ふ

i

部IJ!lif刊誌力実験所でほ2階建の実物住宅について壁rmにf'r：用する思圧と変｛立応答の同時測定を行なっている位，
図－3.21は前述の住宅で得られた実験記銭の一部である。柱の摸111を！支っても向j去の実験的研究を始めている。

諸々の現力実験にその建物自休を手I］用しうるよう；こ設計されてお

図－3.22はこの建物の窓ガラスの応答記銭の一部であの建物を詑って得々の実験が計・悶されている。

お，語＠Ii甲底力実験所の41持建の師究組関室は，
／＼ノ.，，
げ、山一11ぅι，り，

る。
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民一3.20 テレビ塔の傾斜応答のパワースペクトル（宗田による〉

i安］－3.21 2階建建物の変位応答記録の一部（古・J11による）

(5) 構造物の耐風性に関する模型実験

l':sl-3. 22 窓ガラスの変位~r,t；答記録の一例
（宗IIlによる〉

語、j風構造研究においては観測あるい辻実験が重要な研究手段である。実験に泣模型を使用することが多く，風料な

どを茂って会開の模！11実験が行われている。

写真一3.13 風前j模ffザミ！投の一例（室IT:!による）

i ) 静(I：｝思ff｛系数の測定

最近の構造技術の進歩により，従来なかったような形

状の地造物が増加しているため？その耐愚設計に用いる

！武力係数のデータは風前j実験によって求めなければなら

ない場合が多々ある。耐程.tfWJ造部prjは，口径1mの＠I流

刑風間を使って，このような構造物の静的嵐圧係数を求

めるための模~w実験を行なっている。写真一3. 13ば実験
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む1併を示す写真である。

ii) 捺造物の~力安定’性に関する模11'l実験

嵐の；IJの構造物の空力不支定現象としては， j品による振動，ギャロッピング，パブェッティングなどが知られてい

る。満による援勤についてほ， 石；；；主.J去が電線について模型実験を行ない？ 振動妨止の方法ーを研究した。 この研究

は，電線の街I奇形を変えてそれぞれに主じる純振動の'f'IAえを実験により求b その防止の方法を追求したものである

〔写真一3.14）。

14 電報振動；こ認する思制実験諜11＇~
(hえによる〉

写実－3.15 自然議中のがj柱の模青空実験

長方形あるいは疋方:Jtl軒高を よる振動あるいはギャロッrングがtj：＿じる。この現象については五

11/J・許がLEブJ思j軒高の角柱の場合についてブミj換を行ない成呆を幻どc これら；土？振勤するfi 

よつて求め’それとfiJ柱の援lp占；との関｛系を論じた｛む， 2つ並んだffJ柱の振動の桁：JI1二；Jl；；二ついて；詰fラピ

を行なつたものであるC

iii) fl？余震中の模11＇｛実験

思71司を｛交った摸明実験の結束が，実物に ~I－：じる現象にどのように関探しているかということは，患がjで摸)l:rv.ミ殺を

行なうにあたって最も京本的な問題である。このいわゆるね訟立IJC7)問題ば， ，~J.望退lrl1に什：｛とする苦しれの・rtnが疑長tな
ために不明な点が多い。このため，ゆおよび（引に述べたような実物での実験結洪と思制実験結果とを常に比較してHi

訟WJ0問題を検i可していく必裂がある。しかし実物実験はなかなか的難であるため，！員制模型と実物とのi!J問の；I.：..き

さの摸型を日然風~1=1において実験し実物実験を禅定する必要がある。そのため，持IJllll!l尽力実験ffrでは，静内の実験

場に高さ数メート Jl,程度の摸型を設抗して（写真一3.15）実換を行なっているc

(6) 強風の諒因となる 関する研究

！主｛災1占；こ対する対策を立てるためには，そのj京民となる気象現象について充分に知っている必裂がある。そのため
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I L1.7i乙および光旧法台風域での風速と気圧分布との関誌について研究を行ない？ さら；こ光III（土日本！こ来襲する合思の

よi残頻震などについて地i或；JI］に統計を行なった。また，被害台風の誠斎のたびに気象資料を集収しており，さらに抑

(mis) 

j見 100

.i車

部；

1E 50 

0 
0 

つ下

50 100( m) 
,,, 心からク） ~－Ii 高It

23 昭和44il',12月 j~；：橋を童話ったたつまき

（手illi;'u-他による）

どの状築を行なった上で，さらに詳細

な合思の，ttf11こ関する統計調査を行なう予定である。

一方，たつまき，需雲などの小説撲な気象現象による

彼者も無視できないことも生じて来たので？光IIIはその

視要を調査し，その？を石崎ら｛まJ：%橋市におけるたつまき

の被J占，彦摂TITにおける雷雲の下降気流による被；！？など

をJSJべてその気象原留について前五を行なった。国一3.

23は昭和44年豊婿市を襲ったたつまきの1j:1での愚述分布

の推定植を示す。このようなたつまきの被害；諮問が阪め

て狭いが，風速：まlOOm/serにも達するので披壊の程度

は著しい。従って極めて重要な構造物たとえば原子炉な

どはこのような嵐にも耐えるように作ちねばなちない。

また：T!lii主宰！こよ「ても指摘されているように重要な交通路，送電線が一つのたつまきで一時に多くが破壊され大きな

社会的影響が生じないように，政km程度以ヒの適当な間隔をおいて建設されねばならない。

写真一3.16 謡音波風速ilfrt史；ii", プヂ：：感部・在：木｛本（光Illによる）

(7) 大気乱流に関する基礎的研究

風速の11:Y:f/JJ，空［詩的なれ：買を知るということは大気乱htの性質を切らか！こすることに的ならない。嵐災害！こ関する

芯礎的排究として光田を中心として大気乱流に関連した研究が進められている。

まずその計測方法を擁立：するために光Illば新しい超音波底速読度計（写真－3.16参照）を開発しその実用｛とを行な

いヲ乱流の）lk木（i'Jな研究を色々と行なった。また7 花房・佐野もこれに協力して他の実験装置の改長を行ない，糊Iliff!

ネノレギー杖支の蹴測を行なった。また，地表面摩擦部数に関する実験をもむなし＇，

摩j察係数ば嵐速が非常に弱くなると地表面上においてもかえって増大するという結果を得た。さらに広い海洋上での

観測方法に新しいシステムを開発し走行中の船かちでも苦し流輸送測定を可能とし， うねりのあるj以下上で、も地表市摩

J察係数は従来から知られている 1.0×10→と大差知：いことを11在認した。

またjiij:f~_I苅ユらの蒸発が黒潮ーとでは従来予測されていたとおり 5 mm/day以上ある場所もあることが確認された。

また，地表商近くの乱流特悦を明らかにするため風速変動のスペクトルを調べることも行われ，石111奇・光田・花房お

よび生野泣周期60Elかち 8秒までの関の風速変動のスペクトノレを計算して， Var der Horen によって指摘された
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エネルギーギャップが補Jflrflにおいても見られる とを確認し した。またエネ jレギーの1J1の廿：貨と気

設条件とのi請の関係について研究を進めた。図－3.24は潮il却の探地i二での風速の3次元的な変動と速勤墨輸送量の

(8) 

したものであり，図－3.25辻詰)JlliftlでのJffiti去の広；;i3波数範問でのスペクトノレを示したものである。

:5 J;gf州』炉川附可州w」 川＂＇N伊拘州－仇、内均〆ヤ4叫‘場いP附..，，，..，.，叫刷W·、、w偽，、～川料•＇..y，·，、ダ

ぎミgf州内酬州制～仰向内叫ノW-;f'i，／＜，抑制...，，....，，.....，.，...，.，...... ，仰円相戸：；.... ,.,,\\'',Y，い;'Y>＂＂河内l('rs1／~.；，，·川千円町、～川

dむ一一～～～ v 一 一件、一 一

j附州制~高1似品蜘柵糊榊附榊榊哨榊酬桝哨同；~令制
’0.5‘ 

きi.も~ ~＂ブ· ＋＋十~ .1ア....~＇jll 手........ に；日 f刊~， rJ. ； パザ哨糾M叫榊恥
（きるふ「一
事ミ＆ ・.; . 
,i-5;;>[ 

｛言”

＂.ム.... L J •~ • 
ι マ， v

φ咽F 舟吋旬V州舟崎

宅・・・・－？－－－－－・

区1-3.24 1fデ1JUe:rn／患による〉

"' .. 

3.1 

宝お

C: 、，
I,. 

C: 

1.0 

QC←石
O(c開；10吋

10。

関－3.25 

.. 1/ ¥ I I I I I I .／λ勺

刊十；~！Hti f J＇一「t¥t
ui Iへ，￥，:J' I l左

込－~－. －~よλl~

湖i却における

〈石；：1;',H告による）
(2×10ペ～2×10-1cps）のスベクト jレ

構造物に作用 る副次的自 る研究

権造物；こ打：JFJする嵐力をn:i］；題；こするj易会！こ泣空気密疫をどうしても知ちねばならない。台恩域i斗でほ気JE｛足下によ

てIVJらかに空気密震は器下するが，雨滴が空rl::i；こ混印するために空気密度の増大することが考えちれる。光Ill辻こ

の雨漏の影響について調べたが， たとえ過去に観誤IJされた最も強い誕の場合であっても， その空気密震への影饗は数

ノf－セント以下の小さいものであることがi叫ちかにな た。しかし，風の仁1::iの雨ほ嵐のため横に涜されて建物の壁密

に笹突し：会；などから京内に侵入し大きな被害を~tぜしめることがある。石崎・光国および往野はこれを崩JI日PR武力実

験百！？において融制し， z盟国に衝突する雨の量を推算することを可能とするような関係を得た。国一3.26は水平mlに蔀

ちる雨量と の比と嵐速とり関｛系の実関｛誌を示すものである。

また，；最近のよう られるようになると， その周辺では見聞の地形が変化したことによ

次的｛こ強い誌が吹くようになる場所が生じたりして， 開題となることがある。従って， 新

て2

~L 

た時にはそれによって2次的な強思域が生じ障害が発生しないよう しなければならない。石1[1な・成はそのための愚
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f写t£-3.17 高額建築物の河りの思のJTIR洞実験
（成による〉

洞実験を！］！？始し，いくつかの場合について実験を完了し

ている。写真一3.17はその風洞実験の様子を示すもので

ある。

(9) 人工的強風に対する防災対策に

関する研究

人工的強紘というのは，たとえばジェヴトエンジンの

nn誌のようなものであ川ぃ-fu'zにその）出立段、人体や建造
物にとって危険である。そのため， このfιi設な区域をiり］

示して社会生活を危険から防御する必定があるが， 1［立近ば11J1i色なllliりこの危険i茨城を縮小することが望まれるように

なった。

飛行場における飛行機のエンジンの核備に際して生じる強甑ば人工的強風の典型的な併でおり，最近の航空機のジ

ェット化，大明｛ヒに伴なってエンジン調整の際の危険な強抵l創立拡大する一方である。石崎・光Ell・1をは1964if；乙

この強風l或を縮小するための方法として， エキスパンドメタルを平IJJ=Fjした BLASTFENCE を考案し東京間際

ジェット旅存機を使ってそのfl：龍を実験した。 BLASTFENCEはそれまで祁：々の形式のものが

二考えちれてきていたが，その'I'!：能ば満足すべきもので誌なかった。石崎等ほエキスパンドメタルをf支出することによ

て， 111::51との BCASTFENCEに欠けていた悦能，すなわち，視界をさえぎらないこと， .i!E風韻t，えが！よしかっ？

の！よさの諮節ができることを満足することに成功した。また， このような性能をきわめてづ＼j品模’かつ経済（I守な構

;11: 

ついてi司｛采の実！.強をij‘なし1れ能をl諒認している（1手真…

3. 18)0 

このようなBCASTFENCEの原加は， ljlにジェッ

トンジエンの噴流の遮底に有効であるばかりでなく，広

範PHなm途の考えちれるので，今後，建物にあたる風を

軽減する問題，農作物の風害防止の問題などに応用する

方的jを研究を継続する予定である。

ω 構造物の耐風対策
写冥－3.18 BLAST FENCEに関する実験

に当ってはその設計基準
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を適当なものにする必要がある。上に述べた！iJF究はすべてこの問題に関連しているのではあるが，その罫的に沿った

研究としては，光1±1が日本の被：占：台風の基準とするべき標準計器台誌の1'1：裂を行なっている。さらに石崎｛主権造物の

謡患基準を決定する作業；こ寵接従事し，今出までの研究成果を出来るだけ尖i祭に応用出来るJ巳＼こして月jいるための努

力を行なっている。

6.火災ー爆発災害に関する研究

(1) 防火・ 7高火なるびに避難に関する研究ならびに －防様；こ る研究

大地震，合Jililなどの大規模災’占が発生した場合における都市の防火および避難に関する研究，；Vl火；こ関する研究，

生ilt過程において，火災，壌売が起：〕易い状態や不安性な新物質の曝発；こ関する由々のi話題を研究している。組内三

郎らは都市防火に関して，木造建物の密策するi!T出i告における延協・述畏と気象条件との関係および廷協組止のための

防火帯の構造と配立の問題について，また避難に関しでは？群集の流動特’i主と避難速度および支全な避難地の規模と

記；設の問題について(i}f究している。治火に関しでは若国吉一？交)J事註次郊による；；1火斉ljとくに扮末消火剤；こ関するliJf

究を行なった。また岩国ちは描支， ANFO等についてその壊発性，伝嬢性にi謁？る明究をけなった。さらに；ii副ち

はえ気中の汚染に対する一実験としてトンネル九の微量有毒ガスの測定および概定）Ji去の検.Hをijなった。若i語らは

：壌発現象を地盤の性状誤ll；；主へ応j討すべく実験をhなった。
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関する一実験， i出災研年報，第14S}A, 1971ぅ 383-392.

若林 ；｝（ ・臨 宏一一 !11[] 3孟：操返し荷去を受ける鉄筋コンクリート柱のせん断般壊に関する実験的研究，防災研

年版，免HM)A, 1971, 393-415. 

vii) 構造骨組の柱はり接合部の弾塑性性状

若林実・松井千秋・甫宏一：鉄骨コンクワート接合部のせん断i尉力に関する一実験， 防災研年報， 第11号・A,

1968, 617-630. 
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白井 亨・土j長義人：大潟海岸における海岸変形の特性について一一主として季節変化について一一一予防災研年報，

第14え；・B,1971, 487-497. 

制 高潮・津波災害の防御に関する研究

i ) 高潮の変形
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の認饗一一，防災研年恥 11m弓・B,1963, 395--409. 

ii〕 津波の変形

H1GじCI仏 H.;Local Characteristic of Tsunami, Abstracts of Papers Related with Oceanography, 
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IWASA, Y. and H. NAKAGAWA ; Historical Devγelopment and Some Experiences of Energy Dissipators 

at Multiple-Purpose Projects in Japan, Bull.ラ DPRIぅ Vol.14ヲ Part3ラ No.85, 1965, 65-81. 
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63-70. 

石原安雄・ ：超音波流j主計による河川乱流の調i出，｛）H1j11j水J<ILi持出会講演集， 1967,53-58. 

ISHIHARA, Y. and S. YoKosr ; Ultrasonic Flowmeters for Measuring River Tmbulence, Bull., DPRI, 
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…713. 

(12）その他
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速水銀一郎・石原藤次郎・岩国雄一：防災研究所における海岸工学の研究，防災研年報，第5号B,1962, 59-76. 
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石原藤次長I）・芦田和男：第12四国際水路会議及び国際水文学シンポジウムに出席して，防災研年報，tf-Hl号A,1968, 
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石頭支球：河J11災害の予知について？関災昨年低第13号B, 1970, 9-15. 

矢野II泰正編済：水災J占の科学，技報！平：， 1971.
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編 集 後 三己

防災研究所が誕生して20年が経過した。当初3釘．究部門からi'll発したti]f究所．も今では16研究部門，

lH珂究施設を脊する）J1汗先所：こ｛1¥1炭したO i咋千ド度：こは宇｝官構内！こ待望．の明

と職員｛ま一カ所l乙集まつて母r先ができるよう；こなつたO また， この20千iミ口；j：こさ空：研究所
i坊災科学の発展l乙1点与した功＊lt；ま大へん大きい。

おI］立20),1,J年を迎えるに＇＇＇ 1I)' ＇記念 ·j;:業の一環として，ニ I·千ド~の最近さんが金田され，防災研究所

20年の歩みを記録にとどめることになった。このため， 7月中旬に後に記す二十年jこ編さん委員が

決めちれ，さっそく縞さんにとり掛かった。以来，たびたび委員会を開き，内容の決定，科部flf］・

研究胞設や関係の方々への！京縞執筆・写真や悶表の提供依頼，いただいた原稿・写真・図表の採血

や校IEなどつぎつぎと作業を進めてきた。しかし，われわれの力の不足と経験のとほしさ，加えて

発行期日までの日数の少なさなどがift:なり，当初jわれわれが考え，意図した点を I・分生かしきれず，

大へんお組イくなものとなってしまったことをおわびしなければならない。

もかくもこのようなかたちで苅災研究所ニート年！とを刊行することになったが，これが防災研究

所のこれまでの研究のあとをしのび，研究のあり力を反省し，これからの研究の進め方を考え，研

究所の将米への免震に備える飛躍fi'として役立てていただけるなら，二十年！と編さんの目的にもそ

うものであり，編さん委員のこの上もない幸せである。なお，このニ十年Jとは探知として，十年史

｛こ続くよう，それ以降本年10)]1 11までを主にして，I＆せたが，内存によっては十五周年小！とに続け

て，それ以後のものを載せた。

最後；乙研究所ならびに関係、の方々には，暑中しかもご多忙のところ，原稿のど執筆，写真やI盟

去のご提供など，何かとお世話になった。ここに厚くお礼を1t1しi二げる。また，とびらのj題字およ

び背文字は木村治抵l’事務’r：：の筆によるものであることを記して謝意を表するの
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